
        
            
                
            
        

    






			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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			第一章　悪魔の目覚め

			


			「もう！　出遅れちゃったわ！　あいつらはもう着いているわよね!?」

			　ヘルミナの街並みを飛びながらベルフレットは叫ぶ。

			　手で押さえたウィッチハットから流れ出た燃えるような赤い長髪が大きく波打っている。前髪から覗く瞳も髪と同じく炎のような真紅だ。

			　年齢は十代後半。服装は白いシャツと黒いスカートに六芒星のシンボルを縫い付けたマントだ。見る人が見ればそのマントが召喚術を専門に扱う魔術師にして研究チーム、『王立魔術騎士団』の制服だとわかっただろう。その右手の指には銀の指輪をはめており、春先の日差しを受けて眩く輝いている。

			「っと、危ない危ない」

			　二階から張り出していたパブの看板を避けると、ベルの胸元が大きく弾んだ。

			　背丈こそ高くはないが、そのシャツは十代と思えないほど膨ふくらんでいる。メロンのような乳房が母親からの遺伝だとするなら、そのバストはまだまだ成長が期待できるだろう。お尻の方も立派で、鱗に乗った尻肉は柔らかそうに形を変えている。

			　整った容姿とその豊満な身体つきから色目を使う男は多いが、未だにベルは男と接するよりモンスターと共に過ごす生活を送っている。

			「お願い、早く！　もっと早く飛んで！」

			　焦り歯噛みする横顔も彼女がすれば凛々しく、眼下で見上げる街の住民たちは誰もが口を開けて、空を駆けいくベルフレットに目を奪われている。そしてその後にやってくる暴風に衣服を押さえた。

			「でもベル、団長はアディンたちと協力しろって」

			「そんなこと言ってられないわよ！　あいつらのやり方じゃどうなるかわかんない！」

			　後ろに乗っているマーヤの言葉にベルは怒鳴ってしまった。

			　後ろを振り返ると、短めの金髪にウィッチハットを乗せた少女がしゅんと顔を伏せている。

			「……ごめん、怒鳴っちゃって」

			「ううん。ベルの気持ちもわかるから」

			　ふっとベルは頬を緩ませる。何事も控えめで優しい同僚のことをベルは好いていた。騎士団に女子が少ないこともあり、彼女とは本音も話し合う親友と言える仲だ。だからこそマーヤが心配することもわかる。わかるのだが。

			「私たち王立魔術騎士団は駆除屋じゃないわ。モンスターと人間の橋渡しをする存在なのよ」

			「それはわかってるけど。でもあんなに暴れてたら」

			「だから私たちがいるんじゃない！　絶対、あの子も守ってみせるわ！」

			　一際大きな音を立て翼が空を叩いた。視界が開け、青い海が眼前に広がる。

			　同時に海を遠巻きに見ていた鎧姿たちが一斉にベルを、いや彼女が乗ってきた赤い竜を見て目を剥いた。

			「ド、ドラゴンだ！　シーサーペントだけじゃなくドラゴンまで！　うわあ！」

			「落ち着け新入り！　あれは騎士団の召喚獣だ！」

			　先駆けて到着していた街の警備兵たちがベルの到着に浮き足立つ。新人と思おぼしき若い兵などはあからさまに怯おびえていた。

			　それも仕方がないことだろう。突然背後から十メートルを超えるドラゴンが現れたのだ。目の前の状況もあり、心臓が飛び出すほど驚いたに違いない。

			「警備の人たちね！　安心して！　私は魔術騎士団のベルフレット！　こっちはマーヤ！　あの子は私たちが止めるわ！」

			　そんな彼らにベルはドラゴンを宙に留めて語りかける。

			　名乗りを聞いた兵たちはざわつき、一人が叫ぶように言った。

			「ベルフレット……あの大召喚術師シーリスの娘か!!」

			　その名前に兵士たちの顔から不安が払拭される。ざわめきは安堵と感動へと変わっていき、ベルに期待の眼差しを向けてきた。

			　先ほどまでと一転した彼らの表情に、ベルは苦い味を覚えてしまう。

			（召喚術師になっても、お母様の娘って扱いなのね）

			　数々の偉業を成し遂げた召喚術師にして、王立魔術騎士団の現団長、そしてベルの憧れの母。

			　シーリス・クロシェット・アウディーレ。

			　幼少期から彼女の娘として周囲から見られ、憧れの騎士団に入ってからも未だその名から逃れられないことに、ベルは誇らしさと焦燥感の両方を感じていた。

			　ひょっとして自分は一生ベルフレットではなく、シーリスの娘として見られ続けるのではないか。そんな不安もほんの少しだけある。

			（……でも、そんなの関係ない。お母様にはお母様の、私には私のやり方がある！）

			　胸に滲にじんだ不安を追い払い、ベルはドラゴンの首を叩く。

			　低い唸りを上げた火竜は翼を力強く羽ばたかせる。一瞬にして加速した竜に、警備兵たちは驚いて口を開けた。

			「それでどうするの？」

			「当然、私だけで片付ける！　マーヤはアディンたちを見張ってて！　あれじゃあどっちも傷つくだけよ！」

			「わ、わかった。やってみるよ」

			　わずかに自信なさげに答え、マーヤはドラゴンの背から飛び降りた。金色こんじきの髪を揺らしながら小柄な身体が落ちていく。その口が短い呪文を唱えると白いペガサスが光の中から現れ、マーヤを背に乗せた。

			「気をつけてね、ベル」

			「任せなさい！」

			　天馬に乗るマーヤにウインクを投げ、ベルはドラゴンに命令を飛ばす。

			　向かう先は海。

			　そこには血に塗まみれながらも暴れる巨大な海蛇、シーサーペントの姿がある。

			（大きい！）

			　威勢よく答えたものの、ベルは心の中で尻込みする。

			　ただでさえ船を沈めるほどの巨体を誇るシーサーペントだが、あの個体はその中でも特大だ。牙の一本一本が人間の腕ほどある。もし海に落ちればたちまち丸呑みにされるだろう。そうでなくてもあの巨体に跳はね飛ばされただけで命を奪われかねない。

			　海上から見えている部分だけでも騎乗するドラゴンの倍以上の長さがあり、海に隠れている部分も考慮すれば恐らく五十メートルを超えている。その巨体のせいで遠近感が狂い、近くで沈没している帆船が小舟に見えた。

			「あ、ダメ！」

			　シーサーペントが咆哮ほうこうを上げ首を振り回し、周囲を飛び回っていた大鳥を噛み殺した。パッと血の煙が上がり、砕かれた死体が海へ落ちる。そんな鳥たちの大量の死体でヘルミナの湾は赤く濁りつつあった。

			「っ、アディンたちは何してんのよ！」

			　歯噛みしてベルは港に立つ三人の男たちを睨んだ。アディンを中心とした王立魔術騎士団の新米トリオだ。

			　ベルやマーヤとは同じ時期に騎士団に入った仲ではあるのだが、年齢は向こうの方が一つ上だ。貴族の三男坊や豪商の孫という立場を使って強引に騎士団に入り込み、実力も品性もないくせに騎士団の威光を振りかざす彼らをベルは害虫同然に嫌っていた。

			「押せ押せ！　数をぶつければ勝てるぞ！」

			　腕をぶんぶん振り回してアディンは新たな召喚獣を呼び出した。馬鹿な術師に支配された鳥たちはその命を砲弾同然にしてシーサーペントに向かわされる。

			「させないわ！」

			　ドラゴンを翻ひるがえし、飛び立った鳥たちを追い返すベル。

			　突然入った横槍にアディンはあからさまに機嫌を悪くした。

			「おい、ベルフレット！　何すんだ！」

			　浅黒い肌とエラが張った顔は王立魔術騎士団の制服にまったく似合っていない。潰れた黒パンのようなその不機嫌顔がベルは大嫌いだった。恐らく一生好きになれないだろう。

			「あんたたちこそ何してんの！　これじゃあこの子たちが無駄死にするだけよ！」

			「ああん!?　召喚術師が召喚獣を使って何が悪い！　こんな奴らいくら使っても問題ないだろうが！　もうちょっとで倒せるんだ！　邪魔するな！」

			　アディンの隣に立っていた二人も「そうだそうだ」と言い張る。ひょろ長いのがドーバ、背が低いのがトリィという。もっともベルは、アディンの腰巾着でしかない彼らのことを詳細に覚えるつもりはさらさらなく、まとめて三馬鹿と呼んでいる。

			「倒させないわよ、この三馬鹿！　あの子も誰も傷つけさせないから！」

			「てめ！　手柄を横取りする気だな！」

			　顔を真っ赤にして喚わめくアディン。だがそれだけだ。港から出てくる気配はまったくない。

			　その腰の引けた態度にベルは鼻で笑って小馬鹿にした。

			「召喚獣と一緒に戦う度胸もないくせに！　卑怯者はそこに引っ込んでなさい！」

			「んだと!?」

			「まあまあ落ち着いて。ここはベルに任せてあげてよ」

			　遅れて到着したマーヤがアディンたちを遮さえぎった。相手が二人に増えたためか、舌打ちをしてアディンたちは鳥を退ひかせる。

			「ありがとマーヤ！　よし、行くわよ！」

			　ドラゴンの首を撫で、ベルはシーサーペントへと翼を向けさせた。

			　さらに手を払い、新たな召喚獣を呼び出す。

			「来たれ来たれ来たれ！　汝は天を焼く気高き翼！　我が呼び声に応え、我が手足となって空を翔けよ！」

			　宙に広がった光の魔法陣から四体のワイバーンが飛び出した。

			「ドラゴンと共にあれだけの飛竜を一度に召喚……!?」

			「流石さすがは魔術騎士団の生え抜きだ！」

			　背後でアディンたちや警備兵が息を呑んだ。

			　ドラゴンを召喚できる者は多くはない。熟練の術師でも支配に失敗して食い殺されることがあるという。だがベルからしてみれば彼らは犬のように従順だった。命令に逆らったことは一度もないし、意外と愛嬌のある顔つきもしている。なぜこんなに可愛く力強い子たちを人々が恐れるのかは、ベルの幼少期からの疑問であった。

			（きっと、みんなモンスターに対して理解が足りないんだ。だからこんな風に使い捨てにできてしまう。こんな悲惨な世界、私が変えないと！）

			　静かに息を吸い、ベルはドラゴンたちに命令を下す。

			「行って！　でも絶対に殺しちゃダメだから！」

			　声に応えワイバーンたちがシーサーペントに殺到する。火炎の吐息をぶつけ、牙を立ててその皮膚を切り裂く。大きさこそ大人と子供ほど差があるが、竜の炎と鋭い牙爪は流石のシーサーペントにも効いている。呻うめくような大海蛇の咆哮に胸がずきりと痛む。生々しい傷跡をさらに傷つける所業にベルは思わず目を背けそうになる。

			（お願い帰って！　貴方はここに迷い込んできただけなんでしょ!?）

			　祈るようにベルは歯噛みした。

			　沖に追い立てるように攻撃をくり返しているのだが、シーサーペントは身をよじり、湾内を狂ったように暴れ回るだけだ。思い通りに動いてくれない海蛇に焦燥感が募る。

			「あと少し！」

			　ギロリとシーサーペントの巨大な眼球がこちらを見た。しまった、と思った時にはもう遅かった。焦りで近づきすぎたベルに海中からシーサーペントの尾が迫る。

			「きゃっ!?」

			　風切り音に身の毛がよだつ。ギリギリで直撃はしなかったが、乗っているドラゴンの片翼が破かれてしまった。直後に大量の海水が降り注ぐ。

			　がくんと高度が落ちる。なんとか片翼で飛び続けているが、いずれ墜落してしまうだろう。無我夢中でベルはドラゴンの首に抱きつき「落ちないで」と命令を飛ばした。

			　それは致命的なミスだった。

			　命令は騎乗しているドラゴンだけでなく、ワイバーンたちにも届き、彼らは攻撃をやめてその場に静止してしまったのだ。シーサーペントの牙が迫る。

			「っ、ダメ！　逃げて！」

			　間一髪、ワイバーンたちが散開する。牙を逃れた竜たちを、シーサーペントは見逃した。代わりに向かったのはまだ避難の終わっていない港だ。

			「ま、街に！　お、追って！　お願い！」

			　すぐに命令を飛ばすがシーサーペントはかなりの速度だった。全力で飛んだとしてもドラゴンたちが接触するより先に街に到達してしまう。

			　ベルの顔から血の気が引いた。

			　視界がスローモーションになる。マーヤやアディンたちが何かを叫んでいる。住人が悲鳴を上げて逃げ惑う。警備兵たちも泡を食うが、覚悟を決めたように槍を構えた。シーサーペントの咆哮がどこか夢のように耳に届く。港の一部が波に襲われ、繋いでいた小舟や樽が流されていく。

			（誰か、誰か助けて……!!）

			　シーサーペントが上半身を持ち上げた。港が黒い影に覆われる。住人たちは絶望に動きを止め、落ちてくる海蛇の身体を呆然ぼうぜんと見上げていた。

			「──凍りなさい」

			　冷淡な声が響いたのはその時だった。

			　シーサーペントが動きを止める。質量のままに落ちようとしていた身体が硬直し、巨大な眼球が白く濁った。その皮膚に一瞬にして張った青白い膜が氷であると理解するのにベルはしばしの時間がかかった。

			　春先の港に白い雪がちらつき始め、ようやくベルは気づいた。シーサーペントの頭上、そこに魔女装束の女性が浮かんでいることに。

			　ベルを一回り大きくしたような長身で豊満な身体つき、ベルとは対照的な透き通るような青い髪と瞳。ただそこに浮かんでいるだけだというのに、まるで天使の降臨のように誰もが目を奪われ彼女を見ていた。

			　凍りついたシーサーペントと並ぶその姿はまるで英雄譚の絵画のようだった。その背景を彩る青白い雲すべてが巨大な氷精霊であったと気づけた者はどれだけいるだろうか。

			「……お母様」

			　召喚術師シーリスは静かな視線でベルを見ていた。

			


			「どうしてワイバーンたちを逃がしたのですか」

			　シーリスとの会話は詰問から始まった。

			　ベルはスカートを握りしめ顔を伏せる。視界の端でマーヤが不安顔で見ていた。その隣でにやけ顔をしているアディンが殺したいほど憎らしい。

			　さらに遠くでは警備兵が住民を押しとどめていた。シーサーペントを間近で見ようとする野次馬はどんどん増えて、今や黒い人だかりになっている。

			「ワイバーンたちを盾にすればシーサーペントを止められたはずです。少なくとも十分な時間稼ぎになりました。なぜ逃がしたのですか」

			　シーサーペントが街に向かった時、ワイバーンたちを盾にすれば止められたことはベルにもわかっていた。だがそれは彼らを犠牲にすることだ。召喚され戦わされそして捨て駒にされて死ぬ。そんなことをベルは召喚獣に強要することができなかった。それでは自分が嫌う世の召喚術師たちと一緒だ。

			「お母様、私は」

			「団長と呼びなさい。ベルフレット・クロシェット・アウディーレ」

			　母がフルネームで呼ぶ時、それは本気で怒っている時だ。

			「……召喚獣が傷つくのを避けたためです、団長。盾にしたらあの子たちが死んでしまうから」

			　その答えにシーリスは静かにため息をつく。

			「アディンたちと協力しろという命令を無視したのは？」

			「それも」

			「俺たちは協力するつもりでしたよ団長！　それをベルとマーヤが！」

			　ここぞとばかりにアディンが口を挟む。ドーバとトリィも「そうそう」と援護した。悔しさに血が滲むほど拳を握る。命令を無視して先に戦い始めたのはアディンたちなのに。

			「俺の召喚獣も叩き落とされてよぉ。そのせいで街を危険に晒すとか最低だよな！　団長、ベルは！」

			「アディン、お喋りなのが貴方の欠点ですね」

			　ただの苦言も百戦錬磨の英雄が言うと重みが違って聞こえるものだ。順調に回っていたアディンの舌は魔法も使っていないのに凍えてしまった。

			「貴方たちの話も後で聞かせてもらいます。ですが、今はベルフレットと話をしているのですよ」

			「は、はひ」

			　完全に萎縮してしまったアディンらに胸がすく暇もなく、シーリスの青い瞳がベルを見つめる。

			　だがその表情がふっと緩んだ。

			「ベル、いつも言っているでしょう。召喚獣は道具と割り切りなさいって」

			　声に柔らかさが戻る。ベルは顔を上げた。未だ責める表情を浮かべているが、その瞳には母としての優しさが戻っていた。だからこそベルは自分の失敗がやるせない。

			「でも、それは、召喚術師の本分じゃないわ」

			「私たちは騎士団ですよ。この国を、国民を守るのが第一の使命です。このヘルミナの街を見なさい。ここにいる住人の命を私たちは預かっているのです」

			「……召喚獣の命は守らなくていいんだ」

			「ベル。そういうことじゃ」

			「それじゃあ召喚獣の子たちが可哀想よ！」

			　堰せきを切ったようにベルは一気にまくし立てた。

			「無理やり召喚されて操られて！　そんなの理不尽よ！　あの子たちだって生きているじゃない！　奴隷や物みたいに扱うなんて間違ってる！　あのシーサーペントだって同じ！　ただちょっと迷い込んだだけ！　それを殺し合わせるのが召喚術師の使命なの？　私たち召喚術師ならモンスターとだってきっとわかり合える！　アディンたちみたいな戦い方を私は絶対に認めないから！」

			「なんだとテメエ!?」

			　声を荒らげるアディンをシーリスが手を上げて制した。

			「……今回の件はアディンたちの戦い方が正しかったわ。ベル、現実を見なさい。召喚獣をいつまでもペットと思わないで」

			「お母様！」

			　なお反論しようと口を開くベルだが、シーリスの顔を見た瞬間に言葉を呑み込んでしまった。わずかにうつむいたシーリスの表情はあまりに真剣で、凍えるように血の気が引いていた。

			「召喚獣とわかり合えるなんて、幻想よ」

			　その言葉には騎士団長としての割り切り以上の感情が込められているように思えた。

			　しかしそれも一瞬のことでベルが何か言おうと迷っているうちに、シーリスの中にあった不穏な気配は残ざん滓しもなく消えてしまっていた。

			「ベルフレットとマーヤは反省文を書いて提出するように。いいですね？」

			「あ、あたしもですかぁ？」

			「連帯責任です。私はこれから各所への報告がありますから夜までに提出するように。それとベル。渡した指輪はつけてますね？」

			「……はい」

			　ベルは右中指につけている銀の指輪を見せた。シーリスが満足げに頷く。

			「その指輪を見るたびに私の言葉を思い出しなさい。さ、二人は宿舎に戻るように。ただし召喚は禁止します。外出もしばらく控えるように」

			　そう言ってシーリスはベルたちから視線を外すとアディンたちの聞き込みに移ってしまった。その後ろ姿を睨んでいたベルは、振り切るように踵きびすを返す。

			「失礼します団長！」

			　肩を怒らせベルは街に向かって歩き出す。その後をマーヤが慌てて追いかけた。

			　住民たちを割るようにしてベルは街を目指す。

			　彼らの頭上ではシーサーペントが彫像のように凍ったままだった。

			◆

			　海と丘に囲まれたこの街の名は『ヘルミナ』といった。

			　二十年ほど前までは小さな港町だった。だがのちに大召喚術師と呼ばれる少女によって未開の大陸へのルートが発見されると一転して急速に発展していった歴史を持つ。召喚獣によって政治や経済を回している王国では新種のモンスターはそれ自体が重要な資源なのである。

			　街には大きな港が作られ、大陸への調査隊が次々と行き来するようになった。それに便乗した探検家や商人たちも集まり出すといよいよ街は急成長した。船を建造・修理する船大工、船が持ち帰った品を取引する商人、それらを受け止める宿屋や酒場。そして調査結果をすぐに利用するための召喚術のエキスパートたち。

			　今やヘルミナは王国の要所の一つであった。同時に、多様なモンスターが流れ着き、他国も侵略の機会を窺うこの地は常に危険に晒されているとも言える。王国でも生え抜きの騎士団である王立魔術騎士団がこの場所に置かれるのは必然であった。

			「見たかよ！　蛇のバケモノが凍る瞬間！」

			「ああ、もうダメかと思ったけど流石は騎士団様だよな！」

			　熱っぽく語る人たちと何度もすれ違う。子供たちが集まって口々に「召喚！」なんて叫んでいる。

			　それらを横目に、大通りを歩くベルはため息をつく。

			　ドラゴンに乗ればひとっ飛びの距離だが歩くとなれば騎士団の宿舎はかなり遠い。港と宿舎のある丘はヘルミナの街のほとんど反対側なのだ。絶対に足が痛くなるが召喚獣での移動は禁止されてしまった。かといって公共の乗り合い牛車に乗る気にもならなかった。

			「……なんで理解してくれないのお母様」

			　何気なく周りを見るとベルの気持ちなど知るよしもない日常の風景があった。

			　空を飛ぶワイバーンの航空便。妖精が店番をする商店。裸同然で飼い主について行く獣人。ビックホーンと呼ばれる草食獣が引く運搬車両。

			　シーサーペントの氷像をひと目見に走る人もいたが、その巨体がどこかへ消えてしまうとまばらに帰っていった。母が沖合に召喚して処分したのだろう、と予想してみる。

			「その指輪、シーリスさんに貰ったんだっけ？　いいなあ。素敵な指輪だね」

			　気を使ってかマーヤが明るく話しかけてくれた。

			　ベルは右手を開き銀色の輝きを空にかざしてみる。

			「うん。召喚術師になるって言ったらくれたの。魔除けになるって。でも」

			　ため息。

			「お母様は間違っているわ。召喚獣も人間も一緒。こうして生きているのに」

			　ふと店先に繋がれている双頭の犬が目についた。誰かのペットだろう。ベルはしゃがみ込むとその二つの頭をわしゃわしゃと撫でてやる。犬は嬉しそうに吠えて指先を舐めてきた。

			「可愛いね。あたし犬好き。騎士団でも飼わないかな？」

			　マーヤも混ざって犬の背中を撫でる。やがて犬は腹まで見せてきた。野性を失ったその姿にベルは苦笑するが満足するまでひとしきり撫でてやる。

			「あたしはベルの言うこと素敵だと思うよ。ウチの実家も召喚獣がいないとやっていけないし」

			「マーヤの家は農家だっけ？」

			「うん。すっごい田舎。そこで牛とか育ててた。生まれた時から一緒で家族同然。でね、狼とかゴブリンがやってきたらみんなで威嚇するんだよ。あたしが襲われた時も助けてくれた。だからいくら人を助けるためでもその子をモンスターと戦わせろって言われたら、多分あたしも迷っちゃう」

			　店から出てきた飼い主は二人の姿を見て驚き、シーサーペント退治のお礼と言って買ったばかりの菓子を差し出してきた。それを丁重に断り、ペットを撫でさせてくれた礼を言って二人はその場を離れた。

			「学校の先生にお前は召喚術の才能があるって言われなかったら多分農家を継いでたと思う。騎士団に入ったのもね、本当は給料がいいから実家にたくさん仕送りできると思ったからなの。採用面談では王国の発展に寄与したいとか嘘言っちゃったけど」

			　歩きながらマーヤはぺろっと舌を出す。なんとも俗っぽい話だが彼女らしいとベルは思った。

			「シーリス団長の言うことも正しいと思うけど、あたしはベルの言うことの方が好き。本当だよ」

			　その言葉だけで救われた気がした。

			　だからだろうか、少々センチメンタルな気分になったベルは自分でも思いもよらなかった話を始めてしまう。

			「……昔ね、召喚獣と一緒に暮らしてたの。話したことあったっけ？」

			「え？　ううん。聞いてないよ」

			　首を横に振るマーヤ。その反応にベルは少しだけ息を整える。

			　マーヤにさえ言っていないことに少し驚いた。これは大事にしまい込んでいた記憶なのだと改めて思い知る。

			　だからこそ、聞いてもらうなら今だとも思う。

			「その頃は、って今もか、お母様が留守にすることが多くてね。忙しいんだって今なら納得できるけど、その頃の私は寂しくて仕方がなくてね。年の近い友達もいなかったし。だから召喚獣を呼んだの。それで寂しさが紛れるって思ったのね」

			　今思うと子供ながらに無茶をしたと思う。

			　もし危険な召喚獣を呼び出していたらどうなっていたか。

			「呼び出した時のことは今でも覚えてる。お母様の部屋から魔道書を持ち出して勝手に召喚したの。小さな、ドラゴンの子供だった。くりくりした瞳を持っててすっごく人懐っこくて、私と一緒に遊んでくれたのよね。お母様に内緒で遊んで、ご飯とか持ってきてあげたり、一緒にお菓子をわけ合って……バレたらどうしようってドキドキしたけどすっごく楽しかったなあ。その子が私にとっての初めての友達」

			　両手を合わせお椀を作る。あの子のことを思い出し、その重みを手に乗せた。子供の頃はずっしりと重さを感じたけど、きっと今では軽く持ち上げることができてしまうだろう。

			「それで、その子は」

			「……死んだわ。殺されたの」

			　マーヤは絶句した。

			「家に強盗が入ったの。お母様に恨みを持った連中の犯行だって後で知ったわ。刃物を持って私を誘拐……いいえ殺そうとしたのかも。私は怖くて何もできなかった。でもあの子は」

			　胸が詰まる。込み上げる思いを呑み込み、一気に言葉を吐き出した。

			「あの子は、私を守った。小さな牙と爪で暴漢たちに立ち向かって。自分が傷ついても。私はもういいって元の場所に還そうとしたのに、あの子はそれも拒否した。付近の人が気づいて騒ぎになったから暴漢たちは逃げていったわ。それを見てあの子は安心したように床に倒れたの。身体はもうボロボロで、魔法でも治療できない状態だった。そのまますぐに……」

			　大きく息を吐き、目尻を拭う。知らず知らずのうちに目には涙が溜まっていた。

			「召喚術師になるって決めたのはその時。私は召喚獣と向かい合って生きていくって心に決めたの」

			「……辛かったよね。ベル」

			「ううん、私のことなんて大したことじゃないわ。でも、あの子は私のために戦った。お母様も私のために時間を作ってくれるようになった。いろんな人に支えられて私はここにいるの。それに報いたい。だからいつの日かお母様に胸を張って言いたいの。召喚獣にもよい子はいるんだって。一緒に生きていけるんだって言いたいの。だってあの子のお墓を作ってくれたのもお母様なんだから」

			　しばらく無言だったマーヤは、パッと笑顔となってくれた。

			「その夢、叶うといいね！」

			　爛漫な顔にこちらも笑顔になる。

			（少し、すっきりしたな。やっぱりマーヤは優しいね）

			　秘密を打ち明けたからだろうか、ベルは胸の奥のつっかかりが少しほぐれたようだった。

			　澄んだ空気が喉を潤し、ベルの足取りは軽くなる。

			　そして計画を実行するならやっぱり今だと判断した。

			「ねえ。これもまだ誰にも言っていないことなんだけど、誰にも言わないって約束できる？」

			　足を止め、ベルは囁ささやいた。

			　その言葉にマーヤはわずかに驚いた顔をしたが、すぐに頷いた。

			「うん。約束するよ」

			　わかっていた答えにベルは微笑する。そしてずっと温めてきた計画を口にした。

			「実はお母様が隠してるすごい魔道書があるの。私、それを使って召喚をしようと思う」

			　突然の告白にマーヤは目を丸くするが、すぐに興味ありげに顔を近づけてきた。

			「すごいってどんな？」

			「詳しくはわからない。でもあのお母様が封じて隠しているくらいなんだから間違いなく特Ａ級ね」

			「だ、大丈夫なの？　危険なんじゃ」

			「だからこそよ。もしそんな危険な相手と和解できたら、お母様だって私の話を聞いてくれるようになるでしょ？」

			「そりゃ、そうかもだけど。でも」

			　尻込むマーヤにベルも意地になる。ぐっと背を伸ばし大きな胸を張った。

			「もちろんお母様の偉業は知っているわよ。当然よ。本や歌になっているくらいだもん。虹の洞窟の探索、飛竜山の登頂、闇の森での死闘、国同士の戦争を止めたことだってあるくらい。今の私くらいの年でもう世界を回って大冒険していたのよ。そんなお母様が封印するんだから危険なのはわかってる。でも」

			　乾いた唇を湿らせ、ベルは静かに息を吸った。

			「でも、お母様は冒険を止めてしまった。きっと私のことで何かあったのよ。お母様は父のことを絶対に教えてくれないから」

			　相手はどこかの国の王子様だろうか、あるいは偶然出会っただけの旅人だったかもしれない。それが燃えるような熱愛だったのか、おとぎ話のような悲恋だったのか、その答えは本も歌も本人さえも語ってくれない。

			「はっきりしているのは子供ができたことを境にお母様は冒険を止めてしまったってこと。もしその子が生まれてなかったらお母様は今でも世界を巡って、人間とモンスターの違う関係を築いていたかも。それこそ、私が今抱いているような人との共存のあり方を」

			「ベル……」

			「私はやらなくっちゃいけないのよ」

			　マーヤはもう何も言わなかった。ただ無言で手を握ってくれる。

			　そこでベルは自分の指が震えていたことに気づいた。

			　ありがとうと言おうとした瞬間、ベルの声はつんざく叫びにかき消された。

			「な、なに？」

			　声の方向に目を向けるとそこには一人の男と獣人の姿があった。その姿を見た瞬間、マーヤが小さく声を上げて顔を赤くした。

			　その獣人はほとんど全裸だった。ほとんどというのは一番大事な部分は隠しているという意味ではない。武骨な首輪と枷が彼女にははめられていたのだ。

			　耳や尻尾から察するにワーウルフの女性だろうか。それが頭を押さえられ、路地に組み伏せられている。

			「やめ！　やだ！　助けて！　助けて！」

			　叫ぶが、男に支配されているのか身体の方はほとんど動かせていない。

			　そんな彼女に、あろうことか男の方はズボンを下げて見せつけるように股間を露出する。グロテスクな赤黒い肉が飛び出した。カクカクと腰を動かしその肉の槍を獣人の股へと擦りつける。

			「また反抗しやがって。これはオシオキだな！」

			「や、やだぁ！　それやだぁ！　人間の男なんかと交尾するなんて！」

			「あぁ？　交尾だぁ？　舐めんじゃねえよクソ犬女が！　人間様と交尾できると思ってんのか!?」

			「ひぎぃ!?」

			　男の右手が振り落とされ、痛々しいほどの破裂音が響いた。獣人の尻には真っ赤な手形が残り、悲鳴にも涙声が混じり出す。

			「これは躾しつけだ！　バカ犬に上下関係を教え込むためのなあ！　おら行くぞ！　獣臭えマ○コ開いて準備しろ！」

			「い、いやだああああああ！」

			　言葉とは裏腹に獣人は両手を股間に添えてぐいと開いてみせた。その股間に赤く充血した穴が開いたことがベルの位置からでも見えた。

			　どうやら粗暴な言動のくせにあの男の支配力はなかなかのものらしい。こうなってくると叫びを制限しないのもわざとやっているとしか思えない。

			「へへっ。しっかり受け取れ！」

			「あ、っぐぁあああああああ！」

			　ギチギチと音を立てて二人の身体が重なっていく。

			　それは信じられない光景だった。赤い肉がどんどん獣人の中に入っていく。相当苦しいのか獣人は絹を裂くような悲鳴を上げる。それを男は下卑た笑いを上げながら眺めていた。

			「あっ！　ぎぃ！　ぐぅ！　あぁああああああ！」

			　ばちゅばちゅと音を立てて腰が振るわれる。

			　ベルは性的知識に明るいわけではないが、それでもこの行為が相当乱暴であることはわかった。あの獣人は死んでしまうのではないか。そう思うほどの激しさだ。

			「な、なんてことを！」

			　誰か、誰か助けないのか。

			　そう思って辺りを見るも、うるさそうに顔をしかめる者はいても助けに入ろうという人間は誰もいなかった。

			「助け！　助けて！　死ぬ！　殺されるぅぅぅ！」

			「無駄無駄。てめえら召喚獣は物と一緒だ。犯そうと壊そうと所有者様の勝手なんだよ。恨むんなら俺に召喚されちまった自分を恨むんだな！」

			「あ、ああああ！　誰か！　誰か、ぐぎぎいい!?」

			　リードが引かれて首輪が喉に食い込んだのだろう。獣人は顔を真っ赤にしてバタバタと手足を振るう。充血した目は見開かれ、空気を求めて口からヒューヒューと乾いた音が響く。

			　それでも誰も助けない。恐らく本当に死んだとしても無関心であるだろう。

			「ダメだよ、ベル！」

			　マーヤに手を引かれてベルははっと顔を上げる。

			　いや、マーヤが手を引いたのではない。自分が駆け出していたのだ。

			「だって、でも」

			　静かに首を振られベルは無力感に肩を落とす。

			（わかってる。あれが法的には罰せられないことだってことは。頭ではわかってる。でも！　でも！）

			「へへっ。すげえな」

			　聞き覚えのある声にベルはすぐに反応した。

			　見れば獣人の周りには好事家のギャラリーが集まっており、レイプ風景をニヤニヤと見つめていた。その中にアディンたちの姿があった。

			「あのおっさん、前にもやってたよなあ」

			「でもその時は猫の獣人じゃなかったっすか？」

			「もしかして本当に殺したんじゃないですか？」

			　ゲラゲラと笑い声を上げる三馬鹿。その姿にベルの顔は真っ赤になる。もし隣にマーヤがいなければきっと全員まとめてドラゴンに食わせていた。

			「ベル。行こ」

			　マーヤが手を引いた。ベルは唇を噛みながら歩み出す。背中にあの獣人の視線を感じる。それを無視するのは命を無視するのも同然とわかっていながらベルは何もできなかった。

			「……こんな世界、私が変えてみせるわ」

			　血を吐くようにベルは今一度そう誓った。

			◆

			　その夜、ベルとマーヤは騎士団の管理棟に向かっていた。

			　もちろんシーリスの部屋へ忍び込むためだ。一般団員が生活する宿舎に対し、管理棟は事務所や応接室の他に団長や副団長の私室がある。幸い、昼の騒ぎの事後処理で団員の多くは出払っていたので、常駐している舎衛にさえ気をつければ移動は難しくなかった。

			「誰か来たら知らせてねマーヤ」

			「うん。わかった。気をつけてねベル」

			　小さく呪文を唱え、ベルは手の平に妖精を召喚する。透明化の魔法を使えるスプライトだ。彼に魔法をかけてもらい姿を消したベルは部屋の扉に手をかけた。

			（……？　お母様寝てるの？）

			　部屋の中は灯りが小さくされて薄暗くなっていた。

			　もちろん寝静まる時間を狙って来たのだが、それにしてはどこかおかしい。本当に寝るなら完全に灯りを消してしまうはずだ。ベルは音を立てないように部屋の中に忍び込む。

			（確か部屋の奥の箱の中。開け方も見当はついているわ。ふふっ。お母様もびっくりするわよね）

			　魔道書がなくなっていること、そしてその魔道書を自分が自在に操っているところを見た時、母はどんな顔をするだろうか。そんな様子を妄想しながらベルは慎重に足を進める。

			　すり足で応接室を抜けて寝室へ。そこで初めてベルはシーリスの声を聞いた。

			「……はっ……んんぅ……」

			（お母様？　いったい何をして……え!?）

			　思わず声を上げかけ、ベルは慌てて口を手で塞いだ。

			　シーリスはいた。ベッドの上に仰向けになって苦しげに声を上げている。

			　その服装はいつもの魔女装束だったが、胸元ははだけ、スカートも盛大に捲まくり上げられていた。

			（お母様の胸、やっぱり大きい……メロンの実みたいのが二つも）

			　まるで山のような膨らみにベルは改めて母の豊満さを思い知らされる。このおっぱいを飲んでいた赤子の自分はきっと谷間に埋まっていたことだろう。身体つきも女性らしさをこれでもかと主張しており、実の娘である自分から見ても直視するのがちょっと恥ずかしいくらいに魅力的だった。

			　街でもシーリスに対する下品な品評は事欠かないと聞く。妻に迎えたいと申し出る男もひっきりなしで、騎士団の中にも秘密裏にファンクラブのようなものが作られているとかいないとか。

			「んうぅ、こんなことしちゃダメなのに指が止まらない……！」

			　そんな身体を慰めるようにシーリスは自身の指先で乳房を揉みしだいていた。もう片方の手は股間に伸ばされている。暗くてよく見えないが「くちゅくちゅ」という生々しい音は部屋の端にいるベルの下もとまで聞こえていた。

			（こ、これってアレよね……わ、わ、お母様がオナニーなんて）

			　後頭部を殴られるような衝撃のあと、かぁと顔が熱を帯びる。

			　英雄譚の影響か、母はどこか人間離れしているように思っていた。もちろん子供の頃から一緒に暮らしてはいるのだが、食事も排泄もしないと言われれば信じてしまいそうな神秘性が彼女にはあるのだ。

			　だが今は一人の人間となっているように思えた。乳首を摘んで「あんっ」と喘ぐ母の姿なんて夢にも見たことはなかった。それはベルが知らない『女』としての姿だった。

			（ま、まあ、お母様も人間だし。こういうことだって、するわよね）

			　そう無理やり納得するものの、ベルはすぐには動けずにいた。見てはいけないと思うのに、チラチラとシーリスの様子を窺ってしまう。

			（な、なんかすごい……私がするのと全然違う……）

			　ベルも年頃の女性だ。自慰くらいはしたことがある。だが自身の経験から比べてもシーリスのそれは淫猥いんわいで大胆に思えた。全身に汗が浮かび、ほのかな照明の中で全身が光って見える。むっとする暑さはきっとシーリスの体温で、わずかに匂う甘いような酸っぱいような香りもその肌から出ているものだろう。

			　胸と股間を動く十本の指はそれぞれが別の生き物のように動き、常に身体に新鮮な刺激を与えている。

			　経験の差か、あるいは団長として色々溜まっているのか。

			（やめやめ！　こんなこと考えちゃ！　これはお母様のプライバシーの問題よ！　今は魔道書を）

			　これを不幸中の幸いというのか、せめてもの慰めというのかわからないが、シーリスは自慰行為に夢中になってこちらの存在に気づいていない。ベルは喘ぐ母のそばを通りさらに奥の書庫へと向かう。

			「はっ、あっ、ああああん！」

			　甘く響く母の嬌声きょうせい。それを聞いているうちにベルは耳まで真っ赤になっていた。

			「確かこの奥に……あった！」

			　箱の隠し場所は事前の調査でわかっていた。書庫の奥の小さな隠し扉の中だ。時々小型の召喚獣を使って覗き見していると、シーリスはたびたびこの箱を出してはじっと見つめていた。

			「確か開け方はこうしてこう……」

			　見よう見まねで箱の文様に触れる。するとひとりでに箱が動き出し、文様が形を変えていく。ビンゴだ。小さな音を立てて箱が自ら口を開いた。

			「これが魔道書？」

			　箱にあったそれは想像していたものよりずっと小さかった。

			　手をかざしてみるとベルの手の平より少し大きいくらいだった。厚さもさほどないようだ。表紙は一応動物の皮を使っているようだが洒落たタイトルもつけられておらず小さくシーリスの名前が刻まれているだけだ。魔道書というより旅人の日記といった趣おもむきだ。もしかしたら本当にシーリスが日記として用いていたものかもしれない。

			「本当にこれでいいのかな？　確かに魔力は感じるけど。まさかお母様の罠？」

			　疑心暗鬼にかられたものの他に当てもない。とにかくベルはこの本を持ち帰ろうと手を伸ばす。

			　バチッ。

			「わ」

			　何かが手に触れた。指先にピリピリとした痛みがある。だがそれもすぐに収まり、あとにはなんの変化もない魔道書だけが残っている。

			「なんなのよ、もう。まあいいわ。とにかく早く出ないと」

			　いつ母に気づかれるかと戦々恐々するベルだったが、その心配は杞憂だった。

			　シーリスは完全にオナニーに没頭し、掘り返すような勢いで股間に指を入れていたのだ。腰を浮かせてぐちゅぐちゅと股をかき回す母の姿。その横を通り過ぎてベルは早足に部屋から出た。

			「よかったよベル！　あれ？　どうしたの？　顔赤いよ？」

			「なんでもない！」

			　短く答え、ベルは宿舎から飛び出した。冷たい夜風が火照った頬に心地よかった。

			◆

			　新米とはいえエリート騎士団であるベルたちにはかなり広い部屋が与えられている。机とベッドに本棚とタンスが二つずつ。扉近くにある大きな収納には首輪や鞭など召喚獣に使う器具が一通り入っている。壁にはいくつものパイプが走っている。中に精霊を走らせて室温を調節する冷暖装置だが、今の温暖な季節には使われない。

			　これだけ家具を揃えても部屋の中央にはベルとマーヤが手を広げて寝転べるくらいの広さがあった。いつもは床に絨毯を敷いているが、今は精緻な魔法陣が描かれている。

			「よし。準備できたわ」

			　チョークを置き、ベルは手を叩いて粉を払う。魔法陣の大きさはベルが両手を広げたくらいだ。会心の出来にベルは満足の息を吐く。

			　窓は雨戸を閉じてさらにカーテンを閉めた。扉にも鍵をかけている。万全の密室を作りベルは頷いた。

			「これでいいの？　あんまり見ない文様だけど」

			「間違いないわ。この魔道書に書いてあるんだもの」

			　持ってきた魔道書を開き、マーヤに見せる。

			　どうやらシーリスはこの本を召喚術のノートとして利用していたようで、生真面目な文字で魔術の考察や新しい魔法について書かれていた。その中には封印に関する術も書かれていた。

			「もし何かが封印されているならこれで出てくるはず。そうしたら私が交渉する。それで成功すればベストね。支配するのはできれば最終手段にしたいから」

			「な、なんだか怖いな」

			　マーヤの怯え声にベルの喉も渇いていく。だが今更引き返すことなどできない。

			「大丈夫！　さあ、やるわよ！」

			　魔法陣の中心に魔道書を置き、ベルは精神を集中する。身体の魔力が魔法陣へと流れ込み、淡い光を放ち始める。マーヤが部屋の端で固唾を飲んで見守っている。

			　深呼吸。魔道書に書かれていた呪文を暗唱し、魔法陣へ手をかざす。

			「来たれ来たれ！　まだ見ぬ盟友よ！　我が声に応え、その姿を顕現せよ！」

			　魔力が最高潮に達し、部屋をガタガタと揺らす。机の上に置いていたメモ紙が宙を舞う。青白い光が顔を照らす。目を見開きベルは手を振るった。

			「召喚！」

			　眩まばゆい光が視界に満ちる。その光が収まっていき、目が慣れた頃、

			「……あれ？」

			　そこには何も変わらない部屋があった。魔道書も陣の中心にそのままあり、何か変化したようには思えない。

			「し、失敗したの？」

			「わかんない。だけど……何も感じないわ」

			　恐る恐る魔道書に手を伸ばす。なんの抵抗もなく本は手に収まった。

			「……もしかしたらお母様に偽物を掴つかまされたのかも」

			「え？　シーリスさんが？」

			「『見抜けないなんてまだまだ。この本を読んで勉強をしろ』……とか？」

			　もしそうならタチの悪いイタズラもあったものだと思う。だがそれだけに効果的だったかもしれない。

			「ベル。その」

			「……ごめん。ちょっと一人にして欲しいかな」

			「うん。おやすみ。ベル」

			　マーヤは意図を汲んで部屋から出てくれた。気心の知れた友人に感謝しながらベルは所在なく棒立ちになる。

			「お母様……わかんないわよ。私にどうしろっていうの？」

			　パラパラと魔道書をめくるが、内容は一つも頭に入ってこなかった。

			　ベルは力なく魔道書をベッドに放り投げると、自分もそのまま布団に潜り込んだ。服を脱ぐ気力も湧かない。ふて寝でもしなければやってられなかった。

			　それでも、ベッドの上を転がりながら魔道書をチラチラと覗いてしまう自分が情けない。

			「お母様の……バカ」

			　わずかに瞳に涙を滲ませ、ベルは深く布団をかぶる。

			


			　──どれだけの時間が経っただろうか。

			　くすぐられるような感覚に意識が浮かび上がっていく。

			　最初は風でも吹いているのかと思った。その次は虫が身体を這っているのかと思った。だがくちゅくちゅという音も耳に届いてきたところで、ベルは浮遊感に気づいて一気に意識を覚醒させた。

			「え!?　な、なによこれ!!」

			　身体が宙に浮いている。天井が近い。普段気にしない天井の模様や壁のシミが詳細に見えていた。泡を食ったベルは思わず手足を暴れさせるが落下することはなかった。

			「こ、これ。しょ、触手？　どうしてこんな」

			　ベルの身体を支えていたのは毒々しい色合いをした肉の縄だった。赤や黒や青といった色が混じり合い、両手足にぐるりと巻きついている。相当頑丈なようでベルが力を込めてもビクともしない。逆に触手が動けば抵抗虚しくベルの手足はピンと広げられてしまう。

			　そんな触手が腕や足、さらに胸や股間にまで伸びている。

			　胸？　股間？

			「え!?　きゃあああ！　な、なんでそんなとこ！」

			　まるで狙い澄ましたように触手は魔女服の胸部分にまで伸ばされていた。シャツに絡みついて乳房の形を浮き出させるように触手が巻きついている。乳頭まで丁寧に絡みつき、キュッキュッと絞るように蠢く細身の触手。むず痒い感覚にベルは眉を寄せた。

			　同じように股間にも触手が伸びていた。千切られたスカートの中にグロテスクな触手が入り込み、ショーツをくすぐっている。

			　明らかに何者かの意思の込められた動きだった。こんなことを知性のない生物がするはずがない。

			「だ、誰がこんな！　アディン!?　まさかあいつが!?」

			　アディンの奴ならこんな下品なイタズラを思いつきそうだ。

			　触手生物をけしかけて、今頃扉の向こうで潰れ顔をニヤニヤさせているのかもしれない。怒りと悔しさで身体に火がつきそうなほど熱くなる。奴に向けてあらん限りの罵声を浴びせてやろうと口を開いたその時、部屋に声が響いた。

			「無防備なものだな。それでも召喚術師か？」

			「っ！　な、なに!?」

			　ベルは最初、それが声であるとわからなかった。まるで地獄から響くような低い唸り。灼熱のマグマの蠢きに冷徹な悪意と害意を混ぜ込んだような恐ろしい音だった。

			「ククッ。ベル。ベルフレットと言ったな、お前は。お前が俺を外に出したのか？」

			　ずんずん、と重い足音が腹に響く。いったいどうやって隠れていたのか、部屋の隅の闇から滲み出すように巨大な影が姿を現した。

			「あ、悪魔……？」

			　それはまさに悪魔だった。

			　焼けた鉄のような赤い肌、腕や足を覆う緑の剛毛、頭には皮膜の翼が開いており、その巨体は部屋の天井を削るようだった。

			　何より異質なのはその瞳だ。紅く無機質なそれは燃え滾たぎるルビーのようだった。それでいて獲物を狙う獣のように獰猛どうもうな気配も持っている。見ているだけで吸い込まれてしまうような深い視線にベルは一瞬にして身を固くする。

			　そんなベルを笑うように悪魔は鋸のこぎりのような歯を見せた。

			「名くらいは教えてやろう。俺はヴェロミコス。いずれこの名を忘れられなくなる」

			「あ、貴方が魔道書に封じられていたモンスターね。そうよ、私が封印を解いたのよ」

			　見た目とは裏腹の知的な喋りにベルは多少冷静さを取り戻す。

			（お母様、悪魔だなんてとんでもないものを。で、でも彼を従わせることができれば絶対に私を認めてくれるわ！）

			　今こそ母を見返すチャンスだと歯を食いしばり、ヴェロミコスと名乗った悪魔にベルは胸を張った。

			「と、とにかくこれを離して。私は貴方の敵じゃないわ。ただ話をしたいだけ」

			　訴えに対する答えは煮え立つような嘲笑だった。

			「悪魔を前に随分とのんびりしたことを言う。童話や神話で知らないのか？　悪魔に出会った人間がどんな目にあうのか」

			　ヴェロミコスが鋭い爪先をくるりと回す。それに呼応して絡みついていた触手の一本が鞭のように振るわれた。

			「ひっ、きゃああああああああ!!」

			　狙い澄ました触手によってシャツの前が破りさられた。

			　ぷるん、と大ぶりな乳房が露出する。緊張からかいつもよりも乳首も尖ってしまっていた。

			「ほう。なかなかのサイズだな。食いでがありそうだ。形も色もいい。流石はあの女の娘だ」

			「っ！　悪魔ヴェロミコスよ！　召喚術師ベルフレットの名の下にひれ伏しなさい！」

			　ベルは意識を集中し、ヴェロミコスの支配を断行した。召喚獣ならこの支配を逃れられるはずがない。ドラゴンであろうとなんだろうとベルは支配することができた。

			　だが、

			「そんな未熟な支配が効くと思うか？」

			「そ、そんな。嘘……」

			　どんなモンスターであろうと確実に支配できる。そんな、ベルの密かな誇りは粉々に砕かれた。まるで涼風のようにヴェロミコスは支配を受け流したのだ。こいつは他のモンスターとは根本的に違う。理解する以前に実感としてそう思い知らされた。

			　触手は止まらない。ヴェロミコスが嗜虐しぎゃく的な笑みを浮かべながら一歩を踏み出した。

			「だれか！　だれか助けて!!」

			　恥も外聞もなくベルは助けを求めた。だが部屋の外は不気味なほどに静まり返っている。

			「結界くらい知っているだろう。お前が叫ぼうが暴れようが外に影響を与えることはない」

			「結……界……」

			　コツコツと宿舎の舎衛が廊下を歩いてきた。ベルの声が聞こえていないはずがないのに、彼はあくびをして部屋を通り過ぎてしまう。

			「じっくりと料理してやろう。一夜は人を狂わせるに十分な時間だぞ？」

			「っ！」

			　触手の先端が頬を撫でる。喉から出かけた悲鳴をなんとか押し殺した。

			（こ、心で負けちゃダメ。召喚術は精神の魔術。心が折れなければ、必ず支配できる隙ができるわ！）

			　唇を結び、キッとヴェロミコスを睨む。声を上げることはこいつを喜ばせることだ。喜ばせるということは心が負けたということだ。それだけは絶対にしないと誓う。

			　ほう、とヴェロミコスは喉から感心の声を出した。

			「それなりに肝は据わっているな。そうでなくては面白くもない。だが……」

			（ひゃっ!?）

			　耳をくすぐられ、ベルは声を出しかけた。慌てて歯を噛み合わせるが、そのまま耳穴の中へと入ってくる触手に震えが止まらない。

			「その意地がいつまで続くかな？」

			　口を裂けんばかりに歪ませたヴェロミコスの顔はまさしく悪魔というに相応しいものだった。

			


			（うっ、くぅ、んっ、ふぅぅ……！）

			　それからじわりじわりと摩耗させていくような責めが続いた。

			　どれだけの時間が経ったのか結界の中では測ることもできず、ベルはただ唇を噛み締め声を押し殺していた。

			　だが言葉以上に雄弁な反応でもってヴェロミコスを楽しませてしまっていた。

			　動きたくもないのに全身がピクピクと反応してしまう。全身をまさぐる触手のせいだ。

			　耳穴を舐めるように前後するブラシ状の触手。乳房を絞るように拡大縮小をくり返す渦巻型の触手。ハケのように連なった細かな触手がショーツの股間部を触れるか触れないかの距離で上下運動する。

			「乳首が膨らんできたぞ。母乳は出ないのか？」

			　小馬鹿にした口調でヴェロミコスが言ってくる。

			　ここまでヴェロミコス自身がしたことはこんな下らないヤジばかりだ。巨体をベッドに腰かけさせ、肘杖つきながら触手に絡まれるベルを見ている。そして「目が潤んでいるぞ」「そろそろ声を上げたくなったんじゃないか」などと声を挟んでくる。

			　恐ろしげな外見に似合わない口先ばかりの態度に、ベルもこの悪魔への恐怖心が幾ばくか薄れていた。

			「そ、そんなことばかり言って。自分で何かするのが怖いのね」

			　半分はヴェロミコスへの当て擦りだったが、もう半分は単純に余裕がなかったからだった。今、自発的に声を上げねば、ふとした拍子に意図しない声が出てしまう。そう予感していた。

			「悪魔のくせにこんなチャチな仕掛けを使うだけ。もしかしてあんた弱いの？　図体ばっかり大きくて本当は悪魔の中で一番弱いんじゃない？　召喚学校の新入生が呼び出したネズミとでも決闘してみる？」

			　できる限りの侮蔑と嘲笑を込めて言ってやった。ここで激昂すれば大当たり。ケツの穴の小さい悪魔なんかもう怖くない。

			　だがヴェロミコスは気を悪くした様子もなく、むしろ至極真面目な様子で口を開く。

			「すぐに壊れてはつまらんからな」

			「……え？」

			「最初の一口は最高のコンディションで味わいたいものだろう？　長く沙汰がなかったのならなおさらだ。無我のうちに喰らいついてこそ悪魔らしいと嘯うそぶく連中もいるが、じっくりと味わい深くなるよう整えてから喰らうのが俺のスタイルだ。壊れぬよう歪まぬよう、丁寧にな。だがその口ぶりなら次の段階に移ってもよさそうか」

			「な、なに、それはどういう……んぅ!?」

			　異物感に身をよじる。見れば胸に巻きついていた触手から緑色のねばっとした汁が滲み出していた。触手の動きにも変化が出る。その汁を塗り込むように乳房全体を満遍なく移動する。念入りなことに乳首にまでぐりぐりと先端部を擦りつけていた。

			（こ、これなに？　ま、まさか毒!?）

			　胸の奥に隠していた恐怖心がまた鎌首をもたげる。心の中を読んだようにヴェロミコスが口を挟んだ。

			「安心しろ。死にはしない」

			「し、死にはって……じゃあどうなるのよ！」

			　悪魔は答えず、楽しげに目を細めただけだった。

			「んぅ!?　あ、アソコに！」

			　ぬるりとした感触が股間にも走る。あの粘液が股間の触手からも出始めたのか。

			「ひっ、そ、そこにも!?」

			　粘っこいものが耳の産毛にも絡みついている。その感覚はどんどん大きくなり、やがて耳の中で「じゅぽじゅぽ」と音を放ち始める。

			「ひっ……あ……あっ！」

			　おぞましい音と触感に背中が鳥肌立った。直接耳の中で音を立てられると、頭の中まで弄いじられているような感覚に陥ってしまう。

			　声を出さないという誓いは早々に破ってしまった。まるで腹を押されたら音を出す人形のようにベルは卑ひ猥わいな声を上げ続ける。

			　胸と股間の動きも激しさを増し、電気でも流されているように先端が痺しびれてきた。

			　否、痺れるなんて生易しいものではなくなった。

			（身体が……熱い……！）

			　緑色の粘液は肌に広がるとだんだんと色を失って透明になった。それに比例するように塗り込まれた肌が酷く熱くなっていく。

			　火や傷けどをするような痛みを伴った熱さではない。どちらかといえば長距離を走り続けて身体が火照った時に似ている。その過程をすっ飛ばして、熱量だけを押し付けられたような感じだ。

			「はっ、はふ、うっ」

			　身体の熱がそのまま蒸気になってしまったように、口から熱い吐息が漏れてしまう。

			　見れば制服がぐっしょりと濡れてしまっていて驚いた。露出した胸が輝いて見えるのは触手の粘液だけのせいではないと思う。そしてその乳房も、普段より一回り大きく張っているように見えた。

			「効いてきたようだな」

			　その声にハッとする。今の今まで存在を忘れていた。そして声を上げないと誓ったことを思い出して愕然がくぜんとする。

			　触手の動きが止まる。それにわずかな寂しさを感じてしまったのはきっと気のせいだ。

			「夢中でそいつらを味わっていたな。好き者が。もっと欲しいなら言葉にするがいい」

			「だ、誰が!!」

			　慌てて否定めいた言葉を口にするが、それが図星を突かれたからであることは誰の目にも明らかだったろう。もちろんこの悪魔にも。

			「いったいなんなのよ、これは！　私の身体に何をしたの！」

			　答えがあるとは期待していなかったのだが、ヴェロミコスはあっさりとそれに答えた。

			「魔界の薬物だ。媚薬といえばわかりやすいか」

			「な」

			　思考と身体が停止した。

			　びやくという響きが頭の中で反響する。遅れに遅れてその言葉の意味を理解してしまうと、ベルの顔から血の気が引いた。

			「もっとも人間が使う媚薬とは効能が桁違いだろうがな。身体だけでなく精神をも蝕むしばみ、快感の純度も許容量も格段に高める。これに比べれば、その場限りの興奮を促す人間の薬物など水のようなものだ」

			　そしてヴェロミコスはベッドから立ち上がると、粘液に塗れたベルを睥睨へいげいしてこう付け加えた。

			「見ものだぞ？　触手に絡まれながら、なおも刺激を求めて浅ましく懇願こんがんする人間の顔はな」

			「い、いやあああああああ！」

			　叫び暴れる。抵抗などいくらしても無駄だとわかっているのに、そうせずにはいられなかった。

			「ハハハハハ！　今の顔はよかったぞ！　整った面つらが恐怖に歪むのはやはりいい！　特にお前のような生意気な娘のものはな！　さあて、そろそろ本格的に責めてやろう！」

			「こ、これ以上何をするつもりなのよ！」

			「何をだと？　まだ何も始まっていないぞ、ベル」

			　名前を呼び捨てにされたことに怒る暇もなく、猛禽もうきんのような指先がショーツを引っかける。そのまま糸でも切るかのようにシルクの布地が切り裂かれた。

			「きゃあ！」

			「ククッ、出来上がっているな。触れてやらなかったから、さぞかし疼うずいていることだろうよ」

			　外気に晒されて、アソコがキュッと締まってしまう。同時に抑えられていた粘液が陰毛を伝って滴り落ちていき、蒸れた熱が湯気を立てた。

			「み、見ないで！　見ないでよぉ！」

			　晒された恥ずかしい穴は青い果実のように清廉だった。肌の色より少し濃い股間の真ん中に、髪色と同じ赤い毛が茂っている。

			　その中にピンクの割れ目が見えていた。恥丘の形はまったく崩れておらず、へらで整えたような曲線を描いていた。割れ目も綺麗な色合いで、わずかに口を開いたさまは開花直前の蕾つぼみのようだ。その上に、ちょこんと小さな陰核いんかくが見えている。

			　そんな無垢な形にもかかわらず、膣口ちつこうからは濃い雌臭が立ち昇っていた。ぬらぬらと股間を濡らす汁も、すべてが媚薬粘液ではないだろう。

			「熟れたメスの匂いだ。口ではどうこう言っても雌穴はしっかり役目をわかっているようだな」

			「メ、メスとか言うな！」

			「どれ、感度はどうだ？」

			「はあぁん!?」

			　ぐちゅんという音と共に意識が飛びかけた。

			　たったひと撫でだった。たったひと撫でされただけで今まで感じたこともない感覚が全身を支配した。

			　何よりショックだったのは股間を触れられたことより、触れたのがヴェロミコスの指一本だということだ。

			「バカみたいな反応だ。マ○コで喜ぶことを身体が知ってるようだな」

			（う、嘘……今ので指一本だけ？　あんなに太く感じたのに）

			　実感と実際の乖かい離りに戸惑ってしまう。肌の感覚が完全にベルの理性を超えてしまっているのだ。

			（一回だけ。指一本だけ。それなのに私あんな声を……！）

			　媚薬という言葉がお腹の奥に転がり込んできた。自分はもう人間ですらないのかもしれないと思った。

			「どうした？　さっきまでの威勢はどこに消えた？」

			「や、やめ！　ひっ！　ひあ！　ああ、やだぁ！　こんなこと……んひぃ!?」

			　ゆっくりとヴェロミコスの指が前後する。触手は左右に分かれて陰唇を開くようにしている。もはやベルを守るものは何もなくなっていた。

			　ぐちっ！　ぐちゅ！　くちっ！

			　信じられない音が部屋に響く。これを自分が出しているなんて悪い冗談だ。

			「胸も張っているな。媚薬が擦り込まれた乳房は先端から根元まですべてが性感帯だ。人間どもがどれだけ工夫しても絶対に味わえない快悦を得られる」

			「や、やだ……やだ！」

			　ヴェロミコスがもう一方の手を開き胸へと向けた。赤く節くれ立った手の平はそれが一種の捕食生物のようだった。せめて声を抑えようとベルは息を呑む。

			「あ、あうううううう！」

			　抵抗は無意味だった。ヴェロミコスの硬い指が触手ごと乳房を掴んだ瞬間、ベルはねじれた嬌声を上げてしまったのだ。

			「は、はひ！　ひ！」

			「気持ちいいのだろう？　感謝しろ。この快感を得るために悪魔に魂を売る人間も少なくないのだからな」

			　ヴェロミコスの言葉は半分も耳に届いていなかった。

			　身体に心が追いつかない。暴風の中でまともに歩けなくなるように、ベルは快感の嵐の中でまともに思考することができなくなっていた。

			「んひぃ！　耳やだあ！」

			　ぐちゅぐちゅ音が再開する。全身をまさぐる触手が一斉に動き出したのだ。

			（ち、乳首、食べられてる！　や、やだあ！　刺すなあ！）

			　糸のように細い触手が乳首を包む。痛さと快感が脳内に叩きつけられる。

			　チクチクと刺す痛みにベルは身をよじった。敏感にされた局部への刺激に腰が情けなく動いてしまう。

			「そこが気に入ったか？　ならこっちも弄ってやろう」

			「ひ！　な、なにそれ！　それ、どうするの!?」

			　ベルの目の前で見せつけるように一本の触手がぶら下げられた。

			　形は小さな袋状、大きさは指先程度。だがその中にはびっしりと細かな凹凸があり、小ささに見合わない凶悪さを孕はらんでいた。

			　それがゆっくりと位置を落としていく。乳首と耳を犯されながらもベルはそれを目で追ってしまう。

			「ひ！　ま、まさかそこに!?」

			「皮も剥むけていないな。まったく、綺麗なものだ」

			　触手が狙い澄ます先。その目的地を察してベルの顔がくしゃくしゃになってしまう。

			「や、やめ、そんなとこをそれで……？　やだ、やだぁ！」

			　暴れる足を強く引かれ、股間を大きく開いてしまった。その中心にある小さな小さな突起、クリトリスに向かって袋触手が口を開けた。

			「あひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!!」

			　じゅるるるるるるぅ！

			　陰核を啜すすり上げられ、完全に頭が真っ白になる。喉が震わす声が自分のものと思えない。背がえび反りになり、目玉を落とすほどに瞳を見開いてしまう。

			「あ！　あぐ！　お！　おほぉお！　ほぉぉぉぉぉぉお！」

			「まるで豚だな。雌豚の交尾声だ」

			　ヴェロミコスの嘲笑すらまともに耳に入らない。浜に打ち上げられた魚のように身体を前後させ、みっともない腰振りダンスを披露してしまう。

			「はーっ！　はーっ！　んぐぅ！　うああああああああああ！」

			　ぷしっ！　ぷしゃあ！　ぷしゃあああ!!

			　透明な汁が溢あふれ出す。噴水のように飛し沫ぶきが上がり、ヴェロミコスの赤い肌に噴き付けられた。

			（な、なに今の？　わ、わかんない！　わかんないよぉ！）

			　目を見開きながらベルは大粒の涙をこぼした。

			「ハハハハハ！　潮まで噴くとはな！　どうだ？　ここまでイッたこともあるまい？」

			「い、いった？」

			　呆然と呟くベルに、ヴェロミコスは興味深そうに目を細めた。

			「ほう？　絶頂したこともないのか？　ククッ、なるほど。処女か」

			　かぁっと顔が赤くなる。

			「だ、だって恋人なんか作る暇なんか、んっ、な、なかった……わ、私はお母様みたいな召喚術師になるって……夢があって……」

			　戸惑いの中に口が動いてしまう。喋っているうちに自分は何をしているんだろうという思いが強くなってきた。

			　脇目も振らず召喚術師としての道を邁進まいしんし、ついにその夢にたどり着いた。なのに今は悪魔に捕らえられ、胸も股間も丸出しにされてしまっている。

			（なんで、なんでこんなことに。私は何を間違えたの？）

			　まとまらない感情にベルは涙声でしゃくり上げる。

			　助けはどこからもやってこない。

			「すぐに喰らいつかなかったのは正解だったな。こんな処女を奪う機会はそうはない」

			　裂けるような笑みを浮かべ、ヴェロミコスはぐっと腰を突き出した。

			　すると股間の体毛がざわつき始めた。今度は何事かと恐怖に目を見開くベルの目の前で、緑の茂みを割って赤黒い肉の槍が姿を現した。

			「…………!?　だ、ダメえええええ!!」

			　さほど豊富でないベルの性知識でもそれがなんなのかはわかった。

			　男性器。

			　初めて見る悪魔の生殖器だった。

			（こ、これが悪魔の？　う、嘘。信じられない形してる。それに大きさも。こ、こんなの知らないわよ！）

			　獣人を犯していた男のモノがおもちゃに見えてくる。それは肉でできた凶器だった。

			　長さはベルの腕ほど。太さは腕より一回りは太い。大きさだけなら偶然見てしまった大型獣のモノと同じくらいだが、その形は単純な生殖以外の目的に特化されているように思えた。

			　根元から少しずつ先細りして先端近くでまた太くなるのは人間のものと変わらないが、形はよりゴツゴツと角張っており様々な箇所を刺激するようになっていた。確実に交尾の喜き悦えつを増させる作りだ。子供を作るという目的以上の悪意が形に現れていた。

			　これだけのサイズなのに肉棒は天を衝くように硬くそそり立ち、全体が別の生き物のように脈動している。そして槍のような先端がベルの顔に向けられた瞬間、図ったように割れ目から白濁の汁を吐き出し始めた。

			「く、臭い！」

			　むっと鼻に匂う刺激臭にベルは顔を背けた。手が自由なら鼻を摘んでしまっていたところだろう。発酵臭と燻製臭を混ぜ合わせたような強烈きょうれつな匂い。それが鼻の奥に絡みついて離れない。ケホケホと咳をする。軽く目に涙が滲んだ。

			「ククッ、臭いか？　すぐにこの匂いが忘れられなくなる」

			「そ、そんなことない……あ、やっ！」

			　触手が動き、ベルの身体を少し下げた。自然、ベルの目の前に悪魔のペニスが近づく。同じ目線にされたことでより一層肉棒の威容が露わになった。匂いも強くなり、ベルは目と口を強く閉じた。

			「見ろ。お前を女にするモノだぞ」

			「ん、んんんん～！」

			　嫌がるベルの顔を触手が無理やり前に向かせる。目ま蓋ぶたにも小さな触手が押し付けられ力ずくで持ち上げた。

			　ヴェロミコスは腰を動かしベルの頬に肉棒を擦りつける。

			（熱ぅ……か、硬い……！　そ、それにバ、バケモノみたいな形……こ、こんなの入るわけないじゃない！　ひっ！　こ、こっち見ないでぇ！）

			　間近で見るそのサイズにベルは眩め暈まいがした。こんなものを入れられたら内臓が潰れてしまうと本気で思う。その赤い先端に睨まれている気がしてベルは心の中で叫んだ。

			　ヴェロミコスは匂いを擦りつけるようにベルの顔にペニスを触れさせていたが、やがてゆっくりと腰を引いた。ベルの顔とペニスの間には透明な糸が引いていた。

			「さて、行くとするか」

			　硬い両手がベルの腰を掴んだ。ずん、と生殖器が腹上に乗せられる。ずっしりと重く、ベルは思わず「うっ」と呻いてしまった。まだ身体は離れているのにその先端はベルのへそ上まで届いている。

			「む、無理！　無理無理！　死んじゃう！　本当に死んじゃうから！」

			「ククッ、これで死ねるなら触手どもの時点で死んでいる。予想はしていたが、お前の身体は存外丈夫なようだ」

			「ああ……そんな……ひっ！」

			　ぐちゅん!!

			　焼ける熱さが股間に触れた。真っ赤な亀頭がギチギチと音を立てて若い恥裂を押し広げていく。

			「あ、あぎ、ぐ、ぐぅぅう！　さ、裂けるぅ！」

			　激痛に目を見開く。ガクガクと腰が痙攣けいれんし、ベルは満身の力でそれを払いのけようとする。だが触手たちが手足を引き、ベルは磔はりつけになった蝶の標本のように空中に固定されてしまう。

			「いいぞ。ペニスに吸い付いてくる。しっかりと準備してやった甲斐があるな」

			　媚びるように先端を包む膣にヴェロミコスはにやりと笑む。そして腰を万力のようにしっかり掴むとさらに力を込める。

			「十数年越しの味わいだ。俺を愉しませろ、ベル」

			「あ、ああああ！　ひぎぅぅぅぅぅぅぅぅう!!」

			　ずぶぅ！　ぐっぷうぅぅぅぅぅぅ!!

			　悲鳴悲鳴悲鳴。

			　内臓を押し潰され背骨が軋きしむ。膣口が限界まで広げられ、脳内にバチバチと何かが弾ける。

			「オオオ！　これほどとは！　こんな快感は二百年はなかったぞ！　ああ、味わい深いものだな、これは！」

			　ベルとは対照的にヴェロミコスは姿を現してから最高の高揚と興奮を叫んでいた。

			「俺のモノをしっかりと咥くわえ込んでいる。媚薬を馴染ませしっかりほぐしてやったとはいえ大したものだな。たっぷり濡れた雌の穴だ。ん？　血が出ているな。ああそうか。処女であったな。ククッ、処女膜なんぞ何百と破ってきたがこれはいい。こういうのを感動とでも言うのかな？　俺も滾たぎってきたぞ！」

			「ま、待っ……ぬ、抜いて抜いてぇ……」

			　息も絶え絶えにベルは懇願する。杭で打たれたような激痛に呼吸さえまともにできない。ヴェロミコスの表情を窺おうと力を振り絞って顔を上げると、真っ赤な肉棒に滴るほんのわずかな赤い血を見た。

			「ああ……私の初めて……こ、こんなのひどい……ひどい……」

			　恋愛など具体的に考えたこともなかった。それでも素敵な男性と恋をして、デートを重ね、素晴らしい初夜を迎えるのだろうと漠然と信じていた。そんな夢が凶悪な肉棒によって引き裂かれてしまった。

			「ひぁ！　あ、あぐ！　う、動かないでぇ!!」

			　ぐぷ……！　ぐちゅ……！　ずぶぅ……！

			　身体を持ち上げられ、腰を前後させられる。その動きは十分に緩慢なものだったがベルにとっては地獄の苦しみだった。

			「おいおい、まだ先端が入っただけだぞ？　本番はこれからだ」

			「う、うそ……だってこんな……こ、これよりもっとぉ!?　いやぁ!?」

			　数ミリの動きが何百倍の刺激になって襲ってくる。一瞬一瞬で身体をバラバラにされて繋ぎ直されているようだ。

			「んぅ！　あっ！　ああああっ！」

			「そら、奥へ入っていくぞ。無垢な膣壁ちつへきを掘り返されていくのは言いようのない刺激だろう？」

			　巨大な肉棒が前後するたび、少しずつ深くへと侵入してくる。

			　みっちりと閉じていた処女膣が押し広げられ、さらに奥へ。

			　やがて、ぐぷんと音を立て一際大きなものが膣に入り込んだ。こぶし大の亀頭が完全にヴァギナに収まったのだ。

			「咥え込んだな。見ろ。しっかりと繋がっているぞ」

			「はぁ、はあ！　本当に……入ってる……！」

			　とても入るわけがないと思っていたモノがすっぽりと体内に埋まっていた。大口を開いたピンクの入り口が自分の一部だと信じられない。そこからはトロトロと透明な汁が溢れ出し、ヴェロミコスのペニスを濡らしていった。

			「簡単には抜けないほどに吸い付いて、肉ヒダが絡みついてくる。悪魔の男根を食おうとするとは強欲なマ○コだな。さあ一気に行くぞ。最高の瞬間を噛み締めろ」

			「ひぃ！　ま、待って！　待ってぇ！」

			　腰を掴む手にさらに力が籠もる。亀頭が一瞬、後ろに下がるのを感じたあと、

			「くうあああああああああああああ!!」

			　ずぶうぅぅ！

			　一気に肉棒が突き込まれた。ボコッと腹が膨らみ、脳髄を貫く激痛が走る。

			「あ、あ、ああああ……！　は、ぐぅぅ……！」

			　壊れた人形のように触手に絡まれた手足をガクガクと痙攣させ、ベルは虚うつろな目を天井に彷さ徨まよわせる。

			「全部は入らんか。ふん。今はこれで許してやろう。さてお前の膣、余さず味わわせてもらうぞ」

			「あ……!?　ひっ……！　いぎぃぃぃ……！」

			　ぐちゅ！　ぐちぃ！　ずぶぅ！

			　振り回されるような抽送ちゅうそうに、ベルの口からすり潰したような嬌声が上がる。

			　カリ首が膣壁を削るように戻され、一気に押し込まれる。何度もくり返される責め苦にベルの意識が霧散していく。

			「気絶はさせんぞ」

			「はぐぅ!?」

			　ずん！

			　子宮を突き上げる衝撃に意識が戻されてしまう。さらに今まで沈黙を保っていた触手が再び動き出す。

			「この夜で肉欲の快感を刻み込んでやる。乳首、陰核、陰唇。すべてで俺を感じ取れ」

			「もうやめて！　やめてよぉ！　んひぃ!?　おっぱいもアソコもぉ！」

			　細かな触手が刺すように乳首とクリトリスを弄る。それを耐えようと意識を向けたら今度は巨根が膣内をえぐる。

			　どこにも逃げ場のない快感だけが身体の中に蓄積していく。

			「ぬ、抜けるぅ……！」

			　ずるぅぅぅ……。

			　カリ首で膣壁を引っかきながら、肉棒が女性器の『入り口』へと戻っていく。

			「柔らかい肉だ。犬のように懐いてくるぞ」

			　肉棒に引きずられて現れた赤い恥ち肉にくをヴェロミコスは愉悦の表情で見た。

			「こんなによだれを垂らして。主人が誰かよくわかっているな。ほれ、その口で犬のように鳴いてみろ」

			「あ、あぐ！　んぁああ！」

			　ずじゅん！　じゅぶ！　ぐちゅん！

			　凄まじい水音が立ち、ベルの股間で愛液が泡を立てる。滴る蜜の量はどんどん増えていき、床にはちょっとした水溜まりができていた。
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　それを踏みしめながら淫蕩いんとうの悪魔は喜悦の声を上げる。

			「またイクか。クク、今度は先ほどのような小波ではないようだな。恥肉が震えて肉槍に抱きついてくる。いいぞ。お前に世界の歓楽の一端をくれてやる」

			「く、くる！　くるぅぅぅ！」

			　全身が熱さに包まれ、それが子宮の奥へと集まってくる。

			　触手に絡まれ悶えてしまった時と同じだ。ヴェロミコスはそれを『イク』や『絶頂』と呼んでいた。

			　違うとすればその熱量が先ほどの何倍も大きいことだ。

			（ダメ！　それはダメ！）

			　何がダメなのかベル自身もわかっていない。

			　ただそれを許しては自分の何かが変わってしまうという確信だけがある。

			　手足を拘束する触手を軋ませ、ベルは自身から込み上げる衝動を抑え込もうとした。

			「んぁ!?　お、おぉぉぉぉ！」

			　だが無駄だった。

			　耐えようとしたことを見透かしたように、ヴェロミコスが抽送を激しくし、触手たちが鋭く性感帯を責めたのだ。逃げようとするその動きさえ快感に変換され、ベルはいよいよ追い詰められた。

			「あ、あ、あ！　い、いぅ、いぅぅ……！」

			　呂律が回らない。意味のない言葉なども紡げず、ベルは本能的に『それ』の名前を呼ぼうとする。

			「いくぞいくぞいくぞ！　我が精をその身に染み込ませるがいい、ベルフレット！」

			　股間を蹂躙じゅうりんするイチモツにマグマのような熱量が集まっているのをベルは感じた。

			　ぞわりとした恐ろしい予感を覚えるが、どうすることもできない。

			　視界が萎しぼむ。耳も聞こえなくなる。全身の感性がすべて股間へと集中する。

			　びゅる、と先駆けの音を聞いた。

			「イクうううううううううううううううう!!」

			　どびゅ！　どくん！　びゅる！　どびゅどびゅ!!

			　ベルの中の快感が弾けるのと、ヴェロミコスの肉棒が暴れ狂うのは完全に同時だった。

			（熱い熱い熱い！　何かが私の中に入ってる！　あぐ！　身体震えて！　い、いぐう！　いくううううううう！）

			　ビクビクと快感に震える股間に、大量の白濁液が放たれた。それはベルの膣はおろか子宮口さえこじ開けて女性器をすべて満たしてしまった。

			　人間ならば数百人が一斉に射精したのと同等の量だ。しかも悪魔の子種は精子の段階から女を犯そうと暴れ回り、ベルの卵子めがけて殺到している。

			「おう！　んぁあ！　あ、あああああああああ！」

			　肉棒で犯され、精液で犯され、精子に犯される。

			　それでもまだ足りないとばかりにヴェロミコスは射精中にも腰を振るい何度もベルの子宮を突いた。絶頂にむせび泣く膣をイチモツ全体で味わい、そして二度三度とさらに射精する。到底入り切らなくなった白濁液はぼたぼたと床に落ち、ベルが作った愛液の水溜まりを白く染め上げていった。

			「くふぅ。なかなかの具合だったぞ。処女の段階でこれだけの逸品とは驚きだ。どうやらこの世界での楽しみがまた一つ増えたようだ」

			　蒸気のような息を出し、ヴェロミコスはゆっくりと肉棒を引き抜いた。

			「お、あ、あ……ぬ、抜け……んぅぅぅ！」

			　どぷっ！　ぶびっぶびっ！　ぶりゅびゅっ！

			　肉棒が抜ける快感で一回、その後の精液逆流する快感でさらに一回ベルは絶頂してしまった。

			　立て続けに三度のエクスタシーを味わい、ベルは驚きと困惑が入り混じったような顔で脱力していた。触手に支えられていなければその場に倒れ込んでしまったに違いない。

			「ベル、お前は最高だ。俺が喰らってきた女どもの中でも最上級の身体を持っているぞ。じっくりと準備をしてやった甲斐があったというものだ。だが」

			　一拍置き、ヴェロミコスは萎えることなくそそり立っていた肉棒を、再びベルに突き立てた。

			「んおおおおおおおお!?」

			　再び身を裂くような質量が押し込まれ、ベルの意識は無理やり引き起こされる。

			「この程度で気絶しているようではな。主人への忠誠心が足りていないようだ。自分の立場というものをたっぷりとマ○コに教えてやる」

			「あ、ああ！　ま、また!?　お、終わった！　終わったでしょ！」

			　セックスは射精したら終わり。乏しい性知識にあった常識をベルは叫ぶ。

			　ヴェロミコスはそんなベルを滑稽な道化師でも見るように笑ってみせた。

			「これから百度お前を絶頂させる」

			「……な」

			「触手、男根、指、足……どれを使ってやろうか。せいぜい心構えをしておくがいい。その想像を遥かに超える体験をくれてやる」

			　まるで闇の穴に落ちていくような絶望があった。

			　あの快感がもう百回……？

			　たった一度だって、あんなにすごかったのに？

			「あ……あ……わあああああああああ!!」

			　叫ぶ。その他にできることなどなかった。

			　だが無慈悲な悪魔はそんな姿こそ見たかったと言うように愉悦に歪んだ顔で肉棒を動かした。

			「あぅ！　ああ！　無理！　無理だからぁ！　百回なんて本当に死んじゃう！　死んじゃうううう!!」

			「いいぞ死ね。死ねば死体を犯してやる。ひとしきり犯してから蘇生させ、再びイキ殺してやる」

			「いやああああああああああああああ!!」

			　ずじゅ！　ずぶ！　ぱんぱんぱん!!

			　部屋に淫猥な挿入音が響き渡る。

			　悪魔のサバトは始まったばかりなのだ。

			　そしてベルは宣言通り百度犯され、通常の人間が一生をかけて味わう以上の快悦を一夜にして教え込まれた。

		

	

			第二章　陵辱調査任務

			


			　翌日、騎士団は北方の森へ調査に向かうことになった。

			　森はヘルミナの街から北へ真っ直ぐ向かったところにある。周囲には草原と小規模な村が点在しているだけで、名前も特に名付けられていなかったため魔術騎士団では『北の森』と仮称することにした。

			　そんな北の森からモンスターが現れたと報告があった。以前よりゴブリンなど小型モンスターの報告があったが、今回は村に侵入して人を襲うほど大規模らしい。

			　それを聞いたシーリスはすぐに調査団の派遣を決定し、十数名の団員と共にヘルミナの街から出発することになった。

			「……あ、あのお母様」

			　移動用の馬車に乗る際、ベルはシーリスにおずおずと声をかけた。

			「なに？　ベル」

			　シーリスは微笑みで答えてくれた。

			　だがベルは一度ビクンと身体を跳ねさせると、無言で馬車に乗ってしまった。その姿にシーリスは表情を曇らせる。

			「はあ……ベル、まだ機嫌が直らないのね。強く言いすぎたかしら」

			　小さくため息をつき、シーリスも別の馬車に乗った。

			　そんな彼女らを姿を隠した悪魔が見つめていることにシーリスを含め、誰も気づくことはなかった。

			


			　ヘルミナから北の森までは細い道が一本あるだけだ。当然未舗装で、茶色の土肌は轍わだちの跡でボコボコにうねっている。

			　季節は春。

			　空はよく晴れていて、わずかに風が吹いていた。

			　任務ではなくピクニックに来ていたのなら昼寝の一つもしたくなる陽気だった。

			　そういえばお母様とピクニックなんて何年も行っていないな、とベルは唐突に思う。そんなことを考えてしまったのは、現状から少しでも逃避したかったからかもしれない。

			「う……くぅ……」

			　幌ほろのついた馬車が四台、連なるように細道を行く。その最後尾の馬車の中でベルは小さく呻いていた。

			　顔を真っ赤にして両足を抱え、唇をギュッと閉じている。それでも口の端からは声が漏れ、車輪が出す音に混じって消えていく。

			「ったく、こんなノロマな馬車で移動なんてなー。俺の召喚獣ならひとっ飛びだぜ？」

			「聞いた話だと、召喚獣だと目立ちすぎるからとかなんとか。それに団長が召喚は必要最低限に努めるべしとか言ってるんっすよね」

			「大方、業者と騎士団が繋がっているんですよ。馬車賃を相当ボラれてますって」

			　馬車の反対側に座っているアディンたちが大声でそんな話をしていた。手た綱づなを握る御者が不愉快そうに眉を寄せるがそれをどうこう思う感性は彼らにはない。代わりにアディンはちらりとベルを見た。

			「どうしたベルフレット！　小便でも我慢してるのかー!?」

			　大声はわざとだろう。ドーバとトリィが下品な笑い声を上げて「するならそこから立ちションっすね！」「馬糞にすればバレないんじゃないかな？」と下品なヤジを飛ばす。

			　一瞬、目を見開いたベルだったが、結局何も言うことなく黙って馬車の床を睨んだ。

			「ちっ、なんだあいつ」

			　決まりが悪そうにアディンは言うと、興味をなくしたように三人で下品な話題に花を咲かせる。それと入れ替わるようにマーヤが小さな身体を寄せてきた。

			「ベル、本当に大丈夫？　なんか顔が赤いし、辛そうだよ？」

			「だ、大丈夫。なんでもないから」

			　ベルは額に汗しながら無理やり笑ってみせた。

			　その時、馬車が大きく揺れた。

			「っっっ!?」

			「わっ！　石にでも乗り上げたのかな？　一瞬、お尻浮いたね」

			　マーヤが驚きに目を丸くし、アディンたちは御者に悪態を吐く。そんな中でベルだけが目を見開き、石のように身体を硬くしていた。

			「あ……あく……ふくぅ……！」

			「ベル？　ベル、大丈夫？」

			「な、なんでもない……からぁ……ほんと、大丈夫……」

			　ふっふっ、と短く息を吐きながらベルは笑顔を作ってみせた。それで安心したのか、マーヤは笑顔となる。

			　しかし不意に顔を上げると、不審そうに眉を寄せた。

			「あれ？　なんの匂いだろう？」

			「っ!!」

			　くんくんと鼻を鳴らすマーヤに、ベルはギュッと足を閉じて腕で抱きしめる。

			「ねえ、ベル。なんか匂わない？」

			「そ、そうかな？　わからないけど……マーヤの勘違いじゃない？」

			「ううん。しっかり香るもの。不思議なニオイ。果物みたいな、ヨーグルトみたいな？　甘酸っぱい、熟した香り……？」

			「ああ……そんな……」

			　マーヤの言葉を流し聞きしていたアディンたちも顔をしかめて辺りを見渡し出す。

			「本当だ。なんのニオイだ、これ？」

			「んー。ちょっと汗臭くもあるっすね」

			「なんか……嗅いでると変な気分になってきますね」

			　やがて話題は匂いの正体から発生源へと移っていく。路地に転がる馬糞、街道の花、御者の体臭などに疑いの目を向けるが確証は得られず、あれやこれやと議論が続けられる。

			　そんな中で不意にマーヤが顔を赤くしてベルを見た。

			「ねえ、ベル。もしかして何か召喚したりした？」

			「え、ど、どうして？」

			「その……この匂い、嗅いだことあったの思い出して。その、一緒に帰る時に召喚獣の子が男の人と……アレしてたでしょ？　その時に似た匂いがしたの」

			「……あ、そ、その」

			「えっと。絶対違うと思うんだけどね、もしかしてベル……これって」

			「おい、あれじゃないか？　目的の森って」

			「え？　どこどこ!?」

			　アディンたちが遠くに見える森を指差し、マーヤも立ち上り馬車から身を乗り出した。

			　うまい具合に臭気の話題は彼らの頭から消え去ったようで、ベルはほっと胸をなで下ろし尻の位置を調整した。

			　それに不服を唱えるように「ぐちゅり」と大きな水音が一つ鳴り、ベルは合わせた足を強く抱きしめた。

			（はー！　はー！　と、止まって……こ、これじゃ本当にバレちゃうから……くっ、あ、ああ！）

			　声を押し殺した身体が小刻みに震える。凍える子猫のように丸くなったベルを乗せながら馬車はゆっくりと悪路を行く。

			


			　目的の村に到着し、団員たちは馬車から降りる。

			　シーリスたちは村長への聞き取り調査に行き、ベルたちはその間の周辺の警備を言いつけられた。

			「……ちょっとお花を摘んでくるわ」

			　そう言うとマーヤは「やっぱり我慢してたの？」と不躾ぶしつけに聞いてきた。農家の育ちだからか、こういうところでこの子はデリカシーが足りていないとベルは思う。

			　そそくさとベルは団員たちから離れて人気のない廃屋の陰に逃げ込んだ。

			「あ……はぁー……」

			　安堵の息を吐いたら、それと共に張り詰めていた緊張も解けてその場に崩れ落ちてしまった。

			「どうした？　小便をしてもいいんだぞ？」

			　耳元に聞こえた声にベルは苦虫を噛み潰した顔となる。

			　目の前の空間が歪み、巨大な影がベルを覆い隠した。

			「ククッ。さっきは危なかったな。マーヤといったか？　気づきかけていたぞ。アディンとかいう男どももわかっていたんじゃないか？　お前が気をやったことをな」

			「う、うるさい！　我慢したわよ！」

			　姿を現したヴェロミコスにベルは精一杯の虚勢を張る。

			「随分意気を取り戻したな。夜の間にあれだけ泣かせてやったというのに、よく口が回る」

			「……！　あ、あれは……」

			　昨夜、ベルは文字通り死ぬほどの責め苦を味わわされた。

			　凶悪な生殖器の感触は今でも鮮明に焼きついている。止めてと言っても止めてもらえず子供のように泣き喚き、アクメの感覚を嫌というほど教え込まれた。一夜明けた頃にはベルは完全に消耗し、まともに歩くことすらままならなかったのだ。

			　皮肉なことにそれを助けたのもヴェロミコスだった。悪魔のくせにその治癒魔法は非常に高度で、ベルの体力はなんとか怪しまれない程度に回復していた。

			　そんなベルにヴェロミコスはさらなる責めを寄越したのだ。刺激だけならあの夜には及ばないが、陰湿で逃れようのない恥辱を。

			　そこに任務が重なったのは残酷な不運だった。

			「見せろ」

			　命令に歯噛みする。しかし逆らうという選択肢はベルの中には残されていない。

			　力の差は思い知らされた。そしてあの夜の責めがベルの思考をがんじ絡めにして離さない。

			（それにこんなこと、お母様に知られたくない……私だけでなんとかしないと）

			　勝手に本を持ち出してしまった罪悪感が、肩にずしりと乗ってくる。

			　その上、解放してしまった悪魔にいいようにされているなど知られたら、もう生きていけない。

			（い、今は言いなりになってもいい。最終的にこの悪魔をまた封印するなり、使役するなりできたら失点は取り返せる。だから、今は従順になった演技をするのよベルフレット）

			　ベルはスカートの裾を摘み、わずかに持ち上げた。深呼吸を三度。耳まで真っ赤にしながらそのまま裾を完全に捲り上げる。

			「ぐちゃぐちゃだな」

			「……っ！　こ、こんなものを着けたのは貴方でしょう！」

			　白日の下に晒されたベルの股間。

			　そこではショーツの代わりにグロテスクな色合いをした肉片が、秘部と肛門までをピタリと覆っていた。

			「いいおもちゃだろう？　股間に張り付き触手を躍らせる肉の下着だ。常に快悦を与えて雌を熟れさせる。無理に剥はがそうとは考えないことだ。癒着した肉が千切れて、男にモテない姿になるぞ」

			「う、うるさ……ふぅ、くっ！」

			　肉が蠢き、ベルは小さな嬌声を上げた。

			　この下着の内部には触手が伸びており、ベルの膣口とアナルを常に刺激しているのだ。

			　それは時に緩く、時に激しくベルを責める。慣れることも避けることもできない触手快楽によって、ベルは馬車に乗っている間だけでも三回絶頂していた。

			「ああ、ダメぇ！」

			　ぐちゅ、ぐちぃ！

			　膣の奥を触手がえぐり、ベルは膝を笑わせてその場に座り込んでしまった。

			　太ももには漏らしたと思うほどの大量の愛液が滴っている。

			「良い様だぞ。お前の濡れた陰部の音がここまで聞こえてくる。ニオイもいい。甘酸っぱい雌のニオイだ。ククッ、その状態でこの臭気だ。中は相当に蒸れているだろうな」

			「こ、これから戦いなんだから邪魔しないで！」

			　なんとかそれだけを訴える。ヴェロミコスは邪魔などしないと興味無さげに言ったが、すぐにこう付け加えた。

			「手伝ってやろうか？　俺が力を貸せばすぐに片がつく。もちろん代償は払ってもらうがな」

			「……そんな必要ないわよ」

			　小さくそう呟くのを待っていたように、マーヤの呼び声がかかった。

			「ベルー？　方針が決まったって団長がー！」

			　ヴェロミコスは牙を見せて笑うと姿を消した。ベルは廃屋の壁を伝って立ち上がると、なんでもない顔でマーヤに返事をする。

			


			「どうやら森にモンスターが集っていることは事実のようです。よって、これより草原を抜けて森に向かいます。モンスターの襲撃が考えられます。警戒を怠らないように。また全員、指示があるまで召喚は控えるように」

			　団員は草原への進軍を開始した。先頭のシーリスはそのおっとりとした姿とは裏腹に草原を滑るように進んでいく。それに一般団員が続き、ベルたち新人はその後になった。最後にベテラン団員が後方を警戒しながらついて行く。

			「シーリス団長、流石。野外調査のベテランって感じだよ」

			　マーヤが感心したように言った。シーリスが草原にある穴や岩やモンスターを綺麗に避けながら進んでいると気づいたのだ。見れば遠くで鳥が潰れたような悲鳴を上げた。野生の食肉植物に襲いかかられたのだ。あれに捕まると人間でも対処に難儀する。

			「ねえねえ、やっぱりこういうのも冒険の賜物たまものなのかな？」

			　いつものように冒険譚に花を咲かせようとするマーヤ。しかしベルは「さあ」と答えるので限界だった。

			　汗をかくベルのアナルでは触手が回転していた。焼けるような熱さと広げられる括約筋かつやくきんに背筋が勝手に伸びてしまう。

			「は、はひ……ぐぅ……！」

			　ぐちゅ。ぐちっ。

			　腸液が立てる卑猥な音を少しでも抑えようと肛門を締めると、余計に刺激が強くなる。

			　はっはっと息を切らしながら、ベルは先を行く母の背中について行く。

			（早く、早く終わって！）

			　そんなベルの思いが通じたのか、突然シーリスが足を止めて頭を低くした。ちょうど丘を越えて北の森まであと一息というところだった。

			「団長？」

			「来ます」

			　森が蠢き、わらわらと黒い影が溢れ出した。

			　無秩序に見えてはっきりと意思を持ったその一団は近隣の村に向けて真っ直ぐに進んでいく。それは群れを成したモンスターだった。人間の子供程度の体たい躯くに、枯れ枝のような手足。目は大きくギロギロと剥き出しで、およそ知性を感じさせない。

			「ゴブリン!?　しかしあの様子は……」

			　団員が困惑したように声を上げる。ゴブリンはもっともポピュラーなモンスターの一種だ。力も知能も人間に劣るが、生命力と繁殖力だけは旺盛でたびたび人間に害を与えている。農家にとっては頭の痛い、しかし脅威というには貧弱な相手である。

			　だが、それも通常時の話だ。

			「どういうことだ。あの数……いやそれ以前に、どうしてゴブリンが武装しているんだ！」

			　森から溢れ出したゴブリンはざっと百はいた。そしてその全員が武装していた。手には剣や槍。身体には革鎧。生意気にも靴を履いている者までいた。

			「襲った村から奪った、にしても妙ですね。まるで誰かが装備を分配したみたいだ。それに統率が取れていて真っ直ぐ村に向かっている。どうします団長？」

			「……ここで仕留めます。ゴブリンたちが草原に広がる前に一網打尽にしなければいけません。総員、召喚準備！」

			　シーリスの声と共に団員は一斉に立ち上がり詠唱を始めた。

			　ゴブリンもそれに気づき突撃してくる。

			「「「召喚！」」」

			　眩い魔法陣が宙に現れ、次々とモンスターが飛び出した。妖精、精霊、大鳥、獅子、巨象。それらがゴブリンに向かっていく。

			「っ、しょ、召喚！」

			　少し遅れてベルも召喚を行った。飛び出したドラゴンが空を駆け、ゴブリンの上空へと陣取った。

			「ぐっ、気をつけろ！　こいつら手強いぞ！」

			「ゴブリンのくせに兵隊の真似事かよ！　ああ、俺のモンスターが！」

			　アディンの鳥が投げられた網に絡まり地面に落ちた。すかさずゴブリンが群がり、刺し殺してしまう。

			　その他の召喚獣もゴブリン相手に二の足を踏んでいた。武装していることに加え、ゴブリンたちは数匹で集まり死角を作らないように戦っている。普段なら軽く脅せば散り散りに逃げ出すのに、この集団はひとかたまりになって防衛してくる。

			　たかが雑魚ざこモンスターとたかをくくっていた団員にも焦りの表情が浮かぶ。

			「ひっ!?　こっちに撃ってきた!?　気づかれたんだ！」

			「まだ遠いです。当たっても致命傷にはなりません」

			　放たれた矢を見て地面に伏せる団員にシーリスは淡々と言った。

			　彼女だけはこの状況にも動じず、観察するようにじっとゴブリンの動きを見ている。

			「あの動き、装備……まさか」

			　ベルはシーリスの顔が嫌悪に歪むのを見た。

			　同時にずんずんと地面が揺れ始め、ゴブリンたちが沸き立つように武器を振り上げた。

			　森の奥から巨大な影が迫ってくる。ゴブリンの倍はある身長に丸太のような腕を持つ巨人、オーガの群れだった。

			「オーガだと!?　しかもあいつらも武装してやがる！」

			「お、おい。あのでかい奴……あの腹についているの人間……か？」

			　一団の中央には豪奢な衣装を着たオーガがいた。周りよりも一回りは巨大であったが、何より目立ったのはその腹に吊り下げられた一人の女性だった。顔も髪も薄汚れた、ほとんど裸同然の格好で、鎖で手足を縛られてオーガの腹に磔はりつけにされている。

			「う、嘘！　ひっ！　や、やだ！」

			　その姿がはっきりと見えた時、マーヤが裂くような悲鳴を上げた。

			　その女性の股座またぐらにはオーガの赤黒い肉塊が深々と刺さっていたのだ。

			「あ、あひ！　オーガ様ぁ！　もっとぉ、もっと突いてぇ！」

			　狂ったように女性は叫び、不自由な身体を揺すった。

			　それに気をよくした様子のオーガは小突くように軽く腰を動かす。それだけで岩肌のような男根が女性の中で上下し、獣のような嬌声が上がる。

			「は、はいぃ！　わかりましたぁ！　しょ、召喚しますぅ！　だからもっとしてぇ！　オーガ様の極太チンポでおマ○コズボズボしてぇ！」

			　一人で叫んだ少女は涙声で詠唱を始めた。草原に召喚陣が浮かび、そこから新たなゴブリンが現れる。その数は騎士団が倒した数を軽く上回っている。

			「な、なによ……アレ」

			　呆然とベルは呟いた。

			　オーガに肉盾同然に扱われ、それでいてこれ以上ないほどに幸せそうな顔をしている女性。だがその瞳は虚ろで、目の前の景色が見えているかさえ怪しい。

			「逆支配されたな」

			　突然の声に飛び上がる。姿こそ見えないが、肩に硬い爪の感触が乗せられたことでヴェロミコスがそばに来ていたと理解する。ベルは声をひそめて、

			「ぎゃ、逆支配？　それってあの」

			「そうだ。召喚獣を支配しようとして逆に召喚獣に精神を支配されたのだな」

			　頭を金槌で殴られたような衝撃があった。ベルも逆支配の知識はあったが実際に見るのはこれが初めてだ。かつては腕の立つ召喚術師であったであろう女性は、白痴のように狂わされ、快感と引き換えにオーガにいいように操られている。

			「ああなってはお終いだな。逆らうこともできず、ボロクズのように犯される肉人形にされる。もはや自分の名前すらロクに言えまい。死ぬまで孕まされ、利用されるだけだ」

			「そ、そんな……」

			　人とモンスターを繋げる架け橋。そんな召喚術師が狂わされ犯されている。その現実を目の当たりにして、ベルはくらりと眩め暈まいを覚えた。

			　だがそんな意識を鮮明にしたのは強烈な危機感だった。

			（も、もしこの悪魔に逆支配されたら！）

			　オーガの腹で喘ぐ女性と自分の姿が重なった。反抗する意識すら奪われ、記憶も意思もないただの肉塊にされる。それは死ぬよりも恐ろしい末路だった。

			（い、いや。できるならとっくにやっているはず。何もしてこないんだからまだ私を支配できないんだ。だからこんな下らないおもちゃを使って。心を強く持てば……大丈夫）

			　そう言い聞かせ、ベルは前を向いた。オーガの巨根を天の恵みのように受け止める女性を見た。

			「…………」

			　じゅん、と肉のショーツに包まれた秘部が甘い蜜を溢れさせた。

			　そのことにベル自身、気づいてはいなかった。

			「備えなさい！」

			　シーリスの鋭い声にはっと目を覚ます。ゴブリンたちはいよいよ勢いを増していた。

			「くそ！　こいつら死ぬのが怖くないのか！」

			「止めろ！　押し止めろ！」

			　津波のように押し寄せるゴブリンに団員は浮き足立った。召喚されたゴブリンたちは死をも恐れず突撃してくる。その数に召喚獣の補充が間に合わない。

			「凍りなさい！」

			　シーリスの精霊がゴブリンの一群を一瞬にして氷像に変えた。だがそれを乗り越えて次々と後方のゴブリンが向かってくる。シーリスはわずかに逡巡しゅんじゅんし、すぐに結論を出した。

			「ゆっくりと後退！　離れ離れにならないで！　撃退しながらこの場を離れます！」

			　それは現状ベストな選択であったが、突っ込んでくるゴブリンの姿と飛んでくる矢や石に団員たちは完全に呑まれていた。団員の多くは散り散りになり、連携できる距離を保てている者はほんのわずかだった。

			「うわああ！　もうダメだ！」

			「アディンさーん！　置いてかないでくださいよ！」

			　アディンたちなどはケツを捲り、モンスターに乗って逃げ出そうとしていた。

			　その穴をつき、ゴブリンたちはモンスターが手薄になった方を突破してくる。慌ててベルが彼らの分まで召喚獣を呼び出すが、キャパシティを超えた数に注意力が散ってしまう。

			　そこに伏兵が襲いかかった。

			「え？」

			　ゴオ、と低い叫びが背後から聞こえた。

			　見ればまったく別の方向からオーガの一団がベルに迫っていた。距離はかなり近い。

			　奇襲。そんな単語が頭に浮かぶが、すぐに地面を踏み鳴らす音に思考がかき消された。

			「ひっ！　わあああ！」

			　召喚獣を呼び戻すのも忘れ、ベルはその場から逃げ出した。遅れてシーリスも気づくがすぐに助けに行ける位置関係にはなかった。

			「やっ！　ひ！　あああ！」

			　暴風が顔を撫で、少し遅れて後方で爆発したような衝撃があった。それが振り下ろされたオーガの棍棒であると本能的に理解する。

			　ひっひっ、と呼吸とも悲鳴ともつかない音が口から漏れた。

			「うあっ!?」

			　靴が泥に滑ってベルは草原に倒れてしまった。

			　立ち上がろうとするのに足に力が入らない。視界の端に走り寄るオーガの姿を見た。よだれを垂らして武器を振り上げ、混じりっけのない殺意を持ってベルを追ってきている。

			「このままでは死ぬな」

			　声が耳元で聞こえた。死ぬ、という言葉にベルの心臓が痛いほど萎む。

			「助けて欲しいか？」

			「あ……ああ……！」

			　太い足が目の前まで来た。風切り音が鳴り、棍棒が振り上げられる。丸太を切り出したそれは人間の身体を虫けらのように潰すに違いない。

			　下半身から力が抜けて生温かいものが股間に広がった。もう立てない。棍棒の黒い影が顔を覆う。

			「助けて！」

			　叫んだ。

			　自分に向けられた言葉だと思ったのか、オーガは嗜虐的な顔を見せて棍棒を振り下ろす。

			　そして、半身を消し飛ばされて死んだ。

			「──脆いな。所詮しょせん、下等生物か」

			　なんの感慨もない声色と共に、巨大な影がベルを覆った。

			　ただでさえ巨大だったヴェロミコスの姿は、今や塔のような巨人に変化していた。見上げる巨体は太陽の光も覆い隠して辺りを曇りに変えてしまうほどで、その体躯からしてみればオーガなどネズミも同然だった。

			「さて、ゴミ掃除といくか」

			「きゃ！」

			　赤銅色の手に包まれ、視点が一気に高くなる。あれだけ恐ろしかったオーガを見下ろし、ゴブリンたちの姿が親指程度になる。

			　そしてヴェロミコスは疾走した。

			　それは戦いとも呼べない一方的な虐殺だった。

			　ヴェロミコスが一歩を踏み出すだけでゴブリンもオーガも区別なく蹴り飛ばされ踏み潰された。武器も鎧などクソの役にも立たない。ベルを狙って弓を放つ者もいたが、矢は届く前に炎に包まれ、そのまま放った敵に跳ね返される。あれだけいた怪物の群れがゴミを掃くように消えていった。

			　最後に残ったオーガのリーダーは泡を食って森に逃げ込もうとしていたが、ヴェロミコスの疾走と比べれば哀れなほどノロマに見えた。

			「そ、その人は殺さないで！」

			　なんとかそれだけは言った。ヴェロミコスはやれやれといった様子で軽く手を横に振った。それだけでオーガの頭部はこの世のどこからも消えた。

			「こんなものか。残りはどうでもいいな」

			　呟きが聞こえたと思うとヴェロミコスの姿はかき消え、ベルは地面にゆっくりと降ろされた。

			　呆然と辺りを見回すと、わずかに残ったゴブリンたちは我先にと森に逃げ込んでいた。そこに統率の取れた動きはなく、お互いを押しのけるような醜さだけがあった。

			　仰向けに倒れているオーガのリーダーの上では、絶命の射精を受けた女性が壊れた笑みを浮かべていた。

			「す、すごいじゃないか！　ベルフレット！」

			　誰かがそんなことを言い、わっと歓声が湧いた。

			「あんな巨人見たことない！　いつの間に召喚できるようになったんだ！」

			「流石シーリス団長の娘だな！」

			「っへ！　あんなバケモノ呼び出せるなら最初から出せってんだ！」

			　感動、嫉妬、安堵。

			　危機から脱した反動からか、今までにないほどの感情がベルに押し寄せてくる。

			「すごいすごい！　ベル！」

			「マ、マーヤ……わっ」

			　駆け寄ってきたマーヤがそのまま抱きついてきた。どうしたものかと思ったが、彼女が恐怖に震え涙声になっていたことに気づき、ベルはその身体を抱き返した。

			「よかった……ベル、死んじゃうかと思った。生きててよかったよぉ～！」

			「……うん」

			　ただ自分の無事を喜んでくれる友人。その純朴さにベルは頷くだけだった。

			「ねえ、あれがシーリス様の封じてたモンスターなんだよね？」

			　そっと囁かれた言葉にギクリとする。

			　そんなことをつゆも知らないマーヤはえへへと笑ってみせる。

			「大丈夫。秘密だよね？　誰にも言わないよ」

			　そう言ってマーヤは身を離した。ベルは何も言えず、その場に立ち尽くす。

			　その前にシーリスが立った。

			「ベル」

			「お、おかあ」

			　答えるよりも早くシーリスはベルの右手を取った。真剣な顔でじっと手を見つめる母にベルは怪け訝げんに眉を寄せる。

			「あ、あの」

			「あ……はい。よくやりましたね。正直、驚きました」

			　シーリスの純粋な称賛に、ベルの胸に温かいものが広がる。

			　同時に、薄暗い罪悪感も。

			「貴方がいなければ団員にも被害が出ていたでしょう。それを救ったのはベル、間違いなく貴方の功績です」

			　おお、と感嘆の声が上がり割れるような拍手があった。

			（ダ、ダメ……ダメなのに）

			　ぶるりと身体が芯から震える。感情が抑えきれず、涙や声になって溢れ出してしまいそうだ。

			（喜んじゃダメなのに。こんなやり方で、あんな悪魔の力で。でも、初めて私は……お母様に認められた？）

			　願っても叶えられなかった夢。それがどうあれ叶ってしまった。

			　感情が動くということを感動と言うなら、これがそうなのだろう。

			　ベルは揺れていた。今までにないほど感動に揺れていた。

			「あら……何かしらこの匂い」

			「……っ!?」

			　シーリスの何気ない一言にベルは息を止めた。

			（そうだ。私、今酷いことになってるんだ……股の中、ぐちゃぐちゃにされて……え？）

			　両足を擦り合わせた時、ラブジュースとは違った感触があった。

			　さらりとしていて生温かい。触れているとじんわりと肌がヒリつく気がする。

			　そして、ツンと鼻を突く刺激臭があった。

			（まさかこれって……わ、私漏らして……！）

			　ベルの顔から血の気が引いていく。

			　わずかに遅れて周囲の団員も騒ぎ出した。

			「本当だ。なんだこの異臭」

			「死臭とは違うよな。アンモニア臭と何かが混じったような？」

			　かぁっと顔が熱くなる。

			　思わずシーリスの手を振り払い、ベルは早足にその場から離れる。

			「ベ、ベル？　どうしたの？」

			「……モンスターたちが残っているかもしれないから」

			　困惑した母にそう返すだけで精一杯だった。

			　それと入れ替わるように囁きが耳元で聞こえた。

			「そのまま森に入れ」

			　悪魔の命令にベルは顔を伏せ、無言で団員たちに背を向けた。

			「一人じゃ危ないよ。だったら私も」

			「いい。必要ない」

			　マーヤへの返答はとても冷たい響きになってしまった。

			　悲しげな視線が背中に痛い。

			　ベルは一人、いや、一人と一体で森の中に入っていった。

			


			「はっ……はぁぁ」

			　みんなの姿が見えなくなるまで歩いたあと、ベルはその場にへたり込んだ。

			　両足の間にあった新緑の若葉にパタパタと香り立つ汁が滴り落ちる。

			「言っただろう？　俺に任せれば簡単に片付くと。しかし危なかったな。俺が助けてやらなければ死んでいたぞ」

			　ゆらりと目の前の風景が揺れ、ヴェロミコスが姿を現した。

			　ベルはキッと眉を吊り上げる。

			「何も殺さなくたって！　ゴブリンやオーガだって生きてるのに！」

			「命を奪われかけてもそう言うか」

			　呆れ半分嘲あざけり半分の声色だった。

			「甘い考えだ。そんなことを口走りながらモンスターを支配しているとはな。召喚術師は総じて傲慢で愚かだが、支配をするならその方がまだ筋が通るというものだ」

			「そんなことない！　召喚術師はモンスターとわかり合える存在になれるのよ！」

			「そうかな？　周囲のゴミどもに称賛された時、わずかでも優越感を覚えなかったか？　あの雑魚どもを俺が殺した時に胸がすく気持ちにはならなかったのか？」

			「そ、それでも私は！」

			「あの女のようになってもか？」

			　その言葉がベルの中で重くのしかかる。オーガにいいように扱われたあの召喚術師。もしヴェロミコスがいなければ、次にああなっていたのは自分かもしれないと強く意識させられる。

			「あの木偶の坊どもに犯されるお前を見るのも楽しそうだ。どうだ？　今からオーガどもの前に連れて行ってやろうか？」

			「そ、それは……」

			「それに、俺ともわかり合えると？」

			「っ!?」

			「お前を犯し、辱め、傷つけ、そして命を助けてやった。お前の信仰では俺ともわかり合えるのか？　ククッ、マ○コを晒しながら話し合いでもしてみるか？」

			「誰が！　あ、あんたは別よ！　悪魔となんてわかり合えないわ！」

			「そうだな。そうだとも！　人間と悪魔がわかり合えるわけがないな！」

			　その言葉に不思議と胸の奥がずくんと痛んだ。

			　ヴェロミコスも何がおかしいのか大口を開けて銅鑼どらのような笑い声を上げた。

			「さて、代償を払ってもらってなかったな」

			　ひとしきり笑ったあと、ヴェロミコスは倒木の上に腰かけそう言った。

			　真紅の瞳がギロリと睨む。びくりと腰を震わし、ベルはその視線から目を逸らした。

			「スカートをめくれ。お前の股間がどうなっているか見せてみろ」

			　拒否などできるはずもない。

			　ベルは廃屋でしたように、スカートの裾を摘んだ。

			（こいつ、わかって言ってるんだ。私がどうなってるか、わかっていて！）

			「どうした？　早くめくれ。めくれ！」

			　腹を揺らす大声にベルは歯噛みした。先ほど見せた時以上の恥辱の中、太ももを擦り合わせながらスカートをめくる。

			「ハハハハハ！　なんだこれは！　その年で漏らしたか！」

			「～～～～～っっっ！」

			　触手ショーツに責められる陰部からは黄色い線がいくつも伸びていた。同時に鼻をつくアンモニア臭。スカートの中に隠されていた小水の匂いが辺りに広がってしまう。

			「あんな雑魚モンスター相手に小便漏らしてよくも大言を吐けたものだな！　愛液と尿が混ざってすごい匂いだぞ！　どれ、確かめてやる！」

			「ひぃ！　か、嗅ぐなぁ！」

			　ゲラゲラと笑いながらヴェロミコスはベルを持ち上げると、そのまま顔を股間へと突っ込んだ。

			　岩のように固い感触が股間にぶつかり、そのまま獣じみた深呼吸が始まる。

			（に、匂い嗅がれてる！　私のこんなところの匂い！　やっぱりこいつは悪魔なんだ！）

			　手足は完全に宙に浮き、まともに抵抗もできない。

			　せめてもの抵抗にバタバタ足を振り回すと、むっとしたニオイがベルの顔を覆った。

			（う、嘘……これ、私が出してるの？　こんな、変なニオイが私の中から!?）

			　自分で言うのも恥ずかしいが、正直相当にすごいと思う。

			　むせ返るとでも表現すればいいのだろうか、ハメられっぱなしの触手によってラブジュースは泡立つくらい濃くなっているし、そこにお漏らしまで混ざって収集がつかない。

			　埃っぽいような生物臭とヨーグルトのような発酵臭、そして尿のアンモニア臭が混ざっている。激臭と言われると否定したくなるが刺激臭と言われたら無言で肯定する他ない。

			　現に、昇ってくる臭気を嗅いだだけでも顔をしかめそうになる。それなのに、この悪魔はまるで味わうように鼻を鳴らしている。

			「も、もういいでしょ！　そんなとこ嗅いで何が楽しいのよ！　は、離してよぉ！」

			　思わず叫んだがヴェロミコスは気にした様子もなく、大きく息を吸った。その吸引で身体も引き寄せられるようだった。

			　ベルは腰を引いて逃げようとしたが、アナルの触手がぐりっと動き警告し、動きを牽制される。結局宙ぶらりんにされた手足を縮め、この悪魔が満足するまで耐え忍ぶ以外なかった。

			「ふー。臭い臭い。小便娘の股座は酷いニオイだ。これではお前の仲間たちも気づかないはずがない」

			　たっぷりと時間をかけたあと、おもむろにヴェロミコスは顔を上げた。

			　鼻先についた愛液を長い舌でべろりと舐める。美味そうに口元を歪める様子はベルの理解の及ぶものではなかった。

			「雌臭も強くなっているな。処女を失って身体が女へと変わりつつあるようだな。男を誘う蜜の匂い……ククッ、俺も楽しませてもらうか」

			「ひっ！　そ、それ！」

			　いつの間にか、ヴェロミコスの股間にはあの赤黒い肉の槍が起立していた。

			　槍のように張った先端はビクビクと震え、先端から匂い立つよだれを流している。

			「ま、またそれで私を……昨日みたいに」

			　ぶるりとベルは身体の芯を震わせた。またあの巨大なものをねじり込まれると思うと、恐怖に足腰がガタついた。

			　だがヴェロミコスは口の端を吊り上げると、ベルを地面に下ろしてこう続ける。

			「舐めろ」

			「……え」

			　目の前に置かれた肉の塔に目を瞬かせてしまう。

			「俺のチンポを舐めろと言ったのだ。お前の口と舌を使い、射精まで導け」

			　ベルは絶句した。言葉の意味はわかる。だがその内容が、今まで生きてきた常識からあまりにかけ離れていたからだ。

			「な、な、なに言ってるのよ……な、舐める？　それを？　あ、ありえない。嘘よね？　そんなこと、できるはずが……」

			　スカートから手を離し、ベルは後ずさる。そんなベルの頭を巨大な手が掴み、ぐいと引き寄せてきた。

			　万力のような力に抵抗する暇もなく、ベルはヴェロミコスの股間に上半身を押し付けられた。

			　べちっと頬に猛烈な熱気が触れた。少し遅れて青臭い臭気が鼻をつく。

			「ひっ！　やっ！　やだあ！　く、臭い！　汚いわよ！」

			「舐めろ。それとも、下の口の方がいいか？　今度は壊してしまうかもしれんがな」

			　ヴェロミコスの手に力が籠もる。ミリッと嫌な音が頭からして激痛が走る。ベルは短い悲鳴を上げた。押し出されるように瞳からも涙が滲にじむ。

			　そのままヴェロミコスは空いていた手で肉棒を握ると、ベルの下腹部に押し付けた。硬い槍が腹に向けられ、ベルの身体が緊張に固まる。

			　昨夜の陵辱体験が蘇る。

			「ま、待っ！　やる、やるから……」

			「何をやると言うんだ？　ん？」

			　わざとらしく聞き返され、ベルは涙ながらに睨み返す。

			　その顔を待っていたと言うように、ヴェロミコスは実に楽しそうな顔をした。

			「こ、これを舐めるわよ……それでいいんでしょ」

			「違うな。舐めて、射精させろ。お前の舌と口を使って俺に快楽を覚えさせ、精液を吐き出させろと言っている」

			「くっ！　わ、わかってるわよ！　舐めて……しゃ、射精させればいいんでしょ！」

			　ヤケクソ気味に叫ぶと、ようやくヴェロミコスは手を離した。

			　ズキズキと痛む頭にうずくまるベル。だがヴェロミコスは待ってはくれない。急せかすように肉棒を頬に押し付けられる。

			　ベルはヴェロミコスの股間に膝立ちになると、そこにそそり立つイチモツを恐る恐る握った。

			（……大きい）

			　目の前にすると改めてその大きさが異常だとわかる。太すぎて握っても指の輪が届かないし、長さは顔を縦断して余りある。もしこれを押し込まれていたなら本当に串刺しになって死んでしまっていたかもしれない。

			（熱い……本当に燃えてるみたい……それにニオイもすごい……私もすごいニオイになっちゃったけど、こっちはそれ以上？　臭くて鼻が曲がりそうなのに目が離せない）

			　熱気に乗って漂ってくる匂いにベルは顔を緩まされる。

			（だ、大丈夫。無理やりされるわけじゃない。私の方でコントロールできるんだから、全然マシ。さあ早く終わらせるの。じゃないと誰かが来ちゃうから）

			　そう自分を奮い立たせる。しかし思いとは裏腹に身体は言うことを聞いてくれない。

			　はぁはぁと息を吐き、舌を伸ばそうとしては引っ込める。そんなことを五回ほどくり返し、意を決したベルは伸ばした舌先を亀頭に触れさせた。

			「─────!?」

			　後頭部を殴られたような感覚があった。

			　今まで嗅いでいた匂いを凝縮して、千倍の濃度にしたような感覚。それが一気に舌先で躍る。

			　苦味。臭み。酸味。ほんの少しの甘み。

			　それらが口の中に広がった。

			「あ、あ、あ……んぅ!?」

			　ごぷっ。

			　溢れてきた大量の唾液が混ざり合った。そのおかげか、多少なりとも味は薄まり受け入れられないほどではなくなる。

			「ふーっ、ふーっ！　ごくっごくんっ！」

			　苦味が走る唾液をなんとか飲み干す。だがそれと同時に身体の芯が熱くなったのを感じた。

			（な、なんなのこれ。よだれ止まんない……こんなのおかしい。悪魔のだから？　それとも男の人のモノを舐めたらみんなこうなるの？）

			　目を白黒させながらベルはもう一度口を近づける。

			　今度は狙いを少し外し、亀頭の側面を舐めてみた。

			「ふぅううううん！」

			　最初よりはマシだがそれでも舌が痺れるような刺激があった。ビクビクと身体が跳ね、濃厚な味が鼻の奥まで突き抜ける。

			「どうした？　早くしないと誰かが来るかもしれんぞ」

			「わか、わかって、る」

			　強く言い返し、ベルは目をつぶって先端を舐める。何も考えず、口を動かすことだけを意識しようとした。だがダメだった。

			（先っぽ硬い……さっきより張っている感じがする。それにこのトロトロの液体。先走り汁だ。それがこんなに。舐めても舐めても出てくる。くっ、溺れちゃうくらいの量）

			　見えないでいることが逆にスパイスになって、ベルは肉棒の様子を強く意識してしまった。ただ刺激的と感じていた男根の味もより細やかに分析できるようになっていた。それがどこまでも悔しい。

			「そんなお上品な舐め方ではいつまで経っても終わらんぞ」

			「じゃ、じゃあどうしろっていうのよ！」

			　呆れたように言うヴェロミコスに、ベルは反骨心だけで言い返す。

			「キスをしろ。もっと下品に舌を絡めて、手でチンポを扱け。そして口の中に肉棒を咥え込め」

			「は、はあ!?」

			　理解を超えた命令に思わず声が出る。

			（な、舐めているだけで死ぬほど恥ずかしいのに、足りないっていうの！　そ、それにこれを口に入れろって、できるわけないじゃない！）

			　腕のように太い巨根にベルは首を振る。物理的に入るわけがない。こんなの口に入れたら裂けてしまう。

			「む、無理！　口になんか入らない！」

			「なら舌だけで射精させることだな。ま、できればの話だがな」

			「う、うぅ！　や、やればいいんでしょ！　やれば！」

			　啖たん呵かを切り、ベルはギュッと肉棒を握る。

			　そして唇を伸ばし、先端に近づける。割れ目のような鈴口が近づくと、これが自分にとっての初めての接吻であると唐突に意識させられた。

			（こ、これは例外よ！　ファーストキスとかじゃないんだから！）

			　首を振ってベルは弱りかけた心を奮い立たせる。

			「……ちゅっ！」

			　硬い感触が口先にあった。

			（しちゃった……私、こんな汚いものに……）

			　喉奥から吐き気が込み上げる。口を閉じてヴェロミコスを見上げるが、返ってくるのは石のように固く冷たい視線だけだった。

			「ぐ、うぅ……あ、あーん」

			　続けて口を開けて、赤黒い肉を咥えようと試みる。

			（臭い……臭い！）

			　大口を開けるとむせ返る匂いが飛び込んできた。鼻奥に重たい空気が広がり、ぶるりと身体の芯が震える。

			「はぁはぁ……あむぅ！」

			　目をつぶり、ベルは目の前の肉塊にかぶりついた。

			「んんんん!?」

			　口いっぱいに熱くて硬いものが広がる。喉を完全に塞ぐ巨大なものが喜ぶように口内で震えた。

			（お、大きすぎるわよ！　こ、こんなのが私の中に入っていたの!?）

			　実際に含んでしまうと、その馬鹿げた大きさが信じられない。

			　そしてこれを受け入れた自分の身体も。

			（本当に、こんなすごいのが入ったんだ……）

			　不思議と股間が熱くなり、そのまま動けなくなる。

			　ふーっふーっと鼻で呼吸しながら、しばらくベルは肉棒を咥えたまま静止してしまった。

			「う、くふぅ……ぐちゅ、じゅる……」

			　ようやく腰の衝動が引き、ベルはゆっくりと頭を前後させた。

			　苦々しい味が擦り込まれるように広がる。エラ張ったカリが喉に引っかかってむせそうになる。

			「ほう、自分から動いたか。いい心構えだぞ、ベル」

			　そんな褒め言葉を寄越すヴェロミコスを睨む。

			　だがその視線すら楽しませてしまうようで、殺すつもりで見つめても悪魔は口元に微笑を浮かべるばかりだった。

			「クソ生意気な顔をしながらチンポをしゃぶっているぞ！　無ぶ様ざまだな！　クハハハ！」

			「くぅ！　ぐうううう！」

			　女としても騎士としても最低の侮辱を受けて顔に熱が籠もる。

			　いっそ噛み切ってやろうかと歯を立ててやったが、

			「ほう、甘あま噛がみか。いい刺激だ」

			　軽く流された。

			　歯が立たないとはこのことだ。ヴェロミコスのそれは鉄のように硬く、ゴムのように柔軟だった。いくら力を込めても相手を喜ばすだけ。そう気づくのに時間はかからなかった。

			「ぐちゅ！　ちゅ！　は、早く出しなさい！」

			　悔しさに涙しそうになる。それを堪えながらベルは口を前後に動かした。

			　口が雑巾になった気分だ。

			　とにかく早く終わらせようと乱暴に動かす。

			（わ、私なんて音出してるの!?　こ、こんな音が口から出てる!?）

			　ペニスを押し込むたびに「ぐちゅん」「ぶちゅ」と卑猥な音が鳴った。

			　それが唾液によって発生する生理的な音だとわかっていても恥ずかしさに死にそうになる。

			（こ、この音聞こえてないよね？　森の外まで届いてないわよね？）

			　冷静に考えればありえない懸念を抱き、辺りに視線を送ってしまう。

			　だがその途中で頭を掴まれ、強引に口を離された。

			「ふぶ!?　うぁ！　げほげほっ！」

			　突然にペニスを抜かれ咳き込んでしまう。それを抗議する暇もなく掴まれた指に力を込められ激痛が襲ってきた。

			「あぐう!?」

			「芸のない奴だな。ただ前後しているだけか？」

			「そ、そんなこと言われても……！　い、痛いわよぉ！　は、離して！」

			「ふん。下らん知識ばかり溜め込んで、雌としての媚び方は知らんらしいな。罰だ。そのヘタクソな舌を使って皮を剥け」

			「うぅ……か、皮？」

			　解放された頭をさすり、ベルは今一度ペニスを凝視する。するとわかった。肉棒の先端は円形の穴が開いた皮を被っている。それがカリに引っかかり、その状態を維持していた。

			（そういえば昔、知り合いの男子たちが言ってたような。皮が剥けてないとかなんとか。アレ、日焼けとかじゃなくてこの皮のことだったの!?）

			　突然の事実に軽くショックを受けた。

			　だとしたらあの学友たちは自分たちの生殖器について語り合っていたのか。

			（信じられない……男って不潔）

			　ベルの中で男という生物についてのランクがまた一つ下がった。

			　だがそれで目の前の光景が変わるわけではない。

			　唾液に塗れた肉槍は、ベルを求めるように脈動を続けている。そこが被っている皮にベルは眉を顰ひそめる。

			（剥けって、舌でこの皮を動かせっていうの？　くっ、この悪魔！　どこまで人を馬鹿にするのよ！）

			　心の中で文句を言いながら、ベルは再びペニスに顔を寄せる。

			　唾液に塗れたそれは、一層その臭気を増したように思えた。

			「あ、あう、ちゅ、く、くちゅ」

			　肉棒を手で固定し、舌を伸ばして皮をつつく。

			「どうした？　全然剥けんぞ。もっと顔を密着させて舌を皮の中に潜り込ませろ」

			「ぐっ！　わかってるわよ！　ぐちぃ、くに、ぐちゅう！」

			　もはや自棄やけだ。ベルは顎あごや頬を先端に触れさせながら、強引に舌先を皮に突っ込んだ。

			　そうするとようやく包んでいた皮が動き出し、ゆっくりとカリを昇っていく。

			「唾液を塗して潤滑油にしろ。もっと舌を尖らせて唇も窄すぼめろ」

			「ぐちゅぐちゅ！　れろぉ！　ぶちゅっ！　ちゅくん！」

			　言われた通り、唾液を補充しながらめくっていく。

			　次第に滑りがよくなったのか、めくれる速度も上がった。

			　そして引っかかっていた頂点部を強く舐めたら、一気にめくれて皮はするすると細くなった部分へと収まった。

			　同時に言いようのない激臭がベルを襲った。

			「く、臭い!!」

			　今まで嗅いでいたペニスの匂いを濃縮したようなニオイに、頭がくらくらした。

			　思わず涙が浮かび、咳もひっきりなしに出てしまう。

			「な、何よこれ！　ひ、酷いニオイ！　げほっ！」

			　匂いの元は尖った部分の窪みに溜まった白いカスのようなものだった。

			「ハハハ！　チンカスが臭いか！　まあ、そうだろうな！」

			「チ、チンカス!?」

			　卑猥な響きに顔が引きつってしまう。

			（それって、おチンチンのカスってこと？　うそ、こんな風になるの？　鼻が曲がりそうなくらいに臭くて不潔で……最低！　な、なのになんで……目が離せないの……）

			　ぷーんと香る生臭いニオイ。

			　それに誘われるようにベルは横目でペニスを見てしまう。

			　チンカスは男性器の周囲をぐるりと囲むようにこびりついていた。特に裏側の隙間に多く溜まっていてわずかに黄ばんでさえいるように見える。量はどのくらいだろうか。少なくとも指一本で掬すくえるとは思えない。

			　ずっと感じていた異臭の正体、それを発見した気分だった。

			「どうした。舐めろ」

			「は、はあ!?」

			　思わず叫んでしまった。

			　当然だ。これまで異常な要求をされてきたが、これは極め付きだった。

			「ふ、ふざけないで！　舐められるわけないわ！　だ、だってこれ、汚いわよ！」

			　言うなれば排泄物を口に入れろと言われたようなものだ。

			　口から唾を飛ばし、首をぶんぶん振ってベルは拒絶を訴える。

			「知らんな」

			「ふぶ!?」

			　返答は万力のような腕だった。

			　頭を鷲掴みにされ、無理やりに股間に押し付けられる。

			「お前はその汚らしいものを舐めるんだ。拒絶などさせると思うか？　お前が臭いカスを口にした瞬間どんな表情をするのか俺に見せてみろ」

			「や、やめ！　う、うぶぶ!?」

			　少しずつ腕に力を込められ、口の中に肉槍が入り込む。

			　唇を押し広げ、先端が口蓋に入った。チンカスはもう目と鼻の先だ。

			「んー！　んんー！」

			「なあに、安心しろ。死ぬよりはマシだ」

			　嘯くようにそう言ってヴェロミコスは一気に力を込めた。

			「んむううううううううう!?」

			　苦い味が口いっぱいに広がる。

			　カッと目を見開いて、ベルは両手でヴェロミコスの足を掴んでいた。

			（臭っ！　苦っ！　舌の上にべっとりとしたのが乗ってる！　頬にも！　私の口に汚いのがいっぱい入ってくるぅ！）

			　鼻奥に潜り込んだ臭気は二度と取れないのではないかと思う。

			　臭苦い味に味覚が破壊されたのではないかと本気で危惧する。

			　ベルは半狂乱になりながらヴェロミコスの足を叩くが、そんなものは抵抗にすらならなかった。

			「ほれ、舐めろ。今度は射精させるまで離さんからな」

			「んん!?　んー！　んぶー！」

			　涙目になりながら首を振るも、冷徹な悪魔はどこ吹く風だ。

			　むしろその様子を楽しむようにしながら、手遊びのように頭を前後させてくる。

			（いやああああ！　チンカス擦り込まれる！　私の口、おチンチンのカスの味になっちゃうぅ！）

			　生理現象で口の中には大量の唾液が溢れ出していた。

			　チンカスと先走り汁は唾液に溶け、ベルの口内は汚液の洪水となっていた。

			　唇の隙間からは逆流した唾液が漏れ、呼吸するたびに「ぶちゅぶちゅ」と卑猥な音を立てる。

			　そのうちに喉は完全に唾液で埋められ、ベルは反射的にそれを嚥えん下げしてしまう。

			「んぐ……ごきゅ！　ごくん！」

			　おぞましい感触が喉を流れた。

			（飲んだ……飲んじゃった……チンカス飲んじゃったんだ……）

			　悔しさに腹わたが煮えくりかえりそうだ。

			　なのに、息苦しさが緩和されたことに身体は快感を覚えている。

			　それが余計に悔しかった。

			（酷い。酷すぎる……私が何をしたって言うの？　処女を奪われて、ファーストキスも奪われて、こんな汚い物飲まされて……なんで、なんで私が）

			　それを自省する時間もなく、口の中には再び唾液が満ちてきた。チンカスの味はまったく衰えていない。

			　このままでは同じことのくり返しだ。ベルは身体中を奮い立たせて決断した。

			「んぶ！　ぶちゅ！　じゅる！　じゅぷじゅぷ！」

			「ほほう、自分から動き出したか。そんなにチンカスの味が気に入ったのか？」

			（なんとでも言いなさいよ。すぐに終わらせてやるんだから！）

			　こうなった以上、この責め苦から逃れる方法は一つだ。

			　この悪魔をさっさと射精させること。それだけだ。

			（出せ！　出しなさいよ！　さっさと射精しちゃいなさい！）

			　息を止め、チンカスの味を無視しながらベルはがむしゃらに顎を動かす。

			　技術もクソもない強引なやり方だが効果はあるようで、ヴェロミコスは満足げな息を吐いた。

			「いいぞ……そのまま奥まで咥え込め」

			「んご……う、うぐ……んぐんぐ……！」

			　喉奥をいっぱいに広げ、ベルは腕のようなイチモツを飲み込んでいく。

			　ただでさえきつかった口の中は完全に硬い肉に埋められ、息が詰まった。

			　ふーっふーっと鼻呼吸の音が出てしまう。

			　それでもなんとか肉棒の半分くらいまで飲み込めた。

			「んぶ……ぐぅぅぅぅ！」

			　ずりゅりゅりゅ！

			　ゆっくりと顔を戻す。喉奥を内側から引っかかれるなど初めての経験だった。

			「うぶ！　んご！　ぶふっ！　んんんん！」

			　ぶちゅ！　ぶちゃ！　ぶちゅぶちゅん！

			　激しい水音を立てて、口中でチンポを扱き上げた。

			　裏側の血管が舌の上を滑る。カリ首が口蓋に引っかかって痛い。息が止められ、顔中が真っ赤になっていくのがわかる。

			（早く、早く出せ！）

			　その時、がさりと茂みが鳴った。

			「──!?」

			　全身が石のように固くなる。

			　イチモツを咥えたまま、ベルは音がした方をじっと見つめた。五秒十秒と経過して変化がなかったことに胸をなで下ろす。

			　押し殺した笑い声が聞こえた。

			「ただの獣だ。いっそ、仲間を呼んでみるか？　その方がお前も真剣になる」

			「ダ、ダメ！」

			　思わず肉棒を離して顔を上げた。

			　しかしすぐに頭を掴まれ、臭い味を口に戻される。

			「ならさっさとしろ。俺が喜ぶことを想像して奉仕するんだ」

			「ぐぅ……！　ぶちゅ、ちゅ……ちゅぶ！　んちゅぶ！」

			　できるだけ音を立てないように、そう考えもしたがすぐにやめた。

			　それで時間がかかりマーヤたちが探しに来る確率の方が高い。

			　恥じらいを捨て、不本意ながらヴェロミコスの言った「喜ぶこと」についても考える。

			（とにかくこれを刺激すればいいんでしょ！）

			　そう判断して、ベルは両手で竿の根元を握った。ぐちゅとした感触に顔をしかめてしまう。

			　しゅっ！　しゅこ！　ぬちぬち！

			「ほう……いい判断だ」

			　わずかに口角を上げるヴェロミコスに手応えを感じる。

			（やっぱりこれもいいんだ。手で擦っているだけで喜ぶなんて単純馬鹿！）

			　ほんの少しだけ優越感を覚えつつ、しかし負担の増えた全身運動に汗してベルは肉棒に食らいつく。

			　さらに舌を動かし、先端を舐める。

			　これも効果があったようでヴェロミコスは腰を震わせ、さらに肉棒をそそり立たせた。

			（膨らんできた……もう出るんだ！　このまま一気に！）

			　予兆を感じ、ベルはさらに大胆に股間を刺激する。

			　もはや抱きつくような勢いで肉棒を握り、髪が乱れるのも忘れてしゃぶりつく。

			　知らず知らずのうちに大股開きになり、スカートがめくり上がっていることにも気づかず、ベルは一心不乱にチンポを舐めた。

			「いいぞ……そのまま吸い上げろ……！」

			　少し苦しげな声に勢いづく。

			「じゅる！　じゅぶぶ！　ずじゅるじゅるじゅるぅ！」

			　唇を細め、棒ごと吸い取るつもりで吸い上げた。

			　口の粘膜全部が肉棒に絡みつく。

			　そのまま顔を動かすと、今までとは比にならない密着度があった。これなら男への刺激も相当だ。

			　ベルは一気に攻めた。じゅるじゅるとバキュームしながら、両手を火でも点けるような勢いで扱き上げる。

			「ぐ！」

			「んぶ!?」

			　びゅる！

			　肉棒が一度跳ね、口内に熱いものが飛び込んだ。

			　どろりとした感触が喉奥に入り込む。

			　思わず引きかけた頭を硬い腕が押さえつけた。

			「出るぞ！　受け止めろベル！」

			「んぶううううううううう!?」

			　どびゅ！　びゅぐ！　どびゅるる！　どくどくん！

			　口の中で肉棒が暴れ回り、ベルの身体は五ミリは浮いた。

			　それと同時にぶちまけたような量の射精が始まる。

			　ひと跳ねごとに口を埋めるほどの精液が流れ込み、喉も口も鼻腔さえも犯そうとしてくる。

			　苦い味が口いっぱいに広がって、ベルの頬はパンパンに膨らんだ。

			「んん!?　ごっごく！　んぐん！　ぐ！　ぶふぶぶ！」

			　喉をつく苦味を嚥下する。

			　だがすぐに処理能力を上回る白濁の波が襲ってきた。

			　ベルの細い首ではとても飲み込みきれず、口の隙間から唾液混じりのザーメンが逆流する。

			「ぐぅ！　んぶぶぶううううううう！」

			　ぶびっ。

			　行き場をなくした精液が鼻から溢れ出た。鼻腔までもこれで塞がれる。

			（し、死ぬ!?　溺れ死ぬ!?）

			　バタバタと手足を振って抵抗するも悪魔の腕はビクともしない。

			　そのままチンポを咥えさせられ、ベルは長い長い射精を余すことなく味わわされた。

			「くふぅ。初めてにしてはまあまあといったところだな。そら、顔を見せろ」

			「んぅ……!?　おぉ……ぬぽぉ！」

			　じゅぽぉ、と間抜けな音を立てて肉棒が引き抜かれた。

			　ホカホカと湯気を立てるそれをベルは呆然と見つめる。

			　お腹の中はもうたぷたぷで、地面はこぼれ落ちたザーメンがちょっとした水溜まりを作っている。

			「うあ……あ……んひぃ!?」

			　身体が跳ね、ベルはその場にへたり込んでしまった。

			　びちゃ、と音を立て白濁のプールに雌汁が垂れ落ちる。

			　何度も身体が痙攣し、ベルの股間から透明な汁が漏れ出た。

			「クハハハ！　飲み込んだだけでイッたか！　口から鼻からザーメンを漏らしながらのイキ顔を見せるとはな！　ベル、お前は本当に愉快だ！」

			　にぃと顔を歪めながらヴェロミコスはベルの顔をそう品評した。

			　大きな真紅の瞳の奥では、顔中を粘液で染められた女が歪んだ顔をしていた。

			「うぅ、くぅぅ……!!　げほ!?　おげぇ!!」

			　喉に残っていた白濁液を吐き戻しながら、ベルは悔しさに眉を寄せた。

			◆

			「ま、待って！　口でするだけだって言ったじゃない！」

			　巨大な樹木に上半身を押し付けられ、ぷにっと巨乳が潰れた。

			　頭を押さえつけられたまま、腰を引かれるとベルは尻を突き出した卑猥な姿勢になってしまう。

			　そんな尻にずしりとした重みが乗せられる。言うまでもない、あれだけ出したくせにまったく萎える様子のないヴェロミコスの陰茎だ。それが新たな獲物を求めるようにドクンドクンと脈打っている。

			「たった一発で終わらせるはずがないだろうが。第一、男を誘うニオイをさせて俺を欲しがっているのはお前だぞ」

			「なにを……んほぉ!?」

			　ヴェロミコスの指が鳴らされると、あれほどガッチリと絡みついていた触手下着はいとも簡単に剥がれた。

			　膣奥ちつおくとアナルから一気に異物感が抜け落ち、ベルは両足をピーンと伸ばしてしまった。

			「クク。ぐちゃぐちゃだな。淫蜜と小便で陰毛がぬらぬら輝いて宝石のようだぞ。マ○コもアナルもぽっかり開いて、切なそうに動いている。どれ」

			「んあぁ！」

			　ぐちぃぃ。

			　ヴェロミコスの二本の指が充血した陰唇が広げた。

			　むわっとした雌の芳香が辺りに広がったのをベルも感じた。これが全部自分のニオイだなんて信じられない。

			　同時に密閉されていった敏感部に空気が流れ込み、その冷たさに身震いする。火照った肌に冷水を浴びるように、散々にイジメられたマ○コを広げられるのは耐え難い快感だった。

			「開けた瞬間、蒸気が噴き出したぞ。奥までグニグニと動いてチンポを誘ってくる。たった一日でここまでほぐれるとはな。ベルフレット、やはりお前は生まれながらの淫乱体質だ」

			「ふ、ふざけないで！　わ、私が淫乱だなんて、あるはずないでしょう！」

			「そういきり立つな。褒めてやっているのだぞ。これほどいいマ○コ穴はなかなかないからな！」

			　尻に乗せられていた重みが消え、代わりに身体が持ち上げられて爪先立ちにされる。

			　同時に股間に強烈な圧迫感があった。腰の位置を合わせたヴェロミコスが本格的に挿入の姿勢を取ったのだ。

			「あ、熱……そ、それに、お、大きい……」

			　今まで入っていた触手とは比べ物にならない巨大な質量。

			　先ほどまで口に入れていたヴェロミコスのイチモツがもう一つの口も蹂躙せんとしているのだ。

			「うわあああ！　む、無理よ！　無理だから！」

			「おいおい、昨日散々に犯してやったのを忘れたのか。それに上の口も下の口もそうは変わらんさ。口でしたように、こっちにもくれてやる！」

			　ぐちゅ！　みちみりっ！

			「あ、ああああああああ！　さ、裂けるぅ！」

			　カッと目を見開き、ベルは大樹に身体を押し付けられた。それでも止まらない熱い棒がじりじりと身体の中に入ってくる。

			「ま、待って！　待って待って！　せ、せめてゆっくり……」

			「ゆっくりか？　ゆっくりと入れて欲しいか？」

			「うん！　うん！」

			　首を回し、ヴェロミコスを見る。

			　そこには喜色に牙を見せる悪魔の姿があった。

			「そうかそうか……ぬん！」

			「くぅああああああああああああああ!?」

			　どちゅん!!

			　強い衝撃と共に半身に杭が打ち込まれた。

			　下腹部がボコッと膨らみ、視界に星が飛ぶ。粗布を引き裂くような音は自分の股間から出ているに違いなく、増えた体積を減らすように全身から汗が噴き出した。

			「あ、ああ……う、嘘つき……ゆっくりって……言ったのにぃ！」

			「知らんな。俺のマ○コ穴をどう使おうが勝手だ」

			「わ、私はマ○コ穴なんかじゃ……あぁん！　中で、ビクビク動いてる……！」

			　まるでそれ自体が意思を持っているように、体内に侵入した肉槍は膣中で歓喜の脈動をしていた。

			　それが一つ跳ねるたびに、ベルの身体も浮かび上がる。

			　強靭な悪魔の生殖器はベルの身体など小麦袋のように簡単に持ち上げてしまうのだ。

			（入れられた……ちゃんと口でしたのに！　この悪魔！　馬鹿！　変態！　嘘つき魔！）

			　心の中であらん限りの罵倒を吐くが、それは自分の状況をより惨めにするだけだった。

			　あれだけ手と口で奉仕した肉棒を、今度は気のままに女性器に入れられ裂けるような痛みを与えられている。

			　悔しさに声も出なかった。

			「前よりもよく絡む。ヒダが柔軟になっているな。いい具合だ」

			　まるで見ているように膣内を品評すると、ヴェロミコスは容赦なく腰を引いた。

			「んぎゅ！　うぁあああ！」

			　人形でも振り回すようにヴェロミコスは乱暴に陰茎を抜いた。

			　全身を引き抜かれる感覚に堪らず悲鳴が出る。

			「もっと色っぽい声を上げられんのか？　ん？」

			「こ、声なんて誰が上げて……はぅん!?」

			　ずちゅ！　ぶちゅ！

			　カリ首がヒダを擦り、再び膣奥へと戻ってくる。

			　距離にすればわずか数センチの移動。それだけでベルは一切の抵抗ができなくなり、口からは上げてやるかと心に決めた嬌声が出てしまう。

			（な、なにこれ!?　あ、頭の中が真っ白に！　しょ、触手とは全然違う！）

			　想像を絶する快感がベルの秘部を暴れ回っていた。

			　ガクガクと足が震えてしまうのは、爪先立ちが辛いからだけではない。

			　ここに至るまでも触手の下着によって何度も絶頂を味わわされたベルだったが、これは根本的に別物であると理解させられた。

			「おぅ！　ほぉ！　は、はひぃいん！」

			「いいぞ！　しっかりマ○コを締めろ！　俺のチンポを全身で味わうんだ！」

			　上機嫌に言いながらヴェロミコスの責めは徐々に加速していく。

			　体内の最奥さいおうにガツンガツンとぶつかってくる。それに伴いただでさえ濡れそぼっていた股間から愛液が噴き出した。

			　汲めども枯れぬ井戸のように、ベルの蜜壺は甘い雌汁を供給し続ける。

			「ククッ。俺のものをこれほど濡らすほどよだれを垂らして。熱い汁でチンポを溶かすつもりか？」

			「うぐ！　い、痛ッ！」

			　爪先が腰に食い込み、ねじれた悲鳴が漏れてしまう。

			「触れれば簡単に壊れてしまう細い身体のくせにチンポの扱き具合は絶品だな。奥は深く俺のモノを受け入れ、無数のヒダで歓迎してくる。胸もでかくて服の上からでもぶるんぶるん揺れているのがわかるぞ。本当に、犯されるために作られた身体だな、お前は！」

			「うあああ！　は、激しいぃぃぃん！　な、中かき回されて、と、飛ぶぅぅぅぅ！」

			　ばちゅばちゅぶちゅん！

			　絶え間ない抽送にベルは手足で抵抗を示す。

			　しかし足は完全に浮き上がり、爪先が地面に触れるばかりだ。両手を後ろに回してヴェロミコスの腕を握ったが、鋼のような手首はビクともしない。

			　ガチガチと歯を鳴らし、ベルは樹に顔を押し付けた。

			（来る！　またあれが来る！　触手のよりもっとすごいの来ちゃう！　私の口で大きくしたチンポで……イク！）

			　激動の快感を思い出しただけで軽くイキかけた。

			　下腹部が熱くなり、それが全身に広がっていく。そして全身を包む浮遊感。これらが絶頂の予兆だと一日のうちにベルは教え込まれていた。そしてそれに抗あらがう術などないことも。

			「い、いく、いくぅ……！」

			　全身をギュッと縮めベルは絶頂の瞬間に備えた。

			　だが突如、ヴェロミコスは嵐のようなピストンを止め、その場に静止してしまう。

			「……え、な、なんで？　もう少しで」

			　その時、がさりと茂みが揺れた。

			「ベル？　そこにいるの？」

			（お、お母様!?）

			　シーリスの声にベルの中で高まっていた衝動が一気に萎む。嫌な汗が背中を流れ、吐き気までしてくる。

			「シーリスか。わざわざ探しに来るとは。ククッ、過保護なことだ」

			「な、何言って！　ぬ、抜いて！　抜いてよ！」

			　厚い腹筋を手で押すが、ヴェロミコスの身体はビクともしない。

			　逆にヒョイと身体を持ち上げられたベルは、声のする方へと向けられてしまった。

			「ちょ！　や、止めて！　本当に見つかっちゃうから！」

			「見つかって何が悪い？　俺は構わんぞ」

			「そ、そんな！」

			　そうこうしているうちにシーリスの足音が近づいてくる。

			　先ほどとは違う意味で鼓動が高鳴り、胃が締めつけられる。

			「言うこと聞くから止めて……お母様だけにはこんな姿……」

			「さあて、どうしてやろうか」

			「お願い……また口でするから。お、おマ○コも気持ちよくなるよう頑張って締めるから……ほ、他にも何だってするからお母様にだけはこんな姿！」

			　声を殺し、子猫のような弱々しい声でベルは懇願する。それに呼応してキュゥと肉壁にくへきが肉棒を挟んだ。

			「ようやくマ○コで媚びることを覚えたか。その態度をよく覚えておくんだな」

			「じゃ、じゃあ……」

			「ああ、しばし身を隠してやろう」

			　そう言ってヴェロミコスが小さく指を鳴らすと、その身体はわずかに霞む。気配さえも希薄になり、膣内の熱い脈動がなければその場にいることも忘れてしまいそうなほどだ。

			「さあ愛しい母に返事をしてやれ。マ○コにぶち込まれながらな！」

			「な……」

			　ぶちゅん！

			　強引なひと突きでベルは茂みの中へと押し込まれる。なんとか声を抑えられたのは奇跡だろう。

			　火花の散る視界の中にシーリスがいた。手は届かないが声ははっきり聞こえてしまうくらいの距離。

			　茂みから顔を出したベルに、騎士団長は破顔して駆け寄ってくる。

			「ああ、ベル。そこにいたのね」

			「こ、こっちにこないで！」

			　娘からの怒鳴るような声にシーリスはびくりとして静止する。そのさまは親に怒られた幼女のように弱々しい。

			「ご、ごめんなさい。貴方が身を守れないと思っているわけじゃないの。ベルの召喚術の腕前も、母さんわかっているつもりだから」

			　何か勘違いした様子でシーリスは一人で落ち込んでいく。

			　その姿に少しの申し訳なさと、大きな安堵をベルは感じてしまっていた。

			　お母様、気づいていない？

			「俺の姿と気配は消しているからな。ついでにお前の顔にこびりついたザーメンも見えなくしてやったぞ」

			　感謝しろというように巨根がぐりぐりと膣壁を押す。

			　それに悔しさを覚えるが、この悪魔の慈悲への感謝の方が何倍も大きかった。

			「もっともニオイや動きは誤魔化せんから、せいぜい近寄らせないことだ。尻をズボズボ突っ込まれている姿を見ればあの頭の緩い女でも気づくだろうからな」

			「だ、だったら……少しは動きを止めてよ……」

			「お前の恥と俺の欲となんの関係がある？　せいぜい口とマ○コを締めることだ。手を抜いていると感じたら術は解く」

			「ぐぅ！　んぅ！　あ、待っ……！　んっんぅ！」

			　ずじゅ！　ずぶん！　ぶちゅ！

			　止まっていたピストン運動が再開された。しかも今まで以上の激しさだ。

			　音が出ないよう必死に股間を締める。

			　そのせいで余計に密着感が増し、全身を振り回されるような快感が頭のてっぺんまで届いてくる。

			（あ、くぅ！　す、すごく感じる！　こ、声出ちゃう!!）

			　一度中断されたせいか、秘所はベルが思っていた以上に敏感になってしまっていた。

			「待ちかねたのか？　犬のようによだれを垂らしているぞ」

			「だ、だれが……」

			　叫びそうになった口を慌てて閉じる。目の前にいる母の存在を失念しかけていた。

			（お、お母様……お願いだからどこかに行って！）

			　自分を心配して来てくれた母に、そんな願いをかけてしまう。

			「ベル、大丈夫？　顔が赤いみたいだけど」

			「だ、大丈夫……ん……召喚で疲れたから休んでいただけ……あっ」

			　何も聞こえない。何もされてない。

			　そう心の中で何度も唱える。

			「そう……それでね、ベル。一つだけ言いたいことがあってね」

			「な、なに。言いたいことがあるなら早く言ってよ」

			「あ……」

			　わずかに悲しげにシーリスは視線を外す。自身を叱責しっせきするような表情で、わずかにもごもごと口を動かしたあと、覚悟を決めたように顔を上げる。

			「ケツ穴もヒクヒク動いているぞ。こっちも弄ってやろうか？」

			「へ、変態！」

			「え……へ？　な、なに？」

			「何でもないわよ！　それで何なのよ！」

			　一瞬怯ひるみかけたシーリスはもう一度深呼吸をした。その態度にベルはただただ苛いら立だちを募らせる。

			「あの巨人、いつの間に召喚できるようになったの？」

			「そ、それは……いつだっていいでしょ！」

			「そうね。時期はいいわ。あの巨人のおかげで団員は助かった。騎士団長として貴方の功績を讃えます」

			「……それで」

			　騎士団長として、なんて前置きをした以上話はまだ続きがあるのだ。

			「……でもね、ベル。あの召喚獣は今のベルの力を超えるわ。あの時は制御できたようだけど、分を超えた召喚は本当に危険なの。オーガに捕らえられていた女の人を見たでしょ？」

			　シーリスの言葉には深い実感と苦渋が乗せられていた。ただの知識としてではなく、悲劇を実際に見てきた者だから言える重みがあった。

			（そ、そんなのわかってる。わかってるわよお母様。でも、今は……んくぅ!?）

			　じゅぷ！　ずじゅ！

			「ククッ、膣痙攣が止まらないな。散々我慢してきた絶頂だ。欲しかろう？　ん？」

			（うあ！　イク！　お母様の前でなんて！　お、お願いだから見ないでお母様！）

			「あの人は命は助かったけれど、人としての心が戻るかはわからない。召喚術というのは本当に危険なの。どれだけ才能があっても足を掬われることがある。だから母さん、ベルにはそうなって欲しくなくて」

			「も、もういい！」

			「っ！　ベル！」

			　膣を襲う肉棒がベルの口を滑らせた。

			「お母様には関係ないでしょ！　もうどこかに行って！」

			「わ、私は貴方を心配して」

			「い、いい！　心配なんて、ん、しないでよ！　お、お願いだからどこかに行って！　私を見ないで！」

			「……っ!!」

			　この世の終わりを迎えたようなシーリスの表情を、しかしベルはまともに見てはいなかった。

			（おほぉ！　ま、待って！　お母様がいなくなるまで！　あん！　お、奥ばっか突いて！　私の弱いとこばっかり！　んひぃ！　ああ、もう、我慢できない！　イク！　イッちゃううううう！）

			「ご、ごめんね。ごめんなさい。じゃ、じゃあ……先に戻っているから……」

			　力なく森の出口へ足を向けるシーリス。その背後で恥辱の饗宴きょうえんはラストスパートを迎えていた。

			「出すぞ。子宮の口を開けて受け止めろ！」

			「い、い、いいい！」

			　全力で枝を掴み、茂みから身体が出ないように堪える。

			　だが下腹部の方はもうめちゃくちゃだった。

			　燃えるような熱さが爪先まで痺れさせる。頭の中から現実味が消えていく。悪い夢でも見ているような浮遊感とそれに相反する刺激が膣の中でぶつかり合う。

			　ずじゅずぶっぶちゅぬちゅっ！

			（お願い！　聞こえないで！）

			　恥知らずな抽送音にそう願わずにいられない。

			　顔が真っ赤になるのを見られている。喘ぎ声も心の中でも思っているだけなのか、口から出てしまっているのかわからない。

			（い！　いぃぐ！　ん！　んぁ！　ああ！）

			　スタッカートに響く嬌声。

			　凶悪な肉棒が膣の中でさらに大きさを増した。

			　同時に熱いものがじわりと広がる。

			　先走りの温度が死ぬほど心地よい。

			「そおっら!!」

			「んぐううううううううううう!!」

			　どぴゅうう！　びゅうる！　どびゅるるるるるるるるっ!!

			　押し出され、そのまま茂みから飛び出してしまうのではないかと思うほどの熱液の嵐。

			　膣内をすべて埋めて、なおも収まらないそれは頭の中まで犯してくるようだった。

			「は、はぐ！　な、中に出されてる！　熱いの奥まで来て赤ちゃんの部屋叩いてる！　んお！　イク！　イクゥウウウウウ！」

			　半固体の粘液がすべてを埋め尽くす。

			　ドロドロとした感触がヒダを流れるのがわかった。

			「そらっ！　マ○コを絞れ！　このままぶっ飛ばしてやる！」

			「んはぁあ!?　出しながら動いて！　ま、待って！　これ本当に……んきゅぅぅっぅ！」

			　ずちゅずぶうちゅぶぶちゅ！

			　射精しながら収まらない肉棒がゴリゴリと膣内を暴れ回る。

			　ただでさえ絶頂痙攣をしていたベルのマ○コに焼き切れるような快感が襲ってくる。

			「イクゥ！　イッてるのにまたイクゥ！　イクの止まらないよぉ！　んぁあ！　ああああああ！」

			　強制される連続絶頂。

			　絶頂して動いた刺激が次の絶頂の呼び水となり延々と続く。

			（ダメダメダメ！　これダメええええ!!）

			　どこまでも天に昇っていくような開放感。

			　どこまでも地に落ちていくような恐怖感。

			　矛盾する二つの感覚を味わいながらベルはむせび泣くような嬌声を上げる。

			「……あ……うぁ……あう……」

			「こんなところか。クッ、まだ咥え込んでくるぞ。そんなに抜かれるのが嫌か？」

			　奥から引き出される射精チンポにまた絶頂した。

			　すっかりヴェロミコスの形を覚えてしまった陰唇が、カリにしがみついて離さない。

			「あ……あ……あヒィん!?」

			　にゅぽ！

			　完全に抜かれ、ベルはアホのような声と共に落ち葉の絨毯に落下した。

			「ハハハ！　そんなに尻を躍らせてもう一発して欲しいのか？　マ○コもガバガバに開いて恥肉が充血しているな！」

			　無様に腰振りダンスを披露するベルに容赦なく足裏が飛ぶ。

			　尻を蹴り飛ばされ、ベルは潰れたカエルのような声を上げた。股間から大量の生殖液が逆流する。

			「惜しかったなァ。もう少しであいつにお前の絶頂面を見せられたのに」

			「ぐぅ……うぅ……！」

			「さて俺は身を隠すとするか。お前もさっさと戻らねば怪しまれるぞ」

			　それだけ言ってヴェロミコスは姿を完全に消した。だがその存在感だけはそばに纏まとわりついている。

			「あぁ……ああああ！」

			　土を握りしめ、ベルは声にならない嗚お咽えつを漏らす。

			　母に痴態を見られなかった安堵。だがそれさえもこの悪魔の策略であろうことの屈辱。

			　一思いになどしてやらない、じっくりと追い詰めながら骨までしゃぶり尽くしてやる。そう何度も言い含められているようだった。

			（おマ○コも口も好き放題されて……汚いのも飲み込まされて……それを、これからもずっと……？）

			　暗い洞窟に迷い込んでしまったようだった。足掻けば足掻くほどに奥深くに誘い込まれ、陽射しの下から離れていってしまう。

			


			　それでも立ち上がった。

			　衣服を正し、汚らしい汁を必死に拭い、飲み水で口をすすいだ。

			　森を出る頃には騎士団はすっかり撤収の準備を整えていた。負傷者は治療され、召喚獣は元の場所に返され、三馬鹿はすっかり待ちくたびれた様子で座り込んでいた。

			「ベル！　おかえりー！　身体は大丈夫？」

			「その、やっぱり体調が悪かったのね？　召喚の反動もあると思うし、そういう時は私たちを頼ってもいいのよ？」

			　マーヤが駆け寄り、シーリスがおずおずと声をかけてくる。

			　それらを一瞥いちべつして、ベルは隊列へと急いだ。

			「大丈夫。ちょっと疲れただけだから」

			「そ、そう。それではベルとマーヤは列の中央に」

			「はーい！　じゃあベル、行こう！」

			「っ!?」

			　マーヤに手を引かれ、思わず身体に力が入ってしまった。ぱたたっと股間から白濁液が垂れ落ちる。慌てて股間に力を入れるが、再びはめられた触手は容赦なく淫口を弄ってくる。

			（助けて……助けてお母様……）

			　心の中でどれだけ叫んでもシーリスは振り返ることはなかった。

			　凛とした騎士団長としての背中を、ベルは必死に追いかけることしかできなかった。

		

	

			第三章　雌犬召喚獣、発情中

			


			「こ、こんな格好……」

			　石畳に手をつくたびに人間性を失っていくようだった。

			　硬い街路に手をついているのに些いささかの苦痛も感じない。それがなおのことベルの精神を摩耗させていく。

			　手の平にある肉球。それがクッションになってベルを歩行の痛みから守っているのだ。髪と同じ紅色の体毛も程よく柔らかく、ベルの身体を保護している。

			　腰下で振られる尻尾も作り物ではない。正真正銘ベルの意思で動かせる本物だ。

			　周囲の声に意識を向けると頭から伸びた三角の耳がピクピクと動く。「可愛い」という子供の声に混じってドクンドクンという音が聞こえた。きっとそれは自身の心臓の音だ。布一枚纏っていないせいか、心音はやたらと大きく聞こえた。

			　そう、ベルは大通りにいるというのに下着すら満足に着けていなかった。唯一の装飾品は首につけられた首輪だけだ。首輪からは頑丈なリードが伸びている。

			　その格好で四つん這ばいになり、ヘルミナの街を歩かされている。すぐそばを何十人もの人々が通り過ぎていく。気が狂うような光景だった。

			「鳴き真似でもしてやったらどうだ？」

			「うぐ！」

			　リードを引かれ首が絞まる。

			　そしてそれを引いたのは口から牙を覗かせる大男だった。

			◆

			　あの森の戦いから数日後、ベルは汚辱される日々を送った。

			　ある日は訓練で汗をかいた身体を隅々まで舐め回された。ある日は逆にヴェロミコスのペニスやアナルを丁寧に舐めさせられた。信じられない体勢で交わらされた。日がな一日繋がったまま過ごすことになった時は、このまま身体が溶けて悪魔の一部になってしまうかと思った。

			　快楽と恥辱の中でヴェロミコスに強く反発したこともあったが、その時はあの触手の責めを延々と行われて、泣いて謝るまで止めてもらえなかった。

			　そして休日が来た。

			　無論緊急時には召集がかけられるが、丸一日の自由時間だ。普段ならマーヤとのショッピングを楽しんだり、召喚術の研究を進めたり、稀にシーリスと会話をして過ごしていた。今回だってマーヤと出かける約束をしていたのだ。

			　しかし今、ベルの背後には悪魔が立っている。ヴェロミコスはベルにこう言ったのだ。

			「召喚獣の気持ちとやらを味わわせてやろう」

			　ヴェロミコスが使った魔法はベルを獣人の姿に変えた。頭から獣の耳を生やし、尻尾も伸びた。手足にも体毛が生えたが、恥部付近は狙ったようにほとんどそのままだった。

			　そしてヴェロミコス自身も人に化けた。悪魔時の面影こそ残っているもののその所作や表情は人間そのもので、ベルは悪魔の底知れぬ力に動揺を隠せなかった。

			「さあ散歩にでも連れて行ってやろう」

			　リードと首輪を取り出したヴェロミコスに、ベルは目の前が真っ暗になった。

			


			　ヘルミナの街には大きな自然公園が存在する。

			　休日の人出は多く、芝生を散歩するカップルやシートを広げる家族連れの姿が見える。中には召喚獣を散歩させたり、その背に乗って走り回ったりする人もいて、まさしく和気あいあいといった空気が流れていた。

			　そんな中をベルは歩かされる。

			　四つん這いで主人のあとをついて行くその姿は『散歩に来た愛玩獣人』そのものであった。

			「しかし臭くて騒がしい場所だ。人間というのは変わらんな。短い寿命のくせに箔はくをさらに薄く伸ばすような生き方ばかりをする。連中が生殖機能を保てる時間などたかだか数十年なのだから刹せつ那なの快楽に酔えばいいものをな」

			　リードを握る大男、ヴェロミコスは辺りを一瞥してそう吐き捨てた。

			　活気と笑顔の溢れる平和の象徴たる自然公園も、悪魔の視点から見ればつまらない光景に過ぎないらしい。

			「だが、この街自体は面白い。獣どもを無理やり隷従させながらそれを意識すらしていない。この街は無数の屍を作りながら無知蒙昧な人間どもを肥え太らせている。なるほど、お前の語る世迷いごとも少しは理解したぞ。これは滑稽だ！　無数の宝石を糞に変えるような喜劇だ！　これでは呆れ果てる気持ちもわかるというものだ」

			　一転しゲラゲラと悪魔は笑う。

			　それを忌々しく睨みながらベルは唇を噛む。

			「知った風なこと言わないで。私は人と召喚獣の共存のために……きゃぅ！」

			　ぐいとリードを引かれ、首が千切れるように痛む。

			　大股で歩き出したヴェロミコスは今気づいたとばかりに肩を竦すくめてみせる。

			「おおっと、首を絞めてしまったか？　それで何か言ったか、雌犬」

			「ぐ、うぅ！」

			「ハハハ！　唸り声は上手だな！　だが気をつけろ。声は変わっていないからな」

			「!?」

			　その言葉にベルは息を止めた。

			「下手に喋ればそれで気づかれるかもしれんぞ？　せいぜいお行儀よくしておくことだ。犬らしく鳴くのも忘れるなよ」

			「うく……そ、そんな……あぅ！」

			「そんな言葉を犬が喋るか？　ほれ、鳴け。鳴いてみせろ」

			「う、うぐ……わ、わん。わんわん」

			「そうだ。その調子を忘れるなよ。さあ行くぞ。お前のその姿を人間どもに見せてやろう」

			　上機嫌に言いながらヴェロミコスは公園の中心へと歩み出す。

			　それに引きずられるようになりながら、ベルはその後を必死について行く。

			（見ないで……見ないで……！）

			　思わず叫びそうになる衝動を無理やり飲み込み、ヘタクソな四足歩行で歩く。

			　その不自然な動きが目を引くのか、通行人はチラチラとベルに視線を向けてきた。

			（や、やだ！　本当にやめて！）

			　人々が目線を向けるたび、ベルは心臓を冷たい手で鷲掴みにされる気分だった。

			　何せ今のベルは裸も同然だ。豊満なバストは地面に向かって垂れ、歩くたびにお尻が左右に揺れてしまう。後ろから見たら大事な部分もお尻の穴も丸見えだろう。

			（わ、私の身体、変じゃないわよね？　アソコとか、ぐちゃぐちゃになってないわよね？）

			　ここ数日の陵辱を思い出してベルはぶるりと身体を震わせる。

			　人外のサイズを誇るヴェロミコスのイチモツ。それを何度も入れられたこの身体はどれほど変わってしまったのかわからない。恥部が裂けていないか。クリトリスは変じゃないか。お尻はちゃんと締まっているか。同じ女性の裸をほとんど知らないベルには比較ができない。

			　もし大切な部分がグロテスクになっていたら嫌だ。それを誰か見られたらもう生きてられない。

			（あの人、今こっちを見た？　わ、私に気づいてる？　気づいてないわよね！）

			　人とすれ違うたびに手足が震える。

			　いっそのこと完全に無視してしまえばいいのだろうが、どうしても周囲が気になってしまい目線を向けてしまう。

			「皆がお前を見ているぞ。見ろ、あのガキどもの顔を」

			　少し離れた木の影にこちらを凝視する少年たちがいた。まだ精通もしていないほどの年齢だが、その熱い眼差しには性への興味の色が輝いていた。

			（見られてる……私のアソコもおっぱいも……）

			　揺れる乳房を隠したかったが、そんなことをすればヴェロミコスに何をされるかわからない。ただ顔を赤くしてやり過ごすしかない。なのに子供たちの「胸でけー！」「ああいうのろしゅつまって言うんだぜ」といった言葉が耳に飛び込んでくる。

			（ろ、露出魔!?　違う！　これはこの悪魔のせいで！）

			　喉まで出かかった言葉をベルはなんとか呑み込んだ。

			　だが恥ずかしさに身体が火照っていくのは止められない。耳まで真っ赤になりながら、ベルはこの遊びが早く終わることを願い続ける。

			「ん？　あの雌は」

			　ふと足を止め呟くヴェロミコス。

			　その声にベルも顔を上げ……そして絶句した。

			「な、なんで……どうしてこんなとこに」

			　少し遠くの公園の木の陰。そこに座って本を読むマーヤの姿があったのだ。

			　ベルはようやく以前からしていた彼女との買い物の約束をすっぽかしてしまったことを思い出した。そしてこの公園にマーヤはたびたび来ていたことも。

			「これはこれは。面白い偶然だ。どれ、顔馴染みに挨拶するか」

			「ま、待って！　お願いそれは！　マーヤにバレたら私は！」

			　脊髄を走るぞわりとした感覚。

			　明確な危機感を前にベルの全身は鳥肌立っていた。

			「バレなければいい。せいぜい犬らしく振る舞え」

			「む、無理！　そんなの無理！　や、やだ！　やだやだ！」

			　まさしく駄々をこねる犬のようにベルは地べたに腹ばいになり、引かれるリードに抗う。

			　地面を握り、意地でも動かないと決めたベルにヴェロミコスはやれやれとため息をつく。

			「まったく。仕方のない奴だ」

			　リードを引く力が緩まった。首に食い込んでいた痛みが消え、ベルは顔を見上げる。

			（諦めてくれたの？）

			　息を吐き身体の力を抜いたその時、

			「ひゃん!?」

			　臀でん部ぶに焼けるような熱さが広がった。

			　遅れて打擲ちょうちゃく音に気づく。

			　叩かれた。そう理解した時にはヴェロミコスの手の平が再び尻を狙っていた。

			「ひゃう！　ひぃん!?」

			　さらに二度、手の平を尻に落とされる。

			　あっという間に熱さは焼け付くような激痛に変わり、ベルは公園の芝生の上を転げ回ってしまう。

			「立て。歩け。黙って命令に従え雌犬が」

			「い、いぎ！　や、やめ！　お尻叩かないで、くひぃん!?」

			　言葉を遮るように平手が落ちる。

			　何か魔力でも込められているのか、ただのお尻ペンペンが身体を破裂させられるような痛みとなっていた。ひと叩きされるたびに全身がバラバラになってまた繋ぎ合わされるような感覚が襲う。とても耐えられるものではなかった。

			「お前の尻はでかくて叩きやすいな。叩くたびにぷるぷる震えて面白いぞ。どうだ？　変身が解けるまでここで尻を叩き続けてやろうか？」

			「や、やだあああ！　お尻壊れる！　壊れちゃうからぁ！」

			　ベルは身体を伏せ、縮こまるように手足を密着させる。顔も土に押し付ける勢いで隠した。耳も尻尾もぺたんと下がり、全身で哀れを誘う。

			　怯えた亀のような姿に嘲笑の声が降り注いだ。

			「それは服従のサインか？　ん？」

			「……お、お願いだからやめて。言うこと聞くから……」

			「顔を上げろ」

			　ベルは恐る恐る顔を上げた。避けるように笑う大男と目が合ってしまう。

			「情けない顔だな。涙と鼻水でぐちゃぐちゃだ。その顔なら騎士団のベルフレットとは気づかれまいよ。ほれ！」

			「うぅ……ひゃう!?」

			　おまけとばかりにお尻を叩かれる。完全に油断していたためか、今まで以上にじんじんとした痛みが広がる。

			「このくらいで勘弁してやる。聞き分けのない雌犬への躾には優しいくらいだろう？」

			「う、うぅ……ひっく」

			　尻を押さえ、涙を堪えるベル。

			　必死に痛みを逃がそうとするのに、それを邪魔するようにリードが引かれる。

			　身体が浮かび、首が絞まる。必死にリードにしがみつきながら、ベルはヴェロミコスを見上げた。

			「あぐ！」

			「さっさと立て。汚らしい涙と鼻水を拭ってついて来い。それともおかわりが欲しいか？」

			　振り上げられる手に慌てて地面に這いつくばる。腕の毛で顔をぐしゃぐしゃに拭う。

			　空気に触れてお尻がズキズキ痛む。それに情けなさと恐怖を覚えつつ、ベルは引きずられるようにマーヤの方へと向かった。

			「こんにちは、お嬢さん」

			　ヴェロミコスは笑顔を作ってマーヤに声をかけてみせた。ベルを犯しながら見せる嗜虐的な笑みではない、正真正銘の友好的な笑顔だ。

			　声色も信じられないくらいに優しく、その立ち振る舞いは紳士らしさすら感じさせた。

			　不覚にもベルはそんなヴェロミコスの姿にドキッとしてしまう。傷心の女性が見ればそれだけで恋に落ちるのではないかと思わせるほど、ヴェロミコスの表情は完璧だった。

			「こんにちは。お散歩ですか？」

			　本を閉じたマーヤも人懐っこい笑みを返す。

			　そういえば公園で世間話をするのは好きだと聞いたことがある。犬を散歩させる好青年に話しかけられるのもマーヤにとってはよくあることなのかもしれない。

			「ええ。この子は出不精なもので、たまには日に当たれと部屋から引っ張り出してきたんですよ」

			　すらすらと嘘を並べるヴェロミコスを恨めしく見上げる。

			「ほら、挨拶なさい」

			「……わ、わん」

			「すみませんね。人見知りなもので」

			「いえいえ。可愛いじゃないですか」

			「そうだ。よかったら撫でてやってくれませんか」

			（な!?）

			　思わず声が出かけた。ギリギリ踏みとどまる。もし声を出していたらマーヤに気づかれていたかもしれない。

			「いいんですか？」

			「もちろん。撫でられるの好きなんですよ。この子は」

			　ベルは身体を硬くし、尻尾をピンと立てた。

			　動物が好きで道端の犬も撫で回すマーヤだ。許しが出たら止まるはずがない。ヴェロミコスはリードを引き、ベルが逃げられないように短く握る。

			（……友達の手をこんな風に見ることになるなんて）

			　小さな手の平が自身の頭の上に近づく。

			　そっと温かみが頭に乗せられ、ゆっくりと撫でた。

			（は……はぅぅぅ……）

			　小さな震えがベルの背筋を叩いた。心地よい震えだった。

			　彼女の指先が当たり前のように頭を撫でている。それは不思議なくらいの快感だった。

			「可愛いですね。毛もふわふわ。それに大人しくてとってもいい子」

			　柔らかな感触が耳に触れた。軽く耳の穴を撫でられ、顎下をくすぐられる。気持ち良さにベルのお尻がビクッと浮き上がった。

			　むにむにと頬の弾力を確かめられ、「もちもちしてる」と笑顔を向けられた。

			　口の中に指を入れられ、歯並びも確かめられる。

			「うぁ……あうぅ……」

			　マーヤの指が歯の形を確かめている。

			　口の奥に指を入れられ、歯茎まで丁寧になぞられる。唾液が指につくのも彼女は気にしない。唾液と彼女の指が混じり合って、どこか甘い味がした。

			　一つ一つ確かめるように歯に触れたあと、マーヤはゆっくりと指を抜いた。

			「ん。大丈夫。健康だね」

			　どうやら触診のつもりだったようだ。

			　そういえばマーヤは農家の出だった。もしかしたら実家でも今と同じように牛や犬の口に指を突っ込んでいたのかもしれない。その時、牛や犬がどんな表情だったのかわからないが、きっと抵抗はしなかったのだろうなとベルは思う。

			「あ、この子ベルに似てる」

			「!?」

			　心臓が口から飛び出しそうになった。

			　いつの間にかマーヤの顔が真正面にあり、大きな瞳が覗き込むようにこちらを見ていた。

			　その瞳孔の中にいる自分の顔は、どうにも間抜けに緩んでいる。

			「ベル？　誰ですか？」

			　さも初めて聞いたというようにヴェロミコスが尋ねる。ベルはその言葉の裏に嘲笑を聞いた。

			「友達の女の子です。ちょうどこの子と同じくらいの身長で、顔立ちも似てる。あ、もちろんベルには耳も尻尾もないですよ。撫でてもこんなには喜んでくれないかな？」

			　最後の冗談にギクリとした。

			（喜んでいる？　わ、私マーヤの手で喜んでいたの？）

			　パッとマーヤから身体を離し、その手から逃げ出した。

			　だがリードより遠くへは行けないし、それを握っている悪魔の力には全身を使っても敵わない。

			「ありゃ。どうしたのかな？」

			「お嬢さんが美人だからちょっと恥ずかしかったのかも」

			「あはは。お兄さん、お上手！　でもそうかもしれませんね」

			「いやいや躾が悪くて申し訳ない。こら、失礼だろう。伏せだ」

			　ヴェロミコスはリードを引くとベルの首筋を掴んで地面に押し付けた。

			　堪らずベルは地面に伏せをさせられる。おっぱいが潰れてむにゅと横に広がる。芝生の細い葉がへそをくすぐった。

			「腹を見せて服従のポーズを取れ。発情したバカ犬のような媚びた声を上げてこの女を誘え」

			　囁かれる言葉に身体が凍る。耳と尻尾を垂れさせて許しを乞う。だが、あいにく悪魔の辞書には慈悲の文字はないらしい。

			「ここでバラすか？」

			「や、やぁぁ……！」

			　ねじれた悲鳴がマーヤに届いていないことを祈る。

			　太い腕が離れた時、ベルの心には抵抗の意思は残っていなかった。

			　くいと顎をしゃくるヴェロミコス。ベルは転ぶように仰向けになった。

			「く、くぅぅ……ん」

			　手足を曲げ、お腹を見せ、猫撫で声を出す。

			　苦楽を共にしてきた友人に精一杯媚びてみせる。

			「あら、可愛い！　うんうん、仲直りしようね！」

			　特に疑問を抱かなかったようで、マーヤはしゃがみ込んで両手を広げてベルのお腹へと伸ばした。

			「っ！」

			　柔らかな指先が腹の上で躍る。顔を撫でられた時より大胆だ。手の平をぺたりと肌につけて満遍なく撫で回してくる。

			「ほら、ナデナデ。君はどこが好きなのかな？」

			　探るようなマーヤの指先がお腹や胸をまさぐっている。

			　くすぐったさに身をよじる。それを嬉しがっていると勘違いしたマーヤはますますその指を大胆にしていった。

			（や、やめ……そこ、ダメ……！）

			　胸の谷間に手を突っ込まれて蒸れた肌を撫でられる。形を確かめるように腹筋とへそをなぞられる。首筋から鎖骨にかけても何度も指が往復する。

			　くすぐったいと感じていたのは最初だけだ。ベルはすぐに甘ったるい鼻息を漏らし始めてしまった。

			「うふふ。いい子いい子」

			（あ、ふあ……！）

			　マーヤの手つきは優しく繊細だった。まるで透視能力でも持っているかのように的確にベルの気持ちいいところを探り当て、柔らかな指を這わせてくる。

			　マーヤが特別上手なのか、それとも召喚獣にされた時に何か細工をされたのか。

			　ただわかるのは、マーヤの行為にこの身体はどうしようもなく喜んでしまっているということだった。

			（ダメ……ダメなのに！　マーヤは犬を撫でているだけでそういうつもりじゃ……！）

			　つぅとマーヤの手の平が乳房を流れ、乳首を弾いた。ビクンとベルの背中が浮かぶ。

			　涙が出そうなくらいの快感だった。

			　ヴェロミコスがする暴力と傲慢を隠しもしない前戯とはまた違った慈愛に満ちた愛撫だ。いつまでもこうされていたい。彼女に身も心も捧げたいと思ってしまう。これ以上のものを欲しいと思ってしまう。

			（も、もっと……もっとぉ！）

			　くぅんくぅんと声を出し、尻尾を大きく振る。

			　それが恥だという考えはもうベルの中になかった。今はただこの快感を味わい続けたい。マーヤの匂いを嗅ぎ、マーヤの指で気持ちよくなりたい。

			　そして不意にベルはヴェロミコスのペニスを思い出す。

			（な、なんであいつのことが浮かぶの。ち、違う。そんなの）

			「おっと。もう行かないと」

			　快感の海に漂っていた身体をいきなり引き上げられた。

			　冷水をかけられたように硬直するベル。その視界の端で悪魔が笑う。

			「あ、すみません。夢中になっちゃって」

			「いいんですよ。この子もとても悦んだようですから」

			　その言葉にサッと顔に赤みが浮かび、ベルは慌てて身体を起こした。

			　ドクンドクンと胸が痛む。このまま心臓が破裂してしまいそうだ。

			「お兄さんはこの子を大事にしているんですね。よかった」

			「よかった？」

			「あ、知り合いに召喚獣のことをすごく大切にしている子がいるんですよ」

			　にこにこと笑いながら、マーヤは立ち上がってスカートを整える。

			　ヴェロミコスもまた笑っていた。顔を引きつらせているのはベルだけだった。

			「ひょっとしてさっきのベルという子ですか？」

			「そうです。召喚獣に酷いことをする人を許せなくて、そんな人がいるこの世界も許せないって感じで。でもお兄さんみたいな人が増えたなら少しは世界も変わるかな？」

			　悲鳴が喉まで込み上げた。

			（違う！　違うのよマーヤ！　そいつは、その男は!!）

			　すべてを吐き出しこの状態から逃げ出したい衝動が、恥辱と理性の堤防でせめぎ合う。

			　自分を陵辱する悪魔と自分がとても大切にしている友人。その二人が笑顔で向かい合い、自分について話し合っている。

			　頭がおかしくなりそうだった。

			「いつかそのベルという人にも会ってみたいですね」

			「はい。きっと気が合うと思いますよ！」

			　そう締めくくり、ヴェロミコスはリードを引いた。

			　ほっと胸をなで下ろすベル。その耳に低く響く悪魔の声が届く。

			「ククッ、気が合うとよ」

			「し、知らない。知らないわよ……」

			「ふん。今の自分はただの召喚獣ということか？　なら、そこの木に……しろ」

			　途中の言葉はよく聞こえなかった。あるいは聞こえていたのに頭が理解するのを拒否したのかもしれない。

			「そこの木に小便をしろ、ベルフレット。犬らしく片足を上げてな」

			　もう一度、今度は噛んで含めるようにヴェロミコスは言った。

			　ベルは青ざめた顔を小さく振る。無駄だとわかっていてもそうする他なかった。

			「尻を叩いてここで漏らさせてもいいんだぞ？」

			　ベルはそれもいいかと一瞬思った。それならベルはこの悪魔に漏らされただけで自身の尊厳は守ったことになるのだ。

			　だがそのちっぽけな意地のために身を差し出すには、あの痛みは耐え難かった。

			（……これも無理やりされたこと。だから私のせいじゃない）

			　そう自分を納得させる。そして自分はただの獣なのだとも思い込む。

			（そう、今の私はただの獣人。あの男に従っているだけ。だからこんなのだって決して恥ずかしいことなんかじゃないわ）

			　無感情に身体を動かし、木に向かって片足を上げる。

			　今だけ水路になろうと思う。尿という水を上から下に流すだけ。自分はその通り道だと思い込む。

			「しっかり出しておけよ。そうすればその下品に濡れた股間も少しは洗い流せるだろうよ」

			「!?」

			　たった一言でベルは人間に戻された。

			「ほれ、こんなにぐちゃぐちゃだ」

			　ぐちゅ。

			　ヴェロミコスの足先が無造作に股間を押し上げる。革靴の先が触れた時、そこは水を吸ったスポンジみたいな音を上げた。

			「撫でられただけでぬるぬるに濡らしてアソコがパックリ開いているぞ。こんもりとマン肉が膨らんでエロいな。あの女の手で感じたな。ククッ、女の手で濡れるとはお前には同性愛の願望もあるらしい。それとも誰に撫でられても感じる変態だったか？」

			「ちが！　こ、これは……」

			　それ以上の言葉が出てこず、ベルはパクパクと口を震わせた。

			　マーヤの指先の温かさが思い出される。もう肌から去ってしまった体温が恋しい。

			　その代用というにはヴェロミコスの靴の感触はあまりに硬く冷たい。だがその無機質な質感に、なぜか彼のペニスが強烈に意識させられた。今はズボンの中に隠されているそれはこの靴先よりもっと熱くてもっと硬かった。

			「っ!?」

			　ペニスの脈動を思い描いた瞬間、じゅんと股間が熱を持った。先に出ていた汁を押し出すように、下腹部の奥から熱いものが飛び出し、髪と同じ色の陰毛をじっとり濡らす。

			（わ、私の身体どうなっちゃったの!?　マーヤに撫でられただけでこんなになって、足でもまた……やだ、やだやだ！）

			　首を振り、衝動を否定するように股間に力を入れる。

			　だが快感の蜜はだらしなく太ももを流れ、途中まで開いていた小水の水門は下手に力を入れたせいで軋みを上げ始めてしまっていた。

			（あ！　や！　と、止まって！）

			　頬を真っ赤にして、ベルは尿道を意識して閉じる。

			　だが鼓動が身体を打つたびにギュギュと尿道が押し広げられる。体温が下がるような感覚があり、陰唇がふわっと広がっていく。

			（あ、あああああ!!）

			　ぷしゃあああああああ!!

			　堰せきを切ったように黄色の飛沫が溢れ出る。

			　乾いた茶色の木目にびしゃびしゃとかかり、青々とした芝にベルのニオイが染み込んでいく。

			（やだ、止まって。これじゃあ私、本当に犬みたいに……）

			　排尿は焦らすように長く続いた。

			　少し勢いが止まったと思うと、再び太い水流が尿道を流れる。温かな尿が河川の支流のように太ももを伝っていき、じんじんと肌を熱くする。

			（マーヤ、見ないで！　見ないで！）

			　視界の端ではマーヤがにこにこと笑っていた。その視線はピタリとベルに向けられている。

			（ああ、見られてる……私のアソコもお尻も全部。し、尻尾動くぅ……！）

			　まるで放尿を教えるように尻尾が上下に跳ねてしまう。

			　芝生につけた手がぶるぶると震え、汗が背を伝って性感をくすぐった。

			「うんうん、健康なおしっこだね！」

			　飛び散る黄色い尿を眺め、マーヤは言った。

			◆

			　それから記憶は曖昧だった。

			　とにかく色々な場所を連れ回され無数の人々に裸体を晒されたことだけが、乾きかけの糊のように頭にこびりついている。

			「犬が股を拭くか？」

			　そんなことを言われて、濡れた股間を拭くことさえ許されない。

			　尿と分泌液で濡れた陰毛が冷たく乾いていくのは涙が出そうなくらい惨めだった。

			「見ろよ、あの召喚獣！　すげえエロエロだ！」

			　飛び込んできた声も耳を素通りする。

			　表通りから離れてからは卑猥なヤジはひっきりなしだ。中には股間を弄り出す浮浪者までいたのだからこの程度もう風景のようなものだ。

			「おっと」

			「っ!?」

			　だがヴェロミコスは足を止めた。前につんのめり、ベルは危うく声を出しかけた。

			「あの連中は、お前を見て欲情していた奴らだな」

			「う、嘘……アディン……な、なんでここに」

			　見れば路地にたむろしているのはアディンたち三馬鹿の姿だった。彼らも休日のはずなのに騎士団の服をわざわざ着込み、チンピラのように足を広げて座っている。

			「うひょお！　すごいレベルっすね！　おっぱいでけえ！」

			「身体つきもムチムチですわ。ありゃかなりのヤリ犬ですよ」

			　自分たちに意見できる人間などいないと思っているのか、アディンたちは声も憚はばからずに猥談に花を咲かせていた。値踏みするような視線は直接肌を這い回るように執拗しつようで、ベルは嫌悪感に肩を震わせる。

			「そこの君たち」

			「あ？」

			　シーリスが聞けば卒倒するか怒りのままに独房に引きずっていくようなガラの悪さで、アディンらは声をかけてきた大男を睨む。

			（こ、こんなのが騎士団の一員と思われているなんて……本当にゲス。クソだわ）

			　普段なら思いつきもしない暴言も心に浮かぶ。それくらい今の彼らは醜い有り様だった。

			　一方のヴェロミコスは余裕の表情でアディンらに向き直り、屈託のない笑みを浮かべた。

			「こいつが発情期で困っているんだ。どうかな、相手をしてくれないかな？」

			「え!?」

			（な!?）

			　突然の提案にベルは目を剥いた。地の底に落ちていくような感覚に襲われ、全身の血の気が引いていく。

			「あ、相手をって、それってもしかして」

			　三人は唾を飲み、目を見開いていく。その鼻がふっくらと開き、半開きの口で熱い呼吸が始まる。六つの瞳が舐めるように全身をまさぐり、ベルは思わずヴェロミコスの背後に逃げ込む。

			「おいおい。隠れるな。ちゃんと顔を見せるんだ」

			（やだやだやだ!!　こいつらの相手なんて絶対にやだぁ！）

			　ベルは地面に爪を立てるが、万力のような力で身体を引きずられてアディンたちの前に連れ出されてしまう。

			「ひっ！」

			　飢えた獣たちの前に放り出され、か細い悲鳴が喉から出てしまった。

			「へー。結構、美味そうな身体してるじゃねえか」

			「ああ、こいつの身体はいいぞ。おっぱいはムチムチ、肌はつるつる、尻もでかくて、マ○コもキツキツの最高級品だ」

			　ヴェロミコスの謳うたい文句に三つの喉がごくりと鳴り、ズボンの前がじわりと浮き上がる。

			「で、でも本当にいいんですか？　こ、この子も嫌がってるんじゃ」

			「なにビビってんだよトリィ。お前童貞かよ」

			　そう言いながら余裕の表情を作るアディン。こんなこと大したことないと胸を張るボスの姿に二人の腰巾着は目を輝かせた。

			「女に突っ込むくらいがなんだ。こんなもん酒やタバコをヤルのと一緒だ。好き放題コキ捨てりゃいいだけだ」

			「流石アディンさん！　そっち方面も万全っすね！」

			「まあ俺くらいになりゃ、歩いてるだけで女の一人や二人勝手に股を開くからな。夜の相手には困らなかったぜ。それに地元じゃ婚約者候補どもが媚びてきてよ。一人一人可愛がってやるのも大変だったぜ」

			　自慢げに語るアディンに取り巻き二人は何度も頷いた。

			　それに呼応するようにヴェロミコスも、朗らかな笑みを作ってみせる。

			「いやあ、助かったよ。こいつは一度始まるとそれこそ一晩中盛るものだから処理するのも大変なんだ。嫌がってるなんてとんでもない。ほら、見てくれよ」

			「ひゃう!?」

			　突然抱きかかえ上げられ、思わず声が出る。

			　太い腕はベルの両膝を軽く周回し、そのままおしっこをさせるようなポーズにされた。

			「すげえ！　丸見えだ!!」

			　股間はちょうどアディンたちの視線の高さにあった。

			　すでに濡れていた股間はサーモンピンクの花弁を開き、その中心からトロトロと蜜を流している。その真下に視線をずらせば愛らしい窄まりが悶えるようにキュッキュと動いていた。

			　マーヤにされた愛撫と放尿の余韻は未だにベルを火照らせているのだ。

			（み、見られてる！　私のアソコもアナルも全部こいつらに見られてる!!）

			「こ、これが生マ○コ……！　本当に穴がある！」

			「女の尻をこんなに近くで見たの初めてっすよ！」

			「ど、どうだお前ら。これが女だよ」

			　先ほどまで講釈を垂れていたアディンも面食らって声が震えていた。こんな恥知らずな格好を見たのは流石に初めてらしい。

			　鼻の穴を膨らませた雄たちが食い入るように秘部を凝視してくる。吐息の熱ささえ感じ取れる距離だ。鼻息が淫口に吹きかかって肉が痙攣してしまう。

			（見るな！　見ないで！）

			　ベルの思いをあざ笑うように太ももを抱える腕が上下し、陰毛に滴っていた愛蜜がポツポツと地面に落とされた。

			「どうだい、この穴は。口では何を言っても期待しまくってぐしょぐしょだろう。発情したトロ生マ○コだ。今すぐチンポ挿いれて欲しいって言ってるぞ」

			「あ、ああ……そ、そうだよなあ。へへ、いやらしい犬っころだ。男に犯されるために生まれたような身体してやがる」

			「それでどうだい？　やってくれるかな？」

			「そ、そりゃあまあ……ふへへ」

			　顔を見合わせ、期待に口元を緩ませる三人。

			　その顔がふと真顔になった。

			「なあ、こいつ、ベルに似てないか？」

			「!?」

			　アディンの指摘にドーバとトリィも目を剥いた。

			「そ、そういえばそうっすね」

			「顔立ちもスタイルもすごい似てますよ」

			　まじまじと覗き込んでくる三人に慌てて顔を背ける。しかし抱え上げられた体勢では逃げることは不可能だ。

			　目の形や鼻先をつぶさに観察した三人は一層興奮した様子でごくりと唾を飲んだ。

			「見れば見るほど似てるな。へへっ、召喚獣なんかと似てるなんてベルの奴らしいな」

			「ヤバいっす……ベルもこんなボディしてると思うとすげぇ興奮してきたっす」

			「お、俺もチンポ弾けそうですよ。見てくださいよ、このぷるぷるの巨乳」

			「情けねえな。お前らもあいつでシコってたくせに。いつかぶち犯してやるって決めただろうが」

			（こ、こいつらそんなことしてたの!?）

			　男の下劣な欲望にショックを隠せない。

			　より一層股間を硬くした三人は鼻の下を伸ばしながら、ベルを薄暗い路地の奥へと連れ込んだ。

			　いつもたまり場にしているのか、路地の開けた場所には椅子代わりの廃材が積まれ、地面には踏み消したタバコの吸い殻や酒瓶が散乱していた。

			　アディンが廃材の上に座る。その股の前にベルは跪ひざまずかされる。ドーバとトリィは列に並ぶようにベルの後方に控え、うずうずと腰を揺らしている。ヴェロミコスは遠巻きに見ながら腕組みをしていた。

			（どうしてこんな……マーヤに撫でられてあんなことになって、その次はアディンたちの相手をしろですって？）

			　頭がくらくらする。こんなことが真実だと信じたくない。

			「まずは俺からだ。ぐっ、チンポが」

			　廃材に腰かけ、ズボンの紐を解こうとしては指を滑らせるアディン。股間が膨らみすぎて腰紐が突っ張ってしまっているようだ。その姿をバカみたいだと思いながらも、ベルは周囲から漂うニオイに顔をしかめた。

			（臭い……タバコのいがらっぽいニオイ、道自体が生ゴミ臭いし、近くのドブ川からなんか漂ってきてる。それに……男の汗臭さと青臭いニオイが……）

			　悪臭を嗅いでいると現実感がどんどん失われていった。

			　悪魔を召喚してしまったことも、身体を穢されこんな場所に連れ込まれたことも全部夢に思えてくる。思えば召喚獣の姿にされてアディンたちの相手をさせられようとしているなんて、悪夢にしてもできすぎだ。

			「よし！　出た！」

			「うくっ!?」

			　ぶるんっ！

			　強烈なニオイに顔を叩かれ、ベルの意識は一気にそれに吸い寄せられた。

			（これがアディンのチンポ？　もう勃ぼっ起きしているのになんだかおもちゃみたい。太さも長さもヴェロミコスの半分もないし、先っぽも皮が被ってかっこ悪い……でも、このニオイ……生のチンポの香り……これだけは本物だ）

			　今日はまだもらえていない雄のニオイ。それを目の前にしてベルは胸の奥まで息を吸った。

			（はぁ……臭い……臭くて不潔でいやらしくて……なのに、これから目を離せない）

			　知らず知らずのうちにベルは目を細め、すんすんと鼻を鳴らしていた。

			「あれ？　アディンさん、もうバッキバキじゃないですか」

			「う、うるせえよ。お前らもズボン膨らませてるくせによ」

			　言う通りアディンの肉棒は触れれば破裂してしまいそうなほど硬く膨らんでいた。亀頭は皮越しにもカリが張っているのがわかるし、血液の流れ込んだ陰茎は中央が大きく膨らんでいる。シルエットだけ見れば、それは餌を飲み込んだ蛇のようだった。

			「おら、これが欲しいかよ犬。俺様にご奉仕できることを光栄に思えよ！」

			　話を切るようにアディンはベルの頭を掴むと強引に股間へと引き寄せた。

			（くぅ、熱くて臭い……周りのニオイ全部塗り替えるようなチンポ臭……アディンのくせに……アディンの、くせにぃ……♥）

			　はぁはぁと自然と呼吸が荒くなってしまう。鼻はふっくら膨らみ臭気を取り込み、目がとろんと潤んで視界がぼやける。知らず知らずのうちに、ベルの口の端からはよだれさえ垂れていた。

			「うはっ、すごいエロ顔っすね！　マジで発情しまくりっす！」

			「う、後ろもすごいですよ……股間から透明な液が溢れてくる」

			　ドーバとトリィの囃はやし立てにベルは慌てて顔と股間を引き締めた。

			　だが一度溢れ出したものは止まらない。口の中は唾液で満たされ、股間は愛液を漏らし続ける。何よりベルの召喚獣となった身体は無意識のうちに尻尾を振って欲情を主張してしまっていた。

			「まずは口でしろ」

			　背後から飛んできた声にギクリとする。後ろを窺えばヴェロミコスは変わらない姿で成り行きを眺め続けているが、両目だけは悪魔の真紅に戻っていた。その赤に見つめられると、どんな反抗の言葉も出なくなる。

			「わ、わふ……」

			　力なく犬の真似をしてベルはイチモツと対峙した。

			（こんなクズのを咥えることになるなんて……）

			　ベルはゆっくりと口を開けた。歯の間にはたっぷりの唾液が糸を引いた。期待するアディンの顔を見ないようにしながら、ベルはその亀頭に唇をつけた。

			「おっほうぉお!?」

			　じゅぷぷぷっ！

			　滑らせるように口の中にペニスを飲み込む。たっぷりの唾液を先端から根元まで塗し、全体を包み込むようにした。

			　すると、アディンは悶えるように股間ごと腰を震わす。両手で廃材の端を握りしめ、堪えるように唇を噛んでいる。

			「すっげ！　全部飲み込まれた！　舌が絡んで、唇も甘噛みしてくる……！」

			　笛を吹くように短い呼吸がくり返される。生意気な口を利く余裕すらないのか、軽く上を向いて意識をずらそうとしているのが滑稽だった。ドーバもトリィも言葉が出ないのか、驚きと興奮に小さな鼻息を鳴らすばかりだった。

			（……ただ咥えただけなのにこんなに反応するんだ。馬鹿みたい）

			　ヴェロミコスにされる時はこんなものではない。太い鉄棒のような肉を喉奥まで突っ込まれるのだ。しかもその形状は女を嬲なぶるために計算されたように歪な形状をしている。腰を動かされるたびに顎がギリギリに広げられ、喉奥にカリが絡み、舌上に苦い味が広がり、鼻奥に彼の強烈な臭気をなすりつけられる。奥まで押し込まれた時など、自分はただのチンポ袋になってしまったと思うほどだ。

			　それに比べるとアディンのそれを咥え込むことなんて簡単なものだった。あの巨根に比べるとこんなものは羽根ペンのようなものだ。

			「ちゅっ、ちゅぷ、ちゅる、にゅちゅ」

			　ゆっくりと頭を前後させる。特にテクニックなど考えない単調な動きだ。一応、舌先で裏筋やカリを刺激し、頬を窄めて肉棒を吸ってやるがそれだけだ。なのにアディンは敏感に反応した。

			「うお!?　いきなり吸い付いてきた!?　す、すげぇ密着感！　チンポ抜けそうなくらいのエロフェラだ！」

			　早々に腰が浮かび上がっていた。ズボンの中に半分隠れたままの睾丸も張り詰め、射精の準備を始めているのがわかる。

			（んっ、もう苦い味がしてきた）

			　ちょっと強く吸ってやるとビクビクと先端が震えてとろりとした物が舌に乗った。それを恥と思ったのか、アディンは歯を食いしばり股間に力を入れて尿道を締めようとする。

			（ちょっと舐めただけで漏らしちゃうんだ。ヴェロミコスなら、このくらいじゃカウパーも出さないのに）

			　舌で転がすたびにいちいち反応する肉棒が、だんだんと面白くなってきた。
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　あの傲慢なアディンがチンポを舐められるだけで、怯えた猫みたいになるのは思いの外楽しかった。

			「ぷはっ。ちゅぅちゅう！」

			「お、お、お！　先っぽぉ！」

			　一度口からチンポを離し、先端を刺激するパターンに切り替えた。亀頭を浅く咥え、唇と舌でつるりとした曲線を舐め回す。こうすれば非常に感じるが射精はできないらしい。これも、ヴェロミコスに教え込まれたものだ。

			（改めて見ると、なんか赤っぽいわね。あんまり使い込まれてない感じ）

			　アディンが余裕をなくしていくのに反比例してベルは多少の余裕を取り戻していた。

			　しげしげと彼のムスコを観察し、その様子から性経験を測ってみる。

			（多分使ってても何回かとかよね？　あんな偉そうなこと言ってたくせに、大した経験ないんじゃない）

			　大方娼婦相手に威張り散らして奉仕させたのだろう、とベルは当たりをつけた。

			　少なくとも女性を取っ替え引っ替えしてきたとは到底思えない。

			「うぁ！　あぁ！　そこばっかり……！　くぅぅ、吸い取られるぅ！」

			　執拗な先端責めにアディンは悲鳴を上げた。

			　憎き男の敗北宣言はベルの胸にも強く響いた。

			　ふんふんと荒い鼻息をつきながら、ブラシで擦るように亀頭を扱く。アディンは声を上擦らせ、ガクガクと足を震わせた。

			（そろそろ強めにしてやるわ。ほらほら！）

			　ベルは一気に攻勢をかけた。再び肉棒を深く咥え込む。「おほぉ!?」と情けない声を出したアディンをせせら笑い、吸い付きながら一気に口を戻す。

			「すげ！　これがバキュームフェラっすか！」

			「音がここまで聞こえてくる！　チンポが出たり入ったり！」

			　口内全部を使ったフェラ運動。ぞりぞりと竿を扱かれ、アディンは悲鳴とも笑い声ともつかない声を吐き出し、そして最後の意地のようにベルの頭を掴んだ。

			「うおうぉうぉ！　くぅぅ、で、出る！　出るうううう！」

			「んんっ!?」

			　ぴゅる！　ぷぴゅ！　びゅぷ！

			　二度三度と肉棒が痙攣し、口の中に苦い味が広がった。

			（こ、これ射精してるの？　え？　こんなに早く!?　う、嘘！）

			　ベルとしては射精に導くスパートのほんの序章のつもりだった。

			　これからさらにカリ責めや尿道責めを交えて陰茎に精液を充填させ、その後に全身を使ってフェラをして射精を促すはずだったのだ。少なくともヴェロミコスとする時はそのくらいは求められた。

			　なのにアディンはものの数分で射精してしまった。料理で言えば前菜を出したところで「腹いっぱいだ」と言われたようなものだ。

			（で、でもこの味は本物のだ。精液の苦くて青臭い味♥）

			　口の中に広がる味にベルはしばらくとろんとしてしまった。

			「くそ……髪も肌も柔らけえな……」

			　ベルの赤い髪をくしゃくしゃに撫でながら、アディンは悔しげに言う。

			「じゅるる。ちゅぷ。ちゅるるる！」

			「お、おふぅ！　こ、こいつ出した後もこんなに吸いやがる！」

			　唇を前後させながら尿道に残った残り汁も啜り出した。ちゅぽ、と音を立ててペニスから勢いよく口を離す。

			「んぁ……あーん」

			「うおお！　溜め込んだザーメン見せるのかよ！」

			　アディンの顔を見上げながら出されたものを彼に見せる。

			　だが待っても「よし」の声がなかったため、ベルは反射的に精液を飲み込んでしまった。

			「ぷふぅ」

			　喉に絡む苦々しさにベルはイカ臭い息を吐いた。

			　すると周囲がしんと静まっていることに気づく。

			（……っ!!　怒られる!?）

			　反射的にベルは頭を伏せた。ヴェロミコスの股間を舐める時、もし勝手に飲んだり吐いたりしたら酷く怒られるのだ。

			　しかしいつまで経っても怒りの声も平手も飛んではこなかった。

			　視線を上げると、アディンはぽかんとした表情でベルを見下ろしていた。ドーバもトリィも口を開いて呆然としている。

			（な、なに？　なんなの、この雰囲気）

			　沈黙を破ったのはヴェロミコスだった。

			「どうかしたかい？　この子に何か不満があったかい？」

			「い、いや、不満じゃなくて。こんなすごいフェラテク初めてだったからよ」

			「そ、そうっすね。裏通りの立ちんぼだってこんなにがっつかないっすよ」

			「発情した獣の性欲ってすごいんですね。チンポ吸い取られそう」

			　感動と動揺が半々に入り混じった感想に、ベルは想像以上のショックを受けた。

			（う、嘘……私、そんな淫売みたいなことしてたの？）

			　ぐらりと身体が傾いた。自分と世間の常識はとうに乖離していたのだと突きつけられた。

			　視界の端でヴェロミコスが愉快そうに唇を歪めていた。

			　思わず口を手で塞ぐ。熱いものが込み上げ、両目がじんじんする。

			（なんで、なんで、こんなことに。私、もう戻れないの？）

			　必死に涙を堪える鼻先に、赤っぽい肉棒が突きつけられた。

			「つ、次は俺っすよ。はぁはぁ」

			　いつの間にかアディンと交代したドーバが下半身を丸出しにしていた。

			　彼の男性器はひょろりと長く、亀頭部分だけがぷっくりと膨らんでいる。ドーバの体型をそのままペニスにすればこんな姿になるかもしれない。ニオイはアディンほど強くはないが、カリの裏側にはうっすらとカスが浮いていた。

			（ヴェロミコスともアディンともまた違う形。チンポも人によって全然違うんだ）

			　知りたくもなかった知識をまた増やし、ベルは細長の肉棒に顔を寄せた。

			「い、いきなりは食べないで欲しいっす。そーっとそーっと」

			　そんな腰の引けた発言をするドーバを一瞥し、ベルは彼の股間に顔を埋める。

			「お、おふぅぅぅ!?　し、舌気持ちいい！」

			　キャンディを舐めるように軽く舌で舐めてやる。

			　それだけでドーバは唇を尖らせ、鼻穴を膨らませた。

			「チンポが洗濯されているみたいっす！　上から下から舐めてきて、口の中で振り回されるぅ！」

			　大げさに喚き、首を振るって「おふおふ」と声を上げる。

			　細長い肉棒はのたうつように脈動し、芯に熱いものが上がってくる。

			「で、出るぅぅぅぅ！」

			　口内で肉棒が跳ねる。

			　どくっどびゅ。思いの外長く続いた射精にベルは目を細める。そしてアディンの時と同じように、口を開いてフェラチオの成果を見せてやる。

			「すごいっす……こんなに出たんだ。まるで夢見てるみたいっす」

			「さ、最後は俺が！」

			　ドーバを押しのけるようにトリィが股間を押さえながらやってくる。

			　そんな積極性に反して彼の股間はソーセージのように慎ましいサイズだった。皮は亀頭のほとんどを覆っており、一番先端にちょこんと穴が開いている。

			　そのくせ痛々しいほどに勃起しており、皮の中に透明な汁が湧き水のように貯まっている。

			（本当に童貞なんだ。短小で包茎だわ。小さくて一口で全部入りそう）

			　睾丸まで小さいトリィのものに舌を指し伸ばす。そのまま舌で肉棒を掬い上げるように持ち上げ、その苦い汁を垂らすペニスに口を導く。

			「あー……はむ」

			「うひぃぃぃぃ！　こ、これが口淫性交！」

			　軽く一口で覆い包めてしまう。小さいとその分性感も集中するのか、はたまた女性を知らないからなのかトリィは前二人以上に敏感だった。

			（つるつるのすべすべ。口の中で飴みたいに転がせる。でも臭くて、ちゃんとチンポしてる）

			　ちゅぷ、ちゅっ、ちゅぐ。

			「あ、あぐ！　お、おお！」

			　舌など使わない。唇を前後に揺らす動きだけでトリィは猿のような声を出す。

			　特に意識せずに口の中で舌を回しているだけで、小さな男性器は面白いように反応した。

			「す、すごい！　おっぱいがぷるんぷるん震えてる！　ああ、そ、そんなに見つめて！」

			　視線を上げ、上目遣いに見てやればそれだけでペニスが一割増しの大きさに膨らんだ。

			　トリィは見られるのが恥ずかしいのか、両手で顔を隠してしまう。

			　しかし指の間から覗く目とチラチラと視線が合ってしまう。恥ずかしい一方で女性の胸を見る欲求にも逆らえないらしい。

			「じゅる！　じゅずずずずずずずっ!!」

			「うわああああああああ！」

			　音を上げて啜り上げると、ほとんど悲鳴のような声が漏れた。

			　その声に溶け込むようにぴゅぅぴゅぅと射精音が混じり、口の中に苦味が広がる。

			「あ……ん。ごくんっ」

			「ああ、本当に飲んでる。汚い精液を……」

			　信じられないものを見たという表情でトリィはふらふらと立ち上がる。

			　そんな彼にアディンとドーバは茶化すように肩を回した。やっぱり初めてかよ、初めてのフェラが召喚獣相手とか笑えるななどと聞こえてきた。

			「くそ、またしたくなってきた！　おい、もう一回だ！　咥えろ！」

			　荒々しく廃材の上に腰を下ろし、アディンは復帰したイチモツをベルの前に晒す。

			　一度射精して乾いた表面は、目に映るような刺激臭を発していた。煮しめた雄の匂いだった。

			「ごくっ」

			　思わず喉が鳴ってしまう。熟成した精液臭に頭の奥が揺さぶられる。

			　ベルは傲慢にふんぞり返る同僚の股に再び顔を埋めた。

			「ぺちゅ、ぺろ、ちゅぷ」

			「へ、へへ。その調子だ。皮の中までしっかり舐めろよ」

			　一度目はまともに会話する余裕すらなかったくせに、今ではニヤニヤと笑って見下すようになっていた。

			　彼の中の格付けが目の前の召喚獣をカーストの底辺、何をしてもいい性処理道具として位置づけたのだ。それが証拠にベルを責めるようにアディンは腰を前後させ、喉を突くようにさえなっていた。

			「う、うぶ！　ぶえ！」

			「ぎゃははは！　汚ねえ声！　卑しい獣人は声まで汚ねえな！」

			（こ、こいつ調子に乗って！）

			　この程度のイラマチオ、ベルにとってはもはや苦痛ではない。

			　だが口を完全に塞がれてはどうしても酷い音が漏れてしまう。それをこんな連中にバカにされるのは屈辱だった。

			「じゅる！　じゅずず！　ぶちゅぶちゅ！」

			「ぐっ！　生意気なバキュームフェラ！　食いつくみてえにチンポ吸ってきやがる！」

			　せめてもの嫌がらせのつもりで深く飲み込んでやったのに、逆に喜ばせる結果になってしまったらしい。素人男の性欲に眉を顰めていると、左右から頬に熱いものが押し付けられた。

			「お、俺もして欲しいっす！」

			「手、手でお願いします！」

			　我慢できなくなったのか、前屈みになっていたドーバとトリィが左右から迫ってきた。もちろんその肉棒を丸出しにして。

			　赤く充血した亀頭がさらに二本も追加され、ぷーんと青臭い匂いに頭が包まれる。

			　そして二人はベルの答えも聞かずその手で股間を握らせた。

			（こ、こいつらまで調子に乗って……アディンがいないと何もできないくせに！）

			　そう思って睨みつけるも、彼らはもうベルの肉球つき手の平に夢中で視線すら合わせない。

			「これすごいっす！　ふわふわのもこもこのお手手に包まれて！」

			「に、肉球ってこんなに気持ちいいのか!?」

			　腰を屈めて、二人は肉棒を扱きまくる。

			　ベルの指は先走りと精液の残り汁でぐちゃぐちゃで、ペニスが出入りするたびにフェラ音にも負けない卑猥な音楽を奏でる。

			「両手に握ってフェラするとかマジ変態だな！　どんだけチンポ好きなんだよ！」

			「すっげ！　チンポ包囲網っす！」

			「ほ、ほっぺに先端がかすれて！　くぅぅ！」

			　二つの肉棒をハンドルにして、ベルはアディンの股間にむしゃぶりつく。

			（両手でチンポ握らされて、道具みたいに扱かされてる！　私の意思とか関係なくぐちゅぐちゅ汚いチンポ擦りつけて！　アディンの奴も喉奥にガツガツぶつけてきてる。私のことをなんだと思っているのよ！）

			　そう憤慨するもチンポの味とは離れ難く、ベルは床に這いつくばるような前傾姿勢になりながらも、口と手で肉棒の世話をした。

			「も、もう我慢できないっす！　おっぱい欲しいっす！」

			「お、俺も！」

			「んむぅ!?」

			　荒々しい感触が乳房を握ってくる。汗で湿った二人の指先が気持ち悪い。

			「柔らけ～！　指に吸い付いてくるっす！」

			「チンポ撫でられながらおっぱい揉めるなんて夢みたいだ！」

			　感動に打ち震えながら二人は無我夢中で乳房を揉む。

			　遠慮もない、テクニックもない童貞の愛撫だ。しかしベルの身体は敏感に反応し、桃色の乳首をサクランボのように固く張り詰めさせた。

			（身体が熱い……おっぱいが内側から弾けそう……♪）

			　ふっふっと息を吐き熱を逃がそうとするが、喉に絡む精液の味と両手に握る熱さがそれを許さない。

			（もっと、もっと欲しい！）

			「うひいいいい！　いきなりこっちも舐めてきたっす!?」

			「わわわ！　先端そんなに吸ったら出ちゃいますよ!!」

			　ベルは衝動に突き動かされるまま、ドーバとトリィの肉棒にも口を出した。

			　指の輪から覗く亀頭を捕食する魚のように咥え込み、舌を振るって先走りを舐め取る。

			　他のチンポから蜜が溢れたらそちらに移り、思う存分舌鼓を打った。

			「ぶじゅる！　じゅぷ！　ちゅくぢゅく！」

			（出せ出せ！　臭い汁出しちゃえ！　もう限界なのわかるんだから！　袋が縮んでるし、竿が震えてるもん！　三人とも出しちゃえ！）

			　ベルはいわばチンポの躍り食いをしていた。

			　髪を振り乱し、額に汗して、汚らしい生殖器を口に含む。強制されていたはずの両手はいつの間にか自分で動かし、亀頭を撫でるようにしながらシコシコと前後させていた。

			「三本を好き放題舐めやがってこの淫売獣人！　おら！　出すぞ！　その便所口マ○コで受け止めやがれ！」

			「お、俺も出るっす！　か、顔で受け止めて！」

			「ああ！　髪！　その赤い髪にぶっかけます！」

			「うふううううううううううっ!!」

			　どびゅ！　びゅぐ！　びゅるるるるる！

			　三方から放たれる白い波が口に顔に髪に降りかかり、粘りつく熱さが肌をヒリつかせる。

			　二度目だというのにまったく勢いが衰えていない、若々しい射精だった。

			「は、はは……ドロドロだぜ。おら、おまけだ」

			「ぐ、うぅ……」

			　ザーメンが纏わりつく顔にずりずりと亀頭を押し付けられる。

			（このクズ！　私の顔はハンカチじゃないわよ！）

			　先走りを塗りつけてくるアディンを睨むが、精液滴る顔ではどれだけ効果があるかわかったものではないだろう。

			「きゃ！」

			　そんなベルの尻に衝撃が走り、汚らしい路地にキスをしてしまった。

			　這いつくばりながら、振り向けばいつの間にか背後に立っていたヴェロミコスが足を突き出していた。その足裏が尻を強したたかに蹴り飛ばしたようだ。

			「さあ、メインディッシュだ。マ○コがよだれを垂らしてお待ちだぞ」

			　ヴェロミコスの宣言に三人の喉が一斉に鳴った。

			「や、やだ！　こんな奴に犯されるなんて！」

			　屁っ放り腰で這って逃げようとするベルにアディンが獣のように飛びかかった。

			　腕でベルの肩を押さえ、突き出された尻に腰を擦りつける。最後の抵抗とばかりに尻尾を振り回すも、それもあっさり右手に掴まれてしまった。

			「こ、声までベルそっくりじゃねえか……！」

			　声を震わせ、アディンが囁く。その目は血走り、悪魔のように赤く染まっていた。

			「あ、あのクソ女を犯せるんだ。犬みたいにケツ振ってよ。ピンクのマ○コがパクパク割れてやがる！」

			　少しずつトーンアップして男から雄へと変貌へんぼうしていくアディンの声。

			　尻に感じる熱いモノが尻の間でビクンビクンと跳ね回る。

			「暴れるなよ……欲しいくせによ！」

			「ぐぅ!?」

			　ぶちゅ！

			　硬いものが股間に押し付けられ、出かかっていた声は喉奥で渋滞した。

			（あ、愛撫もなしでいきなり!?　ひ、酷い！　自分のことしか考えていないんだ！）

			　ただ快楽を求める自分本位の挿入だ。それに対抗してベルは必死に股間に力を入れるが、男の力には敵わない。

			　じりじりと強まっていく挿入力に、恥裂が押し広げられていく。

			「あ、あぐ……うわあああああああ!!」

			　ずっぷうううううううう!!

			　閉ざされた恥肉を割って硬いものが奥へと侵入してくる。

			（入れられた！　アディンの汚いチンポ入れられたぁ!!）

			　ヌメヌメとした感触に背筋が凍る。

			　卑怯で汚くて不細工な男だと見下していた男の生殖器が、確かに身体の中に入っている。その生理的嫌悪に吐き気すら覚えた。

			「い、ぐぅ……♥　うふぅ……んぅ♥」

			　その一方で猛烈な快感がある。

			　じゅくじゅくの唇を押し広げ、愛蜜に濡れた膣壁を生温かいものが滑る。

			　それは涙が滲むほどの解放感だった。

			「う…ぉ……！　チンポにヒダが絡んでくる！　奥へ奥へと引き込んで、俺のペニスを食べてくる！」

			　ぶるりと腰を震わせたアディンがベルの腰を強かに掴んで、倒れ込んできた。

			　食い込む指に激痛が走る。べっとりと背中にアディンの肌が覆い被さって気持ち悪い。

			　だがその痛みと気持ち悪さすら新たなスパイスとして快感に溶けていった。

			「へ、へへ。どんだけ期待してたんだよ発情雌犬が。オラッ、俺様のチンポは美味いか？」

			（う、動かすな馬鹿！）

			　ぐちゅ、ぐちぃ。

			　膣の中で円を描くようにチンポが動き、敏感肉ヒダを擦ってくる。

			　体内に異物を入れられ、穴を広げられる性感。それはベルにとってほとんど日常になってしまっていた。

			（こ、このくらいヴェロミコスのに比べたらなんでもない……けど！　んぅ！　ずっと焦らされてたから敏感に……！）

			　悪魔の凶悪肉棒に比べればおもちゃのような彼の生殖器。

			　しかし今朝から触れられていない部分に刺激をもらえるのは、何であれ身体が喜んでしまう。

			「うおおっ！　中がうねってきやがる！　マ○コで媚びる奴なんか初めてだぞ！　くそ、淫乱女め！　犯す！　犯し抜いてやる！」

			「おっ！　おあっ！　くぅぅ！」

			「うわっ、色っぽい声っす！」

			「む、胸がぷるんって！　ぷるんって！」

			　後ろからぶつかるようにピストンされ、身体が前に押し出される。

			　そのたびに喉から恥ずかしい声が溢れ、胸も弾むように大きく跳ねてしまう。

			「でけぇ胸だな！　後ろから躍ってるのが見えるぞ！　オラッ、こうされたいか！」

			「うぐ！　い、痛ぅ！」

			　腰で繋がったまま、アディンは手を伸ばして両乳房を鷲掴みにした。

			　途端、膣の中で肉棒が一回り大きくなったのをベルは感じた。

			「もちもちして指がどこまでも沈んでいくぜ。柔らけぇ～。へへっ、獣人は子沢山らしいからな。全員に母乳をやろうとするとこんなデカ乳になるってことか！」

			　まるでパンでも捏こねるように指先が円を描き、乳房を好き勝手に弄もてあそぶ。

			　そのうちに、切り揃えられていない爪先が、赤色の毛並みの中から乳頭を探し出す。そのままねじ切るような強さで摘まれると、ベルはピーンと背中を反らせてしまった。

			「でけえ乳首だな！　そら豆くらいあるぞ！」

			（うっくぅ！　そ、そんなに大きくない！）

			　心の中で否定するも、ベルは自分の乳首を意識してしまった。

			（もしかして私の乳首ってそんなに大きいの？　確かにお風呂で見たマーヤの乳首はもう少し控えめだったかも。でも、お母様だってこのくらいあったと思うし……ひゃん!?）

			　乳頭の中心に爪を立てられ、目の覚めるような刺激が走る。

			（私の乳首、好きにしておマ○コもズボズボして!!　こ、こんなバカのチンポなのに！　わ、私の身体喜んじゃってる♥）

			　ぶちゅ！　ぐち！　ずぶぅ！

			　股間から恥ずかしいくらいの大きな水音が響いていた。

			　ひと突きひと突きのたびに膣がむせび喜ぶように痙攣する。

			　それがますます男根を刺激し、雄の欲望を煽ってしまう。

			「ふん！　ふん！　無限にラブジュースが出てくるぜ！　太ももまでびちゃびちゃだ！　繁殖したがりの身体しやがって！　お望み通り出してやる！」

			「ひ!?　だ、出す!?」

			　生々しい言葉にベルは思わずアディンの腕を掴んだ。

			「だめぇ……！　中に出しちゃダメぇ！　に、妊娠しちゃうからぁ！」

			「バーカ。獣人との子供ができるかよ。お前らは人間様の性処理便所なんだよ！　セックス専用のムチムチの身体しやがって！」

			「ち、違う！　本当にできちゃうの!!」

			「へっ！　口ではそう言ってるくせに、マ○コは俺を離さねえぞ！」

			　アディンはにやりと笑うとゆっくり腰を引いてみせた。突き刺さっていた肉棒が引き出され、そのカリ首に膣ヒダがついて行ってしまう。

			「はぁ……はぅぅぅぅ！」

			「うおお……赤い肉がゴムみたいにピッタリついてくるっす……」

			「女の子のマ○コって、すごぉい」

			　感心したように声を上げる取り巻き二人。

			　彼らに見せつけたのを確認し、アディンは腰を勢いよく突き入れる。

			「ふぎゅぅ!?」

			「オラオラッ！　その淫乱マ○コしっかり締めとけ！　今から俺様のザーメンで溺れさせてやるぜ！」

			「いぎ！　ああ！　だ、だめぇ……！　中に出しちゃだめ……いぐ！　お！　おひぃ！」

			　反論を押し潰すようにアディンはピストンを加速させた。

			　ばちゅばちゅっ、と連続する水音がベルの身体を震わせた。目の前がチカチカと明滅し、頭の奥がキーンと痛む。

			（だめだめだめ！　こいつ本気で出すつもりだぁ！　獣みたいに覆い被さって、チンポ無茶苦茶に振るってくるぅ！）

			　抵抗しようにも身体を完全に押さえつけられ、上半身を上げることもままならない。腕は地面につくのが精一杯で、呼吸をすることさえ怪しくなってきた。

			　酸欠の頭の中で最悪のシナリオが浮かぶ。アディンに射精されその子を孕んでしまうのだ。この暴君のことだ。その子もきっと性根のねじ曲がった子に違いない。そんな子を産ませられ、自分はアディンの奴隷として一生を終えることになる。

			（や、やだ！　こいつの子供なんか孕みたくない！　そんな子のこと愛せないよぉ！）

			　ボロボロと両目から涙が溢れる。

			　だが口からは「あん♥　あん♥」と甘い声が出てしまっていた。

			「いい声で鳴くぜ、こいつは！　そんなに気持ちいいか！」

			「ち……が……はぅ！　あぅ！　あっ♥　あぁん♥」

			　否定の言葉が嬌声に上書きされてしまう。

			　どうしようもなく身体が疼き、いけないとわかっているのに膣に力を入れてしまう。

			（出されたらダメなのに！　身体が止まんないよぉ!!）

			「くっ、締めつけすげぇ！　別の生き物みたいに波打って！　うっ！　だ、出す！　出すぞ！」

			「うぁ！　わああああああああっ!!」

			　びゅるるる！　びゅぶ！　どびゅうううう!!

			　肉が脈動し、お腹の奥に熱いものが流れ込み、頭の中まで真っ白になる。

			　薄汚れた路地の壁が花畑に見えた。

			（来たぁ！　どびゅどびゅ来たぁ！　熱いの奥まで届いて隙間埋めてく！　アディンの汚らしい精液なのに……気持ちいいぃぃぃ♥）

			「ぐおぉ!?　すげぇ搾り取ってくる！　ペニスの先が吸われて、も、もっと出る!!」

			　絶頂に合わせ、ベルの膣内は嵐の海のようにうねりを打った。

			　ただでさえキツキツの穴は洞窟のように狭まり、肉棒を締めつけて離さない。

			　とてつもない密着感にアディンは息巻き、ガクガクと太ももを痙攣させた。

			　それがようやく落ち着いてから、アディンは爆弾でも扱うようにゆっくりと腰を引き抜き始めた。

			「くっ……出し終えたのにまだこんなに絡みついて……どんだけ欲しがりなんだよ」

			（あ、ああ……抜けちゃう。おチンポ、いっちゃうのやぁ……）

			　抜けていくペニス。膣内から失われていく密着感。それが寂しくてベルは一層強く膣を締めてしまう。

			　まるで乳搾りのようにヴァギナは肉棒を締め、そのすべてを求めた。

			「うっ……くぅ！　ふはぁぁ！」

			　にゅぽん！

			　熱い膣から抜け出したアディンのペニスはホカホカと湯気を立てていた。

			　まだ興奮冷めやらぬようで外気の中で悶えるように脈動している。

			「すっげ……こんな名器初めてだ……残り汁まで搾り取りやがった」

			　口から転がり出るようにアディンは言う。射精の余韻に何も手につかないようで、ベルの腰を掴んだまま無言で呼吸をくり返した。

			「アディンさん、そろそろ……」

			「あ……ああ！　そうだったな」

			　ドーバに肩を揺すられ、ようやく思い出したようにアディンはベルの後ろから立ち退いた。しかしその視線はベルの身体を未練がましく見つめている。

			「中から精液が逆流して……！　すげぇ、エロいっす！」

			　どぷっ。ぶぷぅ。

			　奥に溜まっていた精液が身を躍らせるように溢れ出し、ぼたぼたと地面に垂れていく。種付けをしたという確固たる証拠に男たちのボルテージは天井知らずに高まっていった。

			「い、いくっすよ！」

			「ひぅ!?」

			　ぐちっ！

			　ドーバの肉棒が膣口を狙う。ぬらぬらと輝くピンクのクレバスに亀頭が接し、ベルは敏感に反応した。

			「ま、待って。今イッたばかりだから……！」

			　未だに膣の奥は快感に痙攣している。身体の芯が震えて胸が痛いほどに呼吸が乱れている。落ち着ける時間が欲しいとベルは懇願した。しかし、

			「む、無理っす！　こんな先端をチュッチュって吸われてるのに、止まれないっすよ！」

			「ふあああああああああ!!」

			　ずっぷううう！

			　絶頂の余韻を残したヴァギナに新たな生殖器が飛び込んだ。

			「うはああああ!!　おマ○コ汁と精液とがもうぐちゃぐちゃで……チンポ溶けるっす!!」

			「ひ、ひん！　お、奥に届くぅ！」

			　ドーバの長い陰茎は膣の奥の方まで届いてきた。アディンとはまた違う形は膣に新たな刺激を与え、ベルはイキたて女性器に新鮮な快感を叩き込まれた。

			（ち、違うところに届くぅ！　チンポの形違うとセックスの味も全然変わるんだ！）

			　ずっちゅ！　ずっちゅ！

			　軽快に音を立ててドーバはベルの中を掘り返す。もう周りも見えていない様子で猿のような声を上げながら小刻みに抽送をし続けた。

			「ど、どうすか！　俺のチンポ、気持ちいいっすか!?」

			「うぅ！　くぅ！」

			「唸ってるだけじゃわからない……っすよ！」

			「うっくうぅぅぅ！　き、気持ちいいいい！」

			　強く奥を突かれ、ベルは堪らず声を上げてしまった。

			（くぅ！　イッたばかりなのにこんなに激しく……こ、これじゃまたすぐに！）

			　深いところを撫でていたカリが、入り口付近まで戻り、また奥へ。

			　それを何度もくり返され、ベルの身体の芯に再び熱が灯る。

			　導火線に点けられた火のように、それはじりじりと音を立てながらベルの中を進んでいく。その先にあるのはオーガズムという爆発だ。

			「ちっ！　俺も言わせりゃよかったぜ！　オラ、雌！　口が開いてんぞ！」

			「んぶうううう!?」

			　ドーバに嫉妬したのか、少し顔を赤くしたアディンはベルの頭を掴むと強引にその口へと肉槍を押し込んだ。

			　甘酸っぱい愛液の味と苦い精液の味。その両方が口の中に広がり、ベルの目尻に涙が浮かぶ。

			（おマ○コに入れたペニス咥えさせられてる……下の口の汚れを上の口で掃除させられるなんて酷すぎる……）

			　惨めさにいっそ死にたくなるほどだった。

			　だが口も自由にできない状態では名誉の死すらベルには許されない。まるで綱引きのようにアディンとドーバは交互にベルの身体を引き合う。そうしてより深く、ベルの穴を味わうのだった。

			「おい、トリィ。お前、胸ばっか見てんじゃねえか。構うことはねえ。好きにしちまえよ」

			「……わ、わかった！」

			　股間を押さえて順番を待っていたトリィもアディンに背を押されて参戦した。

			　ベルの身体の下に潜り込むとぷるんぷるんと弾む胸へと顔を押し付ける。

			「ああ！　柔らかくて温かい。ミルクみたいな甘い匂いがして……ちゅっちゅぱ！」

			　胸の谷間に頬擦りし、トリィは桃色の乳首にむしゃぶりついた。

			　コリコリと唇で硬く張った果肉を食み、サクランボを舌で転がしてくる。

			（ち、乳首吸わないでぇ！　今敏感になってるのにぃ！）

			　マ○コを突かれる快感は乳房にも波及していた。今なら赤ちゃんに授乳しただけでもイッてしまいそうだ。ビンビンに硬くなった乳首はクリトリスにも負けない性感帯で、欲求に任せた拙つたない吸引でも意識が薄れるほどに甘美に響いた。

			「うぅ！　ギュギュって中が動いてるっす！　別の生き物みたいに！」

			「ははは！　餌もらえて嬉しいのかよ？　今から犬用のミルクたっぷりやるからな！」

			「おっぱいください！　もっと、もっと甘いの！」

			　男三人の剥き出しの欲望がベルの身体を覆い隠した。

			　女性器を突かれ、喉を埋められ、乳房さえも弄ばれる。鼻に届くのはむせ返るように濃厚な汗と精子臭だ。

			　炎のように熱い肌が尻と顔と胸に触れ、凄まじい熱気が火照った身体をさらに熱くさせる。

			（も、もうわけわかんない！　前も後ろもチンポ入れられて気持ちよくて！　頭どうにかなっちゃうわよぉぉ！）

			　視界がぼやけていく。そのくせ頭の奥は鮮明に冴え渡り、チンポの動きを脳裏に叩き込んでくる。

			　身体が内側から弾けるような感覚がある。

			　イク。

			　確かな予感に背筋がぶるっと震えた。

			（来る！　来るぅぅぅ！）

			　膣内の熱さが大きく膨らむのを感じた。

			　同時に膣を引っかくカリがより強引になっていく。

			「くぅぅぅ！　出すっす！　ここに全部出すっす！」

			（イクイクイク！　射精と一緒にまたイッちゃううううううう!!）

			　ドーバの声がどこか他人事のように聞こえる。

			　魂の奥に溜まった衝動が、噴出場所を探して身体中を駆け巡る。

			「おら！　こっちも出すぞ犬ぅ！」

			「んぶぅ!?」

			　アディンの肉棒も激しさを増し喉奥に狙いを定めた。

			　二本の生殖器が一斉に狙いを定め、その役目を果たそうとしている。その予感にベルの瞳が白く淀んでいく。

			（も、もう……だめぇぇ……♪）

			　緊張の糸がぷっつりと切れ、貯め込まれた快感が一気に流れ出していく。

			「んぅ！　んぉお！　い、いぐぅぅぅっ！」

			「うおおお！　膣の中うねるぅ！　こ、これがアクメマ○コっすか!?　くぅぅぅ！　出る！　出るっすよ!!」

			「こっちも、出す!!」

			「お、俺もぉ！」

			「んぶぅうううううう!!」

			　びゅるうう！　どぴゅううう!!

			　身体の奥に熱さが飛び込み、二つの穴が臭いニオイで満たされた。

			　ゼリー状の生殖液が喉に絡み、膣では一度出されたザーメンと混じり合ってヒダの隙間すら埋めていく。

			「まだ出る！　まだ出るっす！　くぅぅ！　こんな小便みたいに出たの生まれて初めてっすよ！」

			　ベルの背中に上半身を預けながら、ドーバは思うさま精液を吐き出し続けた。

			「し、しっかり飲めよ。吐いたら許さねえからな」

			　はぁはぁと息を切らしながらアディンも残り汁をベルに啜らせる。

			　長い射精がようやく終わり、顔を見合わせた二人はゆっくりと腰を引いていく。

			「お、おぶぅ……」

			　ぶりゅぶびっ！

			　二つの穴から白濁がこぼれ出て、滝を作り下品な音を立てる。口端には白い泡さえ作っていた。そのままベルは力なく身体を落とした。

			「わぶ!?」

			　胸元にいたトリィを覆い潰してしまった形だが、それを気にする余裕もない。

			　ただ胸に挟まりもがく動きは、アクメ後のピロートークとして十分すぎるほど甘美であった。

			「は、はへ……はひ……♪」

			　ぶるぶると勝手に腰が震え、口では白く濁った水溜まりの中で赤い舌が躍る。

			「ぶはは！　トリィの奴、おっぱいに押し潰されてやんの」

			　ゲラゲラ笑いながらアディンとドーバはベルの身体を抱え上げ、トリィを救出する。

			　そんなトリィの服にベルの口から漏れたザーメンが垂れ落ちる。

			「ったく、飲めって言ったのによぉ。おい、トリィ！　次はお前行け！　潰された仕返しに下から突き上げまくってやれ！」

			「は、はい！　アディンさん！」

			　ようやく自分の番になって浮き足立っているのか、トリィは普段出さないような大声で返事をした。そしてもぞもぞとズボンを脱ぎ捨て、その小さな肉棒を天へと向けて起立させる。

			「よーし、いくぞ。ドーバ、いち、にの、さんで手を離せよ」

			「うっす！」

			（ま、待って……こ、腰動かないのに……！）

			　制止しようにも呼吸をするので精一杯でロクに言葉も出てこない。

			　アディンたちに抱えられ、ベルはトリィの上に大股を広げた姿勢で立たされた。無論、その膣口には肉棒の先端がピタリと狙いをつけている。

			「いち」

			「にの」

			（ま……っ!!）

			　さん、の音はほとんど聞こえなかった。

			　脳内に走った電流にベルは支配されていたのだ。

			「ふぎゅうぅぅぅぅぅ!?」

			　ずっぷううううう!!

			　さして大きくない肉棒にもかかわらず、その衝撃はベルの脳天まで突き抜けた。この一瞬だけトリィのモノが十倍サイズになったのではないかと思ったほどだ。

			　何度も出された膣はペニスをするりと飲み込み、一気に奥まで咥え込んでしまった。小さな肉棒が震えるたび、ベルの身体もビクビクと跳ねた。

			「うっ、あっ！　くぅぅ！」

			「どうだ、トリィ？　生マ○コの感想は？」

			「さ、先に出してなかったらこれだけで出てました！」

			　トリィの返答をアディンは下品に笑い、ベルの尻を掴むと乱雑に動かし始める。

			「いぎ！　あぅ！　ひぁあ！」

			「お前はどうなんだ、犬！　気持ちいいか!?」

			「気持ちいい！　いぃぃぃ!!」

			　トリィの上に跨またがりながらベルは突き上げられる快感を貪り食う。

			　二度の射精を受けて、マ○コはすっかりバカになってしまった。だらだらとお漏らしのようにラブジュースが溢れ出し、口からもハッハッと犬のように吐息を漏らしてしまう。

			「あんあん喘ぎやがって。ほら、手が空いてるぞ！　こっちでも奉仕しろ！」

			「お、俺もして欲しいっす！」

			（うくっ、熱いぃぃぃ！　私のおマ○コに入ってたチンポの感触！）

			　再び左右から迫る肉棒を握らされる。

			　前よりさらにぬるぬるさが増しており、離れていてもその熱が頬を撫でてきた。

			　一度萎えていた肉棒も次第に硬さを取り戻していく。再び鎌首をもたげる男の欲望に鼓動が高鳴っていく。

			（また出される！　出されちゃうんだ！）

			　ぐっちゅ！　ずちゅん！　くちゅぐちゅ！

			　突き上げられながら両手も必死に振るう。

			　次第にこなれてきた膣内は、トリィのものを上から下まで洗い尽くしていく。

			　両手もスナップを使い、二人が気持ちよくなる動きを模索する。

			（もっと、もっとして！　おチンポ、奥まで入れて！　顔に熱いのかけてぇ！）

			　いつしかベルは自らペニスを求めていた。トリィの動きに合わせて膣を締め、アディンとドーバの腰の動きに合わせて手淫する。目はとろんと淀み、口からはとめどなくよだれが流れていく。

			「くぅ！　はぁ！　はぁぁん！」

			「うぉ！　激しい！」

			「こ、こんなのすぐ出しちゃいますって！」

			「お、おマ○コ締めつけすぎて……すぐ出るぅ！」

			　三人の雄相手に敏腕を振るう。童貞同然の肉棒は正直に反応し、すぐに限界を迎えようとする。

			　脈動が増し、先走りが指の間に染み渡る。鼻奥に栗の花のようなニオイが漂った。

			（あぁ、来る！　来るぅ！）

			「楽しんでいるようだな」

			　突然、背中に声がかけられた。

			　後ろを向いた目の端に、裂けるような笑みを浮かべたヴェロミコスの姿が映る。その姿にドキリとし、心臓がボールのように跳ねた。

			　今の今まで自分がどういう状況にあるのかを忘れていた。そんな心を見透かされているようだった。

			（私、今忘れてた……騎士団のことも、召喚術のことも、エッチな姿に変えられていることも……お母さんのことも！　全部忘れて、セックスのことだけを考えて……!!）

			　冷水を浴びせられたように頭に嫌な冷たさが広がった。

			　だが身体の方はちりちりと焼けるように熱く、どうにも止められない。こうしてヴェロミコスを見ている間にも股間は疼き、微動するトリィのチンポを抱きしめてしまう。

			「君たちにもお礼を言わないとな。おかげでその子も随分発散できたようだ」

			「へっ、いやいいってことよ」

			　芝居じみたヴェロミコスのセリフにアディンは平然を装って答えた。彼のペニスはもう爆発寸前なのだ。ヒクつく頬は初対面の同性に射精を見られる気恥ずかしさからだろう。

			　そんなアディンたちの視線を気にする様子もなく、ヴェロミコスはズボンの止め紐を緩めて、股間を露出させた。

			「で、でかぁ!!　大蛇みたいなサイズっす！」

			　ドーバが叫んだ。トリィは声が出ない様子だった。この世のほとんどのものを見下しているアディンさえもそのサイズに目を見開く。

			（あ、ああ♥　やっぱり違う♥　人間離れした巨大チンポ♥）

			　ベルも呼吸を止め、ごくりと唾を飲んでしまった。

			　まるで第三の腕のような凶悪な肉棒。人間の姿に化けてもそこは変わっていない。赤黒の逞たくましい皮膚、岩石のようなゴツゴツした造形、先走りはぼたぼたと地面に落ちて黒いシミを作るほどの量だ。

			　顔の周りにはアディンたちのチンポがあり、そこからは強い精液臭がしているのに、ベルの鼻は濃厚すぎる雄のニオイを嗅ぎ当てていた。多分目隠しして百本のチンポの中から探し出せと言われても当てられる。それくらいヴェロミコスのそれは比肩しうる物のない強烈な存在感を持っていた。

			　おおよそ人体の一部と思えない肉槍が、ゆっくりと勃起して巨塔のようにそそり立つ。

			　ベルはそれを神の降臨のように見つめていた。

			「くくっ、これが欲しいか？　散々楽しんだくせに、そいつらのチンポでは足りないか？」

			　はっと瞬きし、ベルは慌てて顔を背ける。

			「あ、ち、違……私は楽しんでなんか……」

			「嘘をつけ。自分で腰を振って、両手に握っていたくせに。ククッ。淫乱女が」

			　ペロリと自身の指に唾液をつけ、ベルへと歩み寄るヴェロミコス。

			　その視線の先にあるのはチョコレート色の窄まりだった。

			「ひぅ!?」

			　括約筋を越えてぬるりと身体の中に入ってくる指先。反射的にベルは背を反らせ、ピーンと耳と尻尾を逆立てた。

			「ほう、いい具合じゃないか。マ○コを突かれてケツの穴も発情しているな。滑らかに広がるが、しっかりと指を咥え込んで。これなら使い出がありそうだ」

			「ま、まさか!!　やめ！　そんなの無理……いぎゅいいいいいいいい!?」

			　ずぢゅぅぅぅぅぅぅぅ!!

			　突然、尻に火が点いた。そうとしか言えない激痛にベルはあらん限りの声を出す。魂さえ口から出ていってしまうのではないかと思ったほどだ。それくらいアナルへの挿入は衝撃的だった。

			「……嘘だろ。あんなのが入ってやがる。マジで死んじまうんじゃないか？」

			　狂うような痛みのシグナルの中、いつになく真剣なアディンの声がやたら耳に残る。

			「心配はいらない。こいつは、この程度で死ぬような身体じゃないからな。むしろこれくらいがちょうどいい。ククッ、こいつのことはよくわかっているさ」

			　一方のヴェロミコスの口調は平然としたものだった。嘲笑を混じらせつつも、これが当然と言わんばかりに容赦なく腰を押し付けてくる。

			　ずぐ……にゅぐぐぐ……!!

			「ひ……っ！　あ……っ！　ふひぃん……！」

			　切れ切れの悲鳴を上げながら、ベルはどうにかこの巨物を受け入れようと必死に努力した。尻の力を抜き、可能な限り受け入れようとする。ひっひっと短く息をして痛みを逃がそうとする。

			「いい面だろう？　これが本当の雌の顔だ」

			　ほとんど白目を剥き、頬を紅潮させ、舌を垂らしながら激しく呼吸する。

			　下品とも言えるその表情は、不思議とベルの端整な顔立ちに相応しく、アディンたちは肉棒を一回り大きく膨らませた。

			「ククッ、尻が締めつけてくるな。腸で俺の先端を迎え入れてしゃぶってくる。お前の尻は最高のチンポ扱き機だ。ケツの穴まで名器とは恐れ入る」

			「あ、あぎ、ぐぅ、ぐぅぅっ！」

			「さて、焦らしてやるのも可哀想だ。一気に入れてやろう。しっかりを気を保てよ？　帰ってこれなくなるかもしれんからな！」

			「っ!?　ま、まっへぇ!?　い、一気ってぇ……！　うそうそうそ！　しんじゃう！　しんじゃうからああああ!!」

			　ずっぷうううううううううう!!

			「おっほおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

			　割れんばかりにベルは叫んだ。

			　トリィの挿入に衝撃を受けていた自分が馬鹿みたいだ。ビリビリと全身に衝撃が駆け巡り、指先までピンと張り詰める。

			（届いてる♥　他のチンポじゃ絶対届かない奥の奥♥　本当にいけないとこまで届いてるぅ♥　こ、こんなの味わったらもう他のチンポじゃ満足できなくなるぅ♥）

			　ギチギチとアナルを広げられる感覚。腸の奥がカリ首で引っかかれる快感。大きすぎる肉棒は内側から子宮まで刺激してベルのあらゆる性感が剥き出しにされていく。

			「すげぇ……マジで奥まで入ってる……」

			「串刺しっすよ！　お尻の穴、あんなに広がって！」

			「……俺、夢見てるみたいだ」

			　呆然と三人は呟いた。たったこれだけで男の格付けがついてしまったのだとベルは薄れる意識の中で漠然と確信する。

			　他を圧倒する男の象徴。それを容赦なく振るう胆力。

			　果たしてヴェロミコスはコレを入れる時、どう考えたのか。本当に死んでもいいと思ったのか、それともこれくらいで死ぬはずがないと確信していたのか。人間とか悪魔とかいう次元と別のところでヴェロミコスはこいつらとは違うとベルは思う。

			「お、おぅぅぅぅうううううう!!」

			　突き入れられた肉棒が引き出されていく。まるで大蛇がお腹の中でのたくっているようだ。腸内にはわずかな隙間すらなくみっちりと詰まり、上も下もないままに壮絶な快感が続く。

			　ヴェロミコスのペニスは長い。そんなことはわかっているのに、引き抜かれる快感は永遠と思えるほど長く続いた。

			「どうだ？　糞をひり出すような快感だろう？　糞で感じたことはあるか？　今にすべての生理現象で絶頂できるように躾しつけてやる」

			「や、やだぁ……そんなのやだぁ……♥」

			　力なく言うが、ベルの中にはそんな背徳的な官能に期待する気持ちがあった。

			（それはどんなに気持ちいいの？）

			　好奇心と自殺願望が入り混じったようなぐちゃぐちゃした感情。

			　それがベルの胸を内側から叩いて出てこようとする。

			　なんとかそれを閉じ込めようとするのに、肉棒が肛門を巻き込みながら進むたび、釘が抜けるように欲求が抑えられなくなっていく。

			「そら、マ○コと手はどうした？　チンポに奉仕をしろ！」

			「ひぎぃ!?」

			　強かに尻を叩かれた。挿入とはまた違う、皮膚の深層まで届くような痛みにマーヤの前でされた尻叩きの光景が脳裏にパッと浮かんだ。

			「やだ、お尻叩かれるのやだぁ……！」

			「ならさっさとしろ。お前の役目はチンポに尽くすこと。それだけなのだからな。さあ、こういう時になんと言えばいいか、わかっているな？」

			「う、うぐぅ……おチンポ様に奉仕させていただきます……」

			　控えめにそう言ってベルはなんとか身体を起こした。

			　お尻に突き刺さった陰茎は、まるで打ち込まれた杭のようにベルの行動を支配する。

			　だがヴェロミコスはベルの動きに合わせ、巧みに肉棒を抜き差ししてみせた。そのおかげでアディンたちのチンポに触れるという行為だけは、まるで阻害されずに自然に行えてしまえる。

			「おマ○コ、両手、お尻、全部使ってご奉仕します……私の身体のどこにでも、お好きなところに射精してください……」

			　卑猥なセリフを紡ぎながら、ベルは股間と両手を意識した。

			　これほど真剣にチンポを握ることになるなんて、一週間前の自分は絶対に信じないだろう。

			　暴れるドラゴンを支配する時以上に慎重にベルは肉棒を握り直し、膣奥へとチンポを導いた。

			（こいつらのチンポって……こんなに小さかったんだ……）

			　先ほどあれだけ自分を喘がせたはずの男性器が、今は随分みすぼらしく思えた。

			　お尻を支配する圧倒的質量に比べれば、どれもこれも似たり寄ったりの肉塊だ。小さくて細くて頼りない。どれもこれもヴェロミコスのモノの足元にも及ばないザコチンポ。

			　それでも敏感になったベルの身体はしっかりと感じ、両手はペニスの血管すら感じ取り、膣はうねって包皮を綺麗に剥いてみせる。

			「うっ……ふぅ……♪　あっ……ああんっ♪」

			「うぐっ、こいつ、いきなり激しく、手つきもいやらしくなりやがった！」

			　マ○コをうねらせ、アナルを絞り、両手で肉棒を扱く。

			　胸を躍らせ、髪を振り乱すその姿は鬼気迫るほどだった。

			「んぐ！　チンポ！　出して、出して！　私の身体全部にビュッビュッしてぇ!!」

			　ぐちゅ！　ずぶん！　にちゅぐちゅ!!

			　四つの接合部が奏でる淫音の四重奏。

			　その卑猥な音は耳さえも犯されるようだった。

			（こんなの初めて♥　身体全部にチンポが入ってくる♥　下半身が爆発しちゃうくらいにぐちゃぐちゃにされてる♥）

			　腰を動かすたび脳髄から股間までを撫でられるようだった。発情しきった雌の感性はチンポの動きを千倍に増幅して受け止める。それでいながら陰茎の血管の一筋すら感じ取れるくらいに敏感で、どんな動きも快感として受け止めてしまえた。

			（顔のすぐ横で亀頭がにちゅにちゅしてる！　指の輪の間から亀頭が出入りするのが可愛い！　ニオイもきつくなってますます興奮しちゃうぅ！）

			　今までヴェロミコスにされてきた動きを思い出し、それを真似してアディンたちにぶつけてやる。二人は面白いくらいに反応して、腰を引いて逃げようとさえするようになった。それを追いかけて扱きまくる。チンポを捕食する獣にベルはなっていた。

			「は、激し！　お、おいちょっと待……！」

			「うひぃぃ！　下半身、手の中で溶けちゃいそうっす！」

			「ダ、ダメ！　チンポ逃げちゃダメ！　はむ！　ちゅっ！　じゅるるるるる！」

			「「うわあああああああああ!!」」

			　ベルは首を伸ばし、指の間から顔を出す亀頭にしゃぶりつく。そのまま引っこ抜く勢いで強烈バキュームだ。二人の若い肉棒はあっという間に悲鳴を上げて、先走りを何度も噴き出した。

			「おいおい、上の口でしゃぶりつくのもいいが、下の口もサボるな、よ！」

			　ずりゅ！

			　お尻が焼け、お腹がボコッと膨らんだ。その余波を受けてトリィも「うひぃ！」と悲鳴を上げる。彼のチンポもベルの肉壁越しに潰されてしまったようだ。

			「おひぃぃぃぃ!?　ご、ごめんなしゃいいい！　んぐ！　ぐち！　ふひぃん！」

			　両手で肉棒を掴みつつ、ベルは腰にも意識を向けた。その硬さを確かめるように括約筋を締め、ヴェロミコスが感じるよういやらしく腰を振るう。

			（左右！　上下！　前後！　ああ、チンポ二本も入れたままお尻をこんな風に振り回してる！　恥ずかしい……でも、腰止まらない♪）

			　ヴェロミコスのイチモツは尻を動かすたびに魔法のように新たな刺激をくれた。

			　排泄する穴でこんなにも快感を得られることが信じられない。何かの冗談だと思うくらいに気持ちよかった。

			　括約筋を無理やり広げられることが気持ちいい。

			　直腸を擦られるのが気持ちいい。

			　お尻の穴から子宮を突かれるのは快感に涙が溢れるほどだった。

			　きっと普通に生きていたら生涯知らなかった知識だとベルは思う。ヴェロミコスは常にそんなことをこの身体に叩き込んでくる。

			（それともヴェロミコスだからなの？　悪魔のペニスだからこんなにも感じるの!?）

			　ベルはアディンたちのペニスでも試したいと思い、そう思ったことに驚いた。

			　あんな奴のペニス、脅されていなければ絶対に触れなかったのに、今はお尻の穴で味わいたいなんて思ってしまっている。

			（ああ、私ペニスに支配されてるんだ……♥　犬の姿にされて、おしっこ見られて……今は獣みたいに交わって……♥　ううん、獣だってこんな交尾しない。獣以下、道具みたいに扱われてる……♥）

			　ぶるりと魂の一番深い部分が震え立った。

			　お尻と共にパタパタと尻尾が振り回され、カウパーを舐め取る舌がベロンと長く口から飛び出す。

			（今の私は……犬。そうだ。アディンたちだって気づかないんだもの。誰に見られたって……私だってバレない……どんなことをしたって……）

			　そう考えるともうダメだった。

			　頭の一部が瞬間凍結の魔法を受けたように凍りつき、色々なものがせき止められなくなってしまった。

			「んじゅる！　じゅぷ！　ぐちゅ！　れろれろれろ！　じゅるるるるるるぅ!!」

			　ぶちゅん！　ずぷぅ！　ずぷずぷぅ！　ばちゅばちゅばちゅん！

			　まさしく獣のようにベルは目の前のチンポにしゃぶりついた。

			　トリィに覆い被さる両足をがに股に開いて、腰を動かした。

			　両手でペニスを扱きながら躍り食いのように舌を伸ばす。

			　乳房は嵐に吹かれているかのように暴れ回り、ぶるんぶるんと大いに弾む。

			「うあ！　あっ！　も、もう出ちまうよ！」

			「チンポ食われるっす！　食べられるっす!!」

			「うわあああ！　搾り取られるぅ!!」

			　男たちの嬌声はまるでオーケストラ楽曲のフィナーレだ。

			　人を見下してきた男たちの情けない嬌声。それが甘い誘惑の声にさえ聞こえてくる。

			　それをうっとりと聴きながら、ベルは思うさまペニスを味わい尽くす。

			「おい、見てみろ」

			　そんな中でもヴェロミコスの声だけは頭の奥にまで聞こえてきた。

			　彼が何を示しているのかすぐにわかった。

			　路地の出口、建物の狭間に人だかりができていたのだ。

			　血走った瞳でこちらを見ている。中にはズボンに手を入れて自慰をしている者さえいる。

			（……あの時見た獣人と一緒だ）

			　数日前にマーヤと共に見た光景を思い出す。

			　召喚者に支配され、好き放題に犯される獣人の姿。あの時はそんなことをする召喚者にも、それを止めようともせず見物する男たちにも嫌悪しか抱かなかった。

			　だが今なら理解できる。できてしまう。

			（こんな姿を見たら、誰だって見つめちゃうよね……自分も気持ちよくなりたいって思っておチンポシコシコしちゃうわよ）

			　無数の瞳が瞬きすら惜しいというように見つめている。少しでも前に出ようと押し合っているのに一定の距離を保ち続けている。そんな欲と恐れの狭間にいる彼らの存在をベルは自然と受け入れられるようになっていた。

			（私の身体がいやらしくて目が離せないんだ♥　シーリスの娘ベルフレットじゃない、私の生身の身体だけを目当てにしてる♥　私のことだけを……見てる♥）

			　ぷしっ！　ぷしゃあ!!

			「ははは！　潮を噴いたか！　これはチンポのせいか？　それとも見られただけでイッたのか？」

			　お腹の奥がますます熱くなる。

			　自分のどこにこれだけの水分があるのか不思議なくらいに体液が溢れ出る。愛液、腸液、唾液、汗、鼻水、涙。身体中がドロドロに溶けていくようだ。

			「限界のようだな。そろそろ決めてやるとするか」

			「ふえ……ひっ！　あああああっ！」

			　ぐぷん！　ぶぷぅ！　ぶぽっ！　ぶぴっ！　ぶちゅぶちゅぶちゅ!!

			　嵐のようなピストンが尻穴を襲う。

			　今までの抽送などお遊びであったとベルは思い出す。

			「い、いきなり激し！　奥突いて……お尻焼けりゅうううううううう!!」

			　魂も吹き飛ぶような快感に目の前が真っ白に染まっていく。

			　前が見えない。何もわからない。ただペニスの感覚だけが確かで、それを手放さないようにベルは無我夢中でそれにしがみつく。

			「ひと突きごとにイッているな。ケツの穴が食いつくように締めてくる。マ○コも噴水のように汁を飛ばして、胸も張り詰めて。最高の気分だろう？」

			　頭の中で何度も火花が散る。

			　まるで身体の中でドラゴンが暴れ回っているようだ。

			（こ、これダメ♥　ダメなのぉ♥　私の中が狂っていくぅ♥　ヴェロミコスにチンポされるたびに身体作り替えられてる♥　何度も何度もアクメしてるのに、全然止まらない♥　止まらないぃ♥）

			　絶頂感と絶望感。二つの相反する感覚がベルの意識を引き裂いていく。

			（このままだと戻れない♥　戻れなくなる♥　もう『これ』と離れられなくなる♥　空気とか水とかみたいに欲しくなる♥　これなしじゃ……生きれなくなるぅぅぅぅ♥）

			　予感というにはあまりに確かな実感。

			　手から離れた物が地面に落ちるような確信としてベルはそれを感じていた。

			（ああああ！　腰止まらない！　わからない！　わからないわよぉ！　止まらないと私おかしくなるのに！　この快感がなくなってもおかしくなるぅ！　チンポ欲しい！　チンポだめぇ！　うあああああああああ！）

			「さあ、お前らも気張れよ。こいつの全身にぶちまけろ！」

			　ヴェロミコスの声によって三本のチンポも唸りを上げた。

			　悪魔の巨根とは比ぶべくもないが熱い欲情がそのすべてをぶちまけようと脈動する。

			「出すぞ！　ベルの奴の顔にぶっかけたいと思ってたんだ！」

			「出るっす！　そのほっぺで受け止めてぇ！」

			「あああ！　孕んでくださいよぉ！」

			　四本の肉棒がその体積を一回り大きくした。尿道に熱い孕ませ汁が充填され、爆発の瞬間を待っている。

			　観客たちもそれに合わせ、肉棒を扱く手を加速させた。

			「出すぞ！　イキ狂いながら受け止めろ!!」

			「おっ！　おひっ！　んほぉおぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおお!!」

			　ぼびゅるるるる！　びゅぐ！　ぶびっ！　どびゅぅぅぅっ!!

			　四つの精液口から熱液が吐き出される。

			　顔に、髪に、膣に、腸に、糸を引くような粘ついた精液が振りかけられた。ギャラリーたちも次々と放精し、路地を精液臭に染めていく。

			　同時にベルの女体が魚のように跳ね回る。身体の中で爆発した快感が全身を巡り、指の先、頭の奥まで電流が走る。

			「どうだ、狂うほどに気持ちいいだろう？　ククッ、イクのに夢中で聞こえていないか」

			「おっ♥　ほぉ♥　んほおおおぉ♥」

			　ぷしゃあああっ！　ぷしゅ！　ぶしっ！

			　間欠泉のように透明な汁が股間から噴き出していく。カクカクと勝手に動く腰は潮を撒き散らし、ヴェロミコスとトリィの身体を雌臭で染めていく。

			（身体の奥熱いぃ♪　ドロドロの汁、奥に注がれてる♪　イク♪　イッてる♪　イッてるのに身体が全然止まらないぃぃ♪　イクこと以外考えられないぃぃぃぃ♪）

			　アクメの快感で再びアクメする。そんな無限の地獄とも天国とも言える永遠の絶頂感が延々と続く。

			　その痙攣の中で股間と両手からはチンポが離れるが、アナルのペニスだけは奥に食いついて離れない。痙攣の動きによって深く激しくベルの中をかき回し、とどまることを知らない射精を続けている。

			　だが無限とも思えたその時間は、実際にはわずか数分のことだった。

			　走馬燈を見るような凝縮された時間の中で、ベルは自身の身体から抜けていく肉棒を感じ取る。

			「はへぇ……？　あっ……抜け……おほぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

			「ククッ、これ以上出してはお前の腹も破れてしまうだろうからな。感謝しろよ、一度出させてやる」

			　焼けるような熱さと共に内臓を引きずり出されるような排泄感が襲ってくる。

			　その影響でベルはまた絶頂してしまった。

			「ひっ、ひゃああああああ!!　お尻、抜けるぅ！　ずるずる出ていっちゃうぅ！」

			　尻を掴み、ヴェロミコスは容赦なくペニスを引き抜いていく。腸をみっちりと埋めていた肉棒が離れていくのは巨大な糞をしているような信じられない快感だった。

			　ぐぐぐ……ぶぽぉぉぉっ!!

			「はっへえええええええええええええええ!!」

			　ぶびっ！　ぶりゅ！　ぶばばばばばばばばっ!!

			　白く濁った精液が滝のように溢れ出た。巨大な肉棒に広げられたアナルはホースのような太さになってそれを放流する。

			「はへっ……はへぇぇぇ……♥　お尻壊れちゃったぁ……♥」

			　白目を剥き、ベルは壊れた笑みと共にその場に倒れ伏した。

			　様々な体液の混じった水溜まりに顔を突っ込み、べちゃりと生々しい音が鳴り響く。

			「こ、こんな女見たことねえよ……」

			「ちょ、ちょっと。この子本当に死んじゃうんじゃないっすか」

			「身体すごい痙攣してる……」

			　射精を終えたアディンたちもあまりの痴態に息を止める。身体の底からイキ狂う女を直視できるほど、彼らの度胸は大きくないのだ。

			　そんな中、悪魔の笑い声だけが薄暗い路地に木霊する。

			「随分と幸せそうな顔をしているな。だが、正気を取り戻せばまた屈辱に顔を歪めるのだろう。お前はそういう雌だ」

			　そう言い、ヴェロミコスは上機嫌に口元を歪めるのだった。

			◆

			　アディンたちは逃げるようにその場を去った。

			　ベルはしばらく立ち上がることすらできず、絶頂の余韻に浸り続けた。

			　路地に夕日が差し込み始める時間になって、ようやくベルは震える身体を起こした。

			「ククッ、そのまま浸かっていると精液臭が消えなくなるぞ。まあ、それもお似合いかもしれんがな」

			　そんな挑発の言葉を投げられながらベルは震える足で四つん這いとなる。

			（ま、まだ身体にペニスの感覚が残ってる……お尻の穴……ぽっかり開いちゃってるのわかる……うぅ、お尻がすーすーする）

			　身体に纏わりつく精液が随分と重たい。路地自体の空気もザーメンのニオイが染み付いて、ずっしりと重たく濃厚な香りがした。

			　股間とお尻と喉に強い喪失感を覚えていた。まるで手足が失われたような酷い違和感だ。そこに何かが埋められていないのが、どうしようもなく寂しく感じる。

			「さて出るぞ。さっさと歩け」

			「ぐぅ！」

			　リードが引かれ、ベルは路地の出口へ向かわされた。

			　ぐちゃ、にちゃ、ぶちゅ。

			　歩くたびに粘液の感触が手足にある。ベル自身から滴った物もあれば誰かが吐き捨てたザーメンの痕跡を踏むこともあった。

			　路地の近くにはまだ立ち去っていないギャラリーたちが顔を覗かせていた。遅れてきた者たちは白濁塗れのベルの身体をおかずに股間を扱く。広がった股間を凝視する視線は、実際に熱を持っているようにベルを昂たかぶらせる。

			（う、嘘……そっちの道は……）

			　ヴェロミコスはわざと大通りを選び、ベルの身体を大勢の人の前に晒した。

			　召喚獣の扱いには無関心なヘルミナの住人たちだが、流石に精液を全身にかけられた姿には度肝を抜かれたらしく、誰もが足を止めて輪姦されたであろう女体に目を剥いた。

			（見ないで……見ないでぇ……！）

			　彼らの反応は驚きや困惑ばかりではない。明確にベルを雌と見て股間を膨らませる者も決して少なくなかった。

			「お、おい……あれ、ベルフレットさんじゃないか？」

			「っ!?」

			　悲鳴に混じって聞こえてきた声にベルは耳をピンと立てた。

			「馬鹿！　あの人があんな格好するわけないだろ！　あんな、変態みたいな格好……」

			「そ、そうだよな。第一、あれは獣人だしな」

			　そう納得して話し合っていた男たちは傍観という選択肢を選んだ。

			　ベルは瞳の端で彼らを捉える。どこにでもいる普通の若者だ。そんな彼らも鼻の下を伸ばして、ズボンの中で膨らんだ股間に苦しそうにしている。

			（きっと彼らも家に帰ったらオナニーするんだ。私のことを思い出して……もしかしたら前から私のことを想像しながらしてたのかも……♪）

			　ぶるりと背筋が痙攣した。

			「あ……ふぅ……んんんぅ！」

			　ぷびゅ！　ぶりゅ！　びちゃびちゃ！

			　身体の奥から熱さが逆流し、股間とアナルから残り汁が溢れ出す。

			　その排泄の快感で、ベルはまた軽イキしてしまった。

			「しっかりひり出しておけよ？　元の姿に戻った後に漏らしたら大騒ぎになるだろうからな。まあそれでも俺は構わんがな。あの魔女衣装で精汁を漏らすお前を見るのも一興だ」

			「くっ！　んぅぅぅぅ！」

			　悔しさに本気で涙しながら、同時に本気で快感を貪る。

			　相反する感情を抱えながらベルは股間に力を込める。

			　ぶびっ！　びゅぷっ！

			　勢いよく飛び出す白濁液。ベルの歩いたあとには白い筋が点々と残り続けた。

			　そんなベルの後ろ姿に住人たちは、熱い眼差しを向け続ける。

		

	

			第四章　過去の真実

			


			「く、訓練終わったばっかりなのにいきなりぃ……！　おっ！　奥届くぅ！　そこ引っかいちゃ……はぐううう！」

			　ぶちゅ！　ずじゅ！　ばちゅ！　ばちゅん！

			　騎士団の宿舎。その奥の部屋では淫いん靡びなハーモニーが奏でられていた。

			　汚れた服を着替える暇さえ与えられずにベルはベッドに押し倒された。シャツの前は開けられ、大ぶりな乳房がマットレスに密着している。スカートも捲り上げられているので白いプリプリの臀部が躍っていた。その中心に開いた子作り穴は、巨大な肉塊を押し込まれて淫らな汁を漏らしている。

			　あまりに身長差があるため、ヴェロミコスはベッドのそばに仁王立ち、ベッドで四つん這いになっているベルと高さを合わせている。

			「今日はたっぷり汗をかいていたな。ククッ、この蒸れた腋汗も美味いものだ」

			「んひぃ!?　な、舐めるなあ!!」

			　着崩れで露出した白い腋を長い舌先が舐めてくる。

			　運動でかいた汗はヴェロミコスの口に収まり、くちゅくちゅと唾液と混ぜ合わせて飲まれてしまった。

			「まるで熟成した美酒だな。こんな腋を見せて汗を振りまきながら訓練されては、男どもを誘っているようなものだ。次は腋とマ○コを出しながら訓練してみろ。すぐにチンポを突っ込んでくるだろうさ」

			「う、うちの団はそんなんじゃない……おっ、おほぉぉ！」

			　ごりゅごりと子宮口を亀頭でえぐられ、猿のような喘ぎが口から漏れた。

			　悔しさに涙が滲むが、それでもチンポから逃げられない。

			（も、もうこのチンポも当たり前に入っちゃう……大きくて長いの奥までズッポリ……でも、慣れれば慣れるほど、どんどん新しい刺激が生まれてくるぅ！）

			　ヴェロミコスを召喚してから二週間が過ぎ、ベルは数え切れないほどその肉欲をぶつけられてきた。

			　触手責め、連続アクメ責め、触手下着に野外性交。小便を飲まれた時には本気で死にたいと願った。

			　だが、それほどの欲望をぶつけながら、ヴェロミコスはベルに日々の業務を休むことも許さなかった。朝起きてすぐに命令される起床フェラ、わずかな空き時間に行われるハードセックス、流石に人と接している時など性交ができない時間もあるが、その時は触手などの道具を使ってベルを責めた。

			（訓練しながら何度もアクメさせられて……終わってからも汗舐められながら犯されて……こんなの頭おかしくなっちゃうわよ……！）

			　白い紙を黒く塗り潰していくように、ベルの日常は快楽の記憶に塗り替えられていった。

			　昼も夜も関係なく獣のように交じり合い、穴という穴に射精される。

			　休憩時間も睡眠時間もロクに与えられず、本来ならば死んでしまっても不思議ではないほどの快楽責め。しかしヴェロミコスが呪文を唱えれば疲労も吹っ飛んでしまい、延々と快感を身に募らせていく。

			　肉体の制限を無視した絶頂調教を受け続け、ベルの精神はもう限界に近づいていた。

			「あ、あ、ああーっ!!」

			　膣が細かく痙攣し、ベルはシーツを握りしめる。

			　カクカクと腰が情けなく上下する。嬌声は噴水のように溢れ出し、まったく抑えることができない。結界が張られていなかったら、隊舎中にアクメ声が響いてしまっていたことだろう。

			「イッたな。これで何回目だ？」

			「っ、ぅ…………ご、五回……」

			　声に出すと途端に恥ずかしくなる。

			　五回。普通のセックスがどんなものかベルには想像することしかできないが、きっとこの回数は相当に多いのだろうと思う。

			「ククッ、この格好で突いただけだというのに五回もイッたか。まったく酷い淫乱娘だな、お前は」

			「い、淫乱じゃ……ない」

			「素直ではない奴だな。なら、こういうのはどうだ？」

			「あひっ！」

			　ぶぽっ！

			　勢いよく肉棒を抜かれ、ベルはまたアクメした。

			（ろ、六回めぇ……♪　抜かれても入れられてもイッちゃうぅ……♪　気持ちよさが全然制御できないぃ……♪）

			　ベッドにへたり込んだベルの腰を巨大な腕が掴んだ。

			　そのまま身体を浮かされてベルは思わず悲鳴を上げる。持ち上げられた股間からお漏らしのように愛液が垂れ出た。

			「ふむ。この体勢もなかなか興味深いな」

			　ベルを持ち上げたままヴェロミコスはベッドへと身体を横たえ、そのまま腹上にベルを乗せる。ヴェロミコスの身体を眼下にベルは息を呑む。

			（大きい……視界全部がこいつで埋まってる。足とか手とかベッドから完全にはみ出ちゃってる。それに厚い筋肉で私の身体がすごく高いとこまで持ち上げられてる……これ全部筋肉？）

			　見下ろす姿勢になって、改めてこの悪魔の巨大さを思い知らされる。岩石のような厳いかめしい顔、丸太のように太い首、腕周りはベルの腰ほどあり、太ももに至ってはベルの胸囲よりも太いのではないかと思う。

			　そのすべてが焼けるような熱い筋肉で作られている。息を吐くたび蒸気が全身から噴き上がって、鉄板の上で蒸し焼きにされている錯覚に陥ってしまう。

			（そしてこのチンポ……見下ろす姿勢だとまた違って見えるわ）

			　体毛を割って起立する巨根はベルのへそ上まで届いていた。脈動するたび、ビタビタと腹を叩き、抽送の残り汁を塗布してくる。

			「自分で入れてみろ」

			　ニヤニヤと笑いながらの命令に、ベルは口をへの字に結んだ。

			（自分から快感を求めさせようって魂胆ね……相変わらず底意地の悪い……でも逆らえるはずもない……）

			　そっと肉棒を手で押さえて腹にくっ付ける。熱が伝わって手がヒリヒリした。

			（うわっ。すごいぬるぬる。愛液と先走りで全体に膜みたいの張ってるし……これ全部私が出したんだ。それにバカみたいに太くて長くてすごい形……私の手の平と太さほとんど変わらない……こんなのが本当に入ってるんだ……）

			　ごくりと喉が鳴った。

			　今まではただ入れられるのを受け入れていた。それがいざ自分でしろと言われると途端に心構えが変わってくる。

			（だ、大丈夫。もう何回もコレを入れられてきたんだから何も変わらないわ。むしろ自分のペースでできるんだから、きっと普段より楽なくらいよね？）

			　そう思いながらも喉がカラカラに渇いていくのを感じる。

			　唾を何回も飲むのに全然潤ってくれない。

			（本当、長すぎ……膝立ちじゃおマ○コまで届かないじゃない……）

			　仕方なくベルはベッドに足をつけて腰を上げた。

			　おまるにでも座るような恥ずかしい格好にかぁと顔が熱くなる。

			　そのままヴェロミコスの胸に手をついて、巨根の先端になんとか位置を合わせた。

			「ククッ。いい姿だな。股をおっぴろげにして腰を上げて。俺のチンポをマ○コで捕食しようとしている」

			「う、うるさい！　こうしないと入らないじゃない！」

			　ヴェロミコスの胴回りだと足も相当に開かねばならない。自然、ベルの格好は恥知らずのがに股になってしまうのだ。

			（こ、こんなに脚広げたら……アソコもお尻の穴も丸見え……く、悔しい……悔しい！）

			　歯を噛み締めながらベルは凶悪なチンポを握る。

			　ぐちっ！

			「くっ……熱っ！」

			　マグマのような熱さが股間を襲う。粘液同士が触れ合う音が生々しく響いた。

			　ベルは一気に入らないよう慎重に腰から力を抜いていった。ぐちゅぐちゅと音を鳴らしながらのたうつ大蛇が、膣へとワインレッドの頭部を潜り込ませた。

			「く、くひぃ……！」

			　先端が沈んだだけで凄まじい快感が襲う。十分に焦らされたおマ○コが再びチンポによって満たされていく。自身の体重によってチンポが進むのが涙が出るほど気持ちいい。

			（入る……入ってる……長いのがずるずる奥に……！　くぅ！　膣引っかかるのぉ!!）

			　痺れるような快感に膝がガクガクと笑う。

			　腕のように太いイチモツが身体の中へ。今や毎日のように受け入れているものなのに、改めてその光景を目の当たりにすると到底信じられるものではなかった。

			「あ、ああ……こんなに太いのが入って……あ、あひぃぃぃぃっ!!」

			　ずっぶううううううう!!

			　カリがＧスポットをかすめた瞬間、両足から力が抜けた。

			　身体がガクンッと落下する。肉棒が一気に進み、亀頭で子宮口を押し上げられた。

			「はっ！　はぐ！　はぁあああ!!」

			　ぶし！　ぷしっ！

			　密着した肉の間から透明な汁が飛び散り、地平のような胸板を濡らす。

			　熱いヴェルミコスの肌はそれを蒸発させ、豊潤なアロマにして部屋に広げてしまった。

			「ハハハッ！　何をバカなことをしている！　鼻水まで垂らした無様顔を俺に見せたいのか？」

			「ち、違う……あ、足から力が抜けて……！　く、くぅ……串刺しぃ……！」

			　逞しい肉体の上に跨がりながら、ベルは身動き一つ取れなくなっていた。

			　深々と刺さったイチモツはベルのあらゆる動きを制限する。その上、足には力が入らず、かといって倒れることも恐ろしくてベルはただ現状を保留する。

			「どうした。さっさと動け」

			「ま、待ちなさいよ！　すぐに、こんなの射精させちゃうんだから！」

			　虚勢と胸を張ってなんとか体面を保つも、実際にはもう幾ばくの余裕もなかった。呼吸で腹が上下し、肉棒が脈動するだけでベルの中は熱く燃え上がる。今下手に動いたら容た易やすく絶頂に導かれてしまうだろう。

			　ふーっふーっ、と猫のような息を吐きながら、ベルは茹で上がった頭でヴェロミコスを見た。悪辣な性根を持つ悪魔は、すべてお見通しと言うように真紅の瞳で見つめるだけだった。

			（まだ私を穢し足りないっていうの？　じっくり調教するって言ってたわよね？　じゃあこれもその途中？　いったいどこまで……）

			　息を呑み、ベルはヴェロミコスを睨む。

			（──どこまでの快感をくれるの？）

			　はっとしてベルは慌てて手で口を塞いだ。

			　どうやら声は出していなかったようでヴェロミコスはわずかに眉を上げただけだった。

			　顔が熱くなり、巡ってきた血で二回りは頭が大きくなった気がする。

			（う、嘘。私なんでそんなこと……ち、違う。気持ちよくされたいとか思ってない。今まで感じちゃってたのはただの生理現象で……）

			　早口の言い訳を脳内でまくし立てる。

			　『私を辱めれば気がすむの』、そう思うはずだった。実際、昨日までならそう思っていただろう。

			　なのに今は意識すらできないほど自然に快感を求めていた。

			（違う！　違う違う！　これはこいつが無理やり！）

			　否定をすればするほど内側から圧迫された股間がどうしようもなく疼く。欲しい欲しいと言うように股間が痙攣する。じくじくと溢れてくる愛液。粘膜が触れ合っている箇所が熱を持って、我慢ができないくらいの衝動が襲ってくる。

			（…………す、少し動くだけ……そうしないと怒られるし……仕方ないわよね）

			　ベルはゆっくりと腰を浮かべ、下ろした。

			　わずか数ミリの動きだ。なのに涙が出るほど膣が喜んでしまう。

			（ふっ、くっ。自分のいいところに擦りつけられる……自分でするの……いい！）

			　ベルは感じやすい腹側を狙ってペニスを動かした。ゴシゴシと竿の表面が触れ合うだけで自分の深い部分が満たされていく。

			　そして一度動き出せば、もう止まらなかった。

			　襲ってくる快楽の衝動にベルは振り回されてしまう。

			「はっ！　あ！　んっ！　んんん！」

			　控えめに動いていた足腰はどんどん加速して、貪るようにヴェロミコスを求めてしまう。抽送をすればするほど焼きつくような渇望が湧き上がり、さらに欲しくて堪らなくなる。

			（浅く……次は深く……全然違う刺激が来る……！　浅いとこ擦られるのいい！　深いとこ強烈！）

			　ヴェロミコスの腹筋に手をつきながら、ベルはうねるように腰を動かした。

			　肉棒を受け入れる深さや位置を変え、あらゆる快楽を模索していく。

			「ハハハッ！　まるで獣のようにチンポを求めて。胸もこんなに揺れているぞ！」

			「や、やぁ……言うなぁ」

			　ぶるんぶるん、と巨乳が揺れる。

			　汗に輝く美しい乳房が円を描いて乳運動をするさまは、童貞少年なら即射精してしまう迫力だろう。

			　髪の一部も張り付き、白い肌に朱色のアクセントを加えていた。

			（私の身体、どんどんエッチになっていく……おっぱいもお尻も大きくなって……セックスするとみんなこうなるの？）

			　視界の下部を塞ぐ肌色の谷間にベルは眉を寄せる。

			　ヴェロミコスと交わってからというもの、ベルの身体は目に見えて艶を出し、乳房や臀部は張りを増していた。

			　死ぬほど犯され本当に死にかけては治癒の魔法をかけられているというのに、髪は以前よりさらさらになり、唇は赤く熟れたサクランボのようにぷっくりとしている。

			（最近じゃ団員も街の人たちも私を見てる……きっとこの身体を見ていやらしいことを考えてるんだ。でも、あの人たちを責めることはできないよね。こんな身体見たら誰だって）

			　視線を向けるとすぐになんでもない顔をするが、彼らがどんな目で自分を見ているかベルは知っている。獣人として街を歩き回った時に向けられた熱い眼差し。あれと同じだ。

			　厳しい訓練をこなしてきた騎士団の先輩が、温和な笑顔を見せてくれるパン屋の親父さんが、尊敬の眼差しをくれる街の自警団の人たちが、一瞬の隙を縫って血走った瞳を見開くさまは忘れようと思っても忘れられない。

			「おい、マ○コが痙攣してるぞ」

			「っ！」

			　指摘されベルは股間が酷く熱くなっているのに気づいた。意識を向ければ特有のじんわりとした痙攣の余韻もある。

			（お、おマ○コが勝手に……嘘……愛液がたくさん出て……身体が熱い……！　わ、私、今の想像だけでイッちゃったの!?）

			　慌てて股間を固定して快感を塞ぎ込もうとするのに、一度絶頂した膣はビクビクと跳ねるように震え、ベルを甘い軽イキに誘ってしまう。

			「あん!?」

			　胸部に鋭い痛みが走り、ベルはまたアクメした。

			　見ればヴェロミコスがその巨大な両手でベルの乳房を揉み、重さを確かめるように下から叩いている。

			「ククッ、いやらしく成長したじゃないか。今まで妄想ですらチンポを求めなかった女が乳房を暴れさせて肉棒を求めている。だが俺としている時に違う男のことを考えるのはいただけないな」

			「な、なんでそんな……こ、心が読めるの!?」

			「頭の緩い女だな。そんなことをせずとも蕩とろけきった雌顔を見れば誰でもわかるだろうよ」

			　口端を歪め、ヴェロミコスはノックするように腰を上下させた。その動きに突き上げられ肉棒が振動する。

			「や、やぁ……んふぅ!!」

			　いつものピストンに比べれば話にならないささやかな責めだ。

			　だがオーガズムに達した子宮には波紋のように快感が広がっていく。

			「このチンポのことだけを考えろ。お前を満たしてやれるのは俺だけだ。淫乱雌犬のお前はもう人間の雑魚チンポでは満足できん」

			　コリコリとポルチオを刺激され、ベルは恋するような甘い吐息を漏らしてしまう。

			　巨大にして繊細。優美にして狂暴。それは快感を与えるためだけに生まれたような逞しい肉の神具だった。

			（く、悔しいけどヴェロミコスってすごく上手い……触手や人間じゃできないようなテクニックですごく気持ちよくさせてくれる……アディンたちの勝手に動いて射精するのとはまるで別物……多分、ヴェロミコス以外じゃこんな快感は絶対にくれない……一生に一度のチンポ……）

			　ぞくぞくと背筋が痙攣し、腰が勝手に動き始める。

			　ひと擦りひと擦りをじっくり味わうように腰をうねらせると、甘イキの残りが飛沫を上げた。

			「そうだ。しっかり味わえ。俺の身体をそのマ○コで舐め尽くせ」

			　ベルの動きに合わせてヴェロミコスも軽く腰を動かしてくる。小さなその動きが歯車が合うように心地よさを運んでくる。

			（ダメなのに……腰が止まらない。動くたびに快感が重なってくる！　もっと、もっと欲しい！）

			　ぶちゅ！　ずにゅ！　ぷちゅばちゅ！

			　股間から痺れが広がって恥じらいも痛みも消し去っていく。精神の一部が肉体から切り離されてしまったように、ブレーキをかける理性がどこか遠いことのように思えてくる。

			　代わりにやってくるのは底なし沼に沈んでいくような背徳感と全身を包む快感だ。

			「はっ！　はふ！　はぁぁん！」

			　彼の胴を手で掴み、足も太い太ももに絡めた。

			　しっかりと身体を固定したらもう止まらない。発情期の獣のように激しく腰を振り、お互いの恥部を重ね合わせる。

			　その尻の動きはさながらキツツキ。男の肉体にしがみつき、下品この上ない尻ピストン。薬をキメた淫売でさえここまでではないだろう。

			「いいぞ！　娼婦顔負けのケツ振りだ！　手でも足でもマ○コでも俺にしがみついて搾り取ろうとしてくる！」

			　上機嫌に言いながら悪魔は気持ちよさそうに鼻から息を吐いた。その表情がベルには堪らなく嬉しく、ますます尻振りのペースを上げてしまう。

			　ぱちゅっぱちゅっと肉を合わせて音を鳴らしていると、まるで彼と自分が一つの楽器になってしまったようだった。

			「次は動きを変えろ。尻を回してグラインドだ。いやらしくな」

			「わ、わかったわ……」

			　ベルは上体を起こすとゆっくりと腰を回転させ始めた。お互いの体毛が絡み合い、ジョリジョリと愛らしい音を響かせた。

			「は、はぅ……ん」

			　上下の激しい運動に比べればそれはなんとも小さな刺激だ。

			　だが膣内を巨大な肉棒で丹念にかき回されるのは得も言えない多幸感があった。まるでいい子いい子と撫で回されているようだ。

			（私の中じっくり回ってる。先走りを全体に塗りたくられて、普段触れないとこまで感じる……こ、これもいい……♥）

			　激しい抽送とはまた違う快悦にベルはうっとりと目を細め、夢見心地でグラインド運動を楽しんだ。

			　今やベルは赤銅色のステージで舞う踊り子だった。

			　艶なまめかしく腰を振るい、時折タンタンッとステップを踏んだ。周囲には透明な雫が彼女を祝福するように舞い散り、最高の舞台であるヴェロミコスの身体に降り注いだ。

			「この穴もすっかり俺のものになったな。奥まで咥え込んで吸い付いてくるぞ」

			「こ、こんなものを受け入れられる女なんて私くらいでしょ。あんたにめちゃくちゃにされて、こんな大きいのも入るようになったんだから」

			　ヴェロミコスの感想の声にベルはおどけながら返した。

			　実際、この巨根を他の子が受け入れられるとは思えなかった。アソコが裂けてしまうか、子宮が潰されるか。

			（そ、そう。こいつの相手をできるのは私くらいよ。マーヤだって、誰だって無理。こいつを封じ込めておけるのは私だけ……）

			　上目遣いになりながら腰を前後させていたベルは、ヴェロミコスが鮫のように笑ったことに気づかない。

			　そっとナイフで刺すように、悪魔はベルに最悪の告白をする。

			「いや、シーリスの奴も踊ってみせたぞ。今のお前のようにな」

			　心臓を鷲掴みにされた。

			　性技のダンスを忘れ、ベルは眼下の悪魔を見た。

			「い、今なんて……なんて言ったの……？」

			　それが聞き違いであることを願うようにベルは問い返す。

			　悪魔が嗤わらう。

			「なんだ、シーリスの奴から聞いていないのか。どれ、見せてやろう」

			　視界全部を覆う巨大な手が頭を掴んだ。

			　その指に力が籠もるのを感じた次の瞬間、ベルの中に膨大な情報が流れ込んできた。

			◆

			（な、何……!?　何が起こって……!?）

			　絵の具をデタラメにかき混ぜたように目の前で無数の色が混ざっていく。耳鳴りがして肌の感覚もなくなる。平衡感覚もなくなり、落ちているのか浮いているのかもわからなくなった。

			　だがその違和感も、まるで何もなかったように消えていった。夢から覚めるように現実感が戻ってきて、目も耳もいつも以上に鮮明になっていた。

			　だが、そこはベルの私室ではなかった。間取りこそ似ているものの小物や家具が異なる別の部屋だ。

			（こ、ここは……？　ヴェロミコスは……よかった。いるわ）

			　自分がヴェロミコスの上に座ったままだと気づき、ほっと息を吐く。

			　そのまま周囲を見回していると、ヴェロミコスが身体を起こした。

			「そら、外を見てみろ」

			「あん！　ま、待って……乱暴……！」

			　太い腕が腰に回され、そのままベッドから起きるヴェロミコス。体位が変わり、重力に引かれ肉棒が奥に沈み込む。

			　ぐらつく身体に慌ててベルは彼にしがみつく。クッションのように大きな両手がベルの臀部を支えた。そのままずんずんと歩いてヴェロミコスは窓際までベルを連れて行った。

			「ちょうどいい場面だ」

			　窓の外には知らない街並みが広がっていた。街の大きさはヘルミナの半分ほどか。海もなければ山もない。城壁の向こう側には草原と荒地をくっ付けたような平地が広がっており、その向こうには鬱蒼うっそうとした森があった。

			　そしてその城壁は燃えていた。

			「モンスター!?」

			　壁を壊し、街の中へと入ろうとしているのは無数のモンスターだった。しかも森の方からぞくぞくと仲間が溢れ、群れに合流しようとしている。兵士と思しき人間が対峙していたがどう見ても多勢に無勢。手足を食い千切られた男が悲鳴を上げている。

			「お、マ○コが締まったな。なるほど。こういう場面を見せるのも効果的だったか」

			「い、言ってないで助けないと！」

			「無駄だ。ここは過去の記憶の中だからな。お前はただその映像を見ているに過ぎない。その辺のものに触れてみるがいい」

			　言われ、ベルはそばにあった小物に手を伸ばす。それは確かにベルの手に触れているのだが、接着剤で固められたようにビクともしない。

			「でも、なんでこんなことを……」

			「おっと。英雄様の登場だ」

			　その言葉にわずかに遅れて割れるような歓声が上がった。

			　見れば一つの影が空を舞いながらモンスターの群れに近づいていた。

			「あれは……お母様！」

			　今よりも随分と若い。まだ少女と言っていい年齢だったが、艶あでやかな青い髪と凛とした表情は見間違いようがない。

			　そんな彼女は風の精霊に乗りながらモンスターたちへと向かっていく。その口が呪文を唱えると竜巻が荒れ狂い、無数の氷のつぶてが降り注ぐ。堪らずモンスターたちは尻尾を巻いて森へと逃げていった。

			　喝采を受け、シーリスは人々の下へと降りていく。

			　そのさまは書物や歌で聞いた『召喚術師シーリス』そのものだった。

			（本物だ……お母様の現役時代……伝説の通りの姿だわ）

			　イチモツを挿入されていることも忘れ、ベルは彼女の姿に釘付けになった。

			　人々の喜びの声を受け止め彼女は笑っていた。その姿を見ていると、過去の映像とわかっていても頬を紅潮させてしまう。

			（これが英雄……召喚術師のあるべき姿……！）

			　ベルにはシーリスが輝いて見えた。

			　自分と変わらない年齢にもかかわらず、その佇たたずまいは力強さと慈愛に満ちていた。伝説になるのも当然だ。強く、美しく、気高い。まるで女神のような姿だった。

			（それに対して私は……お母様に言われたのに召喚獣を甘く見てこんなことに……ごめんなさい、ごめんなさいお母様）

			　人々に崇拝される母と、悪魔に犯されるその娘。

			　あまりの落差にベルは子猫のような声を出して、身体を折り曲げた。

			「あ……」

			　靴が窓枠を踏む音にベルは顔を上げた。見れば若きシーリスが空から舞い降り、窓から入ってくるところだった。

			「こ、ここお母様の部屋だったの!?　嫌ぁ！　見ないでお母様！」

			　その言葉を言い終わるよりも早くシーリスは部屋へと入り、何でもない顔をした。

			「過去の再現だ。未来視の魔術でも使わん限り気づかないだろうよ」

			　ほっと胸をなで下ろすベルの目の前を青い髪が通り過ぎた。

			（……綺麗）

			　そうとしか表現できなかった。まさしく絵画から出てきたような、自分が女であることが恥ずかしくなるような美しさだった。

			　胸もお尻も出た女性的な肉体でありながら、それが下品に見えないのは全体の均整が完璧に取れているからだろう。顔のパーツの一つ一つも定規で測ったような黄金比で、髪の一本から爪の一つまで職人が手をかけて作ったような繊細さでそこにある。

			（いい香り……今のお母様とちょっと似てる）

			　ふと、甘い香りがした。どこか懐かしく、しかし若々しい香り。なぜだかベルの股間はジュンと熱くなってしまう。

			『ふう。ようやく部屋に戻れたわ』

			　シーリスは魔術を使って窓を閉めた。そして一度周囲を見渡すと、静かに息を吸って何もない部屋の隅に向かい口を開いた。

			『ご主人様♥　ただいま戻りました♥』

			「…………え？」

			　猫が甘えるような緩んだ声を出し、恋するように目を潤ませる。

			　まるで人格が切り替わったようにシーリスは『女』になった。

			　同時に部屋の一角が揺らぎ、そこに見慣れた巨体が現れた。赤い肌、頭部の翼、そしてルビーのような真紅の瞳。

			　ヴェロミコスだ。

			「な、え、だ、だって」

			　ベルは顔を上げ、自身を抱きかかえる巨体を見る。ヴェロミコスは嬉しそうに股間をヒクつかせた。

			「よーく見ていろよ。お前の母の過去に何があったのかを」

			　囁かれ、ベルは呆然と視線を戻した。

			　頬を紅潮させたシーリスと過去のヴェロミコスは、逢引する恋人のように身を寄せ合う。

			『ククッ、飛んで帰ってくるとはな。そんなに俺に会いたかったのか？』

			『はい♥　もう一秒だって待てませんでした♥　もうアソコが熱くて身体が溶けちゃいそう♥　お願いしますヴェロミコス様、シーリス頑張りました♥　ご褒美ください♥』

			『人間どもの喝采よりも俺の方を選ぶか。もうすっかりチンポ狂いの雌犬だな』

			『ええ♥　シーリスはヴェロミコス様の雌です♥　雌奴隷です♥　召喚獣を支配するよりご主人様のおチンポ様に支配される方が好きなチンポ奴隷なんです♥』

			（う、嘘でしょお母様……こいつを油断させるための演技なのよね……？）

			『よし。見せてみろ』

			『わかりましたぁ♥　どうぞ♥　ご主人様♥』

			　ベルの願いを砕くようにシーリスは上品にスカートを摘み、上質の生地はあられもなくめくり上げられた。

			「ええっ!?」

			　ぬちゅ！　ぐちゅ！　ぷちゅぶちゅ！

			　そこにあるべきショーツはなく、代わりに毒々しい色合いの触手が張り付いていた。それはブラシ状の先端を美しき召喚術師の雌穴に潜り込ませ、アナルまで磨き上げている。

			　だらだらと流れ出るラブジュースの量たるや、ストッキングを履いていなければ床に水溜まりを作っているだろう。

			「あ、あれ……私がされたのと同じ……」

			「ああそうだ。どうだ？　母の中に入っていた触手チンポで喘いでいた気分は」

			「そんな……そんな！」

			「おいおい、暴れるな。見ものなのはこれからだぞ」

			　ヴェロミコスに抱きしめられ、ベルの抵抗はあっさりと鎮圧された。

			　分厚い筋肉の檻の隙間から母の姿を見せられる。

			　シーリスは悪魔の前に跪き、その巨大な肉棒を崇拝するように見上げていた。

			『まずは挨拶だ。教えた通り言ってみろ』

			『はい♥　私シーリスは悪魔のチンポに負けたドスケベマ○コです♥　立場も弁えずヴェロミコス様を召喚屈服させようとして、逆にチンポに屈服した無様な雌ガキです♥　立派なマラを見ただけで発情トロマンになって、おしっこまで漏らしちゃうマゾ娼婦に躾けていただきありがとうございます♥　どうかこの雌奴隷におチンポ様のご奉仕をさせてくださいませ♥』

			　商売女も言わないような淫蕩セリフを紡ぎ、シーリスは淫靡な蹲踞そんきょの姿勢を取った。

			　その口は大きく開かれ、舌が手招きするように動いている。その前に出された右手をシコシコと音が聞こえそうなほど巧みに上下させている。両足は大きく開かれ、触手のハマった股間を強調するように前に突き出していた。

			　むわっと濃厚な雌臭がベルの鼻腔をくすぐった。雌の身体から滲み出す、本物のマ○コ臭だった。

			『よし。覚えていたようだな。だが、まずは待てだ。チンポを上目遣いに見つめるのも忘れるなよ。これからお前の中に入るチンポをじっくりと観察して股間を濡らせ』

			『はい！　はっ、はぁあ……！　見ているだけでイッちゃいそう……♪』

			　舌をだらんと垂らしながら、シーリスは揺れる勃起チンポを見つめる。真っ赤な舌先から蜜のように唾液が滴っていた。

			『上の口からも下の口からもよだれを垂らしおって。この部屋もすっかりお前のマン臭が染み付いたな』

			『そ、それだけじゃありません。ヴェロミコス様のザーメン臭もたっぷり♥　くん、くんくん♥　ぷはぁぁぁ♥　すっごくいい匂い♥』

			　犬のように鼻を鳴らし、シーリスはうっとりと頬を染めた。

			　まるで噛み締めるかのように口を動かすと、差し出された舌先からトロトロと透明な唾液が溢れ出て、爆乳の谷間へと滴っていく。

			『……よし、しゃぶれ！』

			『はい！　はむぅぅぅっ！』

			　飛びつくようにシーリスはペニスへとむしゃぶりついた。

			　整ったおちょぼ口がじゅるじゅると音を立てながら巨大な肉を飲み込んでいく様子は、悪い夢でも見ているようだった。

			（お母様……そんなに鼻の音立てて……それにすごく嬉しそうに……）

			　ふっふっと下品なほどにシーリスは鼻を鳴らしていた。それは呼吸をするというよりは、香り立つ空気をわずかでも逃がしたくないというようだった。その顔は巨根を咥えながらも笑みを作っている。胸元がぷっくり膨らんでいることにもベルは気づいた。シーリスの乳首は生地越しにもわかるほど勃起していた。

			「おっと、目を逸らすなよ」

			　見ていられないと顔を背けようとしたベルの顔を巨大な手が固定する。目蓋も指で無理やり開かれ、目の前の淫行を網膜に刻まされた。

			「ぐぅ！　や、やめてぇ……！」

			「しっかり記憶しろ。母親の真実の姿をな。ほれ、退屈しないようにお前のココも弄ってやる」

			「ひゃっ!?　今、おマ○コしちゃ……ダメぇぇぇ！」

			　じゅっ！　じゅぷっ！　ぐっちゅぐっちゅ！

			　熱い腕に抱かれながら股間を突き上げられる。全身から噴き出した汗でピタリと肌が密着し、まるでサウナに入りながら犯されているようだった。その熱気にくらくらと頭が揺れ、目の前の光景を無理やりに流し込まれてしまう。

			『んじゅ！　じゅぷ！　じゅるる！　ぶちゅぶちゅ！』

			『フハハ！　英雄シーリスのバキュームフェラだ！　酷い面でペニスをじゅるじゅる啜っているぞ！』

			　いつの間にかシーリスのフェラは激しさを増し、獣が貪るような強烈バキュームになっていた。

			　白く美しい頬肉は窄まり、ドロドロの唾液を潤滑油に真っ赤な唇が肉塊の上を滑る。

			　そのたびに「じゅぞぞぞ」と凄まじい吸引音が響き、辺りに泡立った唾液を撒き散らしていた。

			「見ろ。見るんだベル。あれがお前の母親の姿だ。英雄と讃えられる裏で悪魔のチンポなしでは生きられなくなった雌の姿だ」

			「い、嫌……わ、私は……お母様は……」

			　虚しく口が震える。否定の言葉を言いたいのに、その言葉が浮かばない。

			　男の足にしがみつき顔を股間に埋めて男性器を舐めまくる女の姿は、どうやっても擁護のしようがなかった。

			（お母様、あんなにカリを丹念に舐めて……チンカスをひと粒残さず飲み込むつもりなんだ。ああ、袋までしゃぶりついて美味しそうに食んでる。大きな睾丸が顔中に乗って鼻の穴まで覆って……）

			　鈴口の中から付け根までペニスを味わい尽くし、精巣まで味わい尽くそうと金玉に唇を這わせるシーリス。顔がよだれと先走りでベトベトになるのも気にせず、嬉しそうに袋の皺に舌を伸ばしていた。

			『はふはふぅ、キンタマ様の皺に染み込んだザーメンの香り好きでしゅぅ♪　汗のニオイもたっぷり染み込んで、とってもスパイシーなのぉ♪』

			『ククッ、口元に陰毛まで張り付けて俺好みの下品な顔になったな。チンポへの挨拶は合格にしてやろう。次はそのデカ尻を向けろ』

			『っ！　はい！　どうぞ♥』

			　弾けるようにシーリスは後ろを向き、壁に手をついた前傾姿勢となるとヴェロミコスに尻を突き出した。

			　ぷるんと白い尻肉が震える。それだけなら愛らしいとさえ言えるのだが、その中心で雌壺を弄り続けている触手が卒倒しそうなほどのギャップとなっていた。

			『さて、どれだけ出来上がっているかな』

			　ヴェロミコスの指が鳴り、触手パンツは動きを止めた。

			　はぁぁん、と艶めかしくシーリスが吐息すると触手は臀部から離れた。

			　その触手ブラシが抜ける瞬間、二度三度と太ももが痙攣したのをベルは見た。抜ける感触だけでアクメしているのだ。

			『相変わらずいやらしい尻だな。ぷりっぷりの肉がたっぷりついた俺専用のクッションだ。そして雌穴も尻穴もぽっかり開いて息を吐いている』

			『あ、ああん♪　指気持ちいいですぅ♪　空気が入ってひんやり気持ちいい♪』

			　姿を現した二穴は深呼吸するようにぽふぽふと開閉していた。

			　陰毛は綺麗に整えられていた。アナルは作りたての生クリームのようにきめ細やかな皺を刻まれている。

			　そして膣口は、意外なことに形はほとんど崩れていなかった。

			　幼さすら感じさせる薄ピンクの恥肉は、黒ずみもほとんどなく清廉なまでの色艶を保っている。それにもかかわらず妖艶に脈動して男を誘う様子は言葉にできないほどの背徳感をベルに叩きつけてきた。

			「シーリスのマ○コは芸術品だ。人間とは思えないほどにな。俺のチンポを受け入れても締まりは緩まず、むしろ名器として完成していった。英雄という奴はマ○コも常人とはかけ離れているようだな」

			　茶化すようにヴェロミコスは言うが、ベルにとってそれは実感だった。

			　生殖という生々しい行為を行うにはあまりにも美しく気高い肉の造形。触手に責められてなお優美さを失わない秘部は、シーリスという人間との格の違いを見せられたような気分だった。

			（お母様のアソコ……綺麗。それなのにとってもいやらしくって、あんなに気持ちよさそうに動いて……）

			　痛いほどに心臓が高鳴る。シーリスの顔と股間を交互に見ながらベルは言いようのない衝動を覚えていた。

			「もっとも、お前のマ○コも最高だがな。シーリスに匹敵する身体とは百年は出会えないと思っていたがこれは嬉しい誤算だ」

			「うくっ！　子宮弄るなぁ……！」

			　ワインのテイスティングをするように、ヴェロミコスはじっくりと股間を動かし子宮口を押し上げてきた。激しい快感はないが、じっとりと蓄積する気持ちよさのある責めだった。

			『はぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!　おチンポ来たぁ！　ご主人様の極太チンポ、中に入ってきたぁ！』

			　静かな責めのこちらに対して、シーリスたちはすごかった。一気に肉棒を突き入れられ、叩きつけられる勢いで壁に押し付けられていた。メロン大の乳房がむにゅと広がり、服がはち切れんばかりに張り詰める。頬を硬い壁に当てながらシーリスは涙まで流して嬌声を上げていた。

			『はぁぁん！　触手とは違うのぉ！　奥の奥！　シーリスの一番イイところまで届くぅ！　身体全部おチンポ様に捧げますぅ！』

			『ハハハッ！　喘ぎもらしくなってきたな！　そうだ！　召喚術だの下らんことは捨てて俺の偉大さと快感だけを頭に詰め込め！　俺を喜ばせることだけがお前の価値だと知るがいい！』

			　どちゅ！　どぐっ！　ばっちゅばちゅ!!

			　ヴェロミコスが腰を振るうたび、ぬかるんだ土を踏むような音が部屋中に響き渡る。

			　その動きの激しさと音は人間のセックスとはかけ離れ、まるで大型猛獣の交尾だった。

			『おぉ！　お！　おほぉ！　ほぉぉぉ！　ふひ！　ふひぃん！』

			　肉棒をぶつけられるたび下品な声も合わさった。端整な顔から信じられないような嬌声が飛び出すのは何かの冗談かと思うほどだ。

			　そのうちにシーリスの足は完全に地面を離れ、嵐のようなピストンを受けてガクガクと揺れ始める。

			『本当にいい身体だな、お前は！　そら、爆乳で俺を誘ってみせろ！』

			『あぁん！』

			　シャツの生地を千切られると見事な乳房が躍り出た。

			　その迫力にベルはぐっと目を見張る。

			（本当に大きい！　服越しでも南国の果実みたいに大きかったのに、あれでも押さえつけられてたんだ。私の顔全部埋まっちゃいそうな谷間して、乳首もあんなにぷっくり……真っ白のパンみたいな柔らかいのが汗で艶やかに輝いてる。お母様の身体、なんて官能的なの）

			　露わになった母の胸にベルは感嘆のため息さえついた。見事な生おっぱいが抽送に合わせてぷるんぷるんと揺れるさまは、見ているだけでアクメしてしまいそうなほどに淫猥だ。

			　その魅力は悪魔にも有効らしく過去のヴェロミコスは興奮気味に顔を強こわ張ばらせ、シーリスの身体に倒れ込むように抱きついた。

			『この乳の暴れっぷり。お前はつくづく、雄を喜ばせる！』

			『きゃ！　ご、ご主人様!?』

			　ヴェロミコスが上体を起こしたかと思うと、そのまま腕を股に潜らせ持ち上げた。

			　シーリスは挿入されたままヴェロミコスの胸まで抱き上げられる。掴まれた足は天井に向けて高く上げられ、胸も股間も丸見えだ。

			　例えるなら子供に小便をさせる格好に似ている。だがそこで行われているのは成熟した大人でもしないような変態セックスだ。

			「す、すごい……っ!!」

			　凄まじい羞恥の格好にベルは息を呑む。

			　見ているこっちまで恥ずかしくなってぼっと顔に火が点いてしまった。

			『お前の身体がどれだけ卑猥か見るがいい』

			　過去のヴェロミコスはシーリスと繋がったまま部屋の隅に置かれていた大きな姿見に歩いていく。

			『ああ……なんて卑猥な格好なの……♪』

			　爆乳召喚術師はぶるりと身体を震わせ、愛する主人と繋がった接合部に熱い眼差しを向ける。

			　羞恥の限りを尽くしたセックス体位も、今の彼女には欲望を満たすスパイスなのだ。

			　とろりと粘り気ある愛液が陰毛を伝い、床板に濃いシミを作っていく。

			『でかい胸、でかい尻、整った顔に身体、そして俺のチンポも受け入れる口にマ○コにアナル。全部丸見えだぞ。嬉しそうにすべての穴をヒクつかせおって』

			『ご主人様のチンポが深々と……♥　ああん、入っているところがすっごくエッチです♥』

			『こんな身体を持った女が英雄と呼ばれているのだから笑えるな。あの住民どもの前で服を脱いで見せれば誰も彼もお前を犯すだろうよ』

			『やぁん、シーリスはご主人様だけに、ヴェロミコス様にだけされたいです♥　でもでも、ご命令とあらば野良犬にだってこの身を捧げますぅ♥』

			『ククッ、可愛い奴だ。ま、このマ○コを使わせるのは止めておいてやろう。どの道、人間どもの短小生殖器ではお前のエロマ○コは満足できんだろうしな！』

			『はぁぁぁい♥　そうでしゅ♥　もうこれしか考えられません♥　ご主人様のおチンポじゃないとダメなんです♥　おチンポ最高！　おチンポ最強！　おチンポぉぉぉぉ!!』

			　ずじゅ！　ずっぷ！　ぶちゅ！　ずぷずぷぅぅぅ！

			　全身を軽々と抱き上げられ、丸ごと上下させられるシーリス。太ももをガッチリ掴まれてはロクに抵抗すらできないだろう。人権を無視した道具として使われるような扱いを受けながら、美人召喚術師はチンポを叫ぶ。

			「お、お母様……」

			「どれ。よく見えるところに連れて行ってやる。シーリスと同じ格好でな！」

			「ひゃあ!?　やっ、そ、そんなぁ！」

			　がばっ！　ぐぷんっ！

			　ベルもまた太ももを持ち上げられてヴェロミコスに抱え上げられた。膝裏を固められ、抵抗の自由を完全に奪われてしまう。

			　胸をさらけ出し、股間を押し出すような姿勢は、見ている以上の恥辱の体勢であった。

			（こんな格好恥ずかしい!!　壁に張り付けられたみたいなはしたない格好で！　ああっ！　刺激も変わってるぅ！）

			　新たな体位にチンポの位置も変わっていた。腹側をゴリゴリと強く押してくる肉棒が、意識が飛んでしまいそうなくらいに気持ちいい。宙に浮いた不安定な姿勢もそれに拍車をかける。不安感と背徳感と純粋な快感が重なり合い、キュンキュンキュンと膣口が疼いてしまった。

			「ほれ。敬愛する母との対面だ」

			「～～～～!!」

			　部屋を横断し、ベルはシーリスの目の前に連れて行かれた。自分とまったく同じ性交姿勢を取らされる若き母は、しかしとてつもない幸福の表情を浮かべていた。

			「い、いやあ！　見ないで！　見ないでお母様！」

			「よく見えるだろう。シーリスのマ○コが大蛇のように口を開けているぞ。貪欲にチンポを食らう色情雌穴だ。胸を見ろ。クルミのように硬く乳首が勃起しているぞ。あれをしゃぶってやればどんな反応を見せるかな」

			「あ、ああ……」

			　見てはいけない見てはいけない。そう心で唱えるのに、目の前の光景から目を離せない。

			（すごい。太いのが奥まで入って、お母様の細いお腹がぽっこり膨らんでる。亀頭の形までくっきりわかる。あれ絶対すごく、気持ちいいわよね。胸もめちゃくちゃに飛び跳ねて、それなのに形をすぐ戻して）

			　芸術品のような母の肢体が凶悪な性欲に襲われている。無残とさえ言える痛々しい姿なのに、その姿はどこか現実離れした美しさがあり、ある種の神聖さすらベルは感じてしまっていた。

			（お母様……幸せそう）

			　そしてその顔は、ベルが見たこともないほどの幸福に満ちていた。

			　ベルが初めて召喚に成功した時も、学園でトップになった時も、騎士団に合格した時もこんな顔は見せなかった。どんな時もシーリスはどこか憂いを帯びた表情で、顔に影を落としていた。

			（これがお母様の本当の幸せなの……？）

			　どじゅっ!!

			　突然、腹が破裂した。

			　そう勘違いするほどの勢いで肉棒が膣奥に突き立てられた。

			「はぐぅぅぅ!?　いっ、いぎいいいいいいい!!」

			「呆けてマ○コが疎おろそかだぞ。しっかり締めろ雌犬」

			「あっ！　や、やめ！　お母様が見ているのにぃひぃぃぃ!!」

			　どちゅ！　ぶちゅ！　ずっじゅずっじゅ！

			　ベルの制止などお構いなしにヴェロミコスの腕が上下する。

			　視界が上下に振れ、髪が舞い上がる。入り口から奥までをすり上げられ、意識を飛ばすほどの快感が襲う。

			　すでに何度もアクメし、その上で焦らされたマ○コだ。その膣ヒダはじゅくじゅくに濡れて陰茎に絡みつき、ピストンごとに飛沫を上げる。

			「おっ！　おほぉ！　ふぉほおおお！　お、お母様にお汁かけちゃってるぅぅぅ！」

			　ぶしっ！　ぶしゅ！　ぷしゃああ!!

			　股間から上がった飛沫がシーリスに降りかかる。

			　無論、このシーリスは過去の再現だ。ベルが潮を噴こうが小便を漏らそうがなんの影響もない。

			　だがそれを判断する理性すらベルには残されていなかった。朦朧もうろうとする意識は現実と虚構の境をなくし、ひたすらな快楽地獄へ堕としていく。今のベルにとっては目の前の母は現実なのだ。

			「シーリスにお前のエロ胸を見せるがいい！　女として成熟した証を乳首で教えろ！」

			「や、やぁぁ！　おっぱい揺れちゃう！　お母様にはしたない乳揺れ見られちゃうう！」

			　ぶるんぶるん！

			　抽送に合わせて胸も揺れる。

			　サイズこそシーリスには負けるとはいえベルの胸も極上の性部位だ。柔らかく膨らみつつも、生意気な形に育ったそれは男なら誰でも揉みしだき、支配したくなるだろう。それがリズミカルに弾むのだから堪らない。童貞男なら即座に射精してしまうほどの魅惑の乳揺れだった。

			「ひっひん！　はひぃぃっ！　こ、こんな格好で、は、果てるぅぅ！　抱きかかえられながらマ○コずぽずぽされてイクぅぅぅ！」

			「膣がヒクヒク痙攣してきたな。お前は気持ちよくなるとこうしてチンポに抱きついてくるな。見ろ。シーリスの方もそろそろ限界のようだぞ」

			「っ!?」

			　チンポに染まりかけていた意識がわずかに浮上した。

			　涙で滲んだ視界の中に揺れる白い双丘そうきゅうを見る。蜜壺はじゅぷじゅぷと下品な音を立て、白い泡まで垂らしている。

			『は、はひぃ！　ご主人様ぁ！　も、もうイッちゃいますぅぅぅ！』

			　涙まで流しながらシーリスは後ろ手にヴェロミコスを抱きしめていた。

			　愛しい恋人を呼ぶように「ご主人様ご主人様」とくり返し、不自由な体勢ながら奉仕しようと腰を動かしていた。

			「シーリスの奴はアクメ前になるとああして抱きしめてくるのだ。胸で、背中で、膣で、俺のことを感じようとする。ククッ、まるで童女のようだろう？」

			「はっ、はぁ、お母様！　お母様ぁ！」

			「さあ母と娘で同時にイカせてやる！　シーリスのエロ顔を見ながらお前も果てろ、ベル!!」

			「ひゃあああああああ!!」

			　まるで合わせ鏡のように向かい合うベルとシーリス。

			　若々しいシーリスの姿と相まって、その光景は姉妹が同時に犯されているように見えただろう。

			（お母様が目の前で犯されてる！　エッチな顔を隠しもしないで全部私に見せてるぅ！）

			　目の前に蕩けた母の顔がある。ふわっと優しいニオイと卑猥なエッチ臭の両方が鼻に香った。弾む二人の乳房は重なりかけ、ベルには乳首にかすめる彼女の乳頭の硬ささえ感じられるようだった。

			（あ、ああ……ダメ。見ちゃダメ。こ、こんな姿見せられちゃ……お母様までチンポに負けてる姿見せられたら……!!）

			　ギュッと頭の奥が締めつけられる感覚があった。それはシーリスが喘ぐたび、吐息を出すたびにどうしようもなく強くなっていく。

			　アクメの時にも似た、しかしもっと深いところが変わっていく感覚。

			　チンポも動く。ゴッゴッと子宮を突かれていくたびにベルの中で圧力が高まっていく。

			　自分が自分でなくなっていく。

			『ひっ、ひぅぅぅぅ！　浅いところごしゅごしゅされたら！　出ちゃう！　お潮出ちゃいますぅぅぅ』

			「っ!?」

			　ぷしゅ！　ぷしゃああ！　ぶしゃああ！

			　目の前で弾けるような飛沫が上がった。シーリスの接合部から透明な汁が噴き出し、ベルの視界に降り注ぐ。

			　それはベルの身体をすり抜け、床へと落ちていく。だが目の前を通り過ぎた白濁した水滴は、ベルにとってあまりにリアルだった。

			（お母様、イッたの？　潮まで噴いて感じたの？　チンポに負けたの？　お母様も勝てないチンポに……私が勝てるはずが……）

			　英雄と讃えられた召喚術師にして最愛の母。

			　その姿がひび割れる。

			（どんなに強い召喚術師でも、どれだけ強い精神でも、悪魔のチンポには勝てないの？　ただの女として……ううん、それ以下の雌として扱われるだけであんなに満たされてしまうなんて……）

			　ずっと母の影を追いかけてきた。

			　強く気高い母を思えば辛い訓練にも耐えられた。同年代の子が恋人を作ることを堕落と唾棄し、性欲を抱くことは邪心であると自分を戒めた。

			　ヴェロミコスに犯され感じてしまうのも、自分の未熟と断じれば心を守れた。

			　もし自分が死んだとしても、シーリスの娘として恥じないものであったなら受け入れられた。ベルの中には常に母の存在があった。

			　──だが、そんな母は色欲に溺れ、悪魔に身を委ねることを喜んでいる。

			（お母様も耐えられない最強チンポ……なら、誰だって耐えられるはずがないわ……私だってもうギリギリなのに、ずっとずっと気持ちいいの我慢しているのに！　そんな大きな声で喘がないでお母様ぁ！）

			　頭の中で何かが壊れる。

			　砕けた部品を弾き飛ばすように、押しとどめていた衝動が全身を駆け巡る。

			「お、おほおおおおおおおお！　うあっ！　うほぉ！　ほぁあああああ！」

			　狂ったように身体が痙攣した。雷に打たれたようなビリビリとした刺激が脳天まで突き抜け、股間から足先までを痺れさせる。

			　それが収まった時、ベルの目の前は霧が晴れたように澄み渡っていた。

			「はっ、はぁぁ！　チンポぉ！　チンポもっとしてぇ！」

			　母の真似をするようにベルは叫んだ。

			　そうすると、心がすっと軽くなり、全身が浮き上がるような快感に包まれた。

			（いい！　チンポいい！　声に出して求めたら、今までよりずっとチンポ感じられる！　太いところも細いところもわかって、おマ○コで抱きしめられる！）

			　まるで身体を包んでいた邪魔な贅肉ぜいにくが取り払われたようだった。

			　視界は広がり、感覚も遥かに敏感になっている。マ○コの膣ヒダの一つ一つが自覚でき、それがヴェロミコスのものを扱き上げている光景をありありと知覚できる。肉竿の微細な動きから、どこが感じているかまで、すべてのことが把握できた。

			「ハハハッ！　潮をかけられタガが外れたか？　随分積極的になったじゃないか！　マ○コも別の生き物のようにうねって素晴らしいぞ！　イキたいか？　イキたいと言え！」

			「イキたい！　イキたいのぉ！　もう……もう！　ぐちゃぐちゃにしてよぉ！」

			　シーリスに倣ならい、ヴェロミコスを抱きしめながらベルも腰を動かした。

			　太い首に両腕を回し、ポールダンスでも踊るように腰をくねらせる。

			　ぬちっ！　ぐちゅ！　ぬちぬちゅ！

			　粘液を混ぜ合わせる音が嬌声と同じくらい大きく響く。それはベルの感動を訴えているようだった。

			　より卑猥に。より過激に。いやらしく動けば快感もそれだけ大きくなった。ベルは躊躇ちゅうちょなくその快楽の沼へと身を投げた。

			（あん、ああん♪　お母様すっごいエッチな顔してる♪　舌までよだれでトロットロ♪　おっぱいも大きくて綺麗♪　そしておマ○コ♪　太いの入って広がって、子作りしてる♪　すごい音させてるぅ♪）

			　目の前の母も同じように腰を振っている。大きな胸を揺らしながらチンポの上で躍るさまは淫売の娼婦にしか見えなかった。

			　そんな母の姿に自分を重ね合わせると、背中にぞくぞくとした背徳感が昇ってくる。

			「おっ！　おほっ！　ほぉぉぉぉ！」

			『はひっ！　ひぅ！　はぁぁぁん！』

			　どちゅ！　ぶちゅ！　ずぷずぷ！　ずじゅん！

			　加速するピストンに二匹の雌は甲高い嬌声を奏でた。もう全身汗だくで部屋の日差しを受けてキラキラと輝いている。よだれ、汗、愛液、潮……あらゆる体液を絞り出しながら美しき母娘は肉欲を貪る。

			　やがて蒸発した体液は部屋中を包み、そこを雌臭香るセックスサウナへと変貌させた。

			（来る！　大きいの来るぅ！）

			　歓喜の予感にベルは唇を吊り上げた。シーリスも同様で快感の波を受け入れんとクリトリスをピンと尖らせている。

			　不意にシーリスは首を回し後ろを向いた。自分とは違う母の行動にベルは絶頂の波を堪えて注視する。きっと卑猥な誘い文句でヴェロミコスを興奮させるのだろう。その言葉を想像し、ベルは熱い汁を垂らした。

			『ご、ご主人様。この子の名前は私がつけてもいいですかぁ？』

			「っ!?」

			　突然の告白にベルは耳を澄ました。

			　シーリスは愛おしそうに自身の腹を撫でている。その所作は慈愛に満ちた妊婦のそれだとベルも知っていた。

			『ああ、そういえば月事が止まったと言っていたな。ま、好きにするがいい。俺が気に入るとびきりの淫売名をつけるなら口は出さんぞ』

			『ありがとうございますぅ♥　もうちゃんと考えているんですよ♥　ご主人様との愛しい子♥　ベルフレット♥』

			「………………え？」

			　さぁっ、と全身の血液が凍えていく。

			　あれだけ熱く火照っていた肌が死人のように血の気をなくし、ベルの意識は急速に浮上した。

			『ククッ。いいのか？　まだ性別もわからんのに女の名にして』

			『大丈夫ですよぉ♥　この子はヴェロミコス様のために生まれてくる子なんですから女の子に決まってます♥　お腹の中にいる時から男に媚びるに決まってるんです♥　きっとご主人様に気に入られる立派な雌になりますわ♥』

			　将来のことに想いを馳せ、シーリスはうっとりと頬を染めた。その脳裏には仲睦むつまじい母子が愛する人に奉仕する姿が描かれているに違いない。

			　それに対しベルは天へと昇るような快感から一転、悪寒に唇を震わせていた。

			「な、なん……なんて言ったのお母様？　お父様……？　だ、誰が……」

			「聞こえていただろう？　ベル。ベルフレット。お前の半分は俺が作った」

			『いい子に育つだろうよ。なんといっても悪魔と淫乱英雄の子だ。さぞ美しい痴女になるさ』

			　背後からの囁き。前方からの宣告。

			　二つの同じ声がベルの逃げ場を封殺する。

			「悪魔の子を孕むというのは希少だ。大抵の女は産む前に身体か心が壊れてしまうからな。そういった意味でもやはりシーリスは人間離れしていたということだ」

			『お前の爆乳も役に立つな。さぞたっぷり母乳を出すだろうよ。ま、赤子に飲ませる前に俺が飲み尽くしてしまうかもしれんがな』

			　聡明なベルの知性はヴェロミコスの言葉を正しく理解してしまう。理性を繋ぎ止めていたプライドの錨いかりが、ギチギチと音を立てて軋んでいく。

			「嬉しかったぞベル。ひと目見た時からお前はシーリスの子だとわかっていた。その麗しい顔、男を喜ばせる胸と尻、透き通った声。そして男の情欲を駆り立てるその精神。女のいい部分を集めたような美び貌ぼうだった。男に犯されるためにあるような態度だった。おっと、その瞳と髪は俺譲りだな。ククッ、そうした特徴が残っているのも征服欲を煽って悪くない」

			　大きな手の平が頭を撫で、髪の質感を確かめる。

			　これが彼にとって支配欲を満たすだけの愛撫に過ぎないとわかっているのに、硬く大きな手の感触にベルは知ることのなかった『父』を感じた。

			「あ、あ、あああああ!!」

			「予想通り……いや予想以上の存在にお前は成長していた。俺が全力で犯しても壊れない身体。快楽に身を堕としながらも保たれる理性。そして極上の感触を持つヴァギナ、アナル。口でさえも性器も同然の感触だ。お前は最高の雌であった」

			「いや……言わないで……それ以上言われたら……」

			「お前は俺の子だ、ベルフレット。悪魔に屈服した淫婦が生んだ淫魔の子だ。その身も心も俺に捧げろ!!」

			「ひやああああああああああああっ!!」

			　ずっぷぅぅぅぅぅ!!

			　一際強く子宮を突かれた時、ベルは金切り声にも似た嬌声を上げた。

			（いや、いやぁ！　嘘！　嘘よ！　悪魔が私の父親だなんて！　こんな奴の血が私の中に流れているなんてぇ！）

			　自分の父はどんな人だろうかと、子供の頃から妄想してきた。

			　儚はかなく命を散らした英雄か、素性を開かせない王子か、あるいは真実の愛を確かめ合ったごく普通の男性か。いずれにせよ空想の彼らはベルのことを思い、シーリスを愛していた。

			　だが、そんな『父』に犯されている。

			　父の男性器に処女を奪われ、父の手で性感を開花させられた。たった二週間で一生分の快感を与えられた身体はもう戻らない。

			「うあっ！　ああ！　嘘って言って！　こ、こんなの！　あんまり惨め……んひぃぃぃん！」

			「いいぞ！　いい顔だ！　その顔が見たかった！」

			　突き上げられるたびに涙が溢れ、悔しさと混乱の声に快感の喘ぎを混じらせる。

			　それでもベルはヴェロミコスの首に回した腕を解けずにいた。

			「どうした？　この腕で俺を殴らないのか？　あるいは口を塞いで声を抑えればいい。最初はそうしていたよなあ？」

			「うぅ！　うぐぅぅぅ！」

			　獣のように呻きながらベルは川のような涙を流す。

			　その涙と同じくらい、彼女の股間は蜜を出していた。いくつもの筋となった愛液の川は、お尻まで至るとポタポタと滴っていく。その量は涙よりも遥かに多い。

			「ほれ、言ってみろ。『もうチンポはいりません』と。そうすればお前を離してやる。騎士でも召喚術師でも好きに生きるがいい」

			「やだぁ……やだぁぁぁ……」

			「何がイヤなんだ？　その口はクソを垂れ流す能無しか？」

			　ひっひっとしゃくり上げながら、ベルはぐしゃぐしゃになった頭をなんとか整理する。

			「チンポ、抜いちゃやだぁ……」

			「なら俺の奴隷になるのか？」

			「ど、奴隷もやだぁ……」

			「なら、そこらの男のチンポを漁りながら騎士として振る舞うのか？」

			「それもやだぁぁ！　このチンポじゃなきゃやだぁぁ!!」

			　癇癪かんしゃくを起こしたようにベルは嫌々と首を振る。

			　そうしながらもマ○コはヴェロミコスを求めるようにキュゥと締めつけ、首に回した腕の力も強くなる。

			（わかんない！　もうわかんないよぉ！　助けてお母様！　お母様ぁ!!）

			　涙に濡れた視界の中で、ベルは母の姿を見た。

			『あぁん♥　ご主人様ぁ、そんなにしたら赤ちゃんが♥』

			　そこにはよがり狂う一匹の雌がいた。

			　妊娠しているお腹を差し出し、悪魔の巨根で子宮を突かれることを望んでいる色情魔。

			　そしてその腹の中にいるのは他でもない自分なのだ。

			　もうベルは彼女を絵画や歌で聞いた英雄と見ることはできなかった。

			（……子守唄の代わりに喘ぎ声聞かされて、生まれる前からおチンポの快感を教え込まされて……）

			　どちゅどちゅ！　ずぶっ！　ずじゅっ！

			　ベルの耳にいやらしい水音が響く。いつの間にかピストンが再開されて、身体を激しくシェイクされていることにベルは気づいた。

			　凍えるように硬くなっていた身体が熱を取り戻していく。もう、口から出る喘ぎは止められなかった。

			「俺のことを呼んでみろ」

			　はっ、と呼吸が止まる。

			　言ってはダメだ。認めてはダメだ。

			　頭はそう訴える。ベルは言葉を止める。

			　だが、肉棒がベルから興味をなくしたように、わずかに引かれるだけで、それらの理性をベルは押しのけてしまう。

			「お……さま」

			「聞こえんぞ。もう一度だ」

			「おとう……ま」

			「もう一度だ！」

			「っ！　お父様！　お父様ぁぁぁ!!」

			　瞬間、猛烈な抽送が始まった。

			「うあぁ！　あん！　お父様ぁ！　お父様ぁ!!」

			「ハハハハハッ！　ついに認めたなベル！　いいぞ、その言葉の響きは最高にイイッ!!」

			　割れるような笑い声を上げてヴェロミコスは人外の速力でピストンを敢行した。ベルの身体は嵐の中の小枝のように振り回され、膣の中はミキサーのようにシェイクされる。

			　それでもベルは壊れない。彼女の半分は悪魔の肉でできているのだから。

			『あひぃぃぃ♥　ご主人様ぁ♥　どうかシーリスの妊娠マ○コにドピュドピュしてくださぁい♥』

			　シーリスの方もクライマックスを迎えようとしていた。

			　甘い喘ぎを唱えながら笑い、我が子さえも絶頂のスパイスにしてチンポを貪る美女がそこにいた。

			　母と娘は同時に父に犯されながら、最高の瞬間を迎えていた。

			「イクぞ！　親子でアクメ顔を見せ合いながら果てろ!!」

			　膣を削るような勢いで肉棒が上下する。視界がガクガクと揺れて意識が薄れていく。それに反比例して身体の感覚ばかりが研ぎ澄まされ、爆発寸前の肉棒が二度震えたのも感じ取れてしまう。

			「イクッ！　イクゥッ!!　お母様に見られながら、お父様にチンポされてイクゥ！　お父様ぁ！　ベルの中にして！　もっともっと気持ちよくして！　お父様ぁ！」

			　甘えるように言うと、ベルの心の奥に性欲とは違う温かいものが広がった。それはベルの胸の中にぽっかりと空いていた十数年の穴を埋めるに十分すぎる幸福感だった。

			（幸せ！　幸せぇ！　どうしてこんな気持ちになれるの？　全身がふわふわしてどこまでも昇っていくみたい！　ああ、気持ちいい！　温かいお風呂に入りながら身体の奥かき回されてるようで！　ああ、欲しい！　これ、もっと欲しい！）

			　もはやベルは自分が何を言っているのか、どういう状況にあるのかわからなくなっていた。ただ快感を受け入れ、心の飢えを満たす。それ以外に考えられなくなっていた。

			　じゅぷじゅぷと股間を泡立たせ、母と父に囲まれ笑い合う。

			　肉欲と家族愛を満たされたベルは、サナギが蝶へと羽化したように『変わった』のだ。

			「母の痴態を見ながらイクのはぶっ飛ぶだろう？　遠慮なく親子アクメしろ、ベル！」

			「はいぃ♥　お母様のイキ顔見ながらベルもイキます♥　親子で無様アクメ決めてお父様にもっともっとベルのこと好きになってもらいますぅ♥」

			『もっと鳴け！　喘ぎ声を胎教にして生まれながらの雌ガキを育てろ、シーリス！』

			『育てますぅ♥　私そっくりの淫乱娘にしてご主人様にプレゼントします♥　おっぱいもお尻もムチムチのエッチな子に育てて仲良しレイプしてもらいますぅ♥』

			　母と娘の喘ぎが重なり合う。

			　二人の声は徐々にシンクロし、甘美なハーモニーとなって身体を包んだ。その歌声さえも快感に変わり、クリトリスを硬く張り詰めさせた。

			　昇り詰めていく。

			　水音が激しくなる。

			　股間の中の熱いものが一際大きくなり、限界を告げる痙攣をした。

			　ベルもまた自分を解放した。引き絞られた弓のように快楽の頂点に向かい、矢となった魂が高みの果てに放たれる。

			　頭の中が真っ白に。

			『「いっぐううううううううううううううううううううう!!」』

			　どびゅどびゅるどびゅっ！　びゅぶびゅぐどぷぷぅぅぅぅぅぅぅっ!!

			　噴火のような勢いで熱いマグマが放たれた。

			　それは子宮口をこじ開け、その奥の部屋にまで強引に達していく。ポルチオをザーメンで撫で上げられ、射精に暴れ回るカリ首に膣内をかき混ぜられる。

			（来たぁぁぁぁ♥　熱いドロドロ来たぁ♥　お腹の中いっぱいにして頭の奥にも直接注がれているみたいに感じるのぉ♥　ああ、イクゥ♥　アクメしながら頭の中でもアクメしちゃうぅ♥）

			　まるで枯れ木に燃え移るように、オーガズムが連鎖する。膣が痙攣し、クリトリスが震え、アナルが収縮し、胸が張り詰め、そして頭の中が爆発したような快悦に満たされていく。

			「いっ!?　おっ、おっほおおおおおおお!!」

			　ぶびっ！　ぶりゅりゅりゅっ!!

			　陰唇が震え、汚らしい音と共に白濁液が溢れ出す。

			　多すぎる孕ませ汁が、子宮さえも埋め尽くして逆流してきたのだ。

			　巨大な陰茎がギチギチに埋められているせいで飛び出す勢いも凄まじく、まるで排泄でもするかのような卑猥な音が響いてしまう。

			「イクッ！　またイク！　逆流ザーメンでイクの止まらないのぉ!!　んひぃぃぃぃぃっ!!」

			　身体が自分のものではないようだった。

			　身じろぎ一つでアクメしてしまう。動かなくても陰唇の動きやザーメンの流動だけで達していた。その快感が他の場所に伝播し、身体中を延々と駆け巡る無限アクメの中にベルは閉じ込められてしまう。

			「そら！　トドメだ！　もう一発出しながらかき混ぜてやる！　孕んだシーリスの目の前でお前も妊娠しろ！　俺の子種を受け入れて妊婦腹を晒せ！」

			「うあああああああああああああああっ!!」

			　どちゅどちゅ！　どびゅびゅぐぐぐ！　ずじゅずぶぅ！　びゅぐびゅぐぐうううう!!

			　まったく衰えないサイズのまま、ヴェロミコスはさらに二発目をぶち込んだ。

			　射精チンポを振り乱し、ベルの身体も上下させながら念入りに精液を擦り込んでいく。

			　射精しながらの悪魔ピストン。肉ヒダの一つ一つに精子が絡み、子宮の中は白いプールとなっていた。無限に湧き出る子種汁をローションにヴェロミコスは激しい立位レイプを敢行する。

			（イグイグイグゥ！　イッてるのにイクの止まらない！　もうわかんない！　身体がバラバラにされて、一つ一つ犯されているみたいに気持ちいい！　ああああ！　イッグウウウウウウウウウウ!!）

			　ピーンと足が頭まで跳ね上がる。

			　ベルは仰け反りながら最後の絶頂を迎えた。

			「おっおっおっ！　おっふほおおおおおおおおおお!!」

			　じゅぽん！

			　どびゅ！　びゅるるるる！　びゅぐ!!

			　一気に引き抜かれた肉棒が残った精子を上へと放つ。部屋の天井まで届いたそれはドロドロの雨となってベルに降り注いだ。

			「おっ……おほぉ♪　熱いシャワーだぁ♪　あったかいのぉ♪　しゅきぃ……♪　もっと……もっとしてぇ……っ♪」

			　温かい粘液を全身に浴びながら、ベルは焦点の合わない瞳をぐるりと一周させた。

			（あ……私……もう……だめぇ……）

			　意識を失う直前、最後に残っていた理性の欠片がわずかに浮上した。

			　もう逃げられない。

			　理屈ではなく直感でそれを理解する。今まで当たり前にあった地面が抜け、深い穴の中へ無限に堕ち続ける。そんな道へと自分は行ってしまったのだ。

			　視界の端に光るものを見つけ、ベルは瞳をそちらに向ける。

			　銀色の光は自身の右手にはめられた指輪だった。母からもらった大事な絆。その証を見つけ、枯れるほど泣いたベルの目からひと粒の澄んだ涙がこぼれて落ちた。

			（ごめんなさい……お母様……）

			　ブツッと紐が切れるように全身から力が抜ける。

			　ベルの意識はそこで途切れた。

			◆

			「気を失ったか。ま、今回は叩き起こさないでおいてやるか」

			　静かな部屋の中でヴェロミコスは一人呟いた。

			　過去の映像は終わり、元のベルの私室へと世界は戻っていた。

			　だが、そこで行われた行為はリアルだ。

			　床は精液のシャワーでぬるぬるに汚れ、部屋の空気は処女が入れば即座に妊娠してしまいそうなほどに淀んでいる。

			　ヴェロミコスの腕の中では股間からザーメンを絞り出すベルが、両足を持ち上げられた姿勢のまま静かな寝息を立てている。その寝顔は安堵に満ちている。

			　そんな女体を抱えたまま、ヴェロミコスは部屋の扉を見た。

			「来たか」

			　バンッ！

			　蹴破る勢いで扉が開き、青髪の召喚術師は部屋へと飛び込んだ。

			「くっ!?　べ、ベル!!」

			　凛としたシーリスの表情が部屋に充満する濃厚なニオイに歪む。そして悪魔に抱かれた娘の姿に、彼女は愕然と目を見開いた。

			「遅かったな、シーリス。お前の子は美味しくいただいたぞ」

			　ヴェロミコスは見せびらかすようにベルの身体を揺すってみせた。

			　股間と尻穴を丸出しにしたまんぐり返しのポーズを見せられ、シーリスの顔から血の気が引いていく。さらに充血した膣口からどろりとした生殖液が流れ出しているのを見て怒りは頂点に達した。

			「ヴェロミコス！　貴方、どうして!?」

			「そんなことはわかっているだろう？　お前の娘が出してくれたさ。あの封印は強固だったが血族には封印が緩むことと、こいつの才能は想定外だったようだな。おかげでたっぷりと楽しませてもらったぞ」

			「ぐっ！　ベル、あの本を持ち出したのはやはり！　私がいながらなんてことを！」

			　悔しさに痛いほど唇を噛むシーリス。

			　その顔を眺めながらヴェロミコスはニヤニヤと顔を歪ませる。

			「さて、どうだかな。何せ淫乱女の娘だ。俺がいなくともどこかの男に引っかかってマゾ奴隷にでもされていただろうよ」

			「だ、誰が淫乱ですか！　私の娘を離しなさい！」

			「今更母親面か？　ベルにはお前の過去を見せてやったぞ。俺に抱きつき、よがり狂い、孕んだ子さえ捧げようとしていた姿をな！」

			　その言葉にシーリスは石のように固くなる。

			「お前がスカートを捲って股間を見せた時のベルの顔はお笑いだったぞ！　母子共々最高の雌だ。お前もあんな初々しい時もあったと思い出してますます興奮してしまったさ」

			「あ、あの時の私は貴方に惑わされていただけです！　もう昔の私とは違うんです！」

			　乳房を隠すようにギュッと服の前を握りしめヴェロミコスを睨む。シーリスは油断なく悪魔との距離を測り、いつでも召喚ができるよう体勢を整えていた。

			　その佇まいにヴェロミコスの顔から余裕が消える。

			「私に封印されたことを忘れたわけではないでしょうね。何も対策していないとでも思っているのですか？」

			「ああ、そうだったな。せっかく女としての最高の快感をくれてやっていたというのに、仲間から臭い正義心と道徳心を語られてこの俺を封印するとはな。……しかし、また欲しくなっているのだろう？」

			「そ、そんなわけ、ありません」

			「なら、なぜ俺を手許に置いていた？　お前なら人の手の届かない場所に捨てることも、火口にでも放り込んで処分することもできたはずだ」

			「そ、それは」

			「手放すことができなかったのだろう？　また俺が欲しくなると確信していたのだろう？　お前はどこまでいっても雌だ。そうして澄ました母親面しているのも一時の夢を見ているに過ぎない。男を誘うお前の身体がそう言っている。お前は一生肉欲の奴隷のままだ」

			「黙りなさい！」

			　怒りと恥辱に顔を赤く染め、シーリスは周囲に無数の風の精霊を呼び出した。

			「……本をそばに置いたのは私が責任をもって管理するためです。万が一にでも貴方のような悪魔を外に出さないようにするためです！　もし殺されたいと言うのなら、今ここで！」

			　渦を巻き、精霊が荒ぶり部屋の空気をかき混ぜる。その様子にヴェロミコスはベルをシーリスに向けて掲げて肉の盾とした。

			「くっ」

			「娘の輪切りを作らぬよう気をつけろよ。それでもいいならこの首、持っていくがいい」

			「……逃がしません。絶対に貴方はここで止めます」

			「できるならやってみろ」

			　両者は睨み合い、息も止まるような時間が始まった。

			　お互いを牽制し合う両者は動きが取れず、完全な膠着こうちゃく状態へと陥ってしまったのだ。

			「……ふーっ。止めだ」

			　沈黙を破ったのはヴェロミコスだった。

			　鋭い視線を向け続けるシーリスに向けてやれやれと首を振り、敵意がないと示すようにベルの両足を下ろして恥辱の姿勢は解いてやる。

			「今のお前と戦っては流石にただでは済みそうにない。これではお互い傷つき、欲しいものは失われる。合理的ではないだろう？」

			「……何が言いたいのです」

			　未だベルを抱きしめられている現状、シーリスは警戒を解かず問い返す。

			「簡単だ。俺はもうお前たちの身体はたっぷりと味わった。だからお前が見逃すというならベルを返してこの街から出ていくとしよう。だが最後に」

			　にやりと口端を歪め、悪魔の舌先がベルの頬を舐める。

			「最後にお前たち二人を同時に味わわせてもらおうか。それで満足したならお前たちを自由にしてやろう」

			「わ、私の身体をもう一度穢そうというのですか!?」

			　自身の身体を抱きしめるよう腕を交差させるシーリス。

			　その仕草にヴェロミコスの笑みが深くなる。

			「割りのいい取引だろう？　たった一度、恥をかけばお前たちは自由だ。召喚術師や騎士として好きに生きるがいい。さあどうする？　シーリス・クロシェット・アウディーレ。誇り高き召喚術師殿」

			　その問いかけにシーリスは唇を噛み、吐き捨てるように言った。

			「……外道め」

			「最高の褒め言葉だ」

			　ヴェロミコスは言い、実に楽しそうに顔を歪ませた。
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			　ベルが目覚めたのはその日の夜だった。

			「……酷い目にあわせてしまったわね」

			　そう言ってシーリスはベルの背中に湯をかけた。温かさが肌に染み渡り、じぃんとした心が落ち着いてくる。

			「このことは私の責任。だからもう、ベルに負担はかけさせないわ」

			　そっと濡れた肩を撫でられる。その指先の柔らかさにベルは驚いた。シーリスの指は同年代と言われてもおかしくないくらいに瑞々しい。まるで極上のシルクだ。同性に、しかも親子でありながらその若々しさに少しだけ嫉妬してしまう。

			　それがシーリスの天性の資質のためなのか、それとも悪魔と繋がりを持ったためなのかベルにはわからなかった。

			（……お母様とお風呂なんて何年ぶりかしら）

			　息を吐き、ベルは水滴のついた天井を見上げた。

			　ここは騎士団宿舎の浴室だ。

			　それも団員が普段利用する大浴場ではなく、管理職だけが利用できる特別浴室だ。ここに出入りできるのはそれだけでステータスとなっており、一般騎士の間では湯船に金が浮いているだの湯を沸かすために伝説の不死鳥が召喚されているだの噂されていた。

			　もちろん噂は噂であり金も浮かんでいなければ不死鳥もいなかったが、しかしその見事な装飾の豪華絢爛さはベルもため息をつくほどだった。

			「本当はもっと質素にするつもりだったのだけど、偉い人から団員に示しをつけるべしって言われたのよね。その団員に見せないのに何を示すのかしら」

			　シーリスは呆れ交じりに言うが、彼女という存在に釣り合わせるならこれくらいは必要だとベルは思う。

			「……ベル、大きくなったわね」

			「なってないわよ。もうここ一年、身長伸びてないもの」

			　その返答にシーリスは言葉を詰まらせる。

			「そ、そう。そうだったわね。ごめんなさい」

			　背中越しに母が悲しんでいることが伝わる。だが背の伸びにも気づかないでいた母に対して、言うべき言葉を見つけられずにいた。

			「こっちを向いて」

			　今度は気まずそうだが断固とした声。母が何をしようとしているのか察しがつき、ベルはバスチェアの上で回れ右する。

			（わっ）

			　視界に飛び込んできた膨らみに思わず目を奪われる。その白い双丘はまるで芸術品だった。

			　両手で持ち上げるのも大変そうな乳房が二つもある。しかもその大きさにもかかわらず、均整の取れた美しい形を保ち、透けるような白い肌を持っていた。これを奇跡と言わずになんと言うのか。

			　それが呼吸に合わせて上下する様子は悪魔でなくとも自分のものにしたくなるだろう。

			（お母様の胸、昔より大きくなってる？　乳首の色は濃くなっているけど形は崩れてない。反対に腰はきゅってくびれてお尻も大きくて……すごく綺麗）

			　今度は感嘆のため息が出た。女体の美という観点で言えばシーリスは世界最高峰なのではないかと、そう思えてしまう。性欲や下心とはもちろんまったく別の美的感覚、純粋に美しさを愛でる心がシーリスを認めている。

			「ベル……とっても綺麗」

			「え？」

			　不意に聞こえた声にベルは視線を上げる。そこにはしまったという顔を慌てて逸らすシーリスがいた。

			（お母様、私のこと綺麗って言ってくれた？　そんな。お母様に比べたら私なんて全然）

			　そう思うが顔が緩むのは止められない。

			　母から送られる称賛の言葉。それは身震いするほどの幸福感だった。

			「ち、違うの。そのね、やっぱり美人だなって」

			「母親に似て？」

			「そんなこと」

			「お母様だってすごく綺麗よ。嫉妬しちゃうくらい」

			　顔を綻ばしベルも言ってやる。こんな時なのに軽口が言えるのがなんだか不思議だった。

			「なによそれ。もうおばさんよ、私。娘だっているもの」

			　そんなセリフを豊かな乳房を揺らしながら朗らかに言うシーリス。おばさんなんてとんでもない。その美貌は学生服を着込めば十代でも通じるのではないかと思えるほどだった。

			「そんなことないよ。お母様、全然若いもの。私が男だったら口説いちゃってるかも」

			「ふふっ。その冗談面白いわ」

			　笑み、そして顔を硬くするシーリス。こほんと咳払いをしてベルに顔を近づける。

			「ベル。足を開いて」

			　言われるままに足を開く。赤い陰毛が生え揃った恥部は濡れていた。その水滴が湯ばかりではないことは痛いくらいにわかっている。

			「少し苦しいかもしれないけど我慢してね」

			　シーリスの左手が陰唇に添えられ「くにっ」と開いた。わずかに硬直した母の指先は、娘の秘部の柔らかさに驚いたようだった。

			　入り込む空気にベルは身を震わせる。クリトリスはまだ皮が剥けたままで、その様子はピンクの真珠が貝の上に乗っているように見える。

			　シーリスは右手の人差し指と中指を揃えてベルに伸ばしかけ、その直前にはっと気づいたように顔を上げる。

			「大丈夫。まだ濡れてるから」

			　娘の言葉に顔を歪め、シーリスは頷き返す。ほっそりとした指先が膣口へと押し込まれた。

			「ふく……っ」

			　くち……くちゅ……。

			　柔らかな指先が、おっかなびっくり進んでいく。肉をかき分けることすら慎重で、少しまどろっこしく思うくらいだ。

			　やがて奥の方で指が左右に開くのを感じた。同時に溜まっていた熱いものが肉ヒダを伝って垂れていく。広げられた陰唇からどろりと白濁の粘液が溢れ出す。相当粘度が高いのか、まるでシーリスの指に纏わりつくように広がってその手さえ穢していく。

			「こんなに……酷い目にあったのね」

			　悲痛な母の声にベルはどう答えていいのかわからなかった。同時に、膣内に射精されることにどうしようもなく慣れてしまっていたことを改めて思い知らされる。

			（んっ、ちょっと痛いわ……お母様）

			　一滴残らず出してしまおうとしているせいか、シーリスの指は少々強引になっていた。

			　十分に濡れているはずなのに苦痛を覚えてしまう。しかしそれを指摘もできず、ベルは痛みが顔に出ないように表情筋を固めるのだった。

			（ヴェロミコスの指はこんな風にはならないのに。それどころかあんなに大きいイチモツを奥まで……って、私何を考えて!?）

			　そう思ってしまったことにベルは自分で驚いた。母の指と悪魔の手管。それを同列に並べてしまった。悪寒で背筋に鳥肌が立つ。

			　だがくちゅくちゅと膣内をかき回されると、脳内に次々と今までの陵辱の記憶が浮かんできてしまう。

			（あいつは指でする時も気持ちよくって……痛い時もすぐに快感になっていって……そうだ、アディンたちのとも全然違う……）

			　悪魔の愛撫を思い出し、ベルは唇を閉じた。

			　拷問具のように武骨で禍々まがまがしい形をしているのに、あの指先はとんでもない快感を運んでくるのだ。膣壺を掘り返されるたびに魔法のように快感が溢れてくるあの時間は、他の何物とも比べることができない。触手、アディンら、そして母。それらと比べてもヴェロミコスのそれは一線を画す強烈な記憶となっている。

			（女の身体を知り尽くしているんだ。それとも……私があいつの娘だから？）

			　ぶぴっ！　ぶぷっ！

			　激しい音を出しザーメンはすべてかき出された。シーリスは指で広げた膣口にゆっくりとお湯をかける。

			「これで大丈夫だと思うわ。子供は、できないと思う」

			　喉まで出かかった「お母様の時とは違って？」という言葉をなんとか呑み込んだ。

			　排水溝へと流れていく白い濁り。それを見ていると不思議な気持ちになる。

			　あれが膣に残り続けたら妊娠していたのだろうか。妊娠したら自分はその子を産んでいたのだろうか。

			（お母様はかき出さなかった。だから私が）

			　吐き気が込み上げる。ヴェロミコスに見せられた母の恍惚こうこつとした笑み。あの時、自分は母のお腹の中にいた。その前はヴェロミコスが放った白濁液のひと雫だった。

			　流れていくザーメンはかつての自分だった。それを母は洗い流した。

			「ベル？　ベル、大丈夫!?」

			　肩に触れられ、はっと顔を上げる。お湯をかけられていたのに身体が冷たくなっていた。

			「やっぱり体調が悪いの？　だ、だったらなんとか私だけにさせて」

			「大丈夫。それに、お母様と一緒じゃなきゃあいつは絶対に認めないから」

			　深く息を吐き、ベルは湯船へと入る。少し遅れてシーリスも入った。

			　無言のまま身体を温める。お互いに触れることも話すこともなかった。

			　これからのことを母も考えているのだとベルにはわかった。

			（これから抱かれる。お母様と一緒にあの悪魔に）

			　父に奉仕する母と娘。

			　それがどれだけ倒錯したことかとベルは考え、答えが出ないまま時間だけが過ぎていった。

			◆

			「随分時間をかけたじゃないか」

			　ヴェロミコスはサバトの場に騎士団団長の執務室を指名した。

			　豪奢な絨毯に上質の木材で作られた執務机。来客用のソファー。そして団長であるシーリスだけが座ることのできる特注の椅子。

			　だが今そこに座っているのは陵辱の悪魔だ。机も邪魔だとばかりに横に蹴り飛ばされ、部屋の端に転がっている。夜、魔力の照明に照らされたその部屋は、まるで雰囲気が違って見えた。

			（椅子……壊れそう）

			　こんな巨体が座るのは想定外なのだろう。ヴェロミコスの尻が乗せられた座板は軋みを上げていた。

			「ちゃんと服も整えてきたな。偉いぞ、二人とも」

			　その言葉にベルはシーリスの様子を横目で窺った。

			　シーリスは騎士団の正装にきっちりと身を包んでいた。皺一つないシャツにローブ。三角帽子は頭頂部までピンと伸ばされ深めに被っている。

			　ベルも同様に正装姿だった。卸したてのシャツに清潔に洗濯されたスカート。マントと帽子にはホコリ一つない。

			　王と謁見してもおかしくない最上の出で立ちだ。身体と髪には香水も振りかけている。

			「わざわざこんな服装をさせて……貴方の趣味はわかりません」

			「その服装がお前たちには一番似合うからな。お前たちが築いてきた権力と地位を象徴する出で立ちだ。そこに至るには、さぞ努力も苦労もあったろう。喜びも悲しみもあっただろう。そんな姿を穢すのは……最高に楽しい！」

			　悪魔の牙の間から笑いが溢れ、その毛深い股の中で巨大なモノが蠢く。

			　赤黒い先端の割れ目が見つめるようにベルたちの方を向き、よだれを垂らすように先走りを漏らしていた。

			（……ごくっ）

			　部屋に似つかわしくない生々しい匂いが鼻をつき、思わずベルは生唾なまつばを飲んだ。

			　その臭気はじわじわと部屋を侵食し、清廉な執務室をサバトの舞台へと変貌させていく。

			「……本当にこれで最後ですからね」

			「そういうことはやってから言うんだな。もっとも、射精にすら導けんようなババアフェラはいらんがな」

			「バっ!?」

			　白いシーリスの顔が真っ赤に染まった。悔しさに唇を噛み眉間に皺が寄る。その様子はババアというより幼女のようで、年に似合わずとても愛らしかった。

			「ベルは俺がしっかり仕込んでやったからな。並の人間なら五秒で射精させるフェラ舌だ。お前のしけた唇でペニスが傷ついたらこいつに倍の回数舐めさせてやる」

			「んあ!?」

			　なんの前触れもなくヴェロミコスは立ち上がり、太い指をベルの口へと滑り込ませた。

			　刺激臭がツンと鼻をついた。マグマを口に入れたらこんな味がするのかもしれない。そのまま強制的に口を開かされ、万力のような力で舌先を摘まれた。

			「ククッ。たっぷりの唾液で濡れているな。トロトロの体液と滑らかな舌先だ。ここにチンポを突っ込めばさぞ気持ちがいいことだろうな」

			　舌を引き出し、まじまじとその色艶を観察される。口とはいえ、そこは人体の内側だ。そして舌とはある意味で、クリトリスよりも敏感で身近な感覚器である。

			「くぅ、はぁ、あぁ……」

			　ぶるっと身体を震わせる以外にベルはなんの動きも取れなかった。このまま引っ張られ続けて舌を抜かれれば死んでしまう。そうでなくても舌を引き出された状態では身体に力も入らないし、召喚術を使うこともできない。

			「な、何をしているんですか!?」

			　泡を食ってシーリスは腕にしがみつく。しかしそんな細腕では筋肉の塊のようなヴェロミコスはビクともしない。

			「お前はどうだ？　しばらく見ないうちに口マ○コの具合は変わったか？」

			「あぐ!?」

			　逆に左手を口に入れられ、舌を摘まれるシーリス。真っ赤な舌が引っ張り出され、まるで釣り上げられた魚のような間抜けな格好となる。

			「ほほう。歯も舌も艶めかしい色艶を保っているな。若々しい、しゃぶりつきたくなる舌先じゃないか」

			「は、はにゃしにゃしゃい……！」

			　両手で腕を掴み、嫌がるように身体を捻ひねるシーリス。口の乾きに唾液が溢れて、ヴェロミコスの指先を濡らしていく。

			　健康的に赤い舌先はぬらぬらと輝き、白い歯と素晴らしいコントラストを見せていた。

			（あのお母様がまるで無力な女の子みたいに扱われてる……私と同じように舌を摘み出されてあんなはしたない顔にされて……）

			　サファイア色の瞳には涙さえ浮かんでいた。姿形は召喚術師シーリスのままなのに、まるで子猫のようにいいようにされている。そしてその潤んだ瞳の中に見えるのはまったく同じように舌を掴まれている自分だ。

			「どれ味の方はどうだ？」

			「んぶぅ!?」

			　シーリスの顔に巨大な顔面が覆い被さる。まるで獲物を丸呑みにするようにヴェロミコスは雌の唇を暴力的に奪う。

			「ま、待ちなひゃ……こんな無理やりぃ……んぶぅ!?」

			　自由にならない口で抗議を訴えるも無駄なことだった。チンポ同様人間より遥かに長く太い舌が口内に侵入し、溜まった唾液を舐め取っていく。

			　ぶちゅ！　じゅるるぅ！　びちゃびちゃ！

			「はっ、はひゅ、ふぅぅ」

			「濃厚な味だ。お前の苦労・努力・経験が手に取るようにわかるぞ」

			　二人の舌が絡み合い、泡立った唾液がシーリスの胸の谷間に滴ってシミとなっていく。

			「んぁ！　や、やめなひゃ……す、吸っちゃ……んん！」

			　じゅるるるるるっ！

			　黙れ、と無言で口内に溜まったよだれを吸い出した。震える手が厚い胸板を押して離そうとするが抵抗はまったくの無意味だ。

			　あっという間に唾液は絞り出され、悪魔の口へと流れてしまう。

			「ほれ、母親のスープだぞ。飲んでみろ」

			「んんぅ!?」

			　突然ヴェロミコスは振り返るとベルの口を塞いで唾液を流し込んできた。咄嗟とっさのことにベルも唇を閉じかけるも、舌を引っ張られそれも上手くいかない。

			　どろりとした生暖かいものが流し込まれる。

			　舌にそれが乗った瞬間、甘い味が広がった。砂糖よりも優しい、ほのかな甘みはそれが唾液だとわかっていてもほっとさせる味わいがあった。

			（こ、これがお母様の……甘くて美味しい……）

			　ドクンドクンと心臓が高鳴る。それに合わせて胸が張って先端が敏感になっていく。

			「な、何をひへ!?　ベリュ！　早く吐き出ひへ！」

			　シーリスが悲痛な声を上げる。だがその言葉も舌を摘まれているせいで不格好になってしまっていた。

			　シーリスに見せつけるようにヴェロミコスが唇を押し付け、最後の一滴まで流し込んでくる。もちろん吐き出すことなど不可能だ。息苦しさに喘ぐ喉は、生理反応として口の中のものを嚥下してしまう。

			「は、はふ……んんっ。ごくん」

			　温かみが喉を流れ、ベルはぶるりと腰を震わせた。

			　母の泡立ったよだれを飲み干す。そんな倒錯的とうさくてきな行為に頭がどうにかなりそうだった。

			「あ、ああ……そ、そんにゃ……」

			「気に入ったようだな。次は母乳でも飲んでみるか？」

			　母の悲鳴と悪魔の笑い声。その二つが耳の中で反響する。

			「そら、次はお前の番だ。甘い汁を搾り出せ」

			「あ、あんっ！　くぅ！　ちゅ、ちゅぶ！」

			　ぬるりとした物が口の中に入り込む。先ほどの甘い味とは違う、獣臭い刺激臭が鼻をついた。

			　だがそのニオイはベルの胸底をかき立てる。

			（臭くて乱暴で、舌を引っ張りながら無理やり私のよだれを奪っていく。こんな酷いのに、私の身体……喜んでる……）

			　ざらざらの舌が口内を舐め回し、歯の裏側すら触ってくる。その動きは巧みで、ベロ自体が別の生き物であるようだ。

			　引き出された舌を丹念に舐められると、言いようのない安心感と快感が身を貫く。唾液をローションにして口蓋や喉まで舐められると、口の中さえこの悪魔の性欲対象なのだと思い知らされる。

			（もうこれ性器と一緒……お口の中でも私、気持ちよくなれるようになってるんだ……）

			　息苦しさにふっふっと短い鼻呼吸をくり返す。その鼻息を押し返すようにヴェロミコスの熱い息も顔に吹きかけられた。雄臭が鼻腔の奥に染み込んでくる。それを嗅いでいるとますます口の中にお汁が溢れる。

			「ククッ、ドロドロだな。口の中が唾液のプールだぞ」

			「あ、あはぁぁぁ」

			　いつの間にか口内は大量のよだれが分泌され、妖精なら溺れてしまいそうなほどの水溜まりになっていた。

			　一度口を離したヴェロミコスはそれを睥睨し、満足げに頷く。

			「上の口でも甘い蜜を振り撒く雌に仕上がったな。どれ、お前の味を母に教えてやるぞ」

			「あ、あふ、んぶちゅううう!?」

			　じゅる！　じゅるるるるるる！

			　口を完全に塞がれ、強烈なバキュームが口を襲う。

			　じゅるじゅると音を立てて唾液が吸い出されていくのは、魂を吸われているような異様な感覚だった。頬肉が引っ張られ、呼吸ができずに頭がくらくらする。

			「娘の搾りたてだ。遠慮なく飲めよ」

			「や、やめなひゃ……んんっ！」

			　ぶちゅうううううう！

			　再びキスをしたシーリスとヴェロミコス。口端から飛沫が飛ぶような勢いで唾液が流し込まれ、シーリスはカッと目を見開いた。

			　しばしの間、バタバタと両手を振り回して耐えるシーリスだったが、やがて白い喉がごくんと動いた。

			「ぷぁ！　はぁはぁ！」

			「どうだ？　濃厚で堪らんだろう？　これが男を狂わせるんだが女はどうかな？　娘のエロ唾液で発情したか？」

			「ぐっ！」

			　答えは無言の睨みだった。だがそれを肴さかなにするようにヴェロミコスは再びシーリスの唇を奪う。

			「んっ！　んん！」

			「ベル、顔を寄せて待っていろ」

			　ヴェロミコスは舌から指を離し、代わりにぐいと肩を抱いてきた。ベルはそれに従い、飛沫すら飛んでくる距離で軽く唇を開いて舌愛撫を待つ。

			　順番はすぐに来た。

			　シーリスから離れた口が、今度はこちらに襲いかかってくる。

			「んっ！　んぅぅぅ！」

			「いいぞ。お前も楽しめ。舌を絡ませるんだ」

			　生温かい舌が口を中を這い回り、大量の唾液を流し込んでくる。

			　火傷しそうなほどに熱く、溺れそうなほどに多いそれをベルは飲み、時にはこぼしながら受け止める。

			　同時に舌を動かしてざらりとした相手の舌を舐め返す。口の中でいやらしくうねる二人の舌。やがてベルは自らヴェロミコスの中へと飛び込み、その口の中に舌先を這わす。

			「しっかり口の中を掃除するんだ。俺の味も覚えろよ」

			「はっ、はぷぅ、んんっ」

			　まるで蜜を吸う蝶のようにベルは夢中になって舌を動かす。馬鹿馬鹿しいくらいに広い口内を舐めるのはなかなか苦労する。それでもベルは彼の歯を舐め、舌を絡め合い、体液を交換し合う。

			（獣みたいな強い匂いと味が口いっぱいに広がって……おマ○コキュンキュンするぅ……上の口でセックスぅ……もうこれだけでイッちゃいそぉ……♥）

			　唾液の一滴一滴が媚薬のようにベルを昂らせる。粘液が絡み合い「ぐちゅぐちゅ」と卑猥な音を立てる。わざと熱い唾液を口から溢れさせると、白く泡立った滝が執務室の床に広がった。

			　そしてヴェロミコスの首に腕を回そうとしたその時、

			「おっと。ここまでだ」

			「……あ」

			　見透かしたようにヴェロミコスは身を離した。離れていく唇をベルはじっと見つめてしまう。

			「なんだ？　物欲しそうな顔をして」

			「ち、違う……そんなこと」

			「さあ、もう一度だシーリス。次は鼻の穴も舐めてやろう」

			　ベルの言い訳も聞かず、ヴェロミコスはシーリスの方へと行ってしまう。嫌がる様子をむしろ楽しむようにねっとりとその唇を奪い、ベロベロと鼻まで舐めている。

			（う、うう……）

			　唾液を交換し合う二人。その姿に言いようのない感情を覚えてしまう。

			　声が出そうになる。その直前に、ヴェロミコスが振り向いた。

			「そら、ベル！　お前の番だ！」

			「はっ！　はふぅ！」

			　唇が近づき、ベルは即座に飛びついた。

			「シーリスも口を開けて待っていろ！」

			「はぁ！　ぷはぁ！」

			　二つの口を交互に奪い、その唾液を無茶苦茶にかき混ぜるヴェロミコス。キスの間隔はどんどん短くなり、もうどれが誰の唾液の味かわからなくなってしまっていた。

			（も、もうぐちゃぐちゃぁ……！　お母様の味もヴェロミコスの味も私の唾液と混ざり合ってる！　私たちの唇、乱交レイプされてるぅ！）

			　苦しさに呼吸が乱れる。唾液は絶えず滲み出し、ヴェロミコスの胸板に透明な滝を作って落ちていた。

			「ククッ、いい感触。いい味だ。娘も母もぬるぬるの口マ○コだな。これは楽しみだ」

			「「ぷはっ！　はぁはぁ！」」

			　そう締めくくり、ようやくキスの嵐はやんだ。二人の唇からは透明な糸が二本、繋がりを証明するようにヴェロミコスへと架かっていた。

			「わ、わざわざこんなことを……ひゃ!?」

			「何をぼやぼやしている。次は胸だぞ」

			　噛みつくシーリスをおちょくるように、ヴェロミコスの手が大きな膨らみに伸ばされた。

			「俺の足の上に跨がれ。しっかりと密着させてな」

			　ヴェロミコスは二人を引きずるようにしながら再び椅子に座る。

			　そして急かすように膝を叩いた。

			「あ、貴方は……！」

			　呻くようにシーリスは言いかけ悔しげに唇を噛んだ。

			　言葉を呑んだシーリスは丸太のような太ももに腰を下ろす。

			　その後にベルも続いた。促されるまま、そっとヴェロミコスの膝上に腰を下ろす。シーリスが右、ベルが左だった。鉄像のような硬い感触がお尻を押し上げる。

			「足を広げるんだ」

			「…………」

			　その命令の意図を察し、ベルは細いため息を吐いた。

			　どこまでも欲望に忠実な悪魔は座り方の一つにもこだわりを見せる。より淫靡に、より女をよがらせる工夫をする。

			　ベルとシーリスは馬に跨がる時の姿勢に足を組み替えた。ゴツゴツした筋肉質の肉が股間を押し上げる。ヴェロミコスの熱い体温で臀部をじっくり炙られているようだった。

			「女の尻というのは柔らかいものだな。温かなクッションだ。それに……濡れているぞ？」

			「っ！」

			　ぐちゃっ。くちっ。

			　足を軽く揺すられると、濡れた葉を踏んだような音がした。股間の草原が濡れている。女として恥ずかしいくらいに。

			「可愛いものだな、ベルは。エロい女は好きだぞ」

			「あ……っ！」

			　首に手を回され、ぐいと身体を寄せられた。乳房が熱い胸板に押し付けられ、獣のような濃い臭気が顔を覆う。ヴェロミコスはルビー色の瞳を輝かせ、舐め回すように二人の胸元を見つめてくる。

			「さあて、どちらからしてやるか」

			「っ！」

			　赤い指先の動きは焦らすように緩慢だった。二つの女体を吟味するように首筋を撫で、鎖骨に触り、思い直したように肩へと戻る。そんなことを何度もくり返す。

			「ふっ、くっ、んっ……うぁ♥」

			　ただ顔と胸付近をうろうろするだけの指。だがそんな動きにベルは翻弄ほんろうされていた。

			　硬い皮膚が首筋を撫でるたびにぞくぞくと快感が走る。ほんの少しの動きなのに、体温が上昇して身体が敏感になっていくのがわかるのだ。

			　人を傷つけるしかないような禍々しい爪先なのに、それがこんなにも愛おしい。

			「甘い声が漏れてきているぞ、ベル。感じているな。体温もどんどん高くなり、発情していることが伝わってくるぞ」

			「ち、違……そんなことない。は、発情なんて。感じてなんか……いない」

			「ククッ、それはそのでかい胸に聞いてやる」

			「きゃっ!?」

			　ぷるん！

			　シャツの前を破られ、隠していた乳房が弾け出た。

			「ハハハッ！　でかいのが苦しそうに飛び出してきたな！　しかもこのサイズ！　こんなエロ乳を持っている女はそうはいないぞ！」

			「う、うぅ」

			　その言葉にベルは唇を噛む。

			　実際、ベルのおっぱいはヴェロミコスと出会う前より一回りも大きくなっていて、今までのシャツが苦しくなるほどになっていた。それだけではない。元々持っていた形のよさはそのままに、全体がしっとりと濡れるように輝き、乳首はちょっとした刺激でチンポのように勃起してしまう。

			　感度もすごい。触られたらそれが百倍になって感じられる。まるで自分の胸が別の生き物になって勝手に男に媚びているようだ。

			「こ、これはあんたのせいでしょ！　ど、どうせ私のおっぱいも色々弄ったに決まってる！」

			「ん？　ああ、確かにそうだな」

			　予想に反してヴェロミコスはあっさりとその指摘を認めた。あまりにも平然と答えるものだからベルは次の言葉を失ってしまう。

			「媚薬を乳首の穴にまでじっくりと擦り込み、触手で何十時間もねぶってやったな。そうして性感帯を剥き出しにした乳輪ごと口に含んでやり、谷間の奥から付け根の下まで舐め、キスをするだけで発情乳首になるように躾けてやった。なるほど。確かにお前がでかくてエロい胸になったのは俺の責任だ！」

			「な!?　い、言わないで！」

			「べ、ベル……そ、そんなことまでされて」

			「ち、違！　違うのお母様！」

			　嫌々と首を振るベル。その隙を、悪魔は見逃さなかった。

			「ふあああああああんっ♥」

			　ぷにゅ！　むにゅ！

			　不意打ち気味に胸を掴まれ、甘い声色が喉から飛び出した。

			「な、ま、待って……そんないきなりぃ♥」

			「何が待ってだ。そんな艶声を出して喜んでいるのは誰だ？」

			　白い肌に硬い指先が沈み込んでいく。武骨な指先が乳房を握り、快楽神経を圧迫する。

			　同時にベルの胸部には針に刺されたような鋭い刺激があった。悪魔の尖った爪先が沈み込み、肌を裂くかどうかのギリギリの痛みを与えてくるのだ。

			（こ、これがダメぇ……♥　痛いのと気持ちいいのいっぺんに来るぅ……♥）

			　痛みと快感の二重奏。壊されてしまう恐怖と、さらなる快感をくれる期待感。それらが混ざり合ってベルに注ぎ込まれる。ヴェロミコスがやってきた暴力と快悦の束縛はあまりにも甘美だった。

			（気持ちいいのも怖いのも全部こいつに握られてるんだ……♥　う、ううん。命まで♥　私が生きているのはこいつが手加減してくれているから♥　この大きな手がもう少し力を込めたら私の心臓なんて簡単に……♥）

			「いい感触だ。最初に揉んだ時より遥かに柔らかく弾力があるぞ。お前も気持ちいいだろうベル？」

			「き、気持ちよくなんかない。気持ちよくなんかぁぁぁ♥」

			「ハハハ！　その口は本心と反対の言葉が出るらしい！　そらそら、どこまで我慢できるかな？」

			「はっはひ♥　ほ、ほぉぉぉ♥」

			　むにゅ！　ぎゅむ！　ぐにゅうう！

			　さらに激しさを増す乳扱き。乳首を摘まれ、乳輪を撫でられ、胸全体も揉みしだかれた。

			「いい加減に認めたらどうだ？　お前は悪魔とビッチの間にできた生まれながらの淫乱女だ。チンポの味を胎児の頃から教え込まれた発情雌犬だ。その身体を媚薬を使って丁寧に仕込み、ありとあらゆる場所で俺のチンポでハメまくってやったんだ。身体も頭もセックスに適した淫売ボディとなって二度と元には戻らない」

			（……私はもうこの悪魔に改造されちゃったんだ……そんな身体になったんだから気持ちいいのも当然……抵抗なんて……）

			「いや、まだ完成ではないな。これでもまだ成長途中か。こうして揉んでいる間にもさらに味わいを増す魔性の身体だ！　ここまでの魅惑の雌に育って嬉しいぞベル！」

			「そ、そんなこと言わないでぇぇぇ♥」

			　肢体を褒められるのが嬉しい。女として見られるのが誇らしい。

			　汚らしい性欲を向けられているだけなのに、それでもよいかという気持ちになってしまう。

			（ダ、ダメ……身体がもうヴェロミコスを求めて叫んでいるのに、心まで認めたら私もう戻れない!!）

			　ふーっふーっと恥も捨てた深呼吸をくり返し、ベルはギリギリのところで踏み止まる。

			「べ、ベル……耐えて……耐えるのよベル！」

			「何を余裕ぶっているんだ？　シーリス、お前の胸も差し出せ！」

			「んくっ!?」

			　ぶるん！

			　言うが早いかヴェロミコスはシーリスにも手を伸ばした。

			　高級な生地を惜しげもなく破り去ると、そこから目を見張るような巨乳が姿を現した。成長したベルの胸よりさらに一回りは大きい。彼女もまた興奮してしまっているのか、大きめの乳輪がツンと上を向いている。

			「ハハハハッ！　あの頃よりもさらに膨らんでいるじゃないか！　ベル以上の爆乳だぞ！　なんだこれは？　俺が恋しくてオナニーをしていたのだな！」

			「ば、馬鹿なことを言わないで！　た、ただベルを産んでからますます大きく……でも子供を生むと大きくなるってみんな言ってたし……」

			　自らの胸を直視できないというように、シーリスは視線を外して頬を赤らめる。空気に晒された特大メロンは鼓動に合わせて、ゆっくりと膨らみを増していく。見られるのを恥ずかしがるように、ピクピクと震えているのが愛らしい。

			　そんな双丘を悪魔の指が蹂躙する。

			「んぐ!?　い、いきなりそんなに強く……！」

			　ぐにっ。むにゅう。

			　大ぶりの果実が指の形に沿って形を変え、内側から押し出される形で乳頭が浮き上がる。

			「答えろシーリス。ベルをこの胸で育てたんだろう？　赤子のベルに乳首を吸われ、母乳をやったのだろう？」

			「くっ……そ、そうよ……」

			　消え入りそうな肯定の声にベルの心臓が震えた。

			（そうだ。私はお母様に育てられた。あのおっぱいに抱かれて、ミルクをもらって……）

			　一瞬にしてシーリスの乳房に感情が宿る。大きい、綺麗といったただの感想から、生まれた時からそばにあったような愛着が湧いてきた。

			（大きくて柔らかい揺り籠……お母様もお乳を出すんだ。それに私はしゃぶりついて、小さな手で抱きついて……）

			　ずくん、と同時に股間を突くような刺激があった。それは性感が舌舐めずりをした感覚だった。すでに濡れていた股間から、とろりと蜜が溢れるのがわかる。

			（わ、私何考えて！　お、お母様の胸でそんな……！）

			　脳の片隅に浮かんだ情欲を慌ててかき消す。同性の、しかも実の母親に劣情を抱くなんて人としてありえないことだ。

			　だがお前は違うだろう、と否定する声もベルの中にあった。

			　先のヴェロミコスの言葉が蘇る。悪魔との間にできた生まれながらの淫乱女。それを否定することがどうしてもできない。

			（私、本当におかしくなっちゃったの？　これは胸を揉まれているせいじゃないの？）

			　ちらりと上目遣いをして、シーリスのことを窺う。

			「ほれほれ、乳輪をなぞられるのが好きだったろう？」

			「んっ！　あっ！　んんぅ！」

			（お母様の胸が……最強の召喚術師の恥じらい部分が好き勝手にされてる……）

			　現実で見せられる母の痴態にベルは改めて衝撃を受けた。

			　乳首を弾かれてビクンと背筋を震わせる姿。乳房を彩る艶やかな汗。全身から香り立つ甘い女の香り。

			　容姿、生理、体臭。どこを取って見ても完璧な美女。

			　それが凶悪な悪魔にいいようにされている。

			　まるで信仰する神の像を生殖液で汚されたような、聖域を踏みにじられた気分だった。

			（でもこいつはそうしてきた。お母様を犯し、その胸を揉みしだき、一番奥の大切な場所まで残らず……あんっ！）

			「見惚みほれていないで雌らしくしたらどうだ？　媚びた態度の一つでも取ればさらなる快感をやるぞ？」

			　ヴェロミコスは両手を駆使し、四つの胸を自由に味わった。

			　左手でベルの胸を握り、右手でシーリスの乳首を弄る。

			　谷間に腕を滑らせ、巨乳を揉みしだき、乳首を撫でた。そのたびに雌たちの口から甘い声が漏れ出た。

			「はぅ！　んぅ！　あ、うぁあ！」

			「いい反応だな、ベル。もう少しで胸だけでイケるぞ。ほれ、乳首アクメしてみろ！」

			「んくぅぅぅぅぅうう♥」

			　ビクンッ！　ビクビクッ！

			　乳首を強く引っ張り上げられた瞬間、スイッチを入れられてしまったように身体が痙攣した。

			　上半身が踊るように勝手に動く。乳首から乳房、首と腹部、そして股間にまで快感の導線が広がり、熱いものが下の穴からじわりと流れ出た。

			　そうして濡れた股がとても切なくて、ベルは無意識のうちにヴェロミコスの硬い太ももに臀部を擦りつけてしまう。

			「はっ……はふっ……ち、乳首で私、イッちゃったぁ……」

			「べ、ベル……」

			「ククッ。言うまでもないが胸だけでイクような女は滅多にいないぞ。それこそ淫乱のチンポ中毒者くらいだ。ただの人間なら、一生この快感を味わえない者がいても珍しくない」

			　アクメの余韻に震える乳首を軽くつつかれる。それだけで信じられないくらいの多幸感が襲ってきた。この小さな突起に全身が支配されてしまったようだった。

			「お母様……み、見ないでぇ」

			　母が目の前にいるというのにあっさり果ててしまった。お互いの顔は見合わせらせる位置にある。もちろん顔を隠すような余裕もなかった。

			（見られた……私がアクメするところお母様に見られた。ちょっと胸を触られて乳首を引っ張られただけで気持ちよくなる身体に変えられちゃってるんだ……）

			　火照る身体が憎らしい。だが性感帯は一度の絶頂では治らず、それどころかますます体温を上昇させ、浅ましく疼いてしまう。

			（こんな身体にされたらもうこいつに逆らえない。結局私は……え？）

			　ちらりと視線を上げれば、同じように乳房を触られているシーリスは身を固くしているものの魅惑の愛撫を受けてもその表情は揺らいでいなかった。嘲笑する悪魔に向かい、怒るような視線を向け続けている。

			（お母様だって犯されたはずなのに……私みたいにされてたのに、どうして）

			　あの過去の光景は幻惑であったのではないかと思ってしまう。本当はすべてヴェロミコスが仕掛けた罠だったのではないかと。

			　だがシーリスの唇がわずかに震えているのを見た時、ベルはその考えがどれほど甘ったれたものだったかを思い知らされた。

			（……違う。お母様は耐えているだけ。意思の強さで押し殺しているんだ！）

			　快感とは別の熱いものが足先から脳天まで走り抜ける。

			　英雄としての姿。母親としての姿。彼女の姿に輝きが戻ってきた。

			　母は何も変わっていない。一度は悪魔に呑まれても気高い意志で邪気を封印し、今も誘惑を耐え抜いている。

			　それを知った時、ベルは自分がどうしようもなく恥ずかしくなった。なぜ彼女に対して情欲など抱いてしまったのだろう。母の痴態に絶望などしてしまったのだろう。

			（なんてバカなの私は。お母様は恥を捨てて必死に耐えているのに、キスや胸愛撫だけで簡単に屈して。あのアクメは私の覚悟の甘さよ。本気で我慢すれば耐えられないはずがない。私は召喚術師シーリスの娘なんだから……！）

			　揺れかけていた意識が鮮明になる。

			　視界が開け、ぼやけていた視界も明確になった。

			「──なんだその目は？」

			　不満気なヴェロミコスの視線に胸がすくような気持ちだった。

			（私は……屈しない。たとえ、この身の半分が悪魔の血肉でできているとしても、同じだけお母様の強さも受け継いでいるんだから！）

			　快感に喘いでいた口を叱咤し、ベルは母を見つめた。シーリスも澄んだ目で見つめ返してくれる。それだけで十分だった。

			「ふん……何を考えているか知らんが、無駄な足掻きだ。すぐに立場を思い知らせて」

			「馬鹿みたい」

			　ヴェロミコスの言葉が止まった。

			「なんだと？」

			「馬鹿みたいって言ったのよ！　どんなことされたって私もお母様も負けない！　あんたの好きになんかならないんだから！　せいぜいチンポからショボイ精液出して消え失せなさいよ！　このスケベなアホ悪魔！」

			「……ほう？」

			　真紅の瞳が陽炎かげろうのように揺らめき、半開きの口から威嚇するように牙が覗く。

			「クッ……クク……ッ！」

			「っ！」

			　突然膝から放り出された。思わず出かかる悲鳴をなんとか噛み殺す。

			　床に転がされた身体を起こし、あらん限りの反骨心を込めて悪魔を睨む。

			「よく言った！　よくぞ言ったなぁベル！　そうでなくては面白くない！」

			「……ぐぅ!?」

			　首根っこを掴まれ無理やり立たされる。気管を絞められベルは大きく咳き込んだ。

			「そこに立っていろ。シーリスお前もだ！」

			「な、何をさせる気ですか？」

			　母子を並べ、ヴェロミコスはその姿を睥睨する。赤く燃え上がった瞳に射抜かれ、ベルの心臓が跳ね上がる。

			「下着を脱げ」

			　端的な命令にベルは息を呑んだ。

			「聞こえなかったか？　下着を脱いでマ○コを晒せと言った！」

			「ひゃう!?」

			　頬を叩かれ、出さないと決めた悲鳴があっさり漏れ出る。

			　じんじんと焼けるような熱さが広がり、少し遅れて猛烈な痛みが湧いてくる。

			「もう一発欲しいか？」

			「っ！」

			　振り上げられた手に思わず身体が突っ張る。

			「み、見せましょうベル。どの道、やらなければいけないことよ」

			　間に入ったのはシーリスだ。苦虫を噛み潰したような顔でスカートの中に手を入れ、黒いショーツをゆっくりと太ももへと下ろしていく。

			「ほう、シーリスは聞き分けがいい。そっちはどうだ？　まだ意地を張るか？」

			「っ！　い、今脱ぐわよ！」

			　頬の痛みを堪えながらベルもスカートの中に手を入れる。

			　瞬間、生温かい空気が出迎えた。じっとりと指先に纏わりつくような粘り気ある湿度。その中心にあるのはキスと愛撫で蒸れた自身のショーツだった。

			「くっ！　くぅぅぅ！」

			「ハハハハッ！　なんだそれは！　ぐしょぐしょだぞ！」

			　悔しさと痛みにベルは泣きそうになった。ずり下ろした白いショーツはべっとりと濡れ、絞れば愛液が滴るような有り様だった。

			「そら！　そのはしたない下着を両手で広げてみせろ！　いつもやっているように、クロッチ部分を見せるのも忘れるなよ！」

			「ぐっ、くぅ！　こ、この変態！」

			「本当に、貴方は最低です！」

			　逆らうこともできず、二人は並んでショーツを手に持った。あやとりでもするように下着の穴に指を入れ、それを広げてクロッチを晒すのだ。こういった恥辱行為もヴェロミコスは好んでやらせていた。

			「ふむふむ。母娘で随分差があるな。シーリスはわずかにシミがあるだけか。それに比べて……フハハ！　そのびしょ濡れ具合でよく大見得を切ったものだな！」

			「こ、この……！」

			　ベルの顔が真っ赤に紅潮するも、反論の余地などなかった。

			　現にショーツを持っている指にすら愛液が滲み出ているのだ。濡れて透けたショーツは向こう側のヴェロミコスの姿が見えるほど。調教された自身の身体の浅ましさにベルはただただ恥じ入る。

			　それに対して、シーリスは雫を落としたようなシミしか作っていない。

			（お母様すごい……同じように弄られたのにあれだけなんて）

			　母との差にベルはひたすら感服する。同時に自身の未熟さを痛感し、襟を正す思いだった。

			　それらを怒りに変え、ベルはあらん限りの敵意を込めてヴェロミコスを見る。

			「濡れた下着を見せながらすごんでも間抜けなだけだぞ？」

			　ニヤニヤと笑いながらヴェロミコスは二人のショーツを吟味した。鼻を近づけニオイを嗅ぎ、指先でくちゅくちゅとクロッチを弄る。

			　まるで本当に秘部を弄っているような様子だった。

			（だ、だめぇ！）

			　ベルはぶるっと下腹部を痙攣させてしまった。ショーツを弄ぶ様子を無意識のうちに自身の股間と重ねてしまったのだ。ちょっとした性技を見せられるだけで反射的に欲情してしまう自分の身体が憎らしい。

			　それを察してかそれともただの偶然か、ヴェロミコスは長い舌を伸ばし、ベルのショーツをべろりと舐めた。

			「うっ！」

			「温かく濃厚な味だ。チンポを知った雌でなくてはこの芳醇ほうじゅんさは出せんよなあ？」

			「くっ、くぅ！」

			「シーリスの方はどうだ？」

			「……っ！」

			　真っ赤な舌は黒いショーツも舐め回し、その汁を味わう。

			「ふむ。量は少ないが熟した雌の深い味だ。シーリス、お前も雄汁で子を孕む雌の身体をしっかり保っているな」

			「そ、そんなことどうでもいいでしょ」

			　ショーツを広げながらも二人は上目遣いに睨むのを止めず、反抗心を剥き出しに悪魔と対峙した。

			「やれやれ。素直にならん雌どもだな！」

			「「あぅっ!?」」

			　ぐちゅんっ！

			　突然の刺激に二人の口が同時に開いた。悪魔はスカートの中に腕を入れ、その指を秘部に滑らせたのだ。

			　太く、節くれ立った中指が一気に第二関節まで押し込まれる。ざらりとした感触が恥肉をかき上げ、快感神経を一気になぞり上げる。

			「普通の女はこうも簡単に指を咥え込むことはないぞ？　それにこの柔らかさと締めつけ！　これが雄を喜ばせる蜜壺以外のなんだと言うのだ！」

			「くっ！　はっ！　はぁっ！」

			「ひっ！　んっ！　んんっ！」

			　ぐちっ！　ちゅくっ！　にちゅにちゅっ！

			　両手が自在に動き女の肉を掘り返す。キスや愛撫とは比べ物にならない快感の濁流だくりゅうが襲ってくる。

			　荒々しくそれでいて丁寧な指な動きだ。ベルの性感帯をミリ単位で把握し、どう弄れば追い詰められるか知っている動きだ。

			　そして、そうされているのはシーリスも同様だった。

			（お母様もされてる……綺麗な身体についてる大人のおマ○コ、ぐちゅぐちゅにされてる。お母様もエッチなお汁出していやらしいニオイも……って違う！　そ、そんなことするこいつを許せない!!）

			　母の痴態に見惚れかけた意識を強引に引き剥がし、ヴェロミコスへの怒りへと転化する。

			　歯を食いしばり、声を押し殺す。感情で悪魔を退治できるならどれだけ楽か。

			　そんなベルの努力を嘲笑うようにヴェロミコスはするりと薬指を彼女のアナルへと滑らせた。

			「ひぁ!?」

			「ククッ。お前は尻穴を一緒に刺激されるのが好きだったな、ベル」

			　愛液に濡れた指先がお尻の皺に触れる。そのまま愛おしむように優しく撫でてくる。

			（こ、これ……ダメ！　オマ○コだけでもギリギリなのに……！　お、お尻までされたら我慢できない!!）

			　キュッキュッとお尻が窄まる。力を入れて堪えようとするのに、すぐに欲しい欲しいと開閉してしまう。

			「いくぞ」

			「まっ……あああん！」

			　にゅるぅ！

			　硬い物が直腸へと潜り込む。

			　括約筋が内側に押し込まれ、ぞくぞくとした背徳的快感が尻の中で弾けた。

			　おマ○コとはまた違う背徳的で汚らしい心地よさ。人体の中でもっとも見られたくない排泄穴を観察され、実際に中まで侵入される屈辱感。

			「どうした？　マ○コがヒクついてるぞ？」

			「くっ！　んっ、んぅぅ！」

			　お尻をグポグポと出し入れされるたびに膣穴も緩んでしまう。そして膣穴を弄られると今度はアナルが喜びに悶えてしまう。

			「負けないと生意気を叩いていた口はどうした？　指二本で悶えている雌マ○コが！」

			「ひっくぅぅぅぅ!!」

			　まるで別の生き物のように二本の指が動き回る。膣をかき回しアナルを広げる。それは泣きそうなくらい気持ちのいい責めだった。

			「お前はクリだったな。シーリス」

			「っ!?」

			　ベルを指愛撫しながらヴェロミコスはシーリスを見た。

			　シーリスの股間にある硬く膨らんだ朱色の真珠。それに巨大な親指が押し付けられる。

			「ぐっ、くぅう！」

			「クリを潰れるくらいに激しくされながらマ○コをほじり返して欲しいんだろう？　ベルを腹に入れていた時もそれで何度もイッたよな？」

			「かはっ！　あっ！　くきゅうぅぅ！」

			　ざらざらの皮膚が陰核を擦り上げる。膣のお腹側を擦りながらのクリ責めにシーリスは足を震わせた。

			「そら！　エロマ○コども！　屈服の涙を流せ！」

			　ヴェロミコスは両腕を交互に動かし、二つのマ○コ穴を責め立てる。

			　指に引かれて腰が動く。広げていたショーツも落としてしまった。カクカクと股間を前後させるスケベダンス。一人は膣とアナルを、一人は膣とクリを責められ、同じように顔を快感と恥辱に真っ赤にしていた。

			「いっ、いぐぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

			「くっ！　んぅぅう！」

			　ぶしゅっ！　ぷしゃあああっ！　ぶしぃ！

			　左側の膣穴、ベルのヴァギナから透明な飛沫が上がった。噴水のような勢いで潮が飛び散り、ヴェロミコスの二の腕まで濡らす。

			　一方のシーリスはアクメこそしているが潮までは噴いていない。それでもねっとりとしたマ○コ汁がヴェロミコスの指に糸を引いていた。

			「派手にイッたな、ベル。この指が気持ちよかったんだろう？　んん？」

			「くっ！　くひっ！　こ、この、あっ！　ああっ！」

			　憎まれ口の一つでも叩こうと思ったのに、飛び出る嬌声に声が途切れてしまう。

			　腰が抜けて尻餅をついてしまい、上半身を起こすことすらままならない。マ○コを晒したはしたない格好のまま、ベルは床の上でビクビクと背筋を痙攣させた。

			「シーリスもようやくよがったな。くくっ、いいマン汁だぞ？」

			「……っ、知りません」

			　シーリスの目の前で愛液に濡れた指先を擦り合わせるヴェロミコス。卑猥な音が響き、シーリスが顔を逸らした。

			「さて、熱いうちにいただくとするか。雌は一度イけばどんどん発情していくからな」

			　その宣言に呼応するようにヴェロミコスの股間から巨大な肉槍が怒張した。

			　床に倒れたベルの顔に、巨大な影が覆い被さっていく。

			（っ！　勃起しただけですごいニオイが広がって……赤くてグロテスクな肉がぐんぐん大きくなってこっち向いてる！）

			　息を呑み、無意識のうちにベルはその臭気を鼻の奥へと吸い込んでしまっていた。

			　このイチモツとは数え切れないほど触れ合い、今では形や味まで頭の中で再現できるほどになっている。

			　だというのに、勃起していく姿には未だに新鮮な驚きを覚えてしまう。

			（こいつの肉欲をそのまま形にしたような禍々しい形で、大きさも私の腕くらいあって、先っぽから欲望だだ漏れのドロドロ吐き出して……本当にグロテスク♥）

			　ドクンドクンと脈打つ動きに合わせて、ベルは蝶を誘う蜜のように視線を奪われてしまう。

			　ひび割れた器から水が漏れるように、心の奥から欲望が溢れ出す。

			　意志の強さで蓋をしても、理性という名の補強を施しても、どうしようもなく止められない衝動が広がっていく。

			（舐めたい……直接舐めて口の中に入れてぐちゅぐちゅしたぁい♥　あの一番太いところがおマ○コに入る瞬間のぐぽぉってされるの好きぃ……♥　そして全身が燃えるくらい熱いのを一番奥にぃ……♥）

			「よだれが出ているぞ、ベル」

			「っ!?」

			　反射的に口に手をやる。驚くほどの量の唾液が分泌され、唇から氾濫してしまっていた。

			「クッククッ！　あれだけ言っておきながらチンポを見るだけでこのざまか！　本当に可愛い奴だ、お前は！」

			「ち、違！　わ、私は──くぅ！　熱ぅ！」

			「物欲しそうにヒクつく雌穴には相応しい雄棒をくれてやらんとなあ？」

			　腹の上に熱いイチモツが乗せられた。屈んだヴェロミコスがわざわざ擦りつけてきたのだ。

			　ありえないほどの巨塔であるそれは、まだ本気勃起していないのにベルのへそを越えて下乳房にまで届いている。

			　ぷにぷにと双丘を押しながら脈動するたびに谷間に生殖液を流し込み、ベルの乳房に支配のマーキングを施していく。

			「くっ！　ふっ！　ふぅぅ！」

			「欲しくて欲しくて堪らないという顔だな。いい加減認めてしまえばどうだ？　『自分はお父様のチンポなしでは生きられないエロ娘です』と」

			「違う！　違う違う！　私はチンポなんか欲しくない！　お前の娘なんかじゃ──」

			「ならば身体に認めさせるまでだ」

			　巨大な腕が放り出されていた執務机を掴んだ。

			　まるで板切れでも拾うように重厚な机が持ち上げられ、部屋の中心に放り出される。

			「これもお前らが手に入れた権力の象徴という奴だな。この机で仕事をする日を夢見ていたのだろう、ベル？　だがな、ここでお前がするのは俺へのマ○コキだ！」

			「ぐぅ！」

			「きゃ！」

			　猫でも拾うように首根っこを掴まれ、二人揃って机へと押し付けられた。

			　背中が硬い机に押し付けられ、乳房がいやらしく広がる。冷たい肌触りにぶるっと背筋が震えた。

			「そぉら、欲しがっていた男根だぞ」

			「ぐ!?」

			　ぐちゅう！

			　仰向けの姿勢に、ヴェロミコスの身体を覆い被さってきた。熱いモノが股間に乗せられ、巨大な赤い身体が目の前いっぱいに広がる。爛々らんらんと輝く瞳がこちらの瞳の奥を射抜く。二つの胸に分厚い胸板が触れて心臓まで潰されてしまいそうだ。

			「ま、待ちなさい！　するなら私に──きゃあ！」

			「お前は後だ。今回のメインディッシュだからな」

			　抗議とも懇願とも取れるシーリスの声。だがそれはあっさりと押しのけられ、逆に彼女の股間に太い腕が伸びた。ぐちゅりと湿った音が鳴り、そのまま荒々しい水音が響き始める。

			「くっ！　んんんっ！」

			「しばらく指でも咥えていろ。この穴でチンポを濡らしたら最高の挿入をくれてやる」

			（それ……私はローション代わりってこと!?）

			　快楽目的ですらない、ただのチンポの準備として女の大切な場所を使われる。

			　ボロボロの自尊心をさらに傷つけられ、ベルは衝動のままにヴェロミコスの脇腹に爪を立てた。だが文字通り爪が立たない。硬く逞しい肉の鎧の前ではひっかき傷すら満足につけられなかった。

			「なんだ？　俺を抱きしめたいのかベル？　そう急がなくともすぐに俺から離れられなくなる」

			「ぐっ、くぅ！　違うわよ！」

			　こうなったらいっそ、そう思い身体の中で魔力を回す。

			「ベル、ダメよ!!」

			　召喚の魔力を察知したシーリスが腕を握った。

			「お、お母様……なんで」

			「お願い耐えて……今これをめちゃくちゃにしたら……」

			「そうすれば俺はこの部屋の結界を解く」

			「っ!?」

			　気づいてなかったのか、と言うようにヴェロミコスは肩を竦めた。

			「このような深夜だ。音も声もよく響くぞ。お前らに気づいた連中が入ってきたら驚くだろうな。胸と股間を丸出しで悪魔に媚びる団長とその娘だ。さぞ見ものだろうよ」

			「こ、このぉ！」

			「それに……お前に俺を倒せるような召喚獣を呼べるのか？」

			　その言葉にベルは身を硬くする。

			　オーガもゴブリンもゴミ屑のように粉砕した巨人の姿。ドラゴンすら、いやベルが呼び出せるどんなモンスターでもアレを倒せる姿が想像できない。

			「あ……」

			　目の前にある悪魔の口が開く。その中にある牙を見る。それが自分に首に食らいつく姿を想像する。

			　抵抗などできるはずがない。

			「そう怖がるな。素直でいるなら可愛がってやる。何せ親子だからな！」

			「ひっ！　ぐぅぅぅぅぅ！」

			　ぐっぷぅぅぅ！

			　体重を乗せた肉棒が落ちてきた。オメコを割り広げ、肉の奥へと進んでいく。張り詰めた亀頭の感触、ヒダに引っかかる太いカリ、どこまでも続くような長い長い陰茎。

			「親子は触れ合わんとなあ！　チンポとマ○コでスキンシップだ！」

			「あっ！　あひっ！　んっ、んぎゅぅぅぅぅぅ！」

			　声を押し殺そうとするのに、勝手に喉が鳴って卑猥な悲鳴が出てしまう。

			　机からはみ出ている足がビクビクと痙攣しているのがわかる。

			（気持ちいい気持ちいい気持ちいいぃぃ♥　どうしてこんなに気持ちいいのぉ♥　おチンポされるたびに快感が増してるぅ♥　奥の方嬉しがって、もっともっと欲しくなるぅ♥）

			　身体の最奥、自分だけでは決して届かない場所に触れられる。

			　メリメリと肉が引き絞られる。燃えるような熱い肌が密着して、その大きさに潰されそうになる。まるで全身を捏ね回されているようだ。

			「ひっ！　あひっ！　おっ！　おほぉぉ！」

			「や、やめて！　んっ！　べ、ベルが死んじゃうわ！」

			　母の声にハッとする。

			（ダメ、ダメよ！　お母様と一緒に耐えないといけないのに！）

			　心配する母の言葉。指で弄ばれながらもその声には力強さがあった。

			「邪魔をするなシーリス。親子のコミュニケーションの最中だぞ？」

			「な、何がコミュニケーションですか！　こんな酷い……あんっ！」

			　指をかき回す音が激しさを増し、シーリスの声に甘いものが混じり出す。

			「こいつは下の口の方がよほど正直だからな。マ○コの具合を見れば身体の調子は手に取るようにわかる。例えば……ほれ！」

			「んぁぁ!?」

			　鋭いカリ首がぐりっと腹側をえぐり、そのまま入り口へと引き戻されていく。畑にクワを入れるように肉ヒダがほぐされていく。

			「ここを刺激されるとベルは嬉しそうに腰を跳ねさせるのだ。喜びのよだれをマ○コ穴から垂らして締めつけてくる。こんなことをお前は知っていたか？」

			「し、知るわけありません！」

			「ならこいつがイク時にギュッと抱きついてくることはどうだ？　チンポで子宮をノックしてやると子猫みたいな甘える声を出すことは？　射精した後のチンポを顔に擦りつけてやると面白いぞ。ザーメン臭にうっとりした顔になって舌を伸ばしてくる」

			「な、何をそんないやらしいこと！　し、知るわけないでしょう！　だからなんです！　私はベルのことをずっと思って……」

			「娘がマ○コを弄られていたことも気づかない奴が母親面か？」

			　息を呑む気配がハッキリ伝わってきた。それは図星を突かれた女の反応だった。

			「こいつが俺を解放したのは二週間も前だ。その間、昼夜を分かたず犯していたぞ。シーリス、お前の目の前で触手にマ○コを弄られていたのになぜ気づかなかった？　お前の手が届くほどの距離で俺のチンポを突っ込まれていたこともあったんだぞ」

			「そ、それは、でも！」

			「お前は娘のためと言いながら実際にはこいつを束縛していた。こいつがどれだけお前を求めたと思う？　俺を解放したことも、そもそも母であるお前に認めて欲しかったからだろう？　お前が一言褒めてやれば俺は封印されたままで、お前らは幸せな親子を演じていられたんじゃないか？　そうだよな、ベル？」

			「……っ！　そ、それはぁ！」

			　否定、できない。

			　ベルは何も言えず、ただ膣を突くチンポの感触を耐えた。

			「全部お前の責任だ、シーリス。父を消し去った子に対して母としての顔すら背けた。ああ、ベル！　お前は可哀想な子だ！　淫乱女の肉を受け継ぎ、悪魔の血が流れ、人間としての愛すら与えられなかった！」

			「やめて！　やめなさいヴェロミコス!!」

			「俺は違うぞシーリス」

			「はぐぅ!?」

			　ずりゅっとねじるように肉棒が進み、ベルの喉から嗚咽が飛び出る。

			「この身体のことは瞳の大きさからケツの穴の奥まで知っているからな。百万のマ○コの中からでもベルのものを探し出せる。目を閉じてもこいつの好きな場所を愛撫でき、ニオイだけで生理周期もわかる」

			「そんなことがなんだというのですか！　いくら肉欲を満たせても心は──」

			　その言葉の虚しさをシーリス自身気づいたのだろう。最後まで言うことはできず、喉を鳴らす音ばかりが残った。

			「心だの愛だの人間の言うことは下らんことばかりだな。そんな言葉は本当の快感を知らん奴が言うことだ。すべての人間は幸福のために生きているのだろう？　ならばそれがチンポだとして何がおかしい？　快感のためにすべてを投げ出す奴は少なくない。むしろ健全とさえ言える。大体だな、心ですべてが解決するなら悪魔はとうにこの世界から駆逐されているだろうよ。なあ、ベルよ！」

			「ひゅぐ!?　あっ！　は、激しっ！　ん、くぅぅう！」

			　ぐちゅっ！　ぐちぃ！　ずりゅずりゅずりゅん！

			　ヴェロミコスの腰がうねり猛烈なピストンが始まった。

			　膣口がめくりかえるような勢い。それでいながら的確に弱い部分を狙い澄ます丁寧さ。

			　それは涙が出るほどの快感だった。

			「どうだ？　こんな気持ちよさを味わったことがあるか？　シーリスはこのチンポ以上の何かをくれたか？　お前の十数年の間で俺よりお前のことを理解した奴がいたか!?」

			「ひっ、ひぅぅぅぅぅぅ！　イ、イ、イク……！」

			　絶頂が迫る。全身が震え、両足が彼の腰に回ってしまう。呼吸もできないくらいの快感の連続。酸欠になって顔が燃えるように熱い。

			　そしてその快感の頂を踏もうとしたその刹那、

			「おっと」

			　ぬぽっ！

			　勢いよく肉棒が抜かれた。

			　中にあった物が一気に出ていく快感に総毛立つ。だが絶頂はできなかった。

			「ああ、なんでぇ……もうちょっとで……」

			　パクパクとマ○コ穴が喘ぐ。もう少しで手に入るはずだった快感が散っていく。それをかき集めるように、ベルはヴェロミコスの身体に腕を回し、熱さを求めて腰を擦りつけた。

			　だが、逞しい肉棒は甘える恥肉にそっぽを向いてしまう。

			「なんだベル、イキたかったのか？」

			　意地悪に笑うヴェロミコスに言葉を失う。

			　失われていく快感と冷めていく意識。あっけなく喘がされた現実が身心を軋ませる。

			　だがそれ以上に快楽の毒が全身を巡ってしまっていた。

			「シーリスがメインディッシュと言っただろう？　お前はただの前菜だ。俺のチンポを濡らすためのな。それでも欲しかったと言うのなら、教えた通りに媚びてみせるのだな」

			「くっ！　くぅぐぅぅぅぅぅぅ！」

			　歯も折れよとばかりに口を噛み締める。それでも下の方の口は閉じてはくれず、粘り気ある蜜を垂らして「足りない足りない」と訴えてくる。

			「さて、待たせたなシーリス。お前の番だ。穴は十分にほぐれたか？」

			「んんぅ！」

			　じゅぽっ！

			　シーリスの股から指が抜け、生々しい水音が響いた。

			「ククッ。ぐちょぐちょだな。すぐ隣で聞く娘のアヘ声は効くだろう？　お前の口も同じように鳴きたいと言っているぞ」

			　赤い指が広げられると乳白色の糸が橋を架けた。むっと香る濃厚なニオイ。ベルのものより強いチーズのような発酵臭はシーリスの成熟した身体を誇示しているようだ。

			「ほれ、中までドロドロだ」

			「くぅ！」

			　無造作に広げられる熟した雌穴。厚めの大陰唇だいいんしんが寄せられ、ワインレッドの恥肉が口を開ける。大量の愛液に溢れたそこは、いやらし液をなみなみと注がれた肉壺だ。シーリスの鼓動に合わせ収縮をくり返し、男の欲望を待っている。

			「さあお待ちかねのモノだ。娘のマ○コ汁でベトベトの極上チンポだ。どうせひょろい人間のチンポで身を慰めていたのだろう？　久々のパートナーにマ○コも喜ぶぞ」

			「し、してません」

			「なに？」

			「私は誰も受け入れていないわ！　この身体はもう肉欲に流されたりはしません！」

			　呆気に取られたように表情を止めていたヴェロミコスだが、一瞬にして破顔し、雷鳴のような哄笑こうしょうを轟かせた。

			「シーリス！　シーリス！　お前はなんと馬鹿馬鹿しく、哀れで、愉快な奴なんだ！」

			「な、なにを！　ひ、ひぅ!?」

			「誰も受け入れていない？　肉欲に流されない？　そうか、俺のためにマ○コを焦らして待っていたということか！　ハハハ！　いっそ淫乱らしく人間どものチンポを咥え込んでいればよかったものを！」

			「だ、誰が淫乱……ひぁ!?」

			　ぐちゅっ！

			　凄まじい粘液音が響く。シーリスに巨根を添えたヴェロミコスは、その形と誇示するように恥裂をなぞりながら腹部を前後させる。

			「あ、ああ……！　こ、こんな大きさ……！」

			　顔を引きつらせ、シーリスは逃げるように身をよじる。

			　最強の召喚術師が乳房を見せながら机の上を後ずさる。そんな光景をベルは生まれてから一度たりとも見たことがなかった。

			　彼女の抵抗もヴェロミコスの腕が簡単に奪った。腰を掴み、逃げた分だけを引きずり戻す。艶やかな青い髪が、机の上に放射状に広がった。

			　いよいよヴェロミコスはシーリスの上に覆い被さり、肉棒の狙いをつけた。

			　溶けたバターのように柔らかな恥肉が、陰茎とキスをしてぬちぬちと淫猥な音を奏でる。

			「娘で濡らしたチンポで、十数年ぶりの挿入だ！　日照りマ○コで存分に楽しむがいい！」

			「いっ！　ぅぅぅっっ!!」

			　ずっぶうううううううううう!!

			　ベルの耳まで届く挿入音。それは母が女へと戻った音だった。

			「ふっ！　ふぅっ！　ふーっ！」

			　シーリスは口を手で押さえ、声を殺していた。

			　しかしその指の間からは熱を帯びた吐息が溢れ出ている。

			「どうだ？　待ちに待った愛しい感触だ。堪らんだろう？」

			「うっ！　くっ！　くぅぅ！」

			「お前の娘もこのチンポにはメロメロだぞ。太くて長い、人間の雄では絶対に与えられない至福の喜悦だ。これを与えられるのは俺だけだ。そうだ、シーリス。また言ってみろ。俺のことが好きだとな！」

			「ぐっ、ぐぅぅぅぅぅ！」

			　軽口を叩きながら腰が動かされる。

			　にちゅ、にちっ、と甘い愛液の泡立つ音が断続的に続き、それに合わせてシーリスの高い声が溢れ出る。それでも彼女は耐え続けていた。

			「どうした？　口が利けんのかシーリス」

			「ふっ！　ふくっ！」

			　口を手で覆い、最低限の呼吸だけをシーリスは続ける。その眉は八の字に寄せられ苦悶の表情が浮かんでいるが、ヴェロミコスとのあらゆるコミュニケーションを拒絶する強い意志がそこにはあった。

			　だが、ヴェロミコスも余裕を崩さない。

			「やはりマ○コは正直だな。頑かたくなな唇とは違い俺のことを喜んで抱きしめてくる。緩い頭と違ってこっちはチンポのことをちゃんと覚えているぞ。懐かしいだろう？　胎内を奥までギチギチに広げられる感触だ」

			「ふっ！　ふぐぅ！」

			「きゅぅきゅぅと締めつけてくるじゃないか。俺も嬉しいぞシーリス。お前のマ○コはさらに熟し、あの頃とはまた違う味わいを持っている。それでいながらあの頃と変わらぬ情熱を肉の奥に秘めている。知っているか？　人間の雌はある程度年齢を重ねた方が肉欲が増すらしいぞ？　お前はどうだ？　ん？」

			「んぐぅ!?」

			　ずにゅっ……ずぶぅ……。

			　獣じみた腰が小鳥のように繊細に動く。鉄棒のような生殖器が膣の中のヒダを一つ一つ確かめるようにじっくりと移動する。その先端はすぐに膣の奥、子宮口まで届いてしまう。

			（す、すごい……あんな動きされたら私ならすぐに……！）

			　執務机に横たわりながらベルも背筋を震わせてしまった。

			　あの腰使いの恐ろしさは嫌というほど思い知らされている。執拗なまでの快楽責めはもはや拷問と言っても過言ではない。呼吸すら止めてしまう気持ちよさが無限に続くのだ。しかも絶頂するもさせないのも向こうの手の内だ。

			「リズミカルに子宮をノックされるのは素敵だろう？　コリッとしたポルチオにチンポのキスだ。雌の本能が呼び起こされて俺のことが好きになるだろう？」

			「はっ！　くっ！　くひっ！　ぐぅぅぅ！」

			　わずかに前後させられるだけの動きを何時間も続けられると身体の中に爆発するような衝動が蓄積していく。苦しい、欲しい、助けて、イキたい。そんな感情がぐるぐる巡って何もかもを塗り潰してしまう。

			　そして、解放される時は一転してすべての欲求を満たされるような至福が襲ってくる。溜めに溜めた快感がチンポによって弾け飛ぶ。それは全身がバラバラになって空へと舞い上がるような、他に比類するものがない快感だ。

			　あれを味わってはもう普通の生活は送れなくなると断言できるチンポの魔力を思い知らされる。

			「目の前ででかい胸が揺れるのを見ながらヤルのはいつやっても堪らないな。ぶるんぶるん動いて誘ってくる。ガキを産んで少し垂れてきたか？　乳輪も大きくなり乳首の色も濃くなっているが、これはこれでそそられるぞ」

			「くぅぅん!?」

			　むにゅ！　ぐにぃ！

			　腰をうねらせながら胸にも手を伸ばすヴェロミコス。二ヶ所の性感帯を同時に刺激され、シーリスの指間からとろりと唾液が漏れ出た。

			「好きだったろう？　こうしてじっくり乳首を弄られるのが。年を経てますます豊満でむっちりになったこの胸を、あの頃のように激しくしてやる。熟れた身体で受け止めろ。俺の熱さをな」

			「ふぐっ！　んふぅぅぅぅ！」

			　赤銅色の指が乳首を摘み上げる。赤らんだ大きめの乳首が潰され、痛みと快感にシーリスの顔が歪む。

			「そらそら、奥の方がほぐれてきたぞ。乳首を抓つねられて子宮も口を開けたな。欲しいのだろう？　またここに出されてベルの妹を孕みたいのだろう？　ん？」

			「んんっ!?　んんんぅ!!」

			　身体を震わせながらもシーリスは首を横に振る。それを嘲笑うようにヴェロミコスの腰使いが激しさを増した。

			　ぐちゅ！　ぶちゅ！　ぐちゅう！

			「～～～～～～～っ!!」

			　ガクガクと腰が笑い、接合部から飛沫が飛ぶ。並の女なら失神してもおかしくないピストン責めだ。
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　それでもシーリスは口を開けない。快感に悶えながらも最後の意地を守り続けている。

			「お母様、頑張ってっ！　そんな奴に負けないで！」

			　祈るような気持ちでベルは声援を送る。

			（大丈夫、お母様なら絶対に耐え抜いてくれる。今だってあの抽送に耐えているんだから）

			　チンポを抜かれた瞬間欲しがる顔をしてしまった自分を恥じる。求める声を上げてしまったのはどんな謝罪をしても償いきれない。

			（次、声を上げてしまったら……死んでやる）

			　もう迷いはなかった。母の名をこれ以上傷つけるくらいなら自害を選ぶとベルは心に決めた。

			（そうよ。もっと早くこうしておけばよかったのよ。でも、もし耐えきれたなら……今度こそ私はお母様と……）

			「生意気な目つきをした雌がいるな」

			　腰を振るっていたヴェロミコスが横目でベルを見やる。

			「マ○コをパクつかせて求めてきたくせに反骨心だけは一丁前か？　もう一度、その穴に突っ込んでやれば自分の馬鹿さ加減と母親の股の緩さを理解できるか？」

			「私のことはいい……でも、お母様のことを馬鹿にしたら許さないから！」

			　あらん限りの力を込めてベルはヴェロミコスを睨み、その腕を掴んだ。

			　そんなものがダメージにならないのはわかっている。だけど意志は伝えなければならなかった。

			「わ、私が喘いだのは私が未熟だから。だから私のことは何とでも言いなさいよ！　でもそれはお母様と関係ない！　お母様はお前に嬲られても最後には封印してみせた！　今だって立派に耐えてる！　今度お母様を馬鹿にしたら私は絶対に許さないから！」

			　啖呵を切って握る腕に爪を立てた。ドラゴンの鱗を引っかいたような感触に指先が痛むが構わない。母の尊厳だけは守ったのだ、という心地よい達成感が心を満たしていた。

			「お母様、私が馬鹿だからこんなことになったんだわ。もうお母様に迷惑はかけない。これ以上この悪魔に身を穢されるなら自分で終わりにするわ」

			「な、何を言っているの！　言ったでしょうあとは任せてって。大丈夫、お母さんは大丈夫だからベルは安心して。ベルはもう、普通に生きていいのよ」

			　どちらからともなく手を握った。お互いの指を絡めて体温を交換する。それは挿入を越える強い繋がりだった。チンポよりも固く結びついた母子の絆だった。

			「約束は守らせるわ。今日でこんなことも終わりよ」

			「お母様！」

			　今だけは自分の姿も股間の疼きも忘れた。ヴェロミコスと出会ってから初めてセックスのことを忘れることができた。

			　なのに、

			「クッ！　クククッ！　ハァハハハハハハハ!!」

			　唾を飛ばすような笑いが割り込んでくる。シーリスを貫いたまま顔を片手で覆って、割れんばかりの声を上げている。

			「な、何がおかしいのよ！」

			　怒りに顔が熱くなる。そんなさまをねぶるように見たヴェロミコスはゆっくりと指先をシーリスの身体に這わせる。

			「これほどの愉快なものが見れるとはな。これが笑わずにいられるか」

			「あんたなんかに理解してもらおうなんて思ってないわよ！　私たち親子の気持ちなんて悪魔のあんたにはわからないわ！」

			「いいや。理解していないのはベル、お前の方だ」

			　断言し、ヴェロミコスはシーリスの腹を手で押さえた。その指先に魔力の渦が集まっていく。

			「っ!?　そ、それは！　ダメよ！　それだけは！」

			「ど、どうしたのお母様！」

			　取り乱し、赤銅色の腕にすがりつくシーリス。その様子を嘲笑い嗜虐的な笑みをヴェロミコスは浮かべる。

			「ベル、一度は堕ちたシーリスが快楽を忘れたと本気で思ったのか？」

			「……え？」

			　指先がわずかに下腹部に沈む。ちょうど子宮の真上、そこに青色の魔法陣が滲み出すように現れた。

			（な、なにあれ。お母様の身体に……封印の魔術？　どうしてそんなものが？）

			　疑問の答えを得る前にヴェロミコスはその魔法陣に指を這わせた。

			「見ていろベル！　これがお前の母親の本当の姿だ！」

			「やめ──っ!!」

			　ヴェロミコスの手に握られ、魔法陣がガラスのように砕け散る。

			　ベルは本物の絶叫を聞いた。

			「ひっ────ぅあああああぁぁぁああああああああうあああああぁぁああっ!!」

			　カッと目を見開き、シーリスの身体がバネのように跳ね上がる。

			　ぷしゅぷしっ、と破裂するような音と共に股間から飛沫が散り、淫猥な香りを放つシャワーが降り注いだ。

			　反り上がった胸部では乳首が痛々しいほど尖り、股間でも真っ赤な肉芽がピキピキと勃起していく。

			「かっ！　かひっ！　ふっ！　ふっひぃぃぃぃぃい！」

			「ハハハッ！　動いてもいないのにイッたのか！　今まで溜め込んだ快感が一気に押し寄せたのか？　それにしてもこれは酷いな！　今までの澄まし面が嘘のようなイキ顔だ！」

			　ゲラゲラと笑いながらヴェロミコスはシーリスの顔を掴み、横に向かせた。

			　ベルの目の前に突きつけられたのは絶頂によって呼吸困難に陥り、涙と鼻水で整った顔をぐしゃぐしゃにした母の姿だった。

			「べ、べりゅ……み、見なひで……おっほぉおおおおおお！」

			　ぐりゅとヴェロミコスが腰を押し入れた。

			　シーリスは獣のような声を上げ、ベルの顔に唾液を飛ばす。

			「どうだベル？　これが本当のシーリスの顔だ。面白かろう？」

			「な、な……お、お母様……なにが」

			「こいつは性感を封じる魔法を自分にかけていただけだ。しかも並の人間なら一生性欲も湧かなくなるような代物をな。こんなものを自作しておきながら自慰を止められずにいたというのだからお笑いだと思わんか！」

			「な、なんでぇ……！　そのこと……知ってぇ!?」

			「う、嘘。お母様……そんな……」

			　ベルの脳内にあの日のことがフラッシュバックする。自室に籠もり、淫らなオナニーに耽ふけっていた母の姿。その瞳が見ていたのは本当に天井だけだったのだろうか。

			「隣で娘がチンポにヒイヒイ言っている中、自分は鈍った性感で澄まし顔だ。しかもそれでも耐えきれずに気持ちよさそうな顔をして。これだけ酷い淫売は初めてだ。自分の娘が本当に可愛いならベルにも呪文をかけてやればよかったんじゃないか？」

			「違うぅぅ！　こ、この呪文は自分にしか！　ふひぅ!?　し、信じてぇベルぅ！　決して貴方を騙していたわけじゃ……！」

			　母の不器用な言葉が後ろ暗い本音を透かしてしまう。

			　彼女は恐れていたのだ。もう一度快楽を味わえば、それこそヴェロミコスより遥かに劣る人間とのセックスでさえ、自分を堕落させてしまうことを。

			（お母様は最高の召喚術師で……だからヴェロミコスの責めだって耐えて……でも本当は違うの？　私の見てきたお母様の姿は全部偽物だったの？　最初から私が憧れたお母様なんていなかったの？）

			　一度は取り戻した強い母親像がひび割れていく。

			「ま、まっへ！　い、いきなり激し……!?」

			　シーリスは覆い被さるヴェロミコスの腕を掴んだ。その指は震え、涙で濡れた瞳には今までなかった恐怖の表情が見て取れる。

			「なんだあ？　さっきまでこれくらい耐えていただろう？　お強いシーリス様は魔法陣を解除されたくらいじゃ屈しないよなあ？　ほれ、皮肉の一つでも言ってみたらどうだ『お母様』！」

			「ひぎゅ!?　そ、それだめええええええ！」

			　ずぶぅぅぅぅ！

			　深々とペニスを押し込み、そのままシーリスの両足をヴェロミコスは持ち上げた。

			　当然、シーリスの臀部も突き上げるような形になり、二人の接合部はベルからも見えるような丸出し姿となってしまった。

			　これが屈曲位という体位であることをベルは身体で教え込まされた。そしてその挿入が恐ろしく深く、女の部分を掘り返す凶悪な姿勢であることも。

			「ベル、よく見ておくんだぞ。強い強いお母様がチンポと戦うさまをな」

			　笑いを堪えきれないといった様子でヴェロミコスはゆっくりと腰を上下させ始めた。

			「～～～～～～～っ!!」

			　天に向いたヴァギナに向かい肉の柱が上下する様子は、まるで神話の物語のように現実味のない光景だった。

			　だが肉棒に浮かぶ太い血管や、飛び散るラブジュースが、そして声にならない悲鳴を上げて全身でむせび泣くシーリスの姿が、これが現実だと教えてくる。

			「あひっ!?　おっ!!　おほぅぉおお!?」

			「酷い声だな！　犬のようだぞ！　雌犬だ！　これが天下の召喚術師様だとはお笑いだ。この声を騎士団の部下どもに聞かせてやるのはどうだ？　面白い獣がいると探しに来るかもしれんぞ！」

			「や、やらあ！　わ、私はケモノなんかじゃ……んほぉぉおぉぉおおおお!?」

			　ついに巨根が根元まで押し込まれ、シーリスの声がオクターブ高くなる。

			　どちゅどちゅと粘つく音を響かせ、強烈なピストンが繰り広げられる。

			　その合間に聞こえる音にベルは気づいた。「ばふっ！　ばふっ！」と音を鳴らすそれは二人の挿入音とほぼ同時に聞こえてくる。

			（これ……タマの音だったんだ……）

			　強引な抽送をされている時に時々聞こえていた音の正体を知った。

			　握り拳ほどもあるヴェロミコスの巨大な睾丸。それが挿入のたびに尻にぶつかり音を立てていたのだ。

			　比較的柔らかな部位とはいえその勢いは強い。挿入と同時にアナルと会え陰いんも刺激されるのはじわじわと回る毒のように女体に影響を与えていく。

			（女を鳴かせるチンポ、女を感じさせる睾丸、指も口も全部セックスのためにあるんだ……こ、これを私はずっと受け続けてきたんだ……！）

			　ヴェロミコスの交わりを客観的に見ることで、その凄まじさを改めて思い知らされる。

			　息を呑み、ベルは隣で披露される色欲の饗宴に目を奪われた。

			　いつの間にか手持ち無沙汰の指先を股間に伸ばし、快感を貪ろうと膣内に入れてしまう。

			（なんでよ！　どうしてお母様ばっかり！　わ、私はずっと耐えてきたのに！）

			　中途半端なままで放置された身体が疼く。何も入っていないヴァギナが切ない。広げられた膣肉が少しずつ狭まり、愛液も冷えていく。

			（やだ……！　熱いの離れちゃやだぁ……！）

			　くちゅっ……ぐちっ……。

			　罪悪感に苛さいなまれながらもベルは指を止められなかった。胸を自分で揉みしだき、淫口に指を這わす。だが、か細い女の指先ではあの極太ペニスの代わりなど務まるはずもない。

			　そもそもベルは男を悦ばす方法は仕込まれていても、自慰に関しては素人だった。急速に熟されながらも自らを慰める術を知らない若き肉体は、いくら一人エッチをしてもどうしようもない切なさに狂わされていく。

			「魔法を解いたらますますいい具合になったじゃないか。膣の中が別の生き物のようにうねってすごい吸い付きだ。魔界の淫獣でもこれほどは吸い付いてこないぞ。まったく。悪魔のペニスをこれほど求めてくるマ○コに成長するとは驚きだ」

			　まるで世間話でもするような気軽な様子のヴェロミコスに対し、シーリスは必死の形相で唇を閉ざしていた。隣で娘が見ていることを意識してか、わずかでも母の尊厳を守ろうとしているのだろう。

			　だが、それが炎の前に置かれた氷の欠片のように儚いものだとベルにはわかってしまう。

			　ふっふっと短く荒い呼吸が続き、持ち上げられた臀部がぶるぶると痙攣している。何より抽送を受け入れる雌穴が、お漏らしの如く汁を飛ばしていた。

			（ずるい、ずるいわお母様！　そんなに激しくされて！　私は途中で止められたのに！）

			　唇を噛みながらベルは股間をまさぐる。とても奥に届かない指先に対して、シーリスは奥の奥まで雄の欲望に満たされている。

			「これがいいのだろう？　カリを腹側に押し付けて……引き抜く！」

			「んほぉ!?　んおおおおおおおおおおおお！」

			　ずりゅっ！

			　エグい音を立てて肉棒が引き抜かれた。大量のラブジュースが噴水のように噴き出し、ヴェロミコスの腹にシミを作る。

			「ハハハッ！　調子が出てきたようだな！　一気に責めて、自分の立場を思い出させてやろう！」

			「んひぅ！　やめ！　そこ、本当にダメ……んぐうぅぅぅう!?」

			　えぐるような抜き差しは何度もくり返された。それこそ出来の悪い子供に勉強を教えるように何度もだ。そのたびにガクガクと全身を震わせ、シーリスは涙声で制止を叫ぶ。

			　だが声を聞けば聞くほど燃え上がるのか、ヴェロミコスの抽送はより激しく執拗に続いた。それを見ながらベルは一心不乱に指を動かしていた。念じればこの指がペニスとなると言われたら、迷わず欲しがってしまうほど真剣に。

			「まずは膣内なかに目覚めの一発だ！　子宮口を開けて受け止めろ!!」

			「な、膣内ぁ!?　ダメめぇええ！　そ、それ、堕ちる！　堕ちちゃううううううう!!　一番奥かき混ぜられて！　わ、私を変えないでえええええええ!!」

			　腰をひっくり返された無様な格好のままバタバタと手足を振るうシーリス。その姿はまるで大きな赤ちゃんだった。

			（ああ……出すんだ。チンポの動きが速くなって、腹筋に力が入ってるのわかる。鼻の穴が膨らんできたら射精の合図……）

			　すっかり頭に叩き込まれてしまったヴェロミコスの絶頂のサインを読み取り、ベルも指の動きを激しくした。「せめて同じタイミングで」。そんなことを思う。

			「あっ！　あぐぅ！　来るぅ！　来る来るぅ！　おっきなおチンポでズボズボぉぉぉっ！　私の中でビクビクしてるぅぅぅ！　熱いの来るうううう！　何年ぶりかのザーメン来るぅぅぅぅ!!」

			「口もよく回るようになったな。チンポを入れられ、本音がだだ漏れだぞ。下の方も愛液をだらだら垂らしてチンポがぐちゅぐちゅだ……くっ、俺も本気になりそうだぞ！」

			　ヴェロミコスの鼻が膨らんだ。目に見えて陰茎が鋭く硬く反り返り、睾丸もギュッと凝縮している。

			（来る！　来る来る！）

			　ベルは夢中で指を動かす。乳首を強くに抓り上げ、トロトロの膣口に指を奥まで入れた。

			「おっ！　んほぉ！　お、おぐぅぅ！　く、くひぃぃぃぃ！　い、い、いっちゃ……！」

			「出すぞ!!　奥で……受け取れ!!」

			　獣のような吐息が吐かれ、巨根が一層深く突き入れられた。

			　一呼吸の間を空け、シーリスの絶叫が部屋に響き渡る。

			「ひゃああああああうあああああああああああああっ!!」

			　どびゅ！　どびゅるびゅぶ！　どぷぅどぷぅどちゅどちゅぅぅぅぅ!!

			　白い火山が爆発した。

			　真っ赤な噴火口から濃厚な子種が飛び散り、ベルの顔にまで届く。

			　肉の土手を白い溶岩が滑り落ち、シーリスの髪と同じ色のジャングルに染み込んでいくそれはアナルまで届き、腸内にまで入り込んでいった。

			「い、いきゅ！　いって……りゅぅ！　おっ！　んほぉ！　熱くてドロドロなのが染み渡ってぇ……いきゅいきゅうぅぅぅぅ!!」

			　舌をだらりと垂らしたイキ顔で、シーリスは絶頂の余韻に身体を痙攣させていた。

			　その振動によって膣内をチンポでかき回され、さらに快感が連鎖的に広がる……長い長い絶頂痙攣は十数年ぶりの射精を余すところなく味わおうとしているようだった。

			　一方のベルは、シーリスとは正反対の苦悶を浮かべていた。

			（イケなかった……指じゃダメなんだ……あの、大きいおチンポじゃないともう私、アクメすらできないんだぁ……！）

			　必死に指を動かした。今まで想像すらしなかったいやらしい動きでヴァギナと乳頭を刺激した。それでも身体は絶頂に届かなかった。

			「久々のザーメンは美味いか？　枯れた花にやる水としては極上だろう？　どれ。どんな具合だ？」

			「んぃ!?　まだ抜いちゃ……！　ま、またイッちゃうからぁ……！」

			「マン肉がみっちり絡みついてくる……俺のチンポを離したくないのはわかるが、ワガママはいかんぞ！」

			「んぉおおおおおお!?」

			　ぬぽぉ!!

			　コルクを抜くような音と共に、めくり上がった入り口から肉棒が抜かれた。

			　数秒ヒクヒクと震えていた陰唇から白い熱液が湧き上がる。

			「はっ……！　はひっ、んひぃ……！」

			「久々の射精の味はどうだ雌豚」

			　両足を掴まれて大股開きの無様姿にされても、シーリスはロクに抵抗もできなかった。

			　ひっひっと漏れる嗚咽は悲しみの声とも喜びの声ともつかない。そんな彼女の顔と股間をじっくり眺めたヴェロミコスは、やがて満足したようにその身を離す。

			「まだまだ始まったばかりだぞ。一度の絶頂くらいで果てるなよ」

			　淫蜜で濡れた肉槍は大量射精を終えたのにまるで萎えた様子を見せない。ドロドロの精汁を先端から滴らせ、次の獲物を探すように脈動していた。そこに続く睾丸ではビキビキと音を立てて次の子種を大量生産している。

			（っ!?　こっちを見てる！　そう、それ欲しいの！　こっち！　こっちにもさっきの続きぃ!!）

			　真紅の瞳がこちらを意識していることに気づき、ベルは息を呑んだ。

			　下腹部の奥から熱い物が溢れてくる。勝手に指が動いて身体の奥を擦る。視線はヴェロミコスの双眸そうぼうへと返され、そして下腹部の肉棒へと向かう。醜悪な肉竿が輝いて見えたのは灯りのせいだけではないだろう。

			「ククッ……そら！　もう一発いくぞ！」

			「おっ！　おひぃぃぃ！　来たぁ！　また来たぁ！　アクメ痙攣してるマ○コにまたチンポぉお！」

			　再びシーリスの身体に覆い被さったヴェロミコスは、その巨根を再び膣奥へと押し込んだ。もはやベルのことなど意識にないのか、シーリスは下品な言葉を声高に叫ぶ。

			「な、なんで!?　お母様はもう!!」

			「ん？　なんだベル。何か言いたいことがあるのか？」

			　ヴェロミコスの問いかけに言葉を詰まらせる。

			「お……お母様はもう辛そうだから。だから私に……」

			　頭を巡らせなんとか理屈をくっ付ける。

			　だがヴェロミコスは一瞥すると腰を振りながらこう言った。

			「いや、もうお前とはせんぞ」

			「…………え？」

			　その言葉を理解するのにしばらくの時間を要した。

			「思ったよりシーリスの具合がいいからな。お前の身体もこれまでの調教で十分味わったから、残りの時間はこの穴を使うとしよう。まあお前もシーリスを発情させるスパイス程度にはなったか」

			「あ？　え？　わ、私は……」

			「おら、出すぞ！　奥の奥まで飲み込め！」

			「くひゅぅぅぅぅ！」

			　ベルを横目にあっさりと二発目を射精された。ドプドプと音を立て、子宮を埋め尽くす大量精液が流し込まれていく。陰唇からは溢れた白濁液が溢れ出し床へと落ちていった。

			（あ、ああ漏れてる……舐めろって命令さえあれば、あれを私が……！）

			　身を切られるような思いで、ヴェロミコスの言葉を待つ。

			　「次はお前だ」と言われることを期待して、尻を突き出す準備までしてしまう。

			　だが巨漢の悪魔は挿入したままシーリスの身体を抱えて机を去ってしまった。

			「体位を変えるか。そら、ハメる前に口で掃除しろ」

			　執務机を離れ、部屋の隅に転がされていたソファーへと座ったヴェロミコス。

			　無造作にシーリスの股間からペニスを抜くとそのまま口奉仕を命じた。亀頭は未だ射精の余韻を残しており、湧き水のように生殖液を湧き上がらせていた。

			「ふぐっ……す、すごいニオイ♥　二回目なのに信じられないくらい濃くて、あんなに出したのにまだ出てる……んっちゅ♥　ちゅ♥」

			　シーリスはおずおずと先端に舌を這わせ、湧き上がるザーメンを丁寧に舐め取っていく。

			　やがて射精が止まると、そのまま根元まで舐め、再び浮かび上がるように先端へ戻る。そして艶やかな唇を開けると、棍棒のようなイチモツを飲み込んでいった。

			「ふっ、テクニックは稚拙だがむしゃぶりつく様子は興奮させてくれるな。俺の味を思い出しながらしっかり舐めろよ」

			「は、はむっ。ちゅっ。じゅるる！　チンポ汁ぅ……尿道にまだ残ってるぅ♥　んっんっんっ♥」

			　大口を開け、鼻の下を伸ばした下品顔で、肉棒へと吸い付く最強の召喚術師。

			　その頭を巨大な手が撫でる。まるで愛おしい恋人にするように。

			「ううぅ……ううう！」

			　唸りながらベルは衝動的に机に垂れていたザーメンを指につけていた。すでに熱を失っていたそれをかき集めて膣の奥に塗りつける。

			（ああ、何やってるの私。お母様のフェラ姿を見ながらのザーメンオナニーなんて。妊娠しちゃったらどうするの？　でも欲しいの止まらない！）

			　これほど惨めなことがあるのかとベルは泣きそうな気分になる。

			　目の前では深い交わりが行われて、そこには愛情のようなものすら見えるのに、ベルは冷たい机の上で自慰をしている。しかもそのおかずは母に出された生殖液の残り汁だ。

			「ちゅっ……ちゅぅぅぅぅぅぅ！」

			　じゅるじゅると音を立てて、シーリスはペニスを絞るように啜り上げる。そのまま深く咥え込むとゆっくりと頭を上げる。内外を同時に磨くような丁寧な動きにベルは顔をくしゃりと歪めた。

			（あ、ああ……全部取られちゃう。欲しかったザーメン、お母様に全部持っていかれちゃう。なんで、なんでなんで……もう、私はいらないの？　お母様だけじゃなくて、お父様からも必要とされないの？）

			「なんだ、まだいたのか」

			　呆れたような声にビクッと身体が震える。

			　リラックスした様子でソファーにふんぞり返っていたヴェロミコスは、やれやれと手を振っている。

			「安心しろ。約束は守ってやる。満足したらここから去ってやるさ。もちろんお前にもう関わることはない。あとは好きに生きて好きに死ね。どこぞの男とヤろうが召喚術師になろうが自由だ」

			（去る？　ここからいなくなっちゃうの？　どうして？　あ、そうか。お母様がそう約束したから……）

			　考えが上手くまとまらない。

			　自分が何を求めているのか、何をすればいいのかもわからない。

			「よし。しっかり舐め取ったな。口の中を見せてみろ。ククッ、エロい口の中でザーメンが泳いでいる。言ってみろ。次はどんな格好でぶち込んで欲しいんだ？　丸一日かけて味わい尽くしてやる」

			　ヴェロミコスはシーリスへの愛撫を再開する。乳首を掬い上げるように指先に乗せてその重さを確かめる。臀部に指を這わせ、快感の余韻に震える尻を撫でた。

			「お前も嬉しいだろう？　このチンポを独り占めだ」

			「そ、そんなこと！　わ、私はベルを守るために！　そ、そうです！　ベルのために！」

			　亀頭から口を離し、唾を飛ばして否定するシーリス。

			　しかしその手はしっかりと陰茎を握っている。

			　シーリスが顔を向けた。その顔には曖昧な笑みが浮かび、どこか卑屈さすら滲ませていた。

			「だ、大丈夫よベル……『コレ』の相手は私がするから。貴方は心配しないで休んでいて。ね？」

			「っ!!」

			　諭すような母の言葉に目の前が真っ赤になる。

			　今まで感じたことのない熱い憤りが湧き上がり、口から飛び出した。

			「ふざけないでよ！」

			　精液と愛液に濡れた手で机を叩き、ベルは思い切り叫ぶ。

			　シーリスは陰茎を握ったまま石になったように硬直する。

			「偉そうなこと言って、お母様はただのビッチじゃない！　ズルをして性欲抑えてただけで、魔法を解かれたらあんあん喘いじゃって！」

			「そ、それは違うの！　私にも考えが……！」

			「誤魔化さないで！　お母様もエッチが大好きなんでしょ！　チンポに負けたんでしょ！　だから私が生まれたんでしょ！　悪魔のチンポを奥まで入れて、赤ちゃん部屋まで支配されて産まれた子が私よ！　だけどそれから目を逸らして！　全部なかったことにして！　私にはなんにも教えてくれなくて！」

			　言葉が止まらない。もうどうなってもいいと自棄になり、ずっと言えなかったことさえ口から飛び出してしまう。

			「私は、お母様に認められたかった！　それ以外に何もいらなかったのに！」

			　ぶるっと身体が震え、股間の奥から熱い蜜がこぼれ出た。

			　太ももを伝う粘液が、じくじくと肌を熱くする。

			「べ、ベル……」

			「召喚獣だけが友達だった……彼らと一緒ならなんでもできると思った。種族が違ったってわかり合えると思った。だからお母様とだっていつかわかり合えるって、いつか認めてもらえるって。でも、お母様はそれを否定して！」

			　目尻が熱くなり、声が濁る。

			　頭の中はもうぐちゃぐちゃで、喋っている言葉もぐちゃぐちゃのままだった。

			「最初から悪魔の子だって知っていたら……英雄になんかなれないって知っていたら……あの時、魔導書を盗まなかったら……！」

			　ああそうだ、とベルの中に一つの問いかけが浮かび上がる。

			　母に聞かねばならないこと。それがはっきりと実像を結ぶ。

			「……教えてお母様。私はなんのために生まれてきたの？」

			「っ!!　べ、ベル……！」

			「なんのため？　そんなもの決まっているだろう。俺に身を捧げるためだ」

			　二人のやり取りを踏み砕くように、太い声が割って入ってきた。

			「お前は俺に身を捧げるために生まれてきたんだ。その肉もその血もその思考さえもな。お前も過去を覗いて見ただろうが。シーリスは初めからお前を俺に捧げるために孕んだんだぞ」

			「そ、それ以上ベルに言わないで──むぐっ!?」

			　太い指で口を塞がれ、シーリスは言葉を紡げない。抵抗する彼女を押さえ込みながらヴェロミコスは朗々と語る。

			「馬鹿な雌は頭で考えるから下らん思考に陥る。お前らはマ○コで感じていればいいんだ。チンポに屈服しマ○コで物を考える。俺を喜ばせることだけを考え、その身を快楽のために磨いていく。そして次のマ○コを生み、俺に捧げて共に快楽の連鎖を繋げる。それだけで満たされるのが雌だろうが。人間だの悪魔だの召喚獣だの下らんことだ」

			「く、下らない……？」

			　ベルを蝕んできた苦悩をヴェロミコスはバッサリと切って捨てた。

			「ベル、今まで生きてきたお前の時間とチンポに支配されたこの二週間。選ぶとしたらどちらだ？」

			「え、え……？」

			「お伽噺の中のシーリスとチンポを握るシーリス、どちらが幸せそうだと思う」

			「むぐ!?　んんぅ！」

			　シーリスの抗議の声は口の中をかき回す指によって潰された。

			「まったく、俺が最初からいればこんなアホには育てなかったものを。まあその分、凝り固まったプライドを踏みにじるのは愉快だったがな。結果的には味わい深い雌マ○コになったということか」

			　ヴェロミコスは口元を歪め、ベルに手招きをした。

			「おい、こっちへ来て跪け」

			　その一言に、ベルは誇張抜きに身震いをした。

			　逆らうという発想はまったくなかった。むしろ心の中にあるのは不思議な充足感と温かさだった。

			「……来たわよ」

			　机を降り、ソファーの前で座り込む。そこで見た光景にベルは「ほぅ」と感嘆の息をついてしまった。

			　鎮座する巨大な悪魔。そそり立つ逞しい肉棒。その膝下で口を塞がれた美女。これほど美しい光景があるだろうか。

			「やるべきことはわかっているな？」

			　ねちっこい口調で問われ、ベルは一度顔を伏せた。

			　大きな決断に心底震える。だが気持ちのいい不安感だった。今まで常につき纏っていた影を切り捨てる。ずっと歩き続けた道の、すぐ隣にまったく別の道があったのだと気づいた。そちらに移れば二度と戻れない。だが、それでもいいと身体と心が求めてしまう。

			「お、お願いお父様……ベルにもチンポを恵んでください♥」

			　シーリスが大きく目を開く。ヴェロミコスは愉快そうに口元を歪めた。

			　その反応にまたベルは身体を震わせてしまった。身体中から汗が噴き出て、股間は火傷したように熱い。

			「もう、我慢できないのぉ♥　大きいおチンポで奥までもらわないとおかしくなるぅ♥　ベルのおマ○コ気持ちいいよ？　ほ、ほら……♥」

			　ヴェロミコスが好む言葉を必死に考え、Ｍ字に開脚して股間を指で開く。

			　忌避していた媚びた口調もいざ言ってみると甘美だった。

			　何もかもさらけ出し欲望を口にする。それは、それだけで絶頂してしまいそうなほどの解放感だった。

			「口も使っていいよぉ♥　ほ、ほらお父様に教えてもらった舌遣い……ベロベロン♥　おチンポだってアナルだって舐めるよぉ♥　お尻の穴も使って♥　キュッキュッて締まるアナルで太いチンポを飲み込んじゃうから♥」

			　口を開けて舌を大きく垂らした。たっぷりと唾液の乗ったそれを振り回してペニスを挑発する。尻たぶにも指を伸ばしてアナルを開いて見せた。調教によってハメ穴とされたそこは柔らかに開き、呼吸をするように開閉する。

			　全身で「自分の身体はチンポのためにあります」とセックスアピール。ヴェロミコスによって磨かれた身体は、それを極めて効率的に行えたに違いない。

			「ククッ！　クハハハハハッ！　いいぞベル！　今のお前は最高にいい！」

			　ゲラゲラと笑いながらヴェロミコスはシーリスの口から指を引き抜いた。軽く咳き込んだシーリスは泣きそうな顔でベルを見た。

			「いいだろう！　ベル、俺の下へ来い！　肌を合わせ、その身体を感じさせろ！」

			「は、はぁぁあ！」

			　ちゃんと返事をしたつもりなのに、呂律が回らず変な喘ぎになってしまっていた。

			　それを恥じる暇もなく即座に立ち上がって、半裸の身体でヴェロミコスの下へと飛び込んだ。

			　結構な勢いだったのに鋼のような肉体はビクともしない。どうしようもなく憎かったその強靭さが、今は頼もしく思える。

			「まずは口でしろ。そうだな、シーリスの奴にも舌奉仕を教えんといかんからな。丁寧に実況しながらやってみろ」

			「なっ!?」

			「はぁい♥　お父様♥」

			　シーリスが息を呑むが、それも無視してベルは元気よく返事をした。

			　彼女が掴んでいたペニスを奪い、その大きさと熱さにため息をつく。

			（はぁはぁ……ようやくできるんだ……生のチンポ……本物だ）

			　すでに舐めたし、一度は自分の膣に入っていた物だ。なのにベルには初めて見た時のような新鮮さと感動をもって肉棒を感じられた。

			　指がじんじんするほどの熱さ。禍々しい造形。浮かぶ太い血管。驚くほど激しい脈動。硬い陰毛。ぬるぬるの粘液。そして鼻の奥、身体の芯を熱くさせる強烈なニオイ。

			　だがいつまでもそれらを堪能してはいられない。意識を切り替え、ベルは眉を寄せているシーリスを見た。

			「お母様、いい？　まずは挨拶をするの。それから丁寧にキスするの」

			　思えば母に何かを教えるというのは初めての経験だとベルは気づいた。それがペニスのしゃぶり方というのはなんとも因果だと思う。

			　だが今はただ、一刻も早くこのペニスに触れたい。

			「おチンポ様……ご奉仕させていただきます♥」

			　ちゅっ、と啄ついばむように先端にキスをした。それだけで、喜ぶようにペニスは震えてくれる。

			「挨拶がすんだら奉仕するの。おチンポの気持ちいいところを探しながら丁寧にね」

			　優しく手で包みながら、肉棒に何度もキスを落としていく。

			（こんなにキスしているのに全体にしきれない……すっごい極太マラ♥　鈴口も太くて舌だって入りそう♥　こんなに大きいんだから射精もすごいはずよね♥　ホースで出すみたいな大量射精欲しい♥　はぁぁん、なんて立派なパパチンポ♥）

			　なぜだかチンポにキスをしていると、それだけで誇らしくなってきた。

			　このデカマラが自分を産ませたんだ、世界中にそう宣言したくて堪らない。

			「皮の中も綺麗にするの。こうして包皮を広げて……よだれを流し込んで……」

			　口の中で唾液を泡立てて皮の中に垂らしていく。

			　そして舌先を尖らせて皮と竿の隙間に入れた。

			（はああ……これすごいのぉ……！　すごいニオイと味！　顔全部でお父様のを感じてるぅ！）

			　じゅくじゅくと音を立てながら舌で唾液をかき混ぜる。そこにこびりついていた体液が唾液に溶けて濃厚なカクテルとなる。

			「悪いがチンカスは切らしているぞ。お前の好物だったのに残念だったな」

			「う、うう……ちゅぷちゅぷ」

			　その宣言にベルは肩を落とす。パリパリの乾いたチンカスも、蕩けたクリーム状のチンカスも、ベルを狂わせる性的薬物のようなものだった。それがないのは寂しい。しかし手を抜く理由にはならなかった。

			「おお……いいぞ。綺麗な顔でチン皮の中に舌を突っ込んでいる。実に下品で無様だな！　そら、啜ってみせろ！」

			「……じゅる、じゅるるるるるぅ！」

			　ザーメンと唾液のカクテルを啜り飲む。舌に滲む苦い味。喉に絡む粘り気。鼻孔を通る強烈な雄臭が頭の中を染め上げていった。

			「はふっ……ふっ……綺麗に掃除できたら頭の部分を丁寧に刺激するの。とっても敏感だから優しくね。竿やタマもこうして刺激してね」

			　皮から取り出した舌で亀頭をねぶる。飴玉でも転がすように舌を動かすとピクピクと甘く痙攣してくれた。その間に陰茎を擦り上げ、睾丸を握る。どちらも巨大でベルの小さな指では全体を握れないくらいだ。

			　巨大で強靭な生殖器官をもっと感じたいと、ベルはその巨乳を押し付けてヴェロミコスに密着する。

			「はぁはぁ……だんだん昇ってくるのわかる。井戸から汲み上げるみたいにどくんどくんって来てる。この太い管に満ちてるわ……」

			　だんだんと味わいが濃くなり、粘り気が口に絡んでくる。

			　鈴口が震えた。ドクンと脈打ち、口内に熱い先走りが飛び込んできた。

			「はぁぁぁぁん♥　すごい味♥　ちょっと出ただけなのに臭くて、濃厚で、喉に絡んでくる……っ♥」

			「あ、ああ……ごくっ」

			　隣に座り込んでいる母が喉を鳴らした。物欲しそうな表情にぞくぞくとした快感をベルは覚えてしまう。

			「あ、あの……ベルだけじゃなくてその……」

			　顔を伏せ、ボソボソと呟くシーリス。それに気づきながらも、ベルは無視してチンポ舐めに集中する。

			「う、うぅ……」

			　まるで童女のように唸って目に涙さえ浮かべるシーリス。その姿にベルは胸の内がすっと落ち着いていくのを感じた。

			「欲しいか？　シーリス」

			「あぅぅ……ほ、欲しい……欲しいのぉ」

			　口を半開きにして、上目遣いにヴェロミコスを見るシーリス。巨乳を抱くように押し合わせ、媚びた呼吸で発情を促す。それは雌のおねだりの姿だった。

			「だが、その前に言うことがあるだろう？　ベルが手本を見せたんだ。わかるな？」

			　その言葉にぐっとシーリスは唇をつぐむ。しかしすぐに根負けしたように股を広げ口を開け、犬のチンチンのような姿勢を取ってみせる。

			（あ、私がさせられた格好と同じだ）

			　犬に姿を変えられ連れ回された日のことを思い出し、ベルは肉棒に頬擦りしながらくすりと笑う。もしかしたら母も同じような調教を受けたのかもしれない。

			「お、お願いあなた。シーリスにもチンポ恵んでぇ♥」

			　はっはっと息を吐きながらだらんと舌を垂らしてみせるシーリス。乳房も陰唇もアナルさえも丸出しで、そのすべてが細かに震えて使用されることを待っている。

			（あなた……あなた、か……ふふっ）

			　この悪魔のことを母がそう呼んだことがベルにはなんだか得意であった。

			「ククッ！　いいだろう！　ベル、半分くれてやれ！」

			「うー、はぁい」

			　口先でだけ不満を言いつつ、ベルは身体をずらしてペニスの半分を空けた。

			「あ、ありがとうベル！　は、はむ！」

			　感謝の声もそこそこに、かぶりつくようにシーリスは亀頭へと口を這わせた。

			　その際、彼女と唇が触れ、蜂蜜のような甘い味がした。

			「ちゅぷ……くちゅ……ちゅ……」

			「そうよ、お母様。舌の動きを意識して。おチンポが反応したところを重点的にするの」

			「う、うん……ふくっ……ちゅぶちゅぶ……！」

			　ベルの言葉に頷きながら食いつくように陰茎を舐めるシーリス。

			　間近で見ると、確かに雑だったり思い切りが足りないフェラだった。だが成熟した大人である彼女が、試行錯誤しながら必死にフェラを工夫しようとしているのは単純な技術だけでは出せない魅力があった。

			　ヴェロミコスもそれを感じているのか、ふーっと熱い鼻息を出して感嘆していた。

			（私も……！）

			　母に負けじとベルも奉仕を再開した。

			　絡み合う舌先が競い合ってワインレッドの肉先を舐める。初めはお互いの領土を探り合うように左右を舐めていたが、先走り汁の味を求めると共にその境界は曖昧になっていった。

			　そしてカリ首を舐めている時に、ツンと舌先同士が触れてベルは慌てて顔を離した。するとシーリスも同じように顔を離しており、二人は目を丸くしてお互いを見やる。

			　そしてどちらからともなく再び口を亀頭につけるのだった。

			「「ちゅっ♥」」

			　唇の端が鈴口の上で触れ合い、それからはどこを舐めるのも遠慮がなくなった。

			　赤く伸ばされた二つの舌は軟体生物の交尾を思わせる動きで絡み合い、溢れ出た唾液が魔性の生殖器をぬらぬらと濡らしていく。

			「いいぞ……次はタマとケツ穴も綺麗にしてもらおうか」

			「「は、はぁい♥」」

			　立ち上がったヴェロミコスに釣り上げられるように、二人もその足へと絡みつき、胸を押し付けながら次の奉仕へと期待を育む。

			「お母様、私がアナルをしていい？」

			「わかったわ。こっちはタマをするわね」

			　平和的に奉仕場所も決まり、ベルは仁王立ちするヴェロミコスの尻を見上げる。彼の巨きょ躯くはその股下も規格外だ。ほとんど直立に近い姿勢になりながら、逞しい尻間に隠れた穴へと顔を近づける。

			（はぁはぁ……お父様のアナル。一番汚い部分を私が綺麗にしていいんだ……）

			　二週間前の自分なら絶対に思わなかったであろう思考が頭の中を満たす。

			　汚い。不潔。触れることさえありえない。舐めるなんてもっての他。

			　そんなお尻の穴に対する負の感情はもちろん残っている。もし他の男の尻を舐めろと言われたら絶対に拒否するだろう。

			　だがヴェロミコスの物だと思うとそれだけで愛おしくなる。身体に見合った大ぶりな直径。引き締まった皺。ペニスとはまた違った獣臭さ。

			　調教の過程で尻を舐めさせられたこともあったが、今はまったく違うものに見える。

			「い、いただきます……ちゅっ」

			　自然と挨拶を口走っていた。軽く濡らすつもりのひと舐めで、ベルは一発で我を忘れる。

			「ぶちゅ！　ちゅ！　ちゅっちゅっ！」

			　尻の間に顔を突っ込み、無我夢中でむしゃぶりつく。舐めるたびにヒクヒクと反応してくれるのがとても嬉しい。

			「はふっ、すごい大きさ……パンパンに膨らんでるわ……ちゅっちゅぷ！」

			　前の方ではシーリスも睾丸を夢中で舐めているらしい。ほっそりとした母の顔が皺だらけのタマに埋まっている姿は、一度じっくり見てみたいとベルは思う。

			「ククッ。美女二人が尻とタマを舐めているぞ。髪が触れてなかなか愉快だ。どうだベル。俺の尻の味は？」

			「お、美味しい……臭くて不潔で汚いのに……舌が止まらない♥」

			「シーリスはどうだ？　キンタマに甘噛みする感想は？」

			「こ、ここでザーメンが作られていると思うとなんだか不思議♥　でも皺に濃い味があって素敵よ♥」

			「そうかそうか！　よし！　そのまましっかり舐めろ！　ベルは舌を突っ込んで中まで綺麗にしろ！　シーリスは竿も握って扱け！」

			「は、はい！　ぶちゅ！　じゅるじゅる！　にちゅっ、じゅぞぞぞぞぞぞ！」

			「んっ！　んちゅ！　ぐちゅぐちゅ！」

			　ベルは思い切り尻に顔を押し付け、尖らせた舌先を押し込んだ。軽い抵抗感を抜けると燃えるように熱い滑らかな空間へと舌が潜り込む。そこが直腸の中だと意識すると背徳感に股間が熱くなる。

			　その一方で耳には陰茎を擦る音が聞こえていた。両手で握っているのだろう、亀頭を撫でる優しい音と竿を扱く激しい音が不規則に混じっている。そしてタマにしゃぶりついているであろうシーリスの吸引音も。

			「出すぞ！　ベル、アナルに吸い付け！　シーリス、先を咥えろ！」

			「んんんっ!!　じゅるるるるるるっ!!」

			　キュッとアナルが窄み、ベルはそれに唇を密着させて思い切り吸い付いた。

			　どびゅ！　びゅる！　びゅぶびゅる!!

			　猛烈な射精音にリンクして、アナルもベルの舌を締めつける。

			　お尻の穴の動きの豊かさに驚きながら、ベルは苦み走る腸内を舐め続ける。

			「ふぅー。よし、そのまま口に溜めていろ。ベル、尻から離れてこっちに来い」

			「は、はぃぃ……にゅぽっ」

			　じんじんする舌先を抜き、ベルはヴェロミコスの前に回り込む。

			　そこでは口を盃さかずきにして白濁液を受け止めたシーリスがいた。もっとも膣ですら受け止めきれない大量射精を小さなおちょぼ口で受けきれるはずもなく、その顔も胸も雨に打たれたように白濁で染め上げられていた。

			「分けてやれ。口移しでな」

			「……っ」

			　ほんのわずかだけベルは躊躇した。

			　母と子を超えた性的交渉をしろとヴェロミコスは言っているのだ。もちろんフェラチオの時に舌は絡み合ったが、奉仕のための偶発的な接触とは明確に違う。

			　女と女。母と子。その唇が触れ合うのは人の常識を踏み外すことを意味する。

			「お母様……」

			　だがベルに不安はなかった。今もザーメンを溜めて苦しそうにしている母に、今までと違う感情を持つことができる。

			　その頬を手で包み、身体を近づける。二人の巨乳が重なり合い、むにゅと形を変える。

			　じゅる。軽く啜って口に含み嚥下する。ポッと腹の中に火が灯った。強い精液臭に背を押されるように唇にぶつかった。

			「はっ……はむ……ちゅっ……じゅるるぅ！」

			「ちゅっ……ちゅくっ……ぶちゅっ！」

			　貪るようにベルはシーリスの唇を奪い、舌を絡めてザーメンをがぶ飲みする。

			　唇の端から「ぶちゅ」と精液が漏れ出て、密着した谷間に滴る。それがますます密着感を深くする。

			「はぁはぁ……お母様ぁ♥」

			「ふぅふぅ……ベルぅ♥」

			　お互いを呼ぶ声にも色艶が混じる。精液が完全に飲み干されたあとも二人は口を離さず、お互いの体液を交換し合う舌セックスを続けていた。

			（お母様の味……甘くてすごくほっとしちゃう♥　ふわっていい匂いがしてとってもエッチ♥　おっぱいも大きくて柔らかくて……揉みしだきたくなるぅ♥　腰が信じられないくらい細くて、それなのにお尻がムチムチに大きくて♥　私が男だったら絶対おかずにしてる♥　チンポしごいちゃう♥）

			　抱き合うことで彼女の魅力がありありと伝わってきた。

			　男好きする身体と言うのだろうか、どこもかしこも豊満で柔らかく、それでいながら腰が折れてしまいそうなほど細い。欲望と母性を同時に発揮させるような包容力を感じさせる。それは同性かつ実の子であるベルすら魅惑してしまうような強烈な『女』の姿だった。

			「ククッ、雌同士の口交尾姿か。なかなか面白い見せ物だが、チンポを放置して夢中になるのは感心しない、な！」

			「はぁん！」「あぅぅ！」

			　パァンッ！

			　火が点くような痛みが臀部に走り、二人はその場で飛び上がった。巨大な手の平の形に尻がじんじんと熱くなる。目を丸くした二人の瞳は再びソファーに座ったヴェロミコスの肉槍に釘付けになる。

			「左右からそのでかい胸で挟んでみろ」

			　どちらからともなく動き出し、熱い膝の上に腰を下ろす。ベルとシーリスは見つめ合い、お互いの乳房を肉の巨塔に押し付けた。

			　にゅぷぷっ。

			　精液と唾液に塗れた海綿体が気持ちよさそうな音を上げる。

			「はぁぁ……♥　すごい、二人で挟んでいるのに全部まで包めない♥　お父様のおチンポ大きすぎぃ♥」

			「ドクンドクンって脈打って暴れてる♥　胸から飛び出しそうなくらいに元気いっぱい♥　先っぽから根元までドロドロで熱いわぁ♥」

			　生まれ持った素質に加えて重ねられた調教によって、ベルの胸は以前よりさらに大きく育っていた。そして今はそれ以上のサイズを誇るシーリスの爆乳と重ね合わせている。

			「さあ、動いてみせろ。ヘタクソな乳奉仕をしたら許さんぞ」

			　叩かれた臀部を撫でられると痛みも快感へと変わっていく。それが悪魔の魔術によるものなのか、それとも調教を受けた身体が痛みすら快感に変えられるようになったのかベルにはわからない。

			　一度、シーリスに目め配くばせし、タイミングを合わせて身体を動かした。

			「んっ！　ふっ！」

			　にゅぷっ。にゅくぅ。ぬちぬちっ。

			　自らの乳房を持ち上げながら、ベルは身体を上下させる。騎士団の訓練にはスクワット運動も含まれている。このくらいの動きはお手の物だった。

			（はぁぁすごぉい……♥　お母様とのおっぱいの間で、赤黒いおチンポが出たり入ったり……とくとくって先走りが出て、谷間に染み込んでくるぅ♥）

			　乳房で陰茎を挟み射精へと導く奉仕行為……いわゆるパイズリと呼ばれるそれをベルはもちろん教え込まれていた。だがベルは本当の意味でのパイズリは未経験だった。ヴェロミコスのイチモツがあまりに大きくて一人では包みきれなかったのだ。

			　だが今や爆乳は二つ。凶悪な肉棒も白い柔肉の中に封じ込めることができていた。

			「あっ、溢れちゃう……！」

			　それでも、いや二人であるからこそ、パイズリは困難を極めた。何せヴェロミコスのそれは規格外の大物だ。二人の双丘を合わせてもなんとか包み込めているサイズであり、それが脈動のたびに大波のように跳ね回るのだ。

			　少しでも気を抜けばあっさりと胸から飛び出してしまうだろう。そのためにベルとシーリスは強く身体を密着させ、お互いの動きを示し合わさねばならなかった。

			「ふっ、ふくっ……お母様、もう少し激しく……！」

			「わ、わかったわ。んっ、んっ……！」

			　ずりゅっ！　にゅくっ！　ずにゅ！

			　お互いを抱きしめながら息を合わせる。精液と唾液と汗の混合液が、肌をピタリと張り付かせてお互いの体温を伝え合う。

			（あ……これ、お母様の鼓動……）

			　肉棒の脈動に隠れるような小さな心音を聞いた。控えめだがはっきりと興奮している速鳴った鼓動。母の正直な生理的反応がベルには嬉しい。

			（力強いお父様の鼓動……お母様の控えめな鼓動……私の鼓動も二人に伝わっているのかな？）

			　そんなことを思いながら、ベルは口から舌を伸ばす。

			「はむっ、ちゅっ、ちゅぷ、ちゅっちゅっ♥」

			　身体を下げて亀頭が谷間から飛び出してきた瞬間を狙い熱烈なキスだ。最初はタイミングが難しくなかなか理想の接吻ができなかったが、慣れてしまえばそう難しくない。次第に上手くパイズリとフェラを同時にこなせるようになってきた。

			「ちゅっ、くちゅ、ちゅっ、ぶちゅっ♥」

			　シーリスも舌を伸ばし、カリ奉仕をしている。その様子をベルは観察し、時に同時に、時にタイミングをずらしてキスや舌舐めをする。

			　二つの口、四つの乳房を駆使して一本の肉槍を磨き上げる。舐め取られて薄くなってしまった生殖汁の味がじわじわと戻ってくる。

			「ど、どう、お父様？」

			　ふと、そんなことを聞いてしまう。未だに彼を父と呼ぶとベルはくすぐられるようなこそばゆさを感じてしまう。だが、悪い気はしない。

			　返ってきたのは髪を撫でるゴツゴツとした指の感触だった。

			「ああ、いい具合だぞ。お前たちのデカパイはこのためにあったんだな。みっちりと肉に挟まれて最高の気分だ」

			　そう言うと同時に竿の先端からぴゅっと先走りが噴いた。

			　ベルはぞくぞくとした興奮と共に一層母を抱く力を強くする。

			（もうすぐ出る♪　ぐんぐん茎の中を熱くてトロトロのザーメンが昇ってるのわかるぅ♪　まだまだこんなの序の口だもんね。溺れちゃうくらい大量のザーメンをくれる、お父様のデカマラおチンポ♪）

			　身体中で密着しているからか、ベルにはペニスに充填される精液の動きが自分の物のように把握できた。

			　青臭い臭気が先端から立ち昇る。おっぱいの中で暴れん坊が仰角を増した。下乳に触れる睾丸が射精前特有の硬さを帯びている。

			　自分でも不思議なくらい男の生理を感じ取ることができた。

			　一方のシーリスの方はそれがわからないようで、今もたわわなバストを上下させている。必死なその様子が愛らしくてベルは内緒話をするように囁いた。

			「お母様、もうすぐよ」

			「もうすぐっ!?」

			　シーリスの白い喉が期待するように上下に動いた。ギュッと瞳孔が広がり、瞬きもせずに先端を見つめている。

			「んっ♪　んっ♪　来て♪　ぷりっぷりのザーメン来てぇ♪」

			　発情母の熱視線にあてられベルもおっぱいを挟む手に力が入る。

			　粘液の音が耳を蕩かせる。胸に感じる脈動が股間まで響く。肉棒の先端から根元までの全部が燃えるように熱くなり、孵化寸前の卵のように身をよじった。

			「出すぞ！　受け取れ！」

			「「あっはあああああああああああああああああああああ♥」」

			　びゅる！　びゅぶぶ！　どびゅ！　びゅるるるるるるるるるぅ!!

			　そびえ立つ山が噴火した。白いマグマは天井に届かんばかりの勢いで飛び出し、ふわりと広がって二つの谷に降り注ぐ。

			「あ、熱いぃぃぃぃ♥」

			「こ、こんなにいっぱい♥　顔中びちゃびちゃあ♥」

			　顔、髪、胸、首、肩……全身に熱々のマグマが落ちてきた。二人は舌を伸ばして、白い雨を一滴でも多く受け止めようとする。口に飛び込んだ瞬間、喉奥まで強烈な味が広がった。

			（ああ、髪にまでこんなにべっとり……もうこのニオイ取れない♥　ずっとこのニオイと一緒に生きていくことになるんだぁ♥）

			　ヨーグルトのような半固体が髪に染み込み、ずっしりとした重さとなり、その重さ以上の重量感ある香りが頭を包む。

			　ニオイは洗っても二度と取れないと確信するほどに濃い。何度受け取っても飽きることのない雄の欲望汁のフレーバーを堪能し、ベルは唇についた精液を舐めた。

			「は、はふぅ……ちゅぅぅ♥」

			「ちゅっ……ちゅる……♥」

			　谷間に集まったザーメンはちょっとした泉のようになっていた。それを二匹の雌は必死に舐め取り、未だ湧き水のような射精を続ける亀頭にキスをする。

			　やがてそれも終わると名残惜しそうに二人は身を離した。女体の膨らみの間にはべっとりとした白い橋が架かっていた。どちらからともなく、ベルとシーリスはお互いの乳房を舐め合う。

			「はぁはぁ、お母様♥」

			「んぅ♥　ベルぅ♥」

			「絡み合う雌猫といったところか。発情させた体臭をプンプンさせて母と娘で舐め合うとは扇情的せんじょうてきだぞ。誘っているつもりか？」

			　薄く開いた口から笑い声を出しながらヴェロミコスは言った。その声色もわずかに高揚している。

			　ここだとベルは感じ、母と強く抱きしめると上目遣いにヴェロミコスを見上げる。

			「お、お父様……もう我慢できないわ……ずっとお預けされてるおマ○コ、疼いてどうにかなっちゃいそう♥」

			　しなを作り、シーリスと股間を擦り合わせる。イカ臭い味の残る喉で猫撫で声を出して、熱い眼差しをヴェロミコスの瞳とチンポに交互に向ける。

			　半分は演技、半分は真剣だ。軽く抽送されてから放置されている秘部は、マッチを近づければ燃えてしまいそうなほどに熱く火照っている。

			「シーリスも同じか？」

			　真紅の瞳を向けられ、シーリスはわずかに腰を引いた。

			　ベルは心の中で嘆息する。

			（お母様、散々チンポ舐めて、おっぱいで挟んで、しかもマ○コの奥にザーメンもらっているのにまだ恥ずかしいんだ。……もう、やめてよ！　お母様が言ってくれないと、お父様はくれないのよ！）

			　媚びた笑みを浮かべながら、ベルは心の中で唇を尖らせる。

			　どうしてこんな気持ちのいいことを母が拒否するのか理解できない。チンポをもらえることの何が悪いのかと叱りたくなる。

			　ベルは腕の力を強めてシーリスに密着した。逃げた腰に股間を押し付けて熱さを分けてやる。胸も触れ合わせ、乳首を擦り合わせて一緒にパイズリした時のことを思い出させる。

			「ああ、あうあう……ベルぅ」

			　甘えるようにシーリスが呻く。これじゃどちらが親かわからない、とベルは苦笑した。

			「ほ、欲しい……♥　おマ○コぐちゅぐちゅになって、奥がきゅぅって切ないのよぉ♥」

			　ベルを抱き返してシーリスも甘い声を上げる。

			　ただでさえ若々しいその横顔は、ますます磨きがかかって十代の乙女のようだった。

			「ふん。素直になってきたじゃないか、マ○コども」

			「きゃっ!?」

			　空箱でも拾うようにベルの身体は宙へと浮き上がる。見れば隣ではシーリスが同じように抱え上げられている。ヴェロミコスの左右に二人して抱え上げられているのだ。

			　そのままヴェロミコスは再び執務机へと向かい、その上に二人を放り投げた。

			「望み通り、ぶち込んでやる」

			　今まで以上の太さと長さで肉棒が怒張する。

			　赤黒い色と張りのある表面はまるで疲れや萎えとは無縁だと主張しているようだった。

			（すっごい♥　あれだけ出したのに全然萎えてない♥　ううん、むしろ大きくなってる♥　腕みたいに太くて長い生殖器♥　普通の繁殖には絶対必要ないセックスのための形♥　人の尊厳も理性も塗り潰す快感器官♥）

			　二人にシャワーのようなザーメンを浴びせたというのに、ヴェロミコスのそれは萎えるどころかさらにサイズを増していた。表面に極太の血管が浮かび、すでに先走り汁を垂らして脈動している。

			　別世界の生き物のような肉塊にベルは目を奪われる。グロテスクで、強烈なニオイで、雌穴に飛び込もうと今この瞬間も蠢いている。

			「マ○コを重ねてケツを向けろ」

			　投げかけられる命令にぞくぞくとした快感を覚えながら、ベルは言われた通り動き出す。

			　シーリスが下、ベルが上となった。

			「んっ……♥」

			　むにゅ、と胸が重なり合って甘い刺激が走った。その勢いで股間も重ねる。たっぷりと汁を吸った陰毛が絡み合い、股間も触れる。熱く溶けたバターのような感触がお互いの粘膜に伝わり合う。

			　執務机の上でサンドイッチ状態に重なり合った。団員には絶対見せられない恥辱姿だ。

			「ククッ、母娘のマ○コがキスしているぞ。ちゅぅちゅぅと吸い付き合って、よだれを垂らしている。だが残念だ。俺のチンポは一本しかないぞ。どっちに欲しい？　ん？」

			「ほ、欲しい！　お父様のペニス頂戴！」

			「わ、私にも！　も、もうおマ○コの奥が我慢できないくらいなのぉ！」

			「お、お母様はもう一回もらったでしょ！　子宮の奥までドピュドピュされたのにずるいわ！」

			「そ、それを言ったらベルだって！　今までずっとしてもらってたんでしょう!?」

			　重なり合った不自由な姿勢のまま、お互いを非難し合う。

			　そのことにわずかに心も痛む。だが今はペニス以外に優先するものが浮かばなかった。熱く滾るマ○コに快感が欲しい。特大のチンポをズボズボして欲しい。それだけが二人の頭を支配していた。

			「お、お願いよぉお父様♥　ほ、ほら、キツキツの娘マ○コよぉ♥　お父様も最高だって言ってくれたメスマ○コ♥　入れたらとっても気持ちいいからぁ♥」

			「ああん、ヴェロミコス♥　またあの頃みたいにして♥　熟したシーリスのおマ○コ、また味わって♥」

			　自ら陰唇を指で広げ、お互いの性器の具合のよさを主張し合う。だらだらとラブジュースを溢れ出す雌穴が二つも重なっている様子は、オナ禁男だったら見るだけで射精してしまうほどの淫靡さだ。

			「ハハハッ！　あの生意気だった雌どもが股間を開いておねだりだ！　この瞬間はいつ味わっても堪らんな！　そらそら、お待ちかねの雄チンポだぞ！」

			　上機嫌に笑いながらヴェロミコスはベルの尻を両手で掴むと、ペニスを二人の秘部にあてがい上下させる。

			　ベルとシーリスの膣口を硬い男性器がくすぐった。

			「あ、あぅぅ」

			　股間が期待に収縮し、思わずベルは尻を突き出した。だがその分だけヴェロミコスは腰を引いてしまい、決して挿入することはできなかった。

			　たっぷりと焦らされ、執務机は愛液によってベトベトになっていく。

			　そしてゆっくりとペニスの熱が離れていき、狙いを定めるように亀頭を張り詰めた。

			「決めたぞ。まずはこの穴だ！」

			「ひっ────ふぁあああああああああああ!!」

			　ずっぶうううううううううううう!!

			　突然の激痛にベルは叫んだ。

			　ペニスはベルの秘部の少し上、挿入の期待感にヒクヒクと開閉していたアナルへと突き込まれたのだ。

			「しょ、しょこ、ちがっ！　お、お尻ぃぃぃぃ！」

			　完全な不意打ちに呂律が回らない。

			　口から飛び出した唾液がシーリスの顔を汚すのを気にする余裕すらなく、ベルは母の柔らかな肩を掴みながらガクガクと身を震わせる。

			「誰がマ○コにくれてやると言った？　お前たちの穴はすべて俺の所有物だ。いつ、どこに、何を突っ込もうと俺の自由だ」

			　おどけた口調で言いながらヴェロミコスはさらに腰を押し進める。

			　ミチミチと括約筋が引き伸ばされ、ベルは激痛に悲鳴を上げる。

			「それにベル、この汚らしい穴を『お尻』と呼んだな？　雌犬がそんな言葉を使っていいと思っているのか？　お前に相応しい呼び名を教えてやっただろうが！」

			「あひぃぃぃ!?　ご、ごめんにゃさいぃぃ！　ケ、ケツ穴！　ベルの汚らしいケツ穴でしゅぅ!!」

			　強烈なスパンキングを受けてベルはすぐさま屈した。そして彼に出会わなければ一生口にしなかったであろう言葉を叫ぶ。

			「そうだ。下品で媚びた言葉遣いを学べ。頭には俺を喜ばせることだけを詰め込み、マ○コとアナルで物を考えろ。まったくシーリス、お前の教育が悪いからこんな出来の悪い雌になったのだぞ」

			「はぐぅぅぅぅ！　ご、ごめんなさいあなたぁ!!」

			　シーリスにも掬い上げるようなスパンキングが放たれ、弾けるような肉の音が響く。

			「やれやれ、馬鹿な雌どもをチンポで再教育してやるのも家長の役目か。まずはベルの尻に娘の立場というものを教え込んでやる！」

			「おほっ!?　ケ、ケツ穴広がりゅぅぅぅぅっ!!」

			　ずぼぉ！　ずぶぅっ！　ぐぽぐぽぉぉぉぉっ!!

			　真っ赤に充血した肛門がめくれ上がる。太い肉が動くたび、焼きつくような激痛が襲ってくる。

			　だがその痛みはすぐに背徳的な快感へと変わっていく。

			　本来出すための穴をセックスのための道具にされている。普段絶対に広がらない大きさに穴を広げられ、絶対に届かない場所まで抽送される。

			（気持ちいい！　気持ちいい！　気持ちいいぃぃぃ！　これ、これが欲しかったのぉ！　お父様の大きいのでズボズボぉ！　ケツ穴ピストンですぐにイッちゃうぅぅぅ!!）

			　頭の中が焼き切れるような激痛と快感。ひと突きごとに身体が書き換えられているようだ。

			「ケツ穴もすっかり馴染んだな。俺のチンポを受け止められるアナルなどそうはないぞ。腸液もだらだらと垂れ流しおって。そら、こいつはどうだ？」

			「んにぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

			　奥まで押し込んだ肉棒が一気に引き抜かれる。どこまでも長い肉が高速で体内を移動し、ケツ穴へ向かっていく。

			「おっほおおおおおおおおおおおおおお!?」

			　ぬぽぉぉぉっ!!

			　そしてその勢いのまま括約筋を弾きながら飛び出した。

			「まるで糞をしているような快感だろう？　お前はこれをしてやると……くくっ！　屁をひり出す！」

			　ぶぼっ！　ぶびっ！　ぼふっ！

			　ぽっかり開いた肛門からあられもない排泄音が響いた。

			　大半が押し込まれた空気だとわかってはいるが、それで恥辱が軽減されるわけでもない。

			（聞かれてる！　お父様とお母様に私のオナラ！　ぶひぶひ言ってるの聞かれてるぅ!?）

			　痛みと快感と恥ずかしさで頭の中はもうぐしゃぐしゃで、ベルは泣くような笑うような顔で「ひっひっ！」と声を上げ続ける。

			「ベ、ベル……大丈夫。お母さんは聞いてないから──はふぃぃぃぃ!?」

			　ずぶぶっ!!

			「何を呑気な顔をしているんだシーリス。次はお前の穴だ！」

			　次はシーリスがむせび泣く番だった。

			　マ○コを深々と肉棒がえぐり、子宮を押し上げられる。

			「あ、あう、あああ！　入ってるぅ！　あなたのチンポぉ！　私を妊娠させてくれた夫チンポ来てるのぉ！」

			　ずじゅ！　ずぶぅ！　ばちゅばちゅん！

			　激しい水音と肉同士がぶつかり合う音のハーモニー。その衝撃は重なり合っているベルの身体まで震わせる。

			（お母様のお腹越しにチンポ感じる……！　すごいのズコズコ来てるのわかる！　ああ、いいなあ♥　お母様の子宮も喜んで、キュンキュンしてるのわかる♥）

			　前後する肉棒を求めて、ベルは強く下腹部を押し付ける。

			「べ、ベルッ！　ダ、ダメ！　そ、そんなに強くされちゃ……か、感じるぅ♥」

			「ハハハッ！　母マ○コの手伝いをするとはできた娘だな！　しっかり圧迫してシーリスをイカせれば次はお前のマ○コに挿れてやるぞ！」

			「本当、お父様!?　え、えいえい!!」

			「はぐぅぅぅぅ!?　お、おマ○コ潰れりゅゅぅぅぅぅっ!?」

			　隙間のないくらいに身体を密着させ、ぐりぐりと肉越しに子宮を押さえつける。

			　さらに乳房も重なり合い、乳頭がキスをした。

			「は、はひ!?　おほぉぉ!?　べ、ベルぅ!!」

			「ふふふっ。お母様、イキそう？　イキそうなのね？　ほら、ほらほら！　早くイッて！　アクメしてぇ！」

			　交尾する軟体動物のように母子は絡み合い、たっぷりとかいた汗がぬちゅぬちゅと音を立てる。

			　そのさまにヴェロミコスのピストンも勢いを増し、奥の奥までカリを届かせていた。

			「イッッッ!!　イックゥゥゥゥゥッッッ!!」

			　ベルの身体も跳ね上げる強さでシーリスは全身を痙攣させた。

			　我慢しても止められない本気アクメの証拠だ。

			「熱い……お母様の股間……心臓もすっごいドキドキしてる……」

			　爆乳越しにも彼女の鼓動が伝わってくる。爆発しそうなくらい速い脈動をもっと感じたくてベルは強く胸を合わせた。

			「さっきよりマ○コが締まっていい具合だぞ。ベルに見られている方が感じるんだなエロ母め。そうら、娘マ○コはどうだ!?」

			「はぅぅぅぅぅぅ！　来た来たぁ！　一番欲しいところ、マ○コにぶっといチンポ来たぁぁぁぁ!!」

			　ずちゅぅぅぅぅっ!!

			　肉ヒダをかき分け、大きな物が身体の中に入り込んでくる。

			　熱々に蕩けた秘部は粘膜間の隙間をぴっちりと埋める。まるでチンポとマ○コが一体化したような感覚だ。

			「チンポ♥　チンポ♥　私の隙間をみっちり埋めてくれるチンポぉ♥　愛おしいのぉ♥」

			「ハハハッ！　ついこの前までチンポに唾でも吐きかけそうな高飛車女だったくせに、今はチンポチンポと叫んで尻を振っているぞ！　随分と変わったものだなベル！」

			「ああん、ごめんなさぁい！　ベルは、お父様のチンポの素晴らしさを理解できないバカ娘でしたぁ！　チンポはこんなにも私を満たしてくれるのに！　それに、お母様も……！」

			　自分で言った言葉に気づきベルはシーリスの顔を見た。絶頂の余韻が抜けていないシーリスは喜びの表情で深い喘ぎを続けている。潤んだシーリスの瞳がベルを見ている。その瞳の中でベルも快感に喘いでいた。

			（お母様もすっごく気持ちよさそう……チンポもらって嬉しいんだ……私も同じ……）

			　ずちゅ！　ずっ！　ずぶぶ!!

			　激しい抽送音のたびに身体が前後する。ずるずると膣内を擦られ、快感が電流のように全身を走り、触れられていない頭の先まで痺れさせてくる。先に入れられたお尻も感触を思い出してヒクヒクと反応してしまう。

			（今ならお母様のことがわかる！　チンポが欲しいって思ってるんだ！　母とか妻とかじゃなくて雌として求めてる！　私もお母様も雌なんだ！　おチンポに跪く雌ぅぅぅ！）

			　快感に塗り潰されていく頭の中でベルは確信を得た。

			　今まで理解し合えなかった心が、チンポの前に一つになっている。

			「お、お母様ぁ」

			　甘える声を出してベルは唇を伸ばした。それは餌をねだる小鳥のように見えたことだろう。シーリスはわずかに躊躇の色を浮かべたがすぐに艶ある唇を重ねてきてくれた。

			「ちゅっ、ちゅく……ああ、お母様ぁ♥」

			「ベル♥　私の可愛い子♥　ちゅぅ♥」

			　もう何度目かもわからない接吻を交わし、お互いの唾液を交換し合う。

			　自分のものとは違う甘い味わいにベルはとろんと顔を綻ばす。

			（ああ……お母様とキスしながらお父様にズボズボおマ○コされてる♥　こんなに愛されてるの感じたことなんて初めて♥）

			　肉欲を満たされる快感と、両親からの愛情を受ける幸福感。

			　こんな幸せな時間はベルの生涯の中で初めての体験だった。

			　心身を深く満たすひと時は、ベルの人生はすべてこのためにあったのだと思わせる。

			「チンポのこと以外は考えられないといった姿だな。貪欲な雌に育って嬉しいぞベル。だがそろそろシーリスの方に行ってやらんとな。そらイケ！　まずは一回目だ！」

			「はぐぅぅ！　い、一気に弱いところ……！　い、いきゅうううううううう♥」

			　ぷしゅ！　ぷしゃあああっ！

			　こと性技に関しては人外の知識と感性を持つヴェロミコスにとって、調教された性感帯など目をつぶってもわかるに違いなく、そこへの重点攻撃をされたベルはあっさりとオーガズムへと昇り詰めて潮さえ噴いてしまった。

			「は、はひ♥　ほ、ほぉ♥　はぁぁぁん!!」

			　湯気の立つ熱い吐息を漏らしていたベルの臀部がバチンと小気味良い音を上げた。再び尻を叩かれ、怒鳴られた子猫のように身体が跳ねる。

			「尻が邪魔だ。身体を前へやれ」

			「は、はぃぃ♥　お父様ぁ♥」

			　直前まで交尾していたというのにヴェロミコスは用済みだというように容赦のない命令を下す。だがそんな扱いを受けることにさえベルは幸福を感じるようになっていた。どんな扱いであれ、父に相手してもらえることはベルにとっての幸せなのだ。

			　言われた通り尻を浮かして身体を前へとずらす。

			　露出したシーリスの臀部を悪魔の手が掴んだ。

			「さて、この穴の具合はどうだ」

			「んにぃぃぃぃぃぃぃ!?　アナルぅぅぅぅぅっ！」

			　ぐっぷううううっ！

			　肉を巻き込みながら巨大イチモツが尻の中に消えていく。ゴリゴリと直腸を広げ、あっという間にシーリスの腹をぷっくりと膨らます。

			（あははっ♪　お母様ひどい顔♪　でも気持ちはわかるわ。私のケツ穴もまだ全然戻らないもの♪）

			　痛みと快感に引きつる母の顔を見ながらベルは微笑んだ。その下半身で未だに口を開けたアナルが物欲しそうに開閉しているのがわかる。

			「あっ！　あうぅ！　アナル奥までぇ！　お尻の穴壊れちゃうううう！」

			「おいおい、ベルの言葉を聞いていなかったのか？　お前らみたいな淫乱な雌がお尻だなどと、お上品な言葉を使うんじゃない！」

			「おっひいいいいい!?　ご、ごめんなしゃいあなたぁぁぁ!!　ケツ穴！　ケツ穴ぁ!!」

			「ケツ穴？　違うだろう？　クソ穴だ」

			「おっ!?　おほぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

			　どちゅ！　ぶちゅ！　ぐぷぐぼっ!!

			　痛々しくさえある抽送音にベルは耳を傾ける。大量の腸液、愛液、精液が入り混じったそれは沼を掘り返すような湿り気ある音となっていた。そこに放屁音とシーリスの悲鳴が混じり、極めて淫靡なハーモニーとなっている。

			「はぐぅぅぅ!?　だ、だって！　ベルの時はぁ!!」

			「お前にはもっと下品な方が似合うからな。ほれ、言え。この穴はなんだ!?」

			「あ、ああああ！　クソ穴ぁ！　シーリスのクソ穴ですぅ!!」

			　抗議の声を理不尽に一刀両断され、糞便を使った卑語を叫ぶ。

			　そんな母の姿を、ベルはうっとりと見ていた。

			（お母様、雌にされてる♪　お尻の穴ほじられて普通なら絶対に出さない汚らしい声出しちゃってる♪　ああ、可愛い♪　剥き出しのお母様の艶姿あですがた♪）

			　はぁはぁと息を荒くしながらベルはシーリスの双丘に手を伸ばす。柔らかな乳房を揉みしだき、ぷっくりと膨らんだ乳頭を指で挟んだ。

			「んくぅ！　ベルぅ！　そ、そこぉ!?」

			「はぁはぁ、こんなに大きいのにムチムチ♪　指がどこまでも沈んでしまうし、乳首も張りがあって、まるで十代♪　もうお母様のエッチ♪　この胸でお父様を誘惑したのね♪」

			　思わず谷間に顔を埋める。乳房のクッション感触に加えて高めの体温が心身を癒す。埋めた鼻先にはミルクのような甘い香りが広がり、エッチな気持ちを煽ってくる。

			「はぁはぁ、すっごぃ♥　お母様のおっぱい♥　赤ちゃんになって吸いたいわ♥」

			「おい。何を油断しているんだ？　今はお前が赤ちゃんを産む立場だろう!!」

			「おっほおおおおおおおお!?　マ○コぉぉぉぉ!?」

			　不意打ち挿入に、母の胸に埋めていた顔が飛び起きる。

			「お、お父様♥　い、いきなりおマ○コなんて……びっくりしちゃうからぁ♥」

			「是非食べてくれと穴を差し出しているくせに何を言う。どの雌穴も使えるように常に準備しておけ。おら、締まりが緩んでいるぞ！　もっとマ○コに集中しろ！」

			「おっ♪　おひぃ♪　ずんずん来るぅ♪　子宮降りて来るぅ♪」

			　リズミカルに突かれて快感がまた満ちてくる。全身が熱く滾り、下腹部が受精の準備をする。

			（すごいすごい♥　身体全部マ○コになっちゃったみたいに敏感で♥　い、今なら髪撫でられただけでもイッちゃうぅぅぅ♥）

			　天へと昇るような浮遊感と脳裏を焼くような快感刺激。その二つに挟まれ、ベルはシーリスを抱きしめながら喘ぎを上げ続ける。

			「そら！　次はこの穴だ！」

			「はぅぅぅぅ!?　またクソ穴ぁぁぁ！」

			　勢いよくベルからチンポを抜き、すかさずシーリスのアナルへと挿入するヴェロミコス。娘の愛液のローションとほぐされた肛門の相性は抜群で、にゅるんと奥までペニスを飲み込んだ。

			（はっ♪　はひぃ♪　抜かれただけでアクメしてるぅ♪　子宮も膣もビクンビクン跳ねまくりぃ♪）

			　肛門セックスをするシーリスの上で、ベルは腰を震わせ快感の余韻に浸っていた。

			　一気に抜かれるその快感は魂を奪われたかのような虚脱感を味わわせてくれる。

			「ほっ、ほひぃ！　クソ穴すごぃぃぃ！　クソ穴ぐちゅぐちゅでイクぅぅぅぅぅぅ♥」

			「すっかり調子が出てきたな。アナルで連続絶頂させてこの穴を使えなくしてやろうか？」

			「あ、ああそれ素敵ぃ！　で、でもお尻を使ってもらえなくなるのいやぁ……」

			「ハハハ！　欲張りな雌牛め！　そら！　まずは一発アクメしておけ！」

			「んにぃぃぃぃぃぃぃぃっ♥」

			　ほとんど悲鳴のような声を上げてシーリスがイク。半分白目を剥いた顔で、瞳からは涙さえ流していた。

			「お母様のケツ穴絶頂が見れるなんて……ああ、ひどいアクメ顔おほおおおおおお!?」

			「次はお前のアナルだぞ、ベル！　汚らしい楽曲を奏でて俺を興奮させろ！」

			　ぶぼっ！　ぬぷっ！　ぶばぁっ！

			　杭を打つように重量が身体に落ちてくる。まさしくアナルを掘削されるような激しさに、ベルの視界に火花が散った。

			「ふひっ！　ふほっ！　おぉおお！　ケ、ケチュ穴壊れりゅぅぅぅぅっ♥」

			「チンポに響くいい声だぞ！　尻も足も穴もムチムチの最高級雌肉だな！　このままケツ穴ごと子宮を突いてダブル絶頂させてやる！」

			「あひぃ!?　イグイグぅぅぅぅぅぅぅぅっ♥」

			　ごりゅごりゅ！　ごちゅっ！

			　腸壁越しだというのに亀頭は的確に子宮を突き、とっくに白旗を上げていた赤ちゃん部屋がキュンキュンと反応してしまう。無論アナルの快感も刺激的だ。悪魔に調教された消化器官の感度は、もはや生殖器官も同然で、二つの性器官へのピストンにベルはあっという間に高まってしまう。

			「おっ♥　おほっ♥　おほぉぉぉぉっ♥」

			「イッたな。ククッ、馬鹿みたいなアヘ声だぞ。アナルが締まってチンポに敗北したことが顔を見ないでもわかるぞ。さて次はどの穴にしてやるか」

			　アナルから抜き出された肉棒が四つの穴を撫でていく。

			　入り口を甘く刺激され二匹の雌は甘く喘ぐ。

			「穴四つのフルコースだ！　すべての穴に注ぎ込んでやるから覚悟するんだな！　そら、シーリス！　ここはなんだ!?」

			「おふぅぅぅぅぅ!?　マ○コ！　マ○コですぅぅぅぅ！」

			「次はベルだ！」

			「んきゅううううう！　またケツ穴ぁぁぁ！　あああああ！」

			　挿れては抜き、抜いては挿れる。悪魔の巨根は四つの穴をつまみ食いするように自在に行き来した。

			　時には秘所を貫き、時にはアナルを押し広げ、時折気まぐれのように重なり合った母子の陰唇へと潜り込む。

			　その一瞬一瞬でベルとシーリスは気をやっていた。

			（ああっ♥　好き放題に食い散らかされてる♥　マ○コもアナルも全部食べられちゃってる♥　お父様専用のチンポ穴にされて、お母様と一緒にしゃぶり尽くされる♥　来て♥　来て来て♥　どこまでもベルを飛ばしてぇぇぇぇ♥）

			　どじゅっ！　ずぶっ！　ごちゅ！　ぱちゅぱちゅぱちゅん!!

			　ひと突きされるたびに意識が飛ぶ。

			　アクメは無限に加速していくようで、意識は快感に押し出されるまま果てなく昇り詰めていく。

			　もう絶頂しているのか、絶頂に至る途中なのかすらわからない。

			　魂も溶けるような恍惚の中でベルはひたすらに父と母を求める。

			「あああああっ！　お母様！　あっ！　抱いて！　抱きしめて！　お父様ぁ！　ベルの全部を壊して！　奥の奥まで満たしてぇぇぇ!!」

			　汗と体液で密着している肌は互いの境界を曖昧にしていく。

			　シーリスの柔らかな身体。ヴェロミコスの頑強な身体。そしてその二つが交わって生まれた自分の身体。それらが一つの生き物になったように蠢き合い、生殖器を通じて繋がり合う。

			　そして雌穴がある一点を超えた瞬間、それは訪れた。

			「んきゅぅ!?　おっ♥　ふほっ♥　はひぃぃぃぃぃ♥」

			「んぁあ!?　あん♥　んくぅ♥　んはああぁぁぁん♥」

			　二つの口が絶え間なく嬌声を上げる。

			　歯車が合ったように絶頂が止まらなくなったのだ。

			「ククッ！　連続絶頂に入ったようだな！　絶頂している快感で絶頂する無限連鎖だ！　まったく二人してそれに至れるとは大した淫乱だ！　死ぬほどアクメして快感に狂え！　死んだら死体を犯して蘇生してまた犯してやる！」

			　快感に耳鳴りする耳でそんな言葉を聞く。

			　ヴェロミコスの上機嫌な声色がベルには嬉しかった。

			（幸せ♥　幸せぇ♥　これが欲しかったのぉ♥　身体も心も繋がって、魂ごと密着する♥　私、なんで悩んでいたんだろう♥　人間も悪魔も性別も親も子も関係ない……本当のことはこれなのにぃ♥）

			　マ○コが常に痙攣し、アナルが出し入れされていない間もパクパクと開く。アクメの激しさは身体がバラバラになるのではないかと思うほどで、ベルは無我夢中で母に抱きついて唇を重ねた。

			「そろそろ出してやる！　雌親子に膣内射精だ！」

			　吠えるようなヴェロミコスの声と共に四つの穴を責めていた腰がさらに加速した。それは肉槍が分身したのではないかと思うほどの勢いだ。

			　マ○コを突かれた次の瞬間にはアナルにチンポが入ってくる。しかもシーリスの方への愛撫も手を抜いている風には見えない。

			（来ちゃう♥　来ちゃう♥　来ちゃううううう♥　もうイキっぱなしなのに♥　大きい波来るう♥　最高のアクメ♥　チンポ屈服ぅぅぅ♥）

			　波紋が重なり合って大きな波になるように、すべての性感帯に対する快感がベルの中で加速度的に膨らんでいく。連続絶頂の果てにある最高潮に押し上げられていく。

			「ベル！　実の父に孕ませられる気分はどうだ!?」

			「ああぁん♥　最っ高っ♥　お父様のチンポエキスで子供産むぅ♥　お父様の娘で孫を孕みますぅ♥　女の子なら変態淫乱雌ぅ♥　男の子ならお父様みたいに巨根絶倫なのぉ♥」

			「シーリス！　ベルの妹を産む気分はどうだ!?　実の娘の目の前で妊娠させて、孫と第二児の面を拝ませてやる！」

			「わ、わからない♥　わからないわあ♥　もうなんにもわからないのぉ♥　シーリスはもう雌で妻ですぅ♥　子供産むの嬉しいだけだからぁぁぁ♥」

			「膣を締めろ雌ども！　淫乱に仕上がった畑に種を撒いてやる！　この腹が膨らむさまを想像しながら絶頂しろ!!」

			　陰茎が膨らみ、亀頭が鋭く尖る。そんな射精の予兆だけでもアクメしてしまう。

			　ベルは自分の膣が信じられないくらいに動くのがわかった。意識しなくても身体が雄を待ち構えていた。ぎゅぅと手足にも力が入り、母のことを強く抱く。頭の中が真っ白になり射精以外のことが脳裏から消えた。

			「最高のザーメンで、最高のアクメだ！　イケ！　雌ども!!」

			「「んひぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!　あーっ♥　あっ♥　おっ♥　おっほおぉぉぉぉぉおおおおおっ♥」」

			　どぴゅっ！　びゅぐ！　びゅぶびゅぶ！　どびゅうううううううううう!!

			　射精が始まった。

			　それも間欠泉が湧き立つような猛烈な射精だ。

			「あちゅいいいい♥　イグイグイグぅぅっ♥　こんなの受精確定ぇ♥　お父様の強烈射精でベル、孕みアクメするぅぅぅぅぅぅっ♥」

			「ひぃ♥　んっひぃ♥　ダメ♥　これダメぇ♥　ザーメン奥に流し込まれて♥　おち、堕ちちゃうううううううう♥」

			　狂うような快感が全身を貫く。いや、もう狂ってしまっているのかもしれない。

			　膣から始まった絶頂は、クリトリス、子宮、アナル、腰、乳首、足、腕、そして頭の先まで到達し、それでも収まらず何度も身体を往復する。

			　チンポも止まらない。これだけの射精をしているのにピストンが止まることはない。

			　ザーメンを湯水のように吐き出しながら、どじゅどじゅと穴を掘り返す。

			　マ○コ、マ○コ、アナル、ザーメン、マ○コ、アナル、ザーメン、アナル、マ○コ。

			　四つの穴を好き放題に暴れ回り、そのすべてに一滴で処女を妊娠させるような濃厚子種を注ぎ込まれる。

			（いぐっ！　いぐうううう！　身体の中ザーメンになっちゃったみたいに全部いっぱいいっぱいぃ♥　死ぬ♥　イキ死んじゃうのぉぉぉぉぉ♥）

			　ぶびっ！　ぶぼっ！　ぶりゅぶりゅ！　どぼどぼっ！

			　子宮と腸が満ち溢れ、膣口とアナルから精汁が逆流する。陰唇と肛門が震えて信じられないくらい気持ちいい。

			　それでもヴェロミコスの責めは止まらない。睾丸にある精液をすべて出し、さらに量産されている子種を即座に撃ち出す無限射精。逆流を始めている膣とアナルになおも押し込み、膣ヒダの隙間から腸の奥まで種を押し込んでくる。

			「トドメだ！　その顔にぶちまけてやる!!」

			「「んはぁぁぁぁぁん♥」」

			　にゅるぅ!!　どぷどぷどびゅうううううううっ!!

			　重ねられたヴァギナの隙間に巨棒が滑り込み、お腹のトンネルを割って飛び出してくる。今回最後の射精は今まで一番の勢いで二人の乳房を濡らし、さらに勢いを止めず顔にまで届いた。

			　粘液の熱さが頬を伝い唇を濡らす。どろりと濃厚な感触とむせ返る雄のニオイ。

			「はっ♥　はふっ♥　あ……幸せぇ……♥」

			　じょろ……ちょろろろろろ……っ。

			　緩んだ股間から黄色い尿が漏れ出した。尿道を流れる心地よい余韻と共にベルは全身から力が抜けるのを感じる。

			　汗、唾液、精液、愛液、尿。それらが混ざり合った混合液をベッドにして、ベルは意識を手放した。

			◆

			「ククッ！　ベルの奴め、小便まで漏らしおって！　両穴もぽっかり開けて湯気まで立てているぞ！　シーリスの奴も潮を噴いているな！」

			　二人の穴は栓を抜かれたように口を開け、まだ物足りないと言うように震えていた。緩んだ尿道からは小便や潮を噴き出し、全身には射精の証明がこれでもかと付着している。

			　ザーメン漬けになり、手足を放り出した雌が折り重なる姿はこれ以上ないほどの醜態だろう。

			　そんな二人を眺め、ヴェロミコスは股間を大きく振るった。尿道に残っていた精汁もすべて雌の肢体に振り撒き、そこで初めて一息をつく。

			「さて、俺が満足したらという約束だったな。ああ約束は果たすとも！　俺は満足しなかったがな!!」

			　そう宣告した瞬間、執務室の床に巨大な魔法陣が浮かび上がる。

			　召喚獣の支配契約だ。召喚術師と召喚獣に絶対の関係を強いる人類の叡智の結晶だ。その魔法陣が端から黒く染まっていく。

			　逆支配。

			　ベルがかけた魔術がヴェロミコスによって侵食されているのだ。

			「こんなもので満足するものか！　お前たちを手放すわけがなかろう！　その身体、その心、その魂を、俺に捧げろ！　なあに、それが至福であることはもうわかっているだろう？」

			　独りごち、ヴェロミコスは一気に支配を進める。

			　その時、ベルの下に埋もれていたシーリスが目を開けた。

			「こ、これは……逆支配……ヴェロミコス、やっぱり貴方は最初から……」

			「ふん。目を覚ましたか。安心しろ。ベルを支配したあとはお前も支配してやる。そら、もうすぐに支配は完了して……むぅっ!?」

			　瞬間、目の前に走った紫電にヴェロミコスはたじろぐ。

			　その顔には悪魔に似つかわしくない驚愕きょうがくの色がある。

			「な、なんだこれは！　ぐっ、身体の動きが……その指輪か!?」

			　ベルの指に輝く銀の指輪。そこから放たれた雷がヴェロミコスに纏わりつき、その身体を縛り上げていく。まともに抵抗もできず、巨大化もできない、魔界に移動すらできなくなっていた。

			「これは、この封印の魔術は!?　シーリス！　お前だな！　こんなものを用意していたのか!?」

			　精液に濡れた顔のまま、シーリスはじっとヴェロミコスを睨む。そこには先ほどまであった色に溺れた雌の姿はない。

			「……ただの保険ですよ。悪魔に汚された私が娘のためにできることをしただけ。まさか同じ相手に使うことになるとは思いませんでした。ですが、これで終わりです！　今度こそ、封印の闇の中に消え去りなさい！」

			「ぐっ！　ぐおおお！　最後の最後で見誤ったというのか!?　人間がぁ!!」

			　ヴェロミコスの身体が小さく圧縮されていく。背丈はもうシーリスより小さい。その抵抗も弱まっていき、指輪の方へと引き寄せられていく。

			　赤銅色の顔をさらに赤くしてヴェロミコスは歯軋りする。

			　だが、その口の形が突如として一変した。まるで愉快で仕方がないというように喜色の笑みを作る。

			「これは……ああ、そうか！　クハハハハハハ!!　これは、これは愉快だな！」

			「な、なんです……何を笑うのですか!?」

			「これが笑わずにいられるか！　シーリス！　あるいは素直に俺に支配されていた方がよかったろうよ！　何もかも捨てて雌になっていればよかったのだ！　だがもう遅い！　喜ぶがいいシーリス！　憎き悪魔は封印されるぞ！　フハハハハハ!!」

			　雷の鎖に縛られて悪魔は指輪の中へと消えていく。

			　最後まで続いていた哄笑さえ消え去り、ようやくシーリスは息を吐く。

			「んっ……ふぅぅぅ！」

			　自らの下腹部を押さえ、シーリスは性欲抑制の魔術を行使した。

			　それでも身体の疼きは止まらず、目の前にペニスがあれば吸い寄せられてしまいそうだ。恐ろしさにシーリスは身震いする。

			「……魔術を使ったのにこんなに身体が昂っている。危なかったわ。もう少し責めが続いていたなら私は本当に理性を失って……でも、よかった。ヴェロミコスはもういない」

			　よろめきながらシーリスは立ち上がり、執務机から降りた。

			　全身にかけられた精液が鉛のように重い。身体は火照りが引かず、病に浮かされたように現実感がない。あと一歩、踏み間違えていれば転げ落ちていたかもしれない。しばらくはオナニーが日課になってしまうだろう。

			　それでも悪魔は再び封印できた。陵辱の日々は終わったのだ。

			「……うっ」

			「ベル！　目を覚ましたのね！」

			　身じろぎし、ベルはゆっくりと顔を上げる。ポタポタと鼻や顎から精液が滴る。それをじっと眺め、ベルは不思議そうに自分の腹を触った。

			「お母様……ヴェロミコスは……？」

			「大丈夫よベル。もう大丈夫。あいつは封印したわ。その指輪の中に」

			「指輪？　あ、お母様からもらったこの……これが……」

			「そうよ！　ああ、よかったわ！　ベル！　もうこれで二度とあの悪魔に弄ばれることはないの！　これで全部元通りに……！」

			「──お母様。なんでそんなことをしたの？」

			　氷のような冷たい声。それがベルから発せられたものだとシーリスはすぐに理解できなかった。

			「せっかく家族で仲良くなれたのに。ああ、わかったわ。これが夫婦喧嘩なのね。いい？　お母様？　ヴェロミコスは、お父様は、世界の真理を教えてくれたのよ。それなのにワガママを言ってはいけないわ」

			「べ、ベル？　なにを言って……えっ!?」

			　ベルの中から黒々とした魔力が膨れ上がった。まるで爆発するように魔力が広がり、ベルの身体が変化していく。

			「この魔力はいったい!?　まさかヴェロミコス以上の!?　べ、ベル……貴方はいったい!?」

			「お母様。私はやっとわかったの。私が生まれた理由。召喚術と出会った理由。私がやるべきこと。簡単なことだった。ふふっ、私って馬鹿よね。何を悩んでいたのかしら!!」

			　ベルの頭部にコウモリのような翼が広がる。矢尻のような尾が臀部から伸びて床を叩いた。ヴェロミコスと同じルビー色の瞳が魔力の渦の中で爛々と輝いた。

			　その姿は、人を惑わし快楽へ堕とす魔性の存在……悪魔そのものだった。

			「そ、そんな……そんなぁ!!」

			「ああ……こんな気持ち初めて♥　生まれ変わった気分だわ♥　空気も温度もニオイもまるで別物♥　世界がこんなにも光に溢れているなんて知らなかった！　これだけで少しイッちゃったわ♥」

			　口から覗く牙をペロリと舐め、ベルはその翼で軽く羽ばたくと執務机から飛び上がった。

			　白濁液に塗れた身体を撫で、赤い髪をなびかせる。自らを抱くようにしてシーリスを見下ろすその姿は、絵画のように神秘的で絶望を与えるほど禍々しい。

			「ベル!!　くぅっ!!」

			「ああん。ダメよ、お母様」

			　逃げようと踵を返したシーリスにベルは飛びかかる。

			　肩を押さえられシーリスはあっさりと組み伏せられた。ベルの細腕が万力のように力強い。とても抵抗できるものではなかった。

			「ふふっ。連続絶頂した後なのにそんな動きができるなんて、やっぱりお母様はすごい♪　どうしてそんなに優秀なのにエッチに関してだけ頭が固いのかしら？」

			「離しなさい！　離して……ひゃああああああ!?」

			「はい♪　邪魔な魔法も消えちゃった♪　だめよお母様。レディに慎みは大事だけど、こんな無粋な物で蓋をするなんて」

			　性欲抑制の魔術を指先一つであっさり解除し、ベルはシーリスの乳首を弄ぶ。先ほどまで散々嬲られた甘い果実は、信じられないほどに敏感になっている。

			　そしてベルの指先はどうすれば感じるか知り尽くしているように滑らかに責めてくる。

			「そ、そんな!?　私の魔法がこんなに簡単に!?　く、くひぃぃ!!」

			「うふっ。可愛い乳首。ああ、この姿になって改めてわかったわ。お母様の美しさ。そしてその味わい深さ。お父様が夢中になるのも無理ないわ。素敵。素敵よ。ふふふふっ」

			「ベル……ベルぅ!!」

			「まずはキス？　それとも指愛撫？　貝合わせってのもいいわよね？」

			　爛漫に笑い、ベルは自身の指にはまった銀の指輪を撫でる。その中にいるヴェロミコスに聞かせるように、ベルはシーリスに宣言した。

			「さあ、愛し合いましょう♪　お母様♪」

		

	

			第六章　始まる淫濁世界

			


			　あの日から三日が過ぎた。

			　ヘルミナの街に朝陽が昇る。日の光に海は輝き、抜けるような青空には白い雲がのんびりと流れている。

			　だが街は不気味な静けさに包まれていた。

			　洗濯物を干す女の姿がない。大通りに行き交う人の姿がない。いつもなら活発に船が出入りするはずの港では、乗り手のいない船が幽霊船のように佇んでいるだけだった。

			　そんな中、一つの人影が姿を現した。

			「んー！　いい天気だわ！」

			　騎士団の宿舎の屋根の上、街の中でも最も高いその場所でベルは伸びをした。

			　服装は普段と同じ騎士団の制服だ。だが、身体の方は素晴らしく調子がよかった。大仕事をした後だというのに疲労感もまるでない。そしてベルの心の中もこの青空のように透き通っていた。

			「さて、みんなの様子はどうかしら？」

			　鼻歌を歌いながらベルは天井から飛び降りた。その身体が踊るように空に浮かび、騎士団の訓練場へと向かう。

			「ふふっ、みんな励んでいるわね♪」

			　風を切るベルの耳がピクピクと動く。その耳は以前より遥かに多くの音をベルに届けてくれる。

			「た、助けてくれ！　も、もう出ない……ぐぅぅ！」

			「ア、アディンさん……お、俺もう……ダメっす……」

			「う、うぐ……ぎひぃぃ……！」

			　息も絶え絶えな喘ぎ声。いや、もはやそれは呻き声だった。その声を頼りにベルは修練場の一角へと舞い降りた。

			「なぜだ……なぜ俺の支配が効かない……！」

			「止まれ、止まれよぉ……お、お前は俺の相棒だったろ……！」

			「ふぐぅ!?　ぶふぅぅぅぅ!?」

			　そこにはサバトがあった。

			　雌オークのでっぷりとした身体にのしかかられる男性団員。スライムの中で溺れながら犯される女性団員。数十人に及ぶ団員が男も女もベテランも新人も関係なく、平等に生殖器を擦り合わせている。ぶちゅぶちゅと粘液が泡立つ音が響き、華麗なハーモニーを奏でている。

			「ああ、素敵！　ここはパラダイスだわ!!」

			　団員を犯しているのは彼らの召喚獣だ。

			　だが、その支配権は今や彼らにない。すべてはベルが握っていた。

			　己の正体を知ったベルにとって既存の召喚術はまるで幼稚な積み木のように見えた。あまりに隙が大きく、いくらでも横取りできた。それに気づいたベルはすぐに街中の召喚獣を掌握し、理想の街作りのために行動を始めたのだ。

			「ベ、ベル!?　お願いだ！　こいつを止めてくれぇ!!」

			「ん？　ああ、アディン」

			　声に振り向くとそこには浅黒い顔を真っ赤にした男が仰向けになっていた。

			　その姿からは傲慢が服を着ていたような華々しさは失われていた。髪はぐしゃぐしゃに乱れ、騎士団の服は破られて半裸状態のまま地面に組み伏せられている。それをしているのは犬耳を生やした獣人だ。

			　アディンを抑え込む獣人は騎乗位のままチンポを激しく扱いている。その様子は交尾というより捕食。獲物を貪り食う一方的な責めだった。

			「ちゃんと一晩中犯したのね。いい子いい子」

			　街中の召喚獣を支配したのは昨日のことだ。それからすぐにアディンたちは交尾を始めたから、すでに十二時間以上はぶっ続けでセックスしていることになる。それを示すように二人がいる地面には黒いシミが水溜まりのように広がっていた。ザーメン、愛汁、汗、小便などが入り混じった強い匂いもする。

			　ベルは獣人を労ねぎらい、その頭を撫でてやる。彼女は嬉しそうに目を細めて尻尾を振った。そして火が点いたように先ほど以上の激しさで抽送を再開するのだった。

			「ひぃぃぃぃっ!?　べ、ベル様！　ベルフレット様！　あ、謝る！　今までのこと謝りますから、許してくださいいいい！」

			　涙を流して、アディンが叫ぶ。身体が自由なら土下座くらいしそうな勢いだ。だがベルにしてみればその言葉はまったく理解できないものだった。

			「謝る？　許す？　アディン、何を言ってるの？」

			「だ、だから！　お、俺がお前を……馬鹿にしてたからこんなことを！　も、もうしない！　謝る！　俺が間違ってた！　だからもう、出させないでくれええええ!!」

			「あら。私が貴方のことを憎んでこんなことをしたってこと？」

			　ガクガクと首を振って首肯しゅこうするアディン。そんな彼の姿にベルは苦笑してしまう。

			「何を言ってるのよ。貴方のことは確かに嫌いだったけど、そんなことするわけないじゃない。だからこうしてエッチをさせているのよ？」

			「なっ、何言って！　何言ってるんだよぉ!?　全然わかんねえよお!!」

			　地面をかきむしり泣き叫ぶアディンに、ベルは手を叩いて納得の声を出す。

			「ああ、そうか！　もうザーメンがないのね！　それでこんなに辛そうに。ごめんなさいね、アディン。それは気づかなかったわ」

			　ようやく得心とくしんがいき、ベルはアディンの股間部へと顔を寄せた。

			　彼のチンポは萎びたミミズのように弱っており、そのくせ赤く充血して腫れてしまっていた。見るも痛々しいその姿にベルは憐憫の情すら覚えてしまう。

			「可哀想に。そうよね。みんながお父様みたいに出せるわけじゃないんだったわ。ごめんなさい。こんなに小さいおチンチンで限界まで頑張って……」

			「はぅ!?」

			　ベルはアディンのアナルへと指を差し込んだ。以前より鋭く尖った爪先が腸の中を進み、男の弱点、Ｇスポットを探り出す。

			「えい♪　元気にな～れ♪」

			「うわぁぁぁぁっ!?」

			　生殖器に魔力を注ぎ込む。上擦った悲鳴と共にアディンのソレが見る間に勢いを取り戻し獣人の穴の中で起立する。

			「これで大丈夫。前よりドピュドピュ出せるはずよ」

			「う、うぐ！　ぐぅ！　う、嘘だろ!?　全部出しきってのに……ま、また出るぅぅ！」

			　ぴゅっ！　ぷぴゅ！

			　なんともささやかな量だがアディンは確かに射精した。その結果にベルは満足し、直腸から指を引き抜いた。

			「うんうん！　これでまだまだできるわね！　じゃあもう一日イってみましょう！」

			「わあああ！　許して！　許してくれえ！　ベル！　ベルぅぅぅ!!」

			　ベルはアディンの声をもう聞いていなかった。彼もすぐに理解してくれると確信しているからだ。

			「私も気づくまで時間かかったのよね。なんだか恥ずかしい♪」

			　かつての幼稚な振る舞いをした自分を顧かえりみて、ベルはくすぐったい感覚に苦笑する。

			「ひぃ、ひぎ……ぐぁぁ……」

			「おっ、おぐ……ぅぎぃ……」

			　近くではドーバ、トリィも犯されている。もう二人とも声も絶え絶えだ。ベルは二人にも魔力を注ぎ込み、発破をかけてやった。ビクンッと身体を痙攣させ、二人の射精も再開した。

			「ふふっ！　みんな頑張って！　もう少しで理解し合えるのよ！」

			「ベル!!」

			　騎士団の宿舎から声がかかる。振り返った鎧戸からは金色の髪が覗いていた。

			「ああ、マーヤ。ごめんね遅れて。今から行こうと思ってたのだけど」

			　親友の姿にベルは窓へと駆け寄った。

			　鉄の柱にかぶりつくようにするマーヤに向かい、ベルは屈託なく笑んだ。

			「ベル、どうしてこんなことを……なんで召喚獣で襲わせるようなことなんて！」

			「襲わせる？　ああ、マーヤったらもしかして経験ないの？　あれはね、セックスっていうのよ」

			「そ、そんなこと言わないで！　よくないわ！」

			　顔を赤くしてマーヤは首をぶんぶん振る。そんな初心うぶな反応がベルには微笑ましい。

			「ベル、どうしちゃったの？　ベルは人間と召喚獣の架け橋になるって！　なのにどうしてこんなこと……」

			「マーヤ。そんな顔をしないで」

			　そっと鎧戸の隙間からマーヤの頬に手を伸ばす。指先にマーヤは怯えるように身体を震わすが、逃げるようなことはしなかった。柔らかな頬を撫でる。そのまま前髪をかき上げ、金の髪を指に絡めた。

			「知らないことを受け入れるのは大変なことだわ。怖いのも、戸惑うのもわかるわ。でも私を信じて欲しいの。これはね、人と召喚獣がわかり合うために必要なことなの。貴方をここに閉じ込めてしまったのは悪かったわ。でもマーヤが逃げるから。ちゃんと待っていてくれたならこんなことしなかったわ」

			「ベ、ベル……」

			「でもね！　ようやく準備できたの！　さあ、マーヤもセックスしましょう!!」

			　ベルは手を叩き、用意しておいた「見合い相手」を召喚する。

			　青い魔法陣から現れたのは巨大な牛だ。農家で広く飼育されている家畜である。だが、その姿を見た瞬間マーヤの瞳は大きく見開かれる。

			「う、嘘……その子は……！」

			「そう！　マーヤの家で飼っていた子よね？　可愛いわね。マーヤのために昨日契約しに行ったの！」

			　牛の頭を撫で、その太い足を握ってみた。

			　生まれた時から農作業に従事してきた肉体は人間とは比べ物にならない筋肉量だ。毛並みを確かめながら、ベルは股間へと手を伸ばす。すでに発情したそこは、地面につきそうなくらいに長くて太い。

			（でもヴェロミコスの方がやっぱり素敵よね。ただ長いだけじゃなくて形も硬さも雌専用のアクメ棒……流石私のお父様♥）

			　心の中で惚気つつ、ベルは牛の首につけられた手綱を握る。

			「マーヤのお父さんとお母さんにも挨拶したわ。二人とも優しい人ね。マーヤそっくり。騎士団の友人ですって言ったらすっかりお世話になっちゃった。だからね、二人にもセックスしてもらおうと思ったの！　今頃ご両親も交尾しているわ！　お母さんは豚！　お父さんは山羊とさせてみたわ！　ねえマーヤ、ご両親喜んでくれているわよね!?　マーヤも嬉しいわよね!?　もうすぐマーヤの妹弟ができるのよ！」

			「嘘……嘘よぉ……！」

			　手綱を握って部屋へと近づく。

			　マーヤは悲鳴を上げて窓から飛び退き、狂ったように扉を叩く。だが、しっかりと施錠された扉が開くことはない。

			「あらあら。マーヤったら、恥ずかしがり屋なんだから。でも大丈夫。きっとそうだと思ってこの子を呼んだのよ。顔見知りの方が安心できるでしょう？」

			「どうして!?　こんなことでなんでわかり合えるっていうの!?」

			「なんで？　なんでって」

			　微笑みと共にベルは己の正体を現す。

			　魔力の渦が辺りの景色をかき回し、部屋の中まで流れ込む。その存在感に犯されていた団員たちも目を見開きベルを見た。

			　羽根が開く。尻尾が伸びる。真紅の髪と瞳が爛々と輝き、牙の生えた口からペロリと舌が出た。

			「なんでって……私がそうだったからよ!!」

			　高らかに宣言し、ベルは隊舎の壁を撫でる。それだけで石造りの壁が砂のように崩れ去った。穿うがった穴に牛を伴って入り込む。

			「あ、ああ……べ、ベル……？　なにが、どうして……」

			「ふふっ、驚いた？　これが私の本当の姿なの。マーヤ。私のお父様は悪魔なの」

			「あ、く、ま……？」

			「そう！　召喚術師シーリスと悪魔ヴェロミコスの子！　そしてお父様に私は自分のあり方をたっぷりと教えてもらったわ！　おマ○コに太いおチンポを入れられて、ぐぷぐぷどぴゅどぴゅ！　子宮の奥の奥までザーメンをもらって妊婦みたいにお腹が膨らんじゃった！　お尻の穴も丁寧に広げてもらってもうケツマ○コ！　ほら見て、おっぱいもエッチに向いた形になったのよ!?」

			　シャツの前をはだけ双丘を露出させる。むっと部屋に甘い雌の香りが広がり、牛の鼻息も荒くなる。声も出ない様子のマーヤにベルは歩み寄る。

			「マーヤ、私ずっと悩んでた。私がどうして生まれたのかって。人間と召喚獣はどうしてわかり合えないのかって。その答えがようやくわかったの！　私は世界中の人々と召喚獣を繋げるために生まれてきた！　みんなにセックスの快感を伝えるために生まれてきた！　エッチは最高よ！　お互いの気持ちが真っ直ぐに伝わる最高のコミュニケーション！　マ○コとチンポは嘘をつけないの！　身体も魂も混ざり合って、新しい命を育むの！」

			　さらに一歩近づく。もうマーヤに手が届くほどの距離だ。

			「どんな人間もどんなモンスターも生殖器を持っているのは一緒！　エッチが気持ちいいのも一緒！　なら交わればいいのよ！　そうして生まれた子はもう人間でもモンスターでもない！　その子がまたチンポして、その子がまたマ○コして！　いずれそこに差異はなくなるわ！　すべての種族が一緒くたになった新しい世界が来る！　素晴らしいと思わない!?」

			「ベル……どうして……どうして!!」

			「怖がらなくても大丈夫よマーヤ。すぐに雌穴で理解できるようになるから!!」

			「ひっ!?」

			　マーヤの手首を握り、そのまま床へとずり下ろす。手足を振り回すマーヤだが、今のベルからしたらそんな抵抗は赤子のぐずりのようなものだ。

			　コロンと彼女をひっくり返し、お尻を突き出したうつ伏せの姿勢にした。スカートをめくり、ショーツを発情牛の前に晒す。暴風のような鼻息を鳴らし、暴れ牛がマーヤにのしかかる。

			「この子もこんなに期待してるわ♪　元気に伸びた木の幹みたいな立派な牛チンポ♪　ほら、マーヤのこと好き好きって言ってるよ♪」

			「や、やめてぇ！　私、この子のこと嫌いになりたくないのぉ！」

			　純白のショーツに怒張した牛チンポが押し付けられる。垂れ流れるカウパーが生地を濡らし雌穴めがけて肉薄した。ギチギチとショーツごと恥肉が割り開かれていく。

			「ぃ、ぃ、ぃ……っ!!」

			　マーヤの顔が弓引くように引きつっていく。痛みと困惑と快感と不安。様々な感情が混じり合い、声にならない悲鳴となって喉から絞り出されていた。

			　ミチミチミチ……ッ！

			「ま、待って……本当に待っ……ぅあああああああああっ!!」

			　ぶちぃっ！　ぶちゅううううう!!

			　グロテスクな家畜ペニスがショーツを破り、マーヤの中に入っていく。

			「なーんだ。マーヤも処女だったんだ。ふふっ、赤い血がたら～って出ているよ」

			「い、痛ぅ……！　うぅ……私の初めて……牛に奪われ……い、痛いぃぃ……こんなの酷すぎるよぉ……！」

			「マーヤ、大丈夫。習うより慣れよって言うじゃない。すぐに気持ちよくなるわ。そうだ。いいものをあげるわ」

			　服からガラス管を取り出し、それをマーヤの口へと近づける。中に入っているのは緑色の粘液だ。

			「ひぃっ!?　なに、なにするのお!?　や、やだやだやだぁ！　ベルぅ！　もう許して……むぐぅ!?」

			　無理やり口を広げて、その中に管を押し込んだ。どろりとした液体が喉に流れ込んだ瞬間、カッとマーヤの顔が硬直した。

			「ひぃひぃぃぃいい！　あっ、あひっ!?　はぅ、はぁああああっ!?」

			　ぶしゅぶしっ！　ぷっしゃああああああっ！

			　マーヤの股間から勢いある飛沫が噴き出した。全身で汗をかき、騎士団の服をいやらしく透かす。ベルの位置からは見えないが、陰核や乳首も痛々しいほどに勃起していることだろう。

			「な、なにこ、こりぇえ!?　ひっ！　あっ！　身体が止まらないぃぃぃぃ！」

			「どう？　とっても気持ちよくなったでしょ？　これはね、魔界の触手生物の粘液なの。もっとわかりやすく言うとび・や・く♥」

			「び、媚薬ぅ!?」

			「そ。一滴で雌アクメしちゃうくらい強力なのよ♪　それに、これを摂取し続けると身体が作り替えられていつでも発情した雌マ○コになれるの♪　ほらマーヤ、もう痛くないでしょ？　ペニスが気持ちよくて仕方がないでしょ？」

			「あ、あ、あああああ!!」

			　答えは言葉ではなく絶頂だった。

			　牛チンポがわずかに前後するだけでマーヤは壊れたように痙攣する。顔は涙と鼻水でぐちゃぐちゃで、口からは絶え間ない嬌声が飛び出していた。

			　そんなマーヤの姿に興奮したのか、ブモォとひと鳴きすると同時に牛交尾も激しさを増した。

			「あら。貴方もしたくて仕方ないのね。マーヤ可愛いものね。丁寧に世話してくれていたんだものね。いいのよ！　好きなだけ愛し合っていいのよ！」

			　ベルは牛を支配し、その魂から理性を毟むしり取った。残ったのは剥き出しになった生殖本能だ。マーヤのマ○コを犯し尽くし、子種を注ぎ込み、妊娠させる。体力が続く限り、射精を行う繁殖動物となったのだ。

			「ひぃ！　ひぃぃぃ！　死ぬぅ！　死んじゃうぅぅぅぅぅぅ!!」

			　どちゅぐちゅぶちゅどちゅどちゅどちゅぅぅぅぅ!!

			　マーヤが大切にしてきたバージンロードが家畜チンポで開拓されていく。

			　普通の人間だったら腹を破られていたであろう痛烈な巨根ピストン。長大な牛のペニスがこの穴は狭苦しいと言わんばかりに暴れ回る。

			　だが薬の力で発情しきったマーヤの身体ならそれも受け止められる。本来なら狂い死にするような痛みも雌の身体は快感に変えてしまうのだ。

			「うああああ！　な、なんで……い、いくぅ!?　おっ！　ぎもちいい!?　死ぬほど痛いのに気持ちぃいぃぃ!!　うあっ!?　あひぃぃぃぃ！」

			「マーヤ！　気持ちいいのは雌の本能よ！　チンポを入れられて幸せにならない雌なんていないのよ！　さあ、もっともっと気持ちよくなりましょう！」

			「いやあああ！　それやだああああ！　許して！　許してベルぅぅぅぅ!!」

			　媚薬をもう一本取り出すとマーヤは狂ったように叫び出す。だがその叫びに甘いものが混じっているのをベルは聞き逃さない。

			　これで幸せじゃないはずがない、そうベルは確信する。

			「何を言っているのマーヤ。私は貴方に感謝しているのよ？　あの時、背中を押してくれたおかげで、あの魔導書と出会えた。ヴェロミコスと出会えた。今の私があるのはマーヤのおかげ。だから、本当に感謝してるの」

			「う、あ……ああああ！　私、私がベルを……！」

			「だからね、言わせてマーヤ。ありがとうって!!」

			「いやああああああああああああああああっ!!　ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさいいいいいい!!」

			「さあ、マーヤ！　受け取って！」

			　謝り続けるマーヤの頭に媚薬を振りかける。金色の髪を濡らしながら緑の粘液が垂れていき、口や鼻へと流れ込む。肌からも吸収され媚薬は乙女の身体の中に浸透していく。

			「ひっっぎぃぃぃゅぃぃぃぃぃぃ!!」

			　鳥の鳴き声のような声を上げ、マーヤは全身をピンッと伸ばした。

			　床板を引っかき、口から白濁した唾液を飛ばす。下の口からもお漏らしのように愛液が噴き出し、本当に黄色い小水もお漏らしし始めた。

			「ああ！　マーヤ可愛いわ！　処女とは思えないくらい扇情的で綺麗で声もキュンキュンするくらい可愛くて……きっとマーヤの子供も可愛いに決まってる！」

			「こ、子供ぉ!?」

			「そう！　その子は、私が改良してちゃんと人間と子作りできるようになってるのよ。チンポからどぴゅどぴゅって射精されてマーヤのお腹が膨らむの。ああ、マーヤと牛ちゃんの子、早く見たいわ！」

			「あ、あはぁ♥　私、牛の子を生むんだぁ♥　私、もう家畜ぅ♥　子供産まされてお乳搾られる雌牛と一緒ぉ♥　も、もう人間やめちゃったぁ♥　赤ちゃん♥　私の赤ちゃん♥」

			　焦点の合わない瞳を彷徨わせ、マーヤは狂ったように笑い出す。

			　抵抗は止めていた。それどころか、自ら子種をねだるように両足で牛に抱きつき、腰さえ動かしていた。

			　その様子にベルは満足げに頷く。マーヤも自分の考えを理解してくれたのだ。

			「じゃあ、私は行くわね。二人の邪魔しても悪いしね。また明日、見に来るわ」

			　そう言い残し、ベルは部屋をあとにした。

			「イグゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ!!」

			　びゅぶ！　びゅば！　どびゅびゅぶっ!!

			　喉から絞り出すようなアクメ声。同時に牛のいななき。その後に、びちゃびちゃと粘っこい液体が落ちる音が続いた。

			　そして再び始まる抽送音。マーヤの嬌声はいつまでも続いた。

			◆

			「うんうん。みんな張り切っているわね！」

			　ベルは街の大通りを歩いて回った。

			　街並みも自然も何一つ変わっていない。ただ、そこにあった常識だけががらりと変わっていた。

			　ペットの双頭の犬に犯される主婦。

			　ビックホーンに犯される観光に来ていた貴族姉妹。

			　縄で縛られ複数の妖精に男性器を扱かれる商店の店主。

			　首を両手で絞められて獣人に犯されているのは、かつて首輪を引きながら彼女を犯していた男だ。今では立場が逆転している。もっとも男の方はあの時の威勢はどこへやら、無様に泣き喚いてしまっている。

			「あぁ……素晴らしい光景だわ！」

			　どこでも愛の伝え合いが行われていた。もちろんすべてベルが仕掛けたことだ。

			　今や召喚獣は枷を外され、思うがままに人間と交わることができる。もちろん中にはそれを拒否する子もいるが、そういう子は申し訳ないが軽く支配するようにしていた。ワガママを言ってはいけないのだ。これは必要なことなのだから。それにセックスして幸せにならないはずがないのだから。

			「こうして少しずつ人間と召喚獣の垣根がなくなるのね」

			　しみじみとベルは呟いた。

			「いずれ魔界にも行きたいわ。んー、どうやって行けばいいのかしら。お父様に聞けばわかるかな？」

			　でも、それはできないとベルは微笑む。

			　ひとしきり街を巡り、最後に街の外門を訪問する。ちょうど交易に来た商人たちがいたので門番をしてもらっているオーガに渡すことにした。逃げ出した人間もいたが、街の周囲にも召喚獣が隠れている。すぐに捕まって犯され始めた。

			「街の外にもいずれ行かないとね。もっともっとこの活動を広めないと！」

			　果てまで続く街道を見つめベルは思いを新たにする。

			　やがて世界中をこのヘルミナの街のようにするのがベルの目標だ。そのためにはある人物の協力が必要だろう。

			「さて、そろそろ戻ろうかしら……」

			　唇を軽く舐め、ベルは騎士団の隊舎を見る。そこにいる女性のことを思う。

			


			　ピストン音のオーケストラを聞き、セックスをしているアディンたちの横を抜けて、ベルは隊舎へと戻った。

			　すんすんと鼻を鳴らすと甘い匂いが漂ってくる。

			　そのニオイをたどっていけば団長の執務室に着く。母と父と絡んだ場所。自分が生まれ変わった思い出の場所。匂いはいよいよ強くなり、くぐもった声が聞こえてくる。

			　扉を開ける。むわっと雌のフェロモンが形を持ちそうな密度で溢れてきた。

			「具合はどう？　お母様」

			　その光景をひと目見た人は「糸操り人形」という印象を受けただろう。糸で宙吊りにした人形を自在に動かす大道芸だ。

			　唯一違うのは吊り上げられているのは実際の人間で、それを宙吊りにしているのはドクドクと脈動するおびただしい触手の数々だという点だ。

			　そして人形の役を演じている美女こそ、ベルの母シーリスであった。

			「う、うぶ……おっ……おぶぅぅぅ……」

			　触手の糸はシーリスの手足を縛り上げ、大の字の姿勢のまま肢体を浮かせていた。召喚術師としての衣装はそのままに、服越しに触手が絡みその身体の凹凸を際立たせている。たっぷりの爆乳、むっちりとした尻、柔らかくも引き締まった腰。それらに巻きつく触手のコントラストは息を呑むような倒錯的な美しさだった。

			「そして、すべての穴を塞ぐグロテスクな触手たち……はぁぁ、素敵だわ♥」

			　服の隙間から赤、緑、紫といった極彩色の触手が潜り込み雌の穴を貪るように蠕動ぜんどうしている光景は筆舌に尽くし難い艶めかしさを持っていた。

			　頭にもアイマスク状の触手が巻きつき、視界を完全に奪っている。耳の穴には糸状の触手が入り込み、丁寧な愛撫をくり返している。今のシーリスには視覚や聴覚にすら逃げ場はない。ありとあらゆる感覚を性感のみに使わされるアクメ人形となっているのだ。

			「うぶぅ!?　ぐぶぅ!?　おぶぅぅぅ!?」

			　びゅるっ！　ぶぴゅっ！　どぷっどぷぅ!!

			　詰まった下水管のような音がシーリスの口から上がり、その口に緑色の分泌液が噴き出した。

			「ああん、もったいない。ちゃんと採取しておかないと♥」

			　部屋の隅に置いていた木箱からベルはガラス管を取り出し、床に落ちていく粘液を受け止める。これがマーヤにかけた媚薬の正体であった。

			「魔界の触手生物の媚薬粘液とお母様の唾液やマン汁の混じったカクテル♥　これだけの魔力と薬効が合わさっているんですもの、マーヤもビンビンになって当然よね♥」

			　ワインをテイスティングするようにその香りを吸い込むベル。濃厚で蠱こ惑的わくてきな甘いニオイ。嗅ぐだけで股間をまさぐられるような背徳的な感覚が身体を包む。

			「素晴らしいわ！　さあ、お母様の中に全部注ぎ込んじゃって！」

			「んぶぅ!?　おっ、おぶぅぅぅぅぅぅぅっ!?」

			　ぐちゅぐちゅぶちゅ！　どぶっ！　どびゅる！　びゅるびゅるるるるっ!!

			　膣口や肛門に入り込んでいた触手が猛烈に動き、爆発するような射精を始める。口の触手も再ピストンを始めて喉奥に媚薬ザーメンを注ぎ込んだ。

			　芸術的な美しさを誇るシーリスのヴァギナとアナル。そこからぶぴぶぴっ、と汚らしい音を響かせ粘液が逆流する。そのたびに艶姿が痙攣し、汗がキラキラと部屋に散った。

			「ああ……本当に綺麗……」

			　うっとりと呟き、ベルはスカートの裾から指を入れて自らの股間に触れた。下着はもう穿いていない。穿いていてもすぐにぐちゃぐちゃに濡れてしまい意味を成さないのだ。

			　指を秘部に滑り込ませ、ゆっくりと手淫する。

			「はぁはぁ……素敵よお母様。こんなにも綺麗でこんなにもいやらしくて……私も感じちゃうわ」

			　膣の奥をまさぐりながらベルは意識的に荒い息を吐く。陰唇をかき混ぜるようにくちゅくちゅと鳴らし、身体から込み上げてくる熱情に身を任せる。そんなベルの自慰に呼応してシーリスを責める触手も踊るように動き回る。

			「おぶ!?　おっ！　おほぉぉぉぉっ!!」

			　シーリスの口、ヴァギナ、アナルからいやらしい抽送音が奏でられる。ベルが指を動かせばシーリスが喘ぐ。まるで彼女の全身がベルの演奏する楽器になってしまったようだ。

			「あっはぁぁぁん♥」

			　軽い絶頂感を得たことでベルは指を抜いた。その頃にはシーリスは息も絶え絶えの様子で触手に吊られたままぐったりとしていた。

			　軽く指を鳴らすと触手は飼い犬のような従順さでシーリスから離れ、魔法陣の中に消えていった。

			「あ……あぁ……べ、ベル……？」

			　シーリスはそこで初めてベルの存在に気づいたらしい。限度を超えた快感に歪んでいた顔が、ベルを認めた瞬間に引き締まる。その表情にベルは感心の声を上げた。

			「すごい。あれだけ触手でグポグポされたのにまだそんな顔ができるんだ。お母様ってやっぱりすごいわ！」

			　心からの称賛の言葉もシーリスは苦々しい顔で受け止めた。なんとか身体を起こし、媚薬に濡れた指でベルの手首を掴む。

			「ベル、こんなことはもう止めて……お願いだから……貴方は悪魔に心を支配されて……ひぁぅ!?」

			「でも身体はしっかり出来上がってるわね。身体の中から浸透する媚薬の大洪水♪　お母様でも我慢できないでしょ？」

			　ベルはシーリスの耳を軽く撫でた。それだけで彼女の身体は敏感に反応した。まるで何時間もほぐされた秘所を触られたように、耳だけで感じてしまったのだ。

			「あ、あぁ♥　だめぇ♥　耳、触っちゃあ♥」

			「ああもう！　そんな甘えた声出して誘っているのかしら！　魔性の女ってこういうのを言うのね！　お母様は天性の淫売気質なんだわ！」

			　聞くだけで欲情を誘い、さらに彼女を鳴かせたくなるような魅惑の力がシーリスの声にはあった。嫌がるその声をもっと聞きたい、そう思わずにはいられない魅惑の声にベルの鼻息が荒くなる。

			「ああ、お母様！　お母様ぁ！　愛したい！　触れ合いたい！　私の物になってお母様!!」

			「ベルぅ、ああっ!?」

			　手首を握るシーリスの指を逆に掴み返し、ベルは彼女を押し倒した。ベルの目の前でぶるんと爆乳が弾む。濡れた服越しにもわかるその弾み。そして直に触れ合ってこそわかる圧倒的な肌の柔らかさにベルは身震いした。

			「は、離して!!」

			　腹上に跨がる実子をシーリスは必死に押しのけようとする。

			　そんな抵抗を軽くいなし、シーリスの両手を軽く捻りあげると、手首を握りしめて床へと押し付ける。太ももを彼女の足の間に入れて身体を密着させる。それだけで彼女はなんの抵抗もできなくなってしまう。

			「くぅっ！　ベル、お願いだから話を聞いて！」

			「あら、前戯は十分でしょう？　こんなにぐちゅぐちゅだもの。でもいいわよ、お母様。言葉での交流も素敵ですものね。肉と魂の繋がり合いはその後で♪」

			　笑いながらもベルは一切の力を抜かない。その様子に力ずくでの脱出は諦めたのか、シーリスは敏感になった身体で深く呼吸して言葉を紡ぐ。

			「ベル……貴方は間違っています」

			「ふむふむ。続けて」

			　講義する教師のような調子でベルは先を促す。そんな余裕ある娘の態度にシーリスは歯噛みする。

			「召喚獣を無理やり支配して人々を害するなんて、召喚術師として、人としてあってはならないことです！　貴方はそんなことを一番望まない子だったでしょう！　優しくて、夢を諦めず追いかけて……だからあの時だってドラゴンを見捨てることができずにシーサーペントを」

			「……あの時は本当に悪いことをしたと思っているわ」

			　ベルは瞳を潤ませ、小さくかぶりを振った。あの時のことは今思い返しても悲しくて仕方がない。

			「そうでしょう？　ベルは本当はこんなことできる子じゃないわ。すべてはヴェロミコスのせいよ！　貴方はあの悪魔に操られて……！」

			「どうして私はあのシーサーペントと交わってあげられなかったのかしら。もし過去に戻れるならあの子のチンポを扱いて慰めてあげるのに」

			「……な」

			「ねえ、お母様。あの海蛇がなんで街を襲おうとしていたか、わかる？」

			「な、なぜって……この時期に海蛇は気性が荒れるから……」

			「あの子はね、自分の子を漁師に殺されたの」

			　海にいるモンスターたちを支配した時に得た知識だった。シーサーペントの赤ちゃんは漁師の網にかかり、逃げようと暴れているところを銛で刺されて死んだのだ。その死に際の叫びを聞いてシーサーペントは怒り狂い、街を襲おうとした。

			　シーリスは一瞬、言葉を失う。だがすぐに街を守る騎士団としての顔を取り戻す。

			「それは……仕方がないことよ。避けようがなかったわ」

			「……そうよね。私もそう思うわ。あの赤ちゃんが網にかかったのは不幸な事故。漁師たちが彼を殺したのも決して悪意からじゃない。でも、子供を殺されたシーサーペントが怒るのも当然よね？　そして、そんなシーサーペントを倒すのも騎士団として当然……きっと誰も悪くないわ。不幸なすれ違いなのよ。仕方ないこと」

			「なら！」

			「でも」

			　強い言葉でベルはシーリスに割り込む。

			「今の私なら止められたのよ。あの子を支配できる。あの子を慰められる。あの子にやりすぎない程度に人を壊すことを許すことができる。そしてあの子のチンポで新しい赤ちゃんを人間に孕ませたらすべては解決よね。きっと両種族は仲良くなれたわ。だって子を愛するのは本能でしょう？」

			　ベルは心の底から自分の未熟さを恥じた。なぜもっと早く自分のことを受け入れなかったのか、もっと早くヴェロミコスに出会わなかったのか、そんな後悔で胸が痛む。

			　だがベルとは反対にシーリスの顔は際限なく険しくなっていく。

			「ベル、本気で言っているの？　そんなことはできないし、なんの解決にもならないわ！」

			「できるし、解決するのよ。私には人間と召喚獣を混ぜる方法がもうわかってる。人と召喚獣の差が悲しみを生むならその境を取り払えばいい。お互いを支配し、支配されるような関係が憎しみを生むなら私が全部支配する。そうして混ざり合えば世界は変わるわ」

			「そんなことをしても、また違うことで争いが起こるだけよ！　人と召喚獣は交わってはいけないの！　道具に情を持ってどうして生活を維持できるの!?　その考えは悲劇を生み、最後には世界を滅ぼすわ！　目を覚まして、ベル！」

			　悲痛に叫ぶ母にベルは目を細める。この状況になっても我が子を案じて幸せを願っている。だからこそ否定もするし厳しいことも言う。そんな母をベルはますます好きになる。

			　だが、だからこそ、ベルは止まらない。

			「それで、お母様。私は人間？　それとも悪魔？」

			「っ!?」

			「頭に羽があって、お尻から尻尾が生えて。モンスターを何百、何千と支配できる。さあ私はなんでしょう？　人としてもモンスターとしても私は生きられないし、生きる気もないの。そしてそんな私を生んだのはお母様とお父様♪」

			「な、何を!?」

			　そっとベルはシーリスの両手を自分の首に添えた。喉に感じる彼女の指が震えていることがわかる。

			「お母様が人間と召喚獣はわかり合えないって言うのなら……ほら、私を否定して。お母様になら殺されたっていい。でもそれができないのはわかってる。だって、お母様は私を愛してるから♪　ヴェロミコス、お父様のことだって大好きなんでしょう？　好きなのはペニスの方かもしれないけど♪」

			「ベル……ベルぅ!!　わ、私は貴方のために！」

			「お母様がいけないのよ。あの日、家にいなかったから」

			　思い出すのは幼少期の思い出だ。自分を殺そうとする暴漢の姿。それと戦って死んだドラゴンの子の亡骸。もしその前に母が助けてくれたなら、あの子が死ななかったなら自分は人間として生きられたかもしれない。

			　あるいは本当に母から愛情を与えられずに育ったなら、ヴェロミコスのような悪魔になれていたかもしれない。

			　だがそうはならなかった。

			「さあ、もういいかしら？　そろそろ始めないとお母様のおマ○コが乾いちゃうわ。そしたら、また触手ちゃんでほぐさないといけなくなるけどそれがお望み？」

			　母の手を首から離しながらベルは言う。同時にシーリスの身体に魔力が巡る。

			　いじましい抵抗だった。ベルは母の腹に軽く膝を入れてその呼吸を乱す。

			「かふっ!?」

			「ふふっ。私を支配でもするのかしらお母様？　それとも誰か召喚してみる？」

			「…………」

			「あらあら、本当にそのつもりだったんだ？　召喚術師シーリスが、本当に追い詰められちゃったのね。一応言っておくと、もし私を支配しようとしたら逆支配しちゃうわよ？　そっちから道を開いてくれるならお母様の奥にまで入っていけちゃうもの。他の子を呼んだって同じ。今の私ならお母様の支配だろうと横取りできるわ」

			「くっ……わ、私は屈しないわ！　貴方を絶対に目覚めさせてみせる！」

			「そのセリフ、とってもそそるわ！」

			　笑みを一つ浮かべ、シーリスに顔を覆い被せるベル。胸に当たる豊かなクッションは信じられないほどに柔らかく、その頂点には硬い突起が二つついている。味わい深い膨らみを感じながらベルは強引にシーリスの唇を奪う。

			「んんっ!?　やめっ！　ちゅ！　ちゅぷ！」

			「ちゅっちゅっ♥　んふ、美味しい♥　どうしてお母様の唇ってこんなに美味しいのかしら？　やっぱり相性が最高なのね♥　身体の相性が抜群♥　お母様も気持ちいいでしょう？」

			　その言葉にシーリスは回答を言い淀む。

			　その反応が、言葉以上にシーリスの官能を饒舌に言い表していた。

			「ふふ、感じてるんだ。嬉しいわ、お母様♥」

			「わ、私たち親子なのに……こんなの変よ……」

			「あら、私の半分はお父様が作ったのよ？　お母様がメロメロになった凶悪チンポの血が私にも流れてるの♥　なら、お母様が私で気持ちよくなったっておかしくないでしょう？」

			「で、でも……やっぱりダメ！　一線は越えさせない！　ここで流されたら、私はもう貴方を救えない！」

			　強い力で身体を押し返される。その反応にベルは目を見張る。

			（媚薬を全身の穴に注ぎ込まれて、散々に触手で嬲られて、もうロクに抵抗もできないって力の差をわかっているのにまだ心が折れないんだ……。流石は最強の召喚術師、シーリス・クロシェット・アウディーレ！　私のお母様！）

			　人の域を超えた精神力にベルは素直な称賛を送った。こんな女性の子宮から生まれたことを誇りに思う。

			　だが彼女に反抗されればされるほど、赤く燃え上がる欲望の炎があった。

			　気高い彼女を自分のものにしたい。泣きじゃくる顔が見たい。快楽に蕩けさせ、自分の意見を認めさせ、そしてその心までも捧げさせたいという感情がベルの中で嵐となって暴れ回る。

			（ワガママを言われるとますます意地悪したくなるのよね♪　それに、お母様の身体はもう準備万端～♪　そんなぐちょ濡れマ○コですごまれても怖くないわよ♪）

			　力強い言葉とは真逆に、シーリスの身体はキュンキュンと発情に向かっていた。

			　キスをきっかけに触手によって広げられていた雌の本能が一気に解放されていったのがベルにはわかる。広がる鼻、高鳴る鼓動、震える手先、大量の発汗、瞳孔が開いた瞳が馬乗りになった娘の動きをつぶさに見ている。

			　その視線に込められたのは母としての使命感ばかりではない。

			（あーあ、お母様ったら私を見るだけでセックスを思い出しちゃうのね♥　十年以上の欲求不満生活の果てに私とヴェロミコスとで過ごした最高の一日♥　新鮮で極上の快楽を味わったんだもの、耐えられないわよね♥　でもそれを抑え込む理性♥　慎ましやかな淑女の心♥　私を止めようとする気高い精神♥　ああ、なんて素敵なのお母様！　極上の雌ってこういうことを言うのね!!）

			　狂おしいほどの性欲を抱えながら、それを必死に抑え込む母。その姿にベルはぞくぞくと背筋を震わせる。

			　愛らしい彼女を無茶苦茶にしたい。欲求に耐える彼女を狂わせたい。そんな嗜虐的な熱意がベルの中で渦を巻く。

			「ふふっ。お母様？　『貴方を救う』なーんて言うのならこれからされることくらい耐えられるわよね？」

			「っ……当たり前です。ベル、貴方は私が必ず元に戻して……!!　そして、また一緒に暮らして……今度こそ……」

			　最後の方の言葉はかき消えそうなくらいに小さく、ベルの耳にはほとんど届いていなかった。

			　それを気に留めることもなく、そっと彼女の耳元に唇を近づける。ドクンドクンと心臓が高鳴る。恋する乙女はこんな気持ちなのだろうと思う。

			「これから、お母様を犯すわ」

			「なっ!?」

			　組み伏せた身体から驚愕の気配があった。そんな反応もベルには嬉しい。

			「な、何を言ってるの。そんなこと……できるわけ……」

			「できるのよ、お母様。ほら見てて」

			　ベルは右手にはめていた指輪を外し、シーリスの目の前にかざして見せた。銀色の光沢が怪しい輝きを放ちシーリスの顔を照らす。

			「それはヴェロミコスの？」

			「そ♪　お父様が封印された指輪よ♪　これをちょっと弄れば……」

			　指輪を自らの股間へと添え、ベルは呪文を唱える。

			　銀の輝きが増していき天へ向けて膨張していく。輝きが少しずつ収まっていきその光が実体を結んだ時、そこには生々しい肉棒が起立していた。

			「なっ!?　そ、それは!?」

			「あはっ♪　流石お母様、見ただけでわかるんだ♪　そうよ。お父様のお・チ・ン・ポ♪」

			　ビクビクとベルの股間で肉棒が蠢く。その勢いは女の身では逆に振り回されそうなくらいに強い。長く太い陰茎はずっしりと重く、その感覚は外気に触れているだけで感じてしまうほど敏感だ。

			「すごいでしょう？　指輪からお父様のチンポだけ取り出して、私の身体と融合させているの。うん、感覚もばっちり繋がってる♪　おチンチンがビクビクしてるのちゃんとわかるわ♪　これで私も気持ちよくなれる。これで準備はＯＫよ、お母様♥」

			「ひっ!?　きゃあああああ!!」

			　ベルは身体を浮かすと母の両足を一気に持ち上げた。

			　シーリスのふくよかな下半身が天井へと突き出され、むわっと雌の芳香を広がらせる。

			「はい♪　召喚術師シーリスのまんぐり返し姿～♪　無様でいやらしくて可愛いでちゅね～♪　こんなあられもない姿、団員には絶対に見せられないわよね♪　ああ、見ているだけでおチンポがすっごい滾っちゃうわ♪」

			「止めっ！　ベル、止めて！」

			「そんなこと言って、こっちはもうトロトロなのわかってるわよ♪　さあ、もっといやらしい姿になっちゃいましょうね♪」

			　ベルはシーリスの胸元へと手を伸ばし、その布地を力のままに引き千切る。

			「きゃあ！」

			「あはっ♪　風船みたいに大きいのが飛び出してきたわ♪」

			　ぶるん♥　ぷるんぷるっ♥

			　熟れに熟れた白い果実が二つ飛び出し、ベルは歓喜の声を上げた。

			　弾みをつけたシーリスの乳房は誘うように目の前で揺れ、やがて深い谷間とツンと張った乳頭を晒した。その全体は汗と媚薬でぬるりと輝き、呼吸に合わせてふっくらと上下している。

			「お母様ったらますますおっぱい大きくなっちゃって♥　それなのにこんなに綺麗な円錐型を維持してる♥　本当にすごいわ♥　実はお母様も悪魔なんじゃないかしら♥　パコパコするために生まれた淫乱サキュバス♥」

			「こ、これはベルが……あんな触手で責められたからおっぱいも……」

			「あはっ♥　おっぱいが大きくなってるのは認めるんだあ♥」

			　その言葉にシーリスは言葉を詰まらせる。口では否定していても身体は男好きをするものになっていると自覚しているのだ。

			「ふふっ、黙っちゃって可愛い。ほら見て、私の胸もこんなに張っちゃった♥」

			　ベルも自身のシャツの前を開けた。ぷるんっと弾けるように双丘が飛び出す。サイズこそ母には及ばないが若々しく形のよいバストだ。母のものと並べたって男は目移りするに違いない。できることならどちらも手に入れたいと願うだろう。

			「大きくて綺麗なおっぱいでしょ？　お母様の血のおかげでこんなにエッチな身体になれたのよ♪　男の人が大好きな美巨乳♪　おチンポを挟んでパイズリ射精させられる胸マ○コ♪　ねえ、騎士団のみんなは私とお母様、どっちでオナニーした回数が多いかしら？」

			「そ、そんなこと……聞かないで」

			　必死に目を逸らすシーリスだが、チラチラとこちらの胸に送られる視線をベルは感じていた。自身の胸が同性の、しかも母親の視線さえも奪うことにぞくぞくとした快感を覚える。

			（しかも、私のことを清廉なレディに戻そうとしているくせにね♪　娘の身体だろうと魅力的なら凝視しちゃうんだから笑える♪　本当、お母様は根がエッチなのよね♪）

			　潤んだ視線に込められた母の熱情に身体も熱く火照る。

			　ふっふっと息を切らしながら、ベルもその潤んだブルーの瞳を見つめ返した。

			「わかってるんでしょ？　お母様の身体はハメられるために生まれてきたスケベボディなのよ？　子供を産んで枯れるどころかますます官能的で魅力的な身体になる淫乱体質♥　世の中の男なら誰だってお母様を犯したいと思うわ♥」

			「ち、違……私はそんなんじゃ……」

			「まだ言うだだっ子さんには……えい♪」

			「ああっ!?」

			　ビッ、ビリリッ！

			　目の前にあったストッキングを破りさり、その魅惑の淫裂を露出させる。

			「あはっ♥　すっごいニオイ♥　熱い吐息をかけられちゃった♥　欲しい欲しいってくぱくぱ口を開けて私を待ってるわ♥」

			「う、うぅ……」

			　濡れそぼった口からはトロトロと蜜が流れ出していた。念入りに媚薬を擦り込まれたそこは極上の蜜壺だ。何もせずとも欲しがるように開閉し、肉襞がうねって手招きしている。それでいながらシーリスの顔と同じくらいに整った綺麗な形を保っている。世の男たちにこのマ○コを見せたとしても巨根で犯され一児を産んだものだとは到底信じないだろう。

			「ほら見てお母様、お母様のやらしいマ○コを見てこんなになっちゃった♥」

			「くうっ！」

			　ぐちゅ！

			　ベルは股間のイチモツをシーリスの上へと乗せた。熱い汁に驚いたように竿はビクンと跳ねる。その心地よさにベルは腰を抜かしそうになる。先端からとろっと透明な液も出てきた。

			「ああっ。これが先走り汁ね。舐めたことは何度もあるけど出したのは初めて♥　こんな自然に漏らしちゃうのね♥」

			「べ、ベル！　本当にダメよ！　そ、それ以上したら許さないから！」

			「あら？　どう許さないのかしら？　娘におマ○コ剥き出しにされて、チンポ押し付けられてもなんの抵抗もできないくせに。それにそんなこと言ってもここは熱々よ♥」

			　カウパーを出す感動を味わいながらベルはゆっくりと腰を浮かす。溶けたバターのような熱く柔らかな恥肉の感触を父の生殖器でたっぷりと味わった。

			　亀頭に愛液とカウパーを塗し、材木に釘を打つような姿勢でシーリスのヴァギナを狙う。だが、硬く勃起した肉棒はなかなか膣口に定まらなかった。

			　チンポをマ○コに入れる。ただそれだけのことに高度な技術がいるのだとベルは知り、それを容易くこなしていた父の偉大さに改めて感服するのだった。

			「ふひゅぅ!?」

			「はぁぁ……ここね、お母様」

			　肉同士が噛み合う音を立て、肉棒が直立した。くにゅくにゅと先端を甘噛みされ、中へ中へと吸い込まれていくようだった。

			「ああ、すごい……腰が引っ張られて勝手に中に進んでいく……自分にもついている物だけどこっちの立場になるとまた新しい驚きがあるわね」

			「べ、ベル……だめ……親子で……それも女同士なんて……狂ってる……！」

			　まんぐり返しにされた無様な格好でシーリスは涙ながらに訴える。そんな姿が滑稽で、どうしようもなく愛おしくて、ベルの股間はますます熱く滾ってしまう。

			「こんな美味しそうなおマ○コに突っ込んじゃいけないなんていうのなら、そんな世界の方が狂ってるのよ」

			　激しく脈打つ鼓動に押し出されるように言葉が出る。

			　見下ろす母の瞳を見つめ、その脳裏に擦り込むようにベルは言う。

			「親を……お母様を愛しちゃいけないなんて言う奴は全員殺してやるわ。お母様がまだ抵抗感を持つならそんな気持ちは全部塗り替えちゃうんだから。召喚術でもセックスでもなんでも使う。私はもう、何も我慢しないのよ。それに……お母様だって期待してるじゃない♥」

			「……っ！」

			「お母様のここ、触手に責められている時より嬉しそうにしてる♪　気づかないと思ったの？　チンポに触れた瞬間、ぴくんぴくんって♪　本当、正直なおマ○コ♪　口では嫌々言うくせに、マ○コは欲しい欲しいって媚びてくる♪」

			　図星を突かれシーリスの目が見開かれる。そしてこうして見つめているだけでさっきより濡れて、脈動が速くなっていくのだ。

			（お母様は私に恋してる。このチンポにも恋してる。初恋をした処女みたいな気持ちで私を待ってるんだ。私も……お母様に恋してる）

			　心の中でそれを言葉にすると、身体の内からまるで爆発するような衝動が広がった。口に唾液が溜まり、じっとりと汗が滲む。きっと自分の瞳はルビー色に爛々と輝いていることだろう。

			「挿れるわね、お母様ぁ♥」

			「あ……あぁぁ！」

			　抱きつくように身体を押し付け、一気に股間に力を入れる。

			　ぬぷっ、と音を立て先端が中に入った。瞬間、熱い汁が溢れてきて亀頭まで濡らした。

			　膣内がラブジュースで満杯でなければこうはならない。母の期待の証明を受けて、ベルはますます興奮していく。

			「く、くひぃ。ほ、本当に入って……!?　だめぇ……！」

			「あはぁ♥　私の童貞、お母様に捧げちゃった♥　すごぉい♥　熱い蜜がたっぷり♥　それにこの感触……チンポで感じると全然別物だわ♥」

			　指や舌なら何度も入れた穴だったが、肉棒で感じるそこはまるで別物だった。

			　なるほど「男は下半身の生き物だ」と言っている女性がいたがそれは真実だったとわかった。チンポで感じる世界はまるで別物だ。マ○コとはまた違う快感を持っている。暴力的で本能的でどうしようもなく切なく愛おしい。

			「もう、男の人ってずるいのね。こんな素敵なものを生まれつき持っているなんて。それにどうして彼らが美人を見ちゃうのかもわかったわ。このチンポの感覚に逆らえるわけがないのね♪　これは強烈だわ♪」

			　かつて自分を性欲の対象と見た男たちに対してベルは謝罪する。あの時、嫌悪感を抱いてしまった自分が恥ずかしい。

			「はぁはぁ……もっと感じたい……もっとお母様の中へ……」

			「あ、ぐっ……！　ま、待って……お、奥に……!?　んぐぅ！」

			　ぐぐぐぅ！　ぐぷぅぅ!!

			　体重をかけてシーリスの中に肉棒を埋めていく。恥肉の中を一ミリ進むたびに肉棒を駆け抜けような快感が伝わった。じんじんと痺れるような感覚が腰を中心に広がって身体の奥に浸透していくのだ。きっとこれが限界を超えたら射精をするのだと漠然と理解する。

			「ああ、おマ○コでするのとは違うわ……お母様の中に全身で飛び込んでいるみたい。私の全部がおチンポになっちゃったのかしら……♥」

			　息を整え、ベルは一気に快感を得ることに決めた。

			　両手でシーリスのお尻をしっかり掴み、快感に備えて腰に力を入れる。

			「いくわよ、一気に奥まで♥」

			「ひっ!?　ベル！　ま、待ちなさいぃ！　本当にそれ以上は！　」

			　涙を滲ませシーリスは叫ぶ。

			「それ以上はなあに？　これ以上挿れられたら我慢できなくなる、かしら？」

			「……っ!?　ち、違います！　私はそんな淫乱女ではありません！　ないんです！　ただ……そう！　ベル、貴方が射精してしまいますから！　それは見過ごせません！」

			（あら。上手い逃げ道を見つけたわねお母様）

			　シーリスのへらず口にベルは感心すらした。

			　確かにベルはもう出してしまいそうなほど快感を覚えているし、娘に射精の快感を教えるなんてことは母として絶対に阻止そししたいところだろう。ましてやこれは近親相姦だ。母の穴で擦って射精なんて不純どころではない。

			（チンポはお父様のだからある意味、夫婦の正しい営みなんだけどね。でもお母様、そうやって自分の気持ちから逃げ回ったから今の状況があるってわかってるのかしら？　本当、バカなお母様。でもそんなお母様だから愛おしいのよ♥）

			　娘を悪魔に目覚めさせながらも、なお自分の快感を否定するための理由を相手に押し付ける。そんな愚かな母の姿をめちゃくちゃにしたい。そして、屈服させて快楽に染め上げたい。

			「なら、お母様が射精させなければいいのよ」

			「え？」

			　責任を転嫁したシーリスに対してベルが行ったのは、その責任をシーリスに押し返してやることだった。

			「お母様のマ○コが気持ちよくなかったら私も射精できないわ。このピンク色の濡れ穴が全然動かなかったらきっと気持ちよくなれない。興醒めしてチンポも萎えちゃうわね」

			「そ、それは……でも……」

			「まさかお母様が膣でチンポ扱きして娘に射精させるなんてことするはずないものね。もちろんマ○コをズボズボ突かれて喘ぎ声を上げてしまい、男の欲情を煽るような真似もしないでしょう？」

			「……そ、それは……もちろんです……」

			　最後の方は消え入りそうなくらい小さな声だった。普段自信に満ちた凛々しい顔を見ているだけに、目を泳がせる様子は愉快だった。しかもその顔は赤く染まり、期待するような色さえあった。きっとその脳内では娘に犯され喘いでしまう自分の姿がありありと想像されていることだろう。

			「ならチンポ入れても問題ないでしょう？　お母様は、絶対に負けないんだから」

			「……で、でも……ま、待って！」

			　その口が次の言葉を紡ぐ前に、ベルは衝動のままに腰を押し進める。

			「えい♪　一直線～♪」

			　ずぷぷぷぷぷぷぷぷぅっ!!

			　腕のように太い巨根が見る間に飲み込まれていった。
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　その快感たるや髪の毛が逆立つと錯覚したほどだ。

			（ああ、素敵！　素敵ぃ！　お父様のおチンポで、お母様のおマ○コを全部感じてる！　チンポがビクンビクンして、マ○コを震わせているわ！）

			　ベルは腰を震わせ、はしたなくも口端からよだれを垂らしてしまった。

			　だがシーリスの反応も負けてはいない。

			「ひっ、ぐっ、く……ぃ……んぃ……ぃっっ!?」

			　必死に口を閉じようとする理性と快感に反応してしまう身体がぶつかりあっているのだろう、濡れた唇は小刻みに震え、糸を弾くような甲高い声を上げていた。

			　両手は赤ちゃんのようにキュッと握られ、軽く上げられている。両足は宙に浮かされたままカクカクと動き、太ももまで痙攣している。まるで生まれたての子鹿か壊れたおもちゃだ。

			（ふふっ、あんなこと言われたから必死に快感を抑えて動かないようにしているんだ。でも、全然耐えられてない♪　本当に雌豚ちゃんなのね♪　早くチンポに白旗上げちゃえばいいのに♪）

			　ふっふっと男がするような呼吸で興奮を抑え、ベルは目を白黒させている母をさらに追い詰める。

			「こんな大きいのを簡単に飲み込んじゃうなんて、本当お母様のヴァギナってエッチなのね♪　それにこの胸♪　チンポを動かすたびにぷるんぷるんって弾んで、ますますチンポ硬くなっちゃう♪」

			　入れる側の視点になったことで、ベルは改めてシーリスの胸が凶悪な武器であると理解した。白く透き通る肌、流れる汗、宝石のように輝く乳首、誘うように揺れるその動き。まさしく魔性の魅力だ。

			「こんなの見せられながらオナニーしかできなかった騎士団のみんなが可哀想だわ。ま、今は召喚獣の子と思う存分エッチしてるけど。それにしてもこんなに揺らして私を誘ってるの、お母様？」

			「さ、誘ってなんか……んっ……ありません！」

			「そんなこと言いながらぷるぷる震わしちゃって♪　それに穴の方もめちゃくちゃ締めつけてくるじゃない。お母様の嘘つき♪」

			「う、嘘じゃ……身体が勝手に動くだけで……あんっ♥」

			　恐らくは本当にシーリスは意図して性感を煽っているわけではないだろう。その必死な形相と硬くした身体を見れば、チンポを刺激しないよう極力身動きしていないのは間違いない。

			　だがシーリスが意図せずとも、胸は震えマ○コは動き、その呼吸や鼓動でさえもチンポを刺激する。天性のものか、ヴェロミコスの成果か、シーリスの身体は意図せずとも男を狂わせる。そして今し方、童貞を卒業したベルにとって、その身体はあまりに刺激的だった。

			「はぁはぁ……もう我慢できないわ♥　みっちり締まるマン肉、ぐっちゃぐちゃにしたぁい♥」

			「ひっ、だ、だめぇ……♥　くっ、ベル、止まりな……くひぃぃ♥」

			　ぐちゅ、にゅち、ぐちぃぃ。

			　ベルはゆっくりと腰を回した。密着したマ○コの中でグラインドをすると肉襞がむせび泣くように痙攣した。そんな敏感な反応もチンポは何十倍もの感度でベルに伝えてくれる。

			「ふふっ。お父様のおチンポが特別いいのかしら？　お母様のおマ○コのことよくわかるわ。こーこ♪　ここがいいのね♪」

			「はぐぅぅぅ！　そこはぁぁぁ!!」

			　シーリスの反応のよい部分を探り出し、ベルは入念にそこを責めた。

			　体重をかけ、膣壁を削るように擦り上げる。ゴツゴツとした異形の巨大チンポは、そういった責めにも極めて効果的に作用した。

			「この感覚を覚えてるでしょ？　Ｇスポットへの連続責め♥　感じすぎてすぐに潮噴いちゃうヤバいハメ方♥」

			「ひあぁ！　ダ、ダメ！　そこばっかりされたら……も、もう！　ああああ！」

			　ぴゅっぴゅる！

			　水鉄砲のように透明な飛沫が上がった。勢いよく飛び散ったその雫はベルの顔にまで届いていた。

			「あは♥　お母様早～い♥　マ○コめちゃくちゃ弱いじゃない♥　チンポにすぐに屈しちゃうザコマ○コ♥」

			「ザ、ザコマン……!?」

			　言葉を聞いた瞬間シーリスの膣がうねり、きゅぅぅとペニスを締めつける。

			　その反応にベルは顔にかかった愛液の水滴を舐めた。

			「ふーん。ザコって言われて感じちゃうんだ。お母様ってマゾなんだ。淫乱でチンポに弱いマゾ雌♥　マゾママ♥」

			「ち、違う……マゾなんかじゃ……ひゃあ!?」

			「そんなこと言ってケツ穴もヒクヒク動いてるじゃない♪　乳首もさっきより勃たってる♪　これでマゾじゃないならなんなのかしら？」

			　ごちゅごちゅと弱点を責めながら、アナルと乳首にも手を伸ばす。

			　シーリスのアナルはベルの中指をにゅるりと飲み込んだ。まるで責められるのを待っていたかのようだ。ふっくらと柔らかい肛門はベルの指を甘噛みして奥へ奥へと飲み込んでいく。

			　乳首もまるで冬の山陵のように硬く張り詰めている。そこを爪先で軽く引っかいてやると、シーリスは鞭でも打たれたように激しく反応した。

			「ほらほらどうしたの？　私を救うんでしょ？　マ○コ扱きしないんでしょ？　なのに、どうしてお母様は自分から腰を動かしちゃってるのかな～？」

			「っ!?」

			　言われて初めて気づいたのか、シーリスは慌てて腰に力を込める。

			　それで一瞬、腰の動きは止まった。そんないじらしい抵抗をするシーリスにベルはチンポの嵐を降らせた。

			「はぅぅぅぅぅっ!?　う、うぐ！　くきゅぅぅぅ！」

			「あはは、無駄無駄♪　女は気持ちいいと勝手に腰を動かしちゃう生き物なのよ♪　特にお母様のような雌豚ちゃんはね♪　早く認めておチンポねだればいっぱいしてあげるのよ？」

			「め、雌じゃありません！　私はもう、ぺ、ペニスに支配されるようなことはないんです！　冒険の日々を捨てて子供を産んで何年も性欲を抑えてきたのに……！　二度と悪魔に屈したりなんか……けほけほっ！」

			　最後は空咳混じりのシーリスの慟哭。その声を聞くだけでヴェロミコスへの並々ならぬ怒りと憎悪とどうしようもない執着心が手に取るようにわかる。

			　まさにこのペニスは、シーリスの人生を変えたペニスなのだ。

			「ああ、お母様……悔しいのね、悲しいのね、怒っているのね。ヴェロミコスに屈して子供を生んでしまったこと、その子を殺せなかったこと、その子を上手く育てられなかったこと……悔やんで愛おしくてやり直したくて……チンポに負けたくないのね」

			　シーリスは深い絶望と、それを支える責任感で苦しんでいる。ベルにはそれが痛いほどよくわかった。

			　かつては超然とした、女神のような存在だと信じていた母の過去をベルは知った。世界最高と讃えられた召喚術師が悪魔の雌奴隷となった記憶を見た。だからこそ、シーリスは悪魔となったベルを元に戻そうとしている。これはシーリスの、人生を精算する戦いでもあるのだ。

			「……お母様の気持ち、伝わったわ」

			　責めを止め、ベルはシーリスと見つめる。シーリスもまたベルを見た。

			　そして母としての優しい声色で、震えるマ○コからペニスを抜くよう要求した。

			「わかってくれたのね。さあ、こんなことは止めましょう。この汚らわしい肉塊を消して、みんなを元に戻すのよ。今ならやり直せる。私も、協力するから」

			「ええ。わかったわお母様。つまり──徹底的に壊さないといけないのね」

			　ごりゅっ!!

			　えぐり取るような勢いでカリ首がＧスポットを責めた。

			「んぁああああ!?　べ、ベル！　どうしてぇぇぇぇ!?」

			「どうして、ってお母様を助けるためよ？」

			　言いながら先ほどより勢いよくＧスポットを狙う。その攻勢にシーリスは顔を真っ赤にし、ぶしゅっと潮を噴く。

			「お母様、お母様は勘違いしてるわ」

			「な！　んぉ！　なに！　あ！　なにをぉお！」

			「私はもう救われたってこと!!」

			「!?」

			　機嫌よく言いながらベルはマ○コを味わう。

			　Ｇスポットへの責めが効いたのか、シーリスからもだんだんと余裕が失われ、呂律が回らなくなりつつある。

			「ああ、お母様が何を悩んでいるかと思ったら簡単なことじゃない！　お母様、私はもう救われてるの！　お母様からもらったいやらしい身体も、お父様からもらった羽と尻尾も大好き！　そして召喚術の才能とそれを支える魔力を受け継げてこうしてセックスを広められてる！　私はようやく自分の人生を見つけたの！　だからお母様は何も苦しまなくていいのよ!!」

			「べ、ベル！　違う！　違うわあ!!　そんなのおかしい！　おかしいからぁ！」

			「おかしくないわよ。だって私のチンポもマ○コもこんなに喜んで、感じてる♥　それ以上の真実なんてあるわけないじゃない♥　お母様は自分を見失ってるの！　だからぁ……私が導いてあげるわ。お母様がして欲しいことチンポで叶えてあ・げ・る♥」

			「っ！　い、いりません！　チンポなんかいらない!!」

			「ふふっ、隠したって無駄よ。マ○コって口よりも雄弁なんだから。この大きいチンポでお母様のことなんでもわかっちゃう♪　今、お母様が考えていること当ててあげようか？　子宮に激しいの欲しいんでしょ？」

			「っ!?」

			「はい、おマ○コぴくぴくって反応した～♥　お母様ったらわかりやすすぎ～♥」

			「う、嘘！　嘘ですぅ!!」

			「嘘じゃないわ。お母様は、私のことよりチンポのこと考えちゃう淫乱なの♥　大丈夫よ、私、そんなお母様が好きだから♥」

			　ベルはＧスポットへの責めを一旦止め、肉槍を引き抜いて姿勢を正した。もっと深くもっと鋭く膣をえぐれる角度に腰を調整し、嗜虐的な笑みを浮かべながら再び挿入をし直す。

			　ぐぷっ……ぐぷぷぷぅっ！

			「あ、あぅ！」

			「ほぉら、深いところまで入っていくわ。浅目に擦られたあとの熱いディープキッス。欲しいでしょうお母様？」

			　母の足を強く掴みながらベルはゆっくりと挿入していく。その速度は子犬の歩みよりも遥かに遅い。しかも気まぐれに止まったり、戻したりもする。ベルからしてみればほんの数分の戯れだが、シーリスには身も焼くほどの焦れったい時間なのだと蠕動するマ○コが教えてくれる。

			「ほらほら、さっきまでの威勢はどうしたの？　もっとお説教していいのよ？　それとも、声を出したらヤバいのかしら♥」

			「く、くふっ、んっ、あ、あぁ……！」

			　シーリスの口数が減り、代わりにうわ言のような喘ぎが増えた。

			　必死に目をつぶっているが、時折目蓋を開いては潤んだ瞳を見せてくる。その目を見つめ返すと、シーリスは悔しそうに視線を逸らす。

			「ほらほら、また腰が動いてる」

			「くっ！　んんぅ！」

			「膣がぐにぐに動いて扱いてる。あーあ、このままじゃ出しちゃうかな～」

			「っ!?　う、うぅぅ!!」

			「何よ、勝手に足を私に絡めようとして。まさか娘のチンポを勝手に扱いてどぴゅどぴゅさせようとしているのかしら？」

			「ちがうわ……ちが……ふっ、ふぅぅ！」

			「ほらほら、負けちゃえ。早く負けちゃえ。チンポ気持ちいいでしょ♥　まだまだこんなものじゃない♥　奥まで入れたら最高よ♥　チンポ♥　マ○コ♥　チンポ♥　マ○コ♥　チンポ♥　マ○コ♥」

			「やぁぁ……ひっ、ひぃ……！」

			　恥辱を煽りながらの寸止め責め。それを執拗なくらいにくり返す。

			　元々、シーリスの身体は子宮への激しい責めをもらえると期待しまくっていたのだ。それを寸前で止められるのだから堪らない。恐らく並の人間だったらとっくに屈しているか、発狂していることだろう。

			（それでも頑張るんだ……いいわよ、何時間だって付き合ってあげる♥）

			　ベルは出し入れをくり返す。

			　小刻みながら繊細に、シーリスの身体から快感が逃げないように責めを続ける。

			「……っ！　…………ぃ!?　…………ぁっ!!」

			（ああ、いいわあ♥　お母様のマ○コでチンポ擦り♥　密度の高い恥肉に熱々のお汁、そして爆乳のダンスに可愛らしいお母様の顔♥　これだけで三日は退屈しなそう♥）

			　もはやまともな言葉すら発せなくなったシーリスに対して、ベルはこの状況を心の底から楽しんでいた。

			　責められる立場だとかなり苦しいものだったが、責める方に回るとこれがなかなか楽しい。特に母の意地を壊して雌へと救済するとなればなおさらだ。

			（んふふ。本当に三日間入れっぱなしも楽しそうよね♥）

			　この状態を三日間維持するくらい今のベルには楽勝だった。悪魔となった身体には相応の体力と精力が身についていた。勃起を何十時間と維持することも、百人の男女と数日間乱交することも朝飯前だ。そうでなければ街中の召喚獣を支配することなどできはしない。

			　とはいえ、ベルはこの状況を三日も続ける必要はないだろうと確信していた。

			　ヴェロミコスが調教し、男日照りの禁欲生活を送り、この数日間で蓄積されたその欲求を解放された今、シーリスを繋ぎ止めるものはもう残っていない。

			　挿入しっぱなしの一時間が過ぎた。

			　その一時間で十分だった。

			「ぐ、くぅぅぅ……ベルぅぅぅ……ベルぅぅぅ!!」

			　ぐずるような声にベルは内心で微笑んだ。ついに限界が来たのだ。

			　今までの気高い表情は消え、シーリスがすがるような目で見ている。悔しげに唇を噛んでいるのに、その瞳は捨てられた子犬のようだ。

			（お母様、雌の顔になってる♥　チンポ入れられながらでもあんなに真面目な顔をしてたのに♥　ああ、そんないやらしい顔になっても素敵だわ♥）

			　それでもペニスを一番奥まで入れてやらない。

			　子宮の直前までペニスを入れるが、ギリギリのところで引き抜いてしまう。その時の寂しそうなシーリスの顔が堪らなくベルを興奮させる。

			（ほらほら、もう我慢できないでしょ？　格好良いセリフも吐けないくらいに雌穴限界迎えちゃってるんでしょ♥　最初に入れた時にポルチオを突いて気持ちいいの教えてるものね♥　それにお母様の子宮が下がってキュンキュンしてるのわかってるんだから♥　マゾ雌のマゾ子宮をめちゃくちゃに責めて欲しいんだ♥　本当、お母様ったら変態さん♥）

			　心の中で愛を囁きながらも、ベルは表面上の余裕の笑みを崩さない。

			　その態度に反比例してシーリスはどんどん余裕をなくしていく。ひっくり返された足をベルに絡めて身体を密着させようとしたり、空いている両手でベルの袖を握ろうとしたりもした。もう「射精しないよう動かない」なんて考えは頭から吹っ飛んでいるようだ。

			　だが、そんな無言のシグナルもすべて無視した。

			（あと、三擦りくらいかしら？）

			　そう予想してベルは一層ゆっくりと抽送する。肉襞を一つ一つ舐めるようなスローストロークはシーリスに死よりも辛く、天国よりも極上の快感を擦り込んだ。

			　そしてシーリスはベルの予想通りの三擦りで屈した。

			「ひっ！　ひああああああああああああ!!　お、お願いベル!!　も、もう……もう!!」

			　ひっひっ、と喉を鳴らしながらシーリスは懇願した。

			　その時の喜びといったら、思わず射精してしまうほどだった。実際、かなりの量の先走りを出してしまったのだがシーリスはベルと話すのに夢中で気づいていない。

			「お願いって、なあにお母様？」

			「わか、わかってるくせに！　さっき言った！　べ、ベルがさっき！」

			　呂律が回らず、彼女の口調はまるで幼女のようになっていた。

			　瞳も大きく鼻筋も通った美女がそんな言葉を喋るのはなんともおかしく、そして愛おしかった。

			「えー？　なんのことかわからないわ。私、お母様と違って優秀じゃないから、自分が言ったこともすぐに忘れちゃうのよね」

			　芝居がかった口調で言いながら乳首を捏ね回す。シーリスは泣きそうな顔になった。

			　その心中では娘に当て擦られた悲しさと、快感に屈する悔しさと、これから訪れるであろう最高の快楽への期待がぐちゃぐちゃに混ざっているに違いない。

			「お、奥に……を……」

			「はっきり言ってくれないとわからないわ。もう、コレはいらないってこと？」

			「待って!!」

			　腰を引いてチンポを抜くそぶりを見せると、シーリスはそれだけで面白いくらいに狼狽ろうばいした。召喚術師をやっていた時は滅多に出さなかった悲痛な大声を出し、身体が自由ならこちらを押し倒しかねない勢いで手足をばたつかせた。

			「お、奥！　奥を突いて！　も、もう我慢できないの！　このままじゃ狂う！　狂っちゃうからぁ！」

			　ぞくぞくとベルの全身を快感が駆け巡る。全身が発情して性感帯が反応してしまった。

			　チンポはだくだくと先走りを放出し、マ○コもラブジュースを洪水のように流した。アナルもヒクヒクと開閉して喜びを表現する。シーリスのことを笑えないくらいベルも全身で感じまくっていたのだ。

			（ああ！　お母様が私を求めてる！　私とお父様のチンポを求めてる！）

			　この身体を無茶苦茶にしたい。母に抱きつき、その乳房をしゃぶり、その子宮に精液を思う存分注ぎ込みたい。

			　ペニスが膣の中で大きく脈打つ。まるでヴェロミコスが「出せ出せ」と内側から叩いているようだ。ここで出せればどれだけ快感だろうと想像する。男の射精をしながら女のアクメができたらどれだけ気持ちいいだろうと妄想する。

			　衝動にベルも狂いそうになる。それでも歯を食いしばり、母を追い詰める。

			　母を縛っている信念の鎖。それは彼女の半生をかけて磨き上げられた感情の結晶だ。それを壊すのは生半可なことではない。それこそ人生そのものを変えてしまうような経験が必要だ。

			　かつての自分がそうだったからこそ、ベルはシーリスにすべきことがわかる。それこそヴェロミコスに身をもって教えられたことだった。

			（絶対に私から離れられないような快感を！　肉欲だけじゃなく心も魂も私に捧げるような快楽を！　お母様から後悔も決意も消し去って、ただの雌にしてあげるだけの官能を！　お母様を……絶対に離したくないから!!）

			　狂気じみた精神力を巡らせ、ベルは暴れ回る肉欲を抑え込んだ。

			　噴火寸前の火山のようだった肉棒が忠犬のように静かになる。だが充填された精子が消えたわけではない。マグマのような熱さを維持したまま、海綿体の奥で静かに出番を待っている。そのさまはジャングルの奥で獲物を狙う肉食獣のようだ。

			「お母様、お父様に習ったでしょう？　奥だとか、そんなお上品な言葉で満足すると思う？」

			「あ……」

			「もっと下品に。もっとやらしく。なりふり構わない雌になって、おねだりしてみせてよ。じゃないとこのおチンポ……もう一生取り上げちゃうから」

			「い、いやあああああああああ!!」

			　脅し文句は覿面てきめんに効いた。シーリスの美しい顔が恐怖に青ざめたのだ。

			　その様子に苦笑しながらも、ベルはそれも仕方ないと思う。

			　一生このチンポをもらえない、それは死ぬより辛い刑罰だ。女としてこれ以上の苦痛など存在しないだろう。同時にそれは、母がチンポ一つに勝てない雌に堕ちたことも意味していた。

			（チンポを抜けなんて言っていたのが嘘みたい……これを私がやったんだ。お母様がチンポから離れられなくなってる。このチンポさえあれば私はお母様と一緒にいられる♥）

			　気づかれないように唾を飲んで喉を潤す。唇を舌で舐めて、ベルは母に宣告する。

			「もう一回だけチャンスをあげるわ。もう一回だけよ。さ、お母様。よーく考えておねだりしてみせて」

			「……っ！」

			　瞳孔を開き、口を金庫みたいにつぐんでシーリスは思考する。これほどまでに真剣に黙考する母の姿はベルも見たことがない。

			（あのお母様が必死にチンポのおねだりを考えてる♥　王国屈指の頭脳で私に気に入られる淫語を探してる♥　ああ、そうよ♥　それでいいの♥　お母様の身体も頭も私のために捧げて♥　セックスのために使って♥　小難しいことなんて考えなくていいの♥　苦しいことなんて忘れて私に尽くせば幸せなのよ♥）

			　心を満たされる多幸感にベルはうっとりと母の顔を眺めてしまう。

			　同時にマ○コにチンポを入れられながら思考を巡らせる美女というものがこれほど絵になることを知った。生々しい性の結合と知的な女性というのは不思議なほど魅力的複合性を持っていた。

			「べ、ベル……」

			　おずおずとかけられた声にベルは我に返る。

			　シーリスが沈黙していたのはほんの数秒だった。流石だとベルは思う。わずかそれだけの時間で、しかもチンポをハメられながら知識を取捨選択し答えを出した。母の優秀さに自分のことのように嬉しくなる。

			「言って」

			　シーリスがごくりと息を呑む。言い間違えのないように唇を湿らせ、舌を震わせた。

			　緊張した様子が初々しくてベルは顔を綻ばせそうになる。

			　まるで愛しい恋人から告白の言葉を聞く時のようだ。

			「ベルぅ……突いて♥　もっと奥突いて♥　お母さんのおマ○コの奥の子宮、どちゅどちゅしてぇ♥　お父さんの凶悪勃起チンポでぇ、ベルを生んだ子宮をもう一度征服して欲しいの♥　ベルの可愛い声で囁きながら、極太チンチンからどぴゅどぴゅしてぇ♥」

			　シーリスはとろんと瞳を潤ませ、口を軽く開いて舌を垂らした。

			　はっはっと浅い呼吸をするたびに、魅惑の爆乳がぷるんと揺れる。それは汗で濡れてキラキラと輝いていた。乳頭など宝石のようだった。そしてベルのことを抱きしめるように、膣壁がキュゥと締まった。

			　男のみならず女すら狂わせる蠱惑的な仕草だった。

			（ああ、もう限界……♥）

			　母の卑猥な懇願と極上の雌ボディを見せつけられ、ベルもまた最高潮に昂った。

			　抑え込んでいた肉棒が暴れ出す。今度はそれを思い切り解放する番だ。

			「いいわ、お母様。一番奥に……してあげる!!」

			「あはああああああああああああん♥」

			　ぶちゅううううううう！

			　ベルは一瞬だけ腰を引いたあと、全身をぶつけるようにして最奥へと挿入した。

			　腕かと思うような巨根が一気に沈む。たっぷり焦らされた身体にとってそれは何物にも代え難い快感だ。一発で中毒になり、もう並のチンポでは満足できなくなる魔性の快楽だ。

			　ぶちゅっと愛液が結合部の隙間から飛び散り、濃いニオイを放つ。ヒダを弾きながら亀頭が進み、硬い部分へとたどり着く。そここそがポルチオ。子宮の入り口にある雌の最高の性感帯だった。

			「はっ♥　はひっ♥　おっ、おほぉぉぉぉ♥」

			　唇を尖らせたシーリスが獣のように喘ぐ。鼻の下を伸ばした酷く下品な顔がベルを興奮させる。

			　こんな顔は知人友人にだって絶対見せないし、他の誰とセックスしようとも引き出せるものではない。自分とヴェロミコスだけが開けることのできる宝の箱だ。そこに隠された財宝の輝きには世界中の金銀宝石を集めたって敵わない。

			「はああ、お母様♥　お母様ぁ♥　お母様の中に入ってる♥　ここが子宮なのね、私が生まれた場所なのね♥　ほら、赤ちゃんの部屋をチンポでノックノック♥」

			　ごちゅ！　どちゅ！　ぶちゅ！

			　ポルチオを狙い澄まし、鈴口の先を叩きつける。

			　ノックとは名ばかりの強烈なピストンだ。普通の女なら敏感な子宮口への刺激に激痛すら覚えるだろうが、完全に雌として調整されたシーリスの身体はそれらすべてを快感に変換する。

			「あ～～っ♥　ああ～～～～～っ♥　しきゅ、子宮ぅぅぅぅ♥」

			「どうお母様、今最高の気分でしょう？　ずっとここに欲しかったんですものね♥　しっかり熟した雌の身体に熱～いペニスのキッス♥」

			「き、気持ちいい♥　あ、あひぃ♥　ベルのチンポ最高なのぉ♥」

			「あはは♥　すっごいアヘ顔♥　夫のペニスを生やした実の娘に犯されてアヘアヘしちゃうなんてお母様って変態♥　変態で淫乱なマゾ女♥」

			　罵られながらもシーリスはうっとりとした顔でベルを見る。

			　もはやその瞳の焦点は合っておらず、快楽を貪る雌としてベルを迎えていた。その身体も積極的な動きを見せている。

			（くふぅぅ……膣がすっごい吸い付いて♥　すっごぉい♥　お父様のチンポを食い千切られそうなくらい貪欲に♥　ざらざらの膣壁が丹念に舐めて、陰唇まで根元をくすぐってくる♥　なんて名器なのお母様♥　お父様が孕ませた気持ちが今ならわかるわ♥）

			　別の生き物のように動く膣にベルは舌を巻いた。

			　今までも指や舌なら入れたこともあったが、ペニスを相手にした時の母のヴァギナのポテンシャルは想像以上だった。

			　極上の身体、極上の女性器、極上の美貌。そして圧倒的な召喚術の腕前に、素晴らしい頭脳。それでいて少女のように愛らしい仕草と性格。

			（こんなお母様から生まれたなんて私はなんて幸せ者なの♪　でもまだよね？　これが幸福の頂点じゃない。本当の幸せはこれから始まるの♪）

			　ベルは自身の瞳孔がぎゅんと開くのを感じていた。

			　ビキビキとペニスが張り詰めて一層敏感になる。もう、ヒダの形の一つ一つすら感じ取れるほどだ。母の呼吸音が耳をくすぐり、その吐息が鼻をくすぐる。

			　挿入とは全身でセックスすることなのだとわかる。肌を密着させずとも、ベルはシーリスのすべてを感じ取っていた。

			「はあはあ！　お母様！　お母様大好き！　好き好き！」

			　どちゅ！　ぶちゅ！　ずちゅずちゃぶちゅずちゅ!!

			　無我夢中でベルは腰を振るった。入れているのはペニスだけなのに全身が膣の中に潜り込んでいるようだった。

			　ベルの胸もぶるんぶるんと弾み、喜びを全力で表現していた。そんな様子がなんだかおかしかった。

			　女性の象徴である乳房が四つもある。それぞれが世界中を探しても二つと見つからないような最高のおっぱいだ。なのに今自分は胸を揺らしながらペニスでも性交している。しかも実の母とだ。

			　性別を超えた性交だ。血縁を超えたセックスだ。

			　その背徳感に絶頂が迫ってくる。

			「──お母様、私の子を生んで」

			　その言葉を聞いて、喘いでいたシーリスの瞳にわずかな光が戻る。

			「あ、え、べ、ベル……？」

			　戸惑いを見せる母の姿がおかしかった。子宮にどぴゅどぴゅしろと懇願したくせにその先は予想していなかったようだ。

			「私の子を生むのよ、お母様♥　お母様の子宮に熱いザーメン流し込んで孕ませるの♥　私を育てたそのお腹で私の子を生むの♥　ああ、でもこのチンポはお父様のだから私の弟妹にもなるのかな？」

			　ふっふっ、と息を吐きながらベルはシーリスに問いかける。

			　本当はもう射精したくて堪らないが、限界まで耐え続ける。

			「そ、それ、は……うひぃん♥　おっ♥　おほぉ♥」

			　何か言いたげだったシーリスの口をアヘ声を出させて塞ぐ。

			　すぐにシーリスは先ほどまでの快感の波を思い出し、雌として乱れまくった。

			「ほらほら、お母様の子宮は孕む気満々よ♥　ちゅうちゅうってペニスに吸い付いてザーメンおねだりしてる♥　膣全体もうねってチンポを奥へ奥へと飲み込んで♥　ねえ、いいでしょうお母様♥　生・ん・で♥　ベルとの愛の結晶、生んで♥」

			「は、はぁぁぁ♥　そんなこと言わないでぇ♥」

			　たっぷりの愛情を込めた囁き声にシーリスは自由にならない身体をくねらせた。

			　拒否の言葉とは裏腹に、その頭では赤ちゃんを妊娠することを想像しているのだとベルにはわかる。

			　雌としてペニスを求める快楽欲と、母として娘の願いを叶えたいという母性と、新たに子を孕みたいという女体の生殖本能が同時に刺激されているのだ。至福という言葉さえ陳腐に感じる幸福感だろう。

			「精液♥　ザーメン♥　スペルマ♥　子種汁♥　熱々の生殖液を思いっきり注ぎ込んじゃうの♥」

			「は、はあああああああああ♥」

			「ほら、もう出ちゃうわ♥　もうすぐ出ちゃう♥　この子宮にどぴゅどぴゅして熱いザーメンが流れ込むの♥　そうして、大量精液でお腹がぽっこり膨らんじゃうの♥　最高に気持ちいいわよ♥」

			「あっ、ああっ、はああああああ♥」

			　どちゅ！　ばちゅ！　ぱんぱんぱちゅ!!

			　囁きながら激しくピストンする。シーリスのお腹がおもちゃのように膨らんでは萎む。

			　あまりにも美しい身体を、ベルはオナホールのように乱暴に使った。それはベルにとって快感であったし、被虐欲を引き出されたシーリスにとっても最高の快感であったに違いない。

			　そしてベルは最後の一手を打った。

			「一番奥まで挿れるわよお母様……そーれ!!」

			「はぎゅうううううううううう!?」

			　ごっごっ……どちゅううううううっ!!

			　思い切り体重をかけた一撃で、ベルはついにポルチオをこじ開けて子宮にまでペニスを届けさせた。

			　先端が温かい空間に迎え入れられたのがわかる。今までとは桁違いの深い挿入感と密着感に、頭の中が雷に打たれたように痺れた。

			（帰ってきた！　私、お母様の中に帰ってきた！　ここが子宮！　私の生まれた場所！）

			　千年の放浪の果てに故郷に帰ってきた気分だった。瞳から快感とはまた別の涙が流れそうになる。

			　同時に自身の股間から湯のような熱い飛沫が散った。母の子宮に挿入したことで潮噴きしてしまったらしい。

			「はあはあ♥　最高よお母様♥　お母様の子宮に届いてる♥　ああ、ここで射精すれば絶対に孕むわよね？　出したい出したい♥　もう限界ぃぃぃぃぃっ♥」

			「ああ、ベルぅ♥　ベルぅ♥　も、もうイッちゃ……イッてるからあああああ♥」

			　ベルもシーリスも獣のように叫んだ。

			　特にシーリスは全身を痙攣させ、呼吸すら満足にできずに喘いでいる。

			　子宮を犯されたことで完全にタガが外れてしまったのだ。耐えに耐えたアクメが始まり、どこまでも高く昇っていく。人として最高峰の体力と精神力を持つシーリスだからこそ一度始まった絶頂は凄まじい。

			　かつて悪魔に刻み込まれた連続絶頂。しかも今はそれを実の娘に与えられている。暴力的な肉体的快感と精神的背徳感。その快感はシーリスの人格さえ狂わせるほどに激しいものだった。

			「あ、ああああ！　出してえ！　おマ○コにザーメン出してえ！　ベルのチンポからどぴゅどぴゅうしてぇ！　も、もう苦しい！　イッてるだけじゃやだあああああ!!　ザーメン欲しい！　射精して、孕みたいのおおおおおお!!」

			「お、お母様!?」

			　母の懇願にベルは息を呑んだ。

			　目に涙さえ浮かべてシーリスはベルを求める。先ほどシーリスに懇願させたが、その時だってここまで乱れていない。それにあれはあくまでベルが促したものだ。

			　それが今や雌の本能を丸出しに、自分から娘に向かって犯して射精してと言っている。

			「こ、今度こそちゃんと育てる！　赤ちゃん育てるのぉ！　最初から雌奴隷として教育して、チンポ大好きの仲良し家族になるのぉ！　ヴェロミコス！　あなたぁ！　ベル！　私の可愛い子！　今度こそ間違えないからあああああああ!!」

			「あ……あああああ!!　お母様!!」

			　その言葉にベルは涙した。

			　言ってくれた。ついにあの母が言ってくれた。

			　『自分は間違っていた』と。

			（そう！　そうよお母様！　お母様はちょっと間違えていただけ！　チンポを崇拝する雌なのに、恥ずかしくってそれから目を逸らしちゃったのよね!?　でもこれで全部やり直せるのよ！　さあ、私のことも否定して！　生意気言ってたベルフレットは失敗作で、悪魔のベルが正しいって言って！　これからはみんな仲良し！　幸せな世界が待ってるわ！）

			　もはやベルに一切の躊躇はなかった。

			　頭の中が爆発しそうなくらいに射精一色になり、シーリスの身体を貪り食う。

			（あ、あああああ!!　出す！　出すわ！　私の子を生んだらもうお母様はどこにも行かない！　私はお母様と一つになるの！　心も身体も魂さえも混ざり合って繋がりあって、離れられなくなるのよ!!　そしてその生んだ子ともセックスするわ！　チンポのこと、マ○コのことちゃんと教えて、正しい世界のあり方を伝えていって、その子も孕ませて子を生んで！　永遠に続く家族計画ぅぅぅぅ!!）

			　膣すべてを味わうために大きくストロークした。引き抜けば鋭いカリ首がゴリゴリと膣ヒダを引っかき、挿入すれば子宮まで一気に貫いた。

			「おっ♥　おほぉ♥　あひぃ♥　はぁあああああああん♥」

			　どじゅっ！　ぶちゅ！　ばちゅばちゅずりゅずぶうううう!!

			　母の快楽音声を聞きながら無我夢中で腰を振るう。

			　もう理性など飛んでしまったような気分なのに、全身の感覚はますます研ぎ澄まされていた。ペニスで感じる膣が紙に模写できるくらいに鮮明に感じ取れる。シーリスが絶頂する間隔、潮を噴くタイミングもわかる。本当に母と一体化してしまったようだった。

			「ああ、ああああ！　お母様！　出るわ！　最高の出るぅぅぅぅぅぅ!!」

			　肉棒に充填された熱い生殖汁が先端ギリギリまで来ているのがわかる。鈴口を解放したらすべて飛び出すだろう。しかもチンポの根元では出番を待つザーメンがまだまだ大量にある。

			「出して！　ベル！　出してええええええ！　お母さんのこと孕ませて！」

			「イク！　イクイクイクイクゥゥゥゥゥ!!　お母様のマ○コでイクゥゥゥゥゥ!!」

			　ベルはいつの間にかシーリスの手を掴んでいた。シーリスもまたベルの手を掴み返していた。

			　恋人がするようにお互いの手を繋ぎ、瞳で見つめ合いながら股間でも繋がりあった。

			　それを自覚した瞬間、ペニスがギュンと張った。

			（出る!!）

			　その感覚を剥き出しにして、ベルは母の最奥へと突き進んだ。

			「「いっくううううううううううううううううううう♥」」

			　どびゅ！　びゅる！　どびゅどびゅうう！　びゅぐびゅぐぐううううう!!

			　子宮の中で肉棒が爆発した。

			　まさしく性の濁流だった。自分の身体から水分をすべて出しきってしまうのではないかと思うほどの強烈な射精だった。

			「ふひぅ♥　おぅ♥　おほぉぉぉぉ♥　出てりゅ♥　ザーメン出てりゅ♥　ベルの童貞チンポから初出しザーメン、お母様の中に吐き出してるううぅぅ♥」

			　口から勝手に声が出てしまう。ペニスが勝手に跳ね回って次々と精液を送り込む。その勢いに思わず腰を引きそうになるが、母と繋いだ手がそれを止めさせた。

			　さらに射精の快感でベルは女性部分でも絶頂していた。

			　ペニスが跳ね、ザーメンを出すたびにおマ○コから透明な飛沫が上がる。アナルがヒクつき快感に躍る。乳首もクリトリスもビンビンに勃起した。

			　男と女の快感をベルはいっぺんに味わっていた。

			「あひぃ♥　ふほぉぉ♥　熱いの来たぁ♥　ベルに射精されてるぅ♥　すっごく濃いのがお腹に入ってるのぉ♥　孕む♥　絶対に孕むわぁぁ♥」

			　シーリスもまた喘いでいた。ガクガクと腰を震わせながらも膣はペニスから搾り取るようにうねって射精を促す。

			「ふっ、くふぅ♥　まだ出る♥　まだ出るわぁ♥」

			　ぶちゅぐちゅ！　ぱちゅぱちゅぱんぱんっ!!

			　射精しながらベルはかつてヴェロミコスにされたように腰を振るった。

			　これは下半身を丸ごと持っていかれるような快感で、油断すれば気絶すらしかねないものだった。だがこれが雌をとことん喜ばせる方法だと身をもって知っていたベルは快感に揉まれながらも抽送を続けた。

			「おっ♥　おぐぅぅぅ♥　しゅごぃぃ♥　射精しながらズボズボされてりゅぅぅ♥」

			　呂律の回らなくなった母からの称賛にベルはますますピストンを激しくした。

			　大量のザーメンはあっという間にシーリスの中をいっぱいにし、溢れ出した白濁液はまるで間欠泉のように接合部から噴き出して執務室の床に白い水溜まりを作った。

			「は、はふぅぅぅぅぅ……すっごい出ちゃった♥　最高だわ♥　ついに私、お母様に中出ししちゃったぁ♥」

			　うっとりと言いながらベルはペニスを引き抜いていった。

			　もっちりと絡みついたシーリスの膣は離れるのを拒むように強く吸い付いたが、それを振り切って雌穴から肉棒を取り出す。

			「あ、あくぅぅぅぅ♥」

			　ぬぽぉ!!　ぶりゅぶぴゅ!!

			　コルク栓を抜くような音と共にペニスが飛び出した。

			　一瞬遅れ、赤く充血した蜜壺から糊のように濃いザーメンが噴き出した。ごぷごぷと音を立て、どこにこれだけ入っていたのかと思うほどの量が逆流してくる。それをベルは母の足を掴んで開いて、じっくりと観察する。

			「あはぁ♥　すっごい量だわ♥　噴水みたいに飛び出した♥　お母様のマ○コが良すぎてこんなに出しちゃったわ♥　くすっ、陰毛に絡みついて可愛い♥」

			　自身が成し遂げた成果をじっくりと観察していると、股間がますます熱くなってきた。

			　見れば凶悪な肉棒は射精で萎えるどころか、むしろ鋭さを増したように硬く勃起していた。

			（一度の射精で満足するはずがない、か。流石お父様のおチンポ♪　一回じゃ全然足りないわ♪）

			　ベルは母の足から手を離し、その身体を自由にしてやった。

			　シーリスは連続アクメの余韻で立つ余裕もないようで、ガクガクと腰を震わせながら猫のように転がった。

			　突き出された臀部にピクピクと亀頭が震える。

			　ベルは獣のように飛びかかり、後背位でシーリスに挿入した。

			「はきゅうううう!?　あ、べ、ベルぅぅぅぅぅ!?」

			「ふふっ。何驚いているのお母様。セックスは始まったばかりよ♥」

			「ま、待って♥　まだイッて……ひぃぃぃぃぃ♥」

			　どちゅ！　ずじゅっ！　ばちゅばちゅっ!!

			　発情期の犬のようにベルは腰を叩きつけた。

			　バックでの挿入はまた違った快感をベルにくれた。母の顔が見えないことだけが難点だが、ペニスに感じる膣や喘ぎ声だけで彼女がどれだけ感じているかは手に取るようにわかった。

			「ああぁん♥　だめぇぇ♥　こんなにされたらせっかく孕んだ子宮が潰れちゃう♥　赤ちゃんのお部屋がチンポ部屋になっちゃうぅぅぅ♥」

			「ああん♥　逃げちゃやん♥　お父様と散々セックスしても平気だったくせに♥　私は一回だけなんかやだぁ♥」

			　逃げるシーリスをベルが追う。もちろんシーリスも本気で逃げるつもりではないのはわかっていた。ただ追いかけ合いお互いの愛情を確かめ合うための儀式だ。

			「やぁぁん♥　せっかく出してもらったベルのザーメンが飛び出しちゃう♥　もったいないのお♥」

			「ならこっちの穴にしてあげる♥　ほら、ア・ナ・ル♥　好きでしょう肛門セックス♥」

			「はぐぅぅぅぅぅ♥　クソ穴来たぁぁぁぁぁ♥　シーリスの汚いクソ穴にもしてくれるの？　ベル、優しい♥　しゅきしゅき♥」

			　愛らしい窄まりに挿れてやると、シーリスはご丁寧に「クソ穴」と呼んだ。父の教育が行き届いていることにベルは嬉しくなる。

			「あは♥　全部の体位試しちゃうから♥　お母様が失神しても犯すわ♥　口もアナルもマ○コも胸も、腋も手も足も髪もおへそも全部に射精するまで離さない♥　お母様の身体の中も外も私のザーメン臭が取れなくなって、どんな人とエッチする時でも私のこと思い出すようになるまで犯し尽くしちゃうからね♥」

			「ああ、犯される♥　ベルに犯されちゃうのね♥」

			　ガクガクと腰を痙攣させながら、シーリスは恐れるように顔を引きつらせた。

			　だが、その表情の中に喜悦が混じっている。その胸が期待に膨らんでいる。

			　完全な雌の顔となった母を見ながら、ベルはシーリスのクソ穴の中で肉棒をそそり立てる。

			「ぁぅ……ベルぅ……も、もうらめぇ♥　らめなのぉ……♥」

			「ええ？　もう限界なのお母様？」

			　それから時間を忘れるほどの間、ベルはシーリスと繋がり続けた。

			　宣言した通り、あらゆる場所へ射精した。もはやシーリスの身体で精液に濡れていない場所はないくらいだ。床には水溜まりのように精液が広がり、充満した濃厚な生殖臭は部屋に一歩踏み込んだだけで雌を発情・排卵させてしまうだろう。

			　それでも精力は尽きず、汲んでも汲んでも尽きない井戸のように白濁液が湧き出てくる。

			　だが流石にシーリスの方が限界のようだ。

			　いくらその肉体が人間離れしているとはいえ、彼女は悪魔ではない。しかもベルとする前に媚薬触手を相手にしているのだ。

			　すべての穴を使った連続絶頂。ベル渾身の寸止め責め。完全にスイッチが入ってからはイキっぱなしとなって呼吸すらロクにできていない。それでもベルの性欲についてきたのだからむしろ大したものだろう。

			「しょうがないわね。でも一区切りつけるにはいい頃合いかしら。じゃあ最後はおっぱいで……んっ♥　んっ♥」

			　たぷっ！　たぷんっ！　ぷるっ！　ぬちゅぬちゅん！

			　最後の射精はパイズリに決めた。

			　仰向けになった母に馬乗りになり、その爆乳で挟みながら顔を見つめる。密度ある乳圧を楽しみながら、ベルは脱力のままにすべてを受け入れる母を眺める。

			「あはぁ♪　大きなチンポが全部入っちゃう♪　本当に牛みたいなお乳だわ♪　ふふっ。お母様も楽しんでくれたみたいね♪　ほ～ら、チンポ吸って吸って♪」

			「ぁ……ぅ……ちゅ♥　じゅるる♥」

			　ベルの性豪っぷりにシーリスはほとんど虚脱状態となっていた。おマ○コからは滝のようにザーメンを逆流させ、アナルはすっかり開きっぱなしになってしまった。

			　口はもちろん鼻からも精液が垂れ出ている。髪は床に振り乱され、その一本一本にザーメンの残り汁が擦りつけられていた。

			　それでもシーリスは口を開いて谷間を出入りする亀頭に必死に舌を伸ばす。チロチロと先端を舐めてくる甘美な快感にベルは熱い吐息をつく。

			　パイズリも舌フェラも今までの刺激に比べれば薄いものだ。だが散々に射精して敏感になったチンポにはこれが心地よかった。海に浮かんで波に揺られるような穏やかな気持ちのままベルは母の胸の中で股間を膨らます。

			「ああ、いい気持ちだわ……もっと下品に吸って♥　お母様の綺麗な唇でお父様のチンポちゅちゅして♥」

			「あぅ……んっ……♥　ちゅっ♥　ぢゅうううううぅぅ♥」

			　ベルの宣言に反応してシーリスが鈴口に吸い付いた。鼻の下を伸ばした下品な顔でじゅぷじゅぷと亀頭をしゃぶってくる。

			　悪魔の陵辱によって何度も意識を飛ばされたのにこれだけの性奉仕をしてくる母の妖艶さにベルは感嘆の声を上げる。肉棒の中に熱い滾りが昇り、この日最後の射精が始まった。

			「はぁあああ♥　先っぽ吸われて……出ちゃう♥　熱いの出ちゃうわあ♥」

			　びゅるっ！　ぷぴゅ！　ぴゅっぴゅっ!!

			　乳の圧力に押し出されるように精子が噴き出す。その勢いは流石に最初と比べると慎ましいものだったが、それでも並の男三人分の量はあるだろう。

			　乳房の谷に念入りに擦り込み、顔にも大量にぶっかけた。

			　シーリスの白はく磁じのような肌を白濁が縦断する。女でさえ恐縮するであろう美貌を穢すのは爽快だった。ある意味で子宮への射精以上の背徳感だ。

			「んふっ、これ好きなのよね♥　お母様のおっぱいでチンポを拭って……っと♥」

			　にゅぐぐ……ずりゅん!!

			　両手で双丘を押しながらベルは股間をゆっくりと上へと移動させた。

			　シーリスの巨乳を手拭い代わりにして、チンポが磨かれていく。こびりついた精液や愛液や唾液や汗をすべて削ぎ落とし肉棒は起立した。

			　これだけ出したのにまだ足りぬというように勃起性器はぬらぬらと輝く。それをひとしきり見たあと、ベルはシーリスの乳首を摘んでゆっくりと左右に開いた。

			「んふっ♥　すっごい量♥」

			　にっちゃぁぁぁ……♥

			　乳房の谷間には湖のように白濁液が溜まっていた。左右の乳の間には白い橋が何本も架かっている。女の象徴である乳房へのマーキングに心がぶるりと震える。

			「最高だったわお母様♥　もうこの快感は忘れられそうにない♥」

			「うぁ……ベル……お、終わった……のぉ……？」

			「ええ。これで終わりよ。お母様もよく頑張ったわね」

			　精液に塗れた髪を撫で、母の頑張りを慰労する。手の平の温かみにシーリスの顔にも微笑みが浮かんだ。

			「えへへ♥　もう、お腹たぷたぷ♥　絶対孕んだぁ♥　ベルの赤ちゃん、赤ちゃん……♥」

			　膨らんだ腹部をさすり、シーリスは穏やかに微笑んだ。一度子供を生んだ母としての確信があるのか、すでに子宮の中で育つ我が子を感じ取っているようだった。

			　その様子にベルも微笑み返し、撫でていた手を自らの股間に伸ばす。射精の余韻に震える肉棒を握り、ベルは魔法を解く。光の中に赤黒い肉塊は消えて代わりに銀の指輪が残った。

			　その輝きを手の上で転がし、ベルはクスッと口の中で笑う。

			「それじゃあお母様。交代しましょうか」

			「…………え？」

			　惚ほうける母の股間に指輪を近づける。その輝きが陰核に触れたのを確認し、ベルは呪文を唱える。再び光に包まれた指輪はシーリスの股間で立派な勃起チンポとなっていた。

			「え、な、なんで私にチンポが……べ、ベル……まさかぁ!!」

			「あはっ、お母様も似合っているわよ、お父様のお・チ・ン・ポ♥　どう？　ちゃんと繋がってるのわかるでしょ？　これが男の人の官能よ♥　すごいわよねえ♥」

			「あ、ああ……♥　チンポ……これがチンポ……♥」

			　サプライズプレゼントをもらったようなシーリスの反応に、ベルは声を上げて笑う。

			　そして浅ましい欲望に震えるペニスを握り、その上に股間を乗せた。

			「はぅぅぅ♥」

			「あは、女の子の時とはまた違う顔になるのね、お母様♥」

			　熱い陰唇に触れて肉棒が震える。ピュッ、と先端から先走りが飛び出て、膣口に少し入ってきた。

			「あらら、もう中出し？　お母様ったらチンポの方でも淫乱ね♥　チンポもマ○コも弱～いチンポコ雌豚♥」

			「あ、ああ……だってこんな♥　気持ちよすぎるの我慢できない♥」

			「あは、やる気満々ね♥　それじゃあお母様、今度は男の人のアクメしましょうね～♥　私も股間が疼いてもう我慢できない♥　お母様を犯している間、ずっとこっちに欲しかったの♥　この熱いチンポで、次はベルのこと孕ませて♥　この特大ペニスの快感、しっかり教えてあげるから♥」

			「あ、ああ……孕ませる？　私がベルを？　ああああ！　それ素敵ぃ♥」

			「さあ、お母様♥　たくさん愛し合いましょう♥　大丈夫、身体が動かなくても私が搾り取ってあげる♥　お母様が泣き喚いちゃうくらいに徹底的にね♥」

			　ずっぶうううううううっ!!

			　腰を落とし母の童貞を奪う。今まで刺激してこなかったマ○コは肉棒を根元まで飲み込んだ。

			　シーリスの甘い悲鳴が木霊した。

			　二人の激しい交わり合いは、まだ始まったばかりだ。

			◆

			「……ああ、もう夜だったのね」

			　ベルは執務室の窓を開け、バルコニーに出た。

			　外は暗い闇に包まれ空には無数の星が輝いていた。しかも海の向こうはうっすらとしらみ始めている。

			　どうやら二十時間以上交わっていたらしい。耳を澄ますと波の音に混じり、男女の繋がる音が聞こえてくる。素晴らしい一日だった。

			「うーん!!　とってもいい気分！　ねえ、お母様もそうでしょう？」

			「……ぁ……ぅ……はへぇぇぇぇ………」

			　腕に抱いたシーリスは白目を剥きながら完全に脱力していた。

			　口からは舌がだらんと垂れ、前髪も振り乱されている。マ○コとチンポの快楽を刻み込まれた身体は未だ痙攣しており、口からは断続的な喘ぎが漏れている。

			　女と男の快感を満喫したのだから無理もない。その上、完全に火が点いたベルに搾り尽くされたのだ。最後には二つの尿道から潮を噴きながら絶叫して気絶してしまった。しばらく目覚めることはないだろう。

			　だが、その顔には幸せそうな笑みが浮かんでいた。

			「お疲れ様、お母様。今はゆっくり休むといいわ」

			　そんな母に頬擦りしながらベルは右手にはめた銀の指輪を見た。星の光に指輪は怪しく輝き、訴えかけるようにベルの顔を照らしていた。

			「ふふっ。お父様も交ざりたかったのかしら？　でもダーメ♪　まだ出してあげないわ♪　だって、今出したら私やお母様のこと支配しようとするでしょう？　そこで簡単に支配されちゃうような雌なんてお父様は捨てちゃうわよね？　それじゃあダメなのよ。私はお父様もお母様も街の皆も、この国のすべての人と召喚獣を救わないといけないの!!」

			　愛おしげに指輪を眺め、ベルはリングにキスをした。

			　その中に封じられた父のことを思う。性欲と支配欲の権化であった父の姿はベルに大きな影響を与えてくれた。そんな父に恥じない娘でありたいと思うし、そんな立派な父を支配して好きにしたいとも思う。

			（お父様を組み伏せて、チンポを好きに弄れたらどれだけ素敵かしら♥　お母様と一緒にチンポを屈服セックス♥　もちろんお父様に犯されるのも素敵♥　犯して犯されて絡み合うの♥）

			　ぞくぞくと背筋を快感が走る。それだけでまたイッてしまった。母から搾り取ったザーメンがマ○コの奥から漏れ垂れた。

			「お父様を支配できる力をつけるまでチンポだけ使わせてもらうわ♪　お父様も指輪の中でとっても気持ちよくなれるからいいわよね♪　ああ、楽しみ！　私を犯して悪魔の血を目覚めさせたお父様を、今度は私が支配する日が!!」

			　今日のセックスでシーリスとは深く通じ合えた。この快楽からは逃れられないだろうし、本人も子を生み育てるという新たな目標を得た。もうベルから離れることはないだろう。

			　街でセックスをしているマーヤやアディンや騎士団の人たちも子供を生み、血を混ぜていけば差別意識は薄れていくに決まっている。

			　もし理解してくれない頭のおかしい子がいても問題ない。召喚術で支配して、そんな気持ちは消し飛ばしてしまえばいい。

			　世界はベルの理想に向かい、着実に変わっている。

			「ああ、ヴェロミコス♥　私のお父様♥　立派になったベルの姿を早く見て欲しいわ♥　お母様もお父様も魂で繋がり合う♥　そうして私たちは……本当の家族になるの♥」

			　母からもらった秘所を濡らし、父から受け継いだ羽と尻尾を蠢かし、ベルは未来に想いを馳せる。

			　夢は遠く、険しい道だ。

			　だが、どんなことでも乗り越えられるとベルは確信している。

			「だって、お母様とお父様と一緒なんだから!!」
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